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六
册

(二
〇
一
一
)
：
四
七
九
-五
三
五
頁

方
以
智
﹃
�
�
﹄
卷
三
十
八
宮
室

譯
	

(一
)

﹁
中
國
の
生
活
空
閒
と
�
形
﹂﹁
傳
瓜
中
國
の
生
活
空
閒
﹂
班

方
以
智
の
著
﹃
�
�
﹄
は
︑


五
十
二
卷
か
ら
な
り
︑
古
典
�
獻
の
用
語
に

對
す
る
考
證
を
基
と
し
︑
內
容
は
疑
始
︑
釋
詁
︑
姓
名
︑
官
制
︑
禮
儀
︑
天
�
︑

地
輿
︑
器
用
︑
衣
�
︑
�
物
︑
動
物
︑
宮
室
な
ど
の
廣
鋭
多
岐
に
涉
っ
て
い
る
︒

本
稿
は
︑
そ
の
卷
三
十
八
宮
室
を
譯
出
し
た
も
の
で
あ
る
︒

『
�
�
﹄
は
︑
書
名
の
と
お
り
﹃
爾
�
﹄
の
體
裁
に
倣
っ
た
字
書
で
︑
實
態

は
類
書
に
�
い
が
︑
た
だ
し
︑
そ
こ
に
�
錄
さ
れ
た
語
彙
と
各
條
の
記
載
內
容

は
︑﹃
爾
�
﹄
釋
宮
︑﹃
釋
名
﹄
釋
宮
室
を
は
じ
め
と
す
る
字
書
︑
あ
る
い
は

﹃
初
學
記
﹄
居
處
部

(卷
二
十
四
)︑﹃
太
�
御
覽
﹄
居
處
部

(卷
一
七
三
～
一

九
七
)︑﹃
藝
�
類
聚
﹄
居
處
部

(卷
六
十
一
～
六
十
四
)
な
ど
の
類
書
の
い
ず

れ
と
も
著
し
く
懸
�
が
あ
る
︒
字
書
が
�
字
の
定
義
︑
�
韻
を
示
し
︑
類
書
が

お
お
む
ね
�
語
と
し
て
古
典
の
用
例
を
列
記
す
る
の
に
對
し
て
︑﹃
�
�
﹄
卷

三
十
八
宮
室
は
︑
著
者
方
以
智
に
よ
る
硏
究
ノ
ー
ト
の
趣
を
�
し
て
い
て
︑
必

然
�
に
載
錄
さ
れ
る
用
例
の
對
象
は
頗
る
一
貫
性
に
乏
し
く
︑
肝
腎
の
�
語
の

解
釋
も
ま
ま
恣
 
�
で
あ
っ
た
り
︑
と
き
に
單
純
な
!
記
や
勘
"
い
の
類
も
み

ら
れ
る
こ
と
も
事
實
で
あ
る
︒
そ
の
反
面
︑
他
の
隨
筆
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
眞

面
に
言
#
さ
れ
な
い
�
語
の
類
を
敢
え
て
�
摘
し
て
い
る
點
に
顯
著
な
特
色
を

$
す
る
︒
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
	
 
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
本
%
を
會

讀
テ
キ
ス
ト
に
&
ん
だ
理
由
で
あ
る
︒

『
�
�
﹄
は
︑
淸
の
康
熙
五
年

(一
六
六
六
)
に
姚
�
燮
が
此
藏
軒
か
ら
刊

印
し
た
版
本
が
�
行
し
て
い
る
︒
侯
外
廬
氏
﹃
方
以
智


書
第
一
册

�
�
﹄

(上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
八
八
)
の
﹁
校
點
說
,
﹂
に
詳
し
い
よ
う
に
︑
姚

�
燮
の
﹁
凡
例
﹂
な
ど
に
よ
る
と
︑
こ
の
本
は
,
末
の
崇
禎
十
二
年

(一
六
三

九
)
以
.
に
す
で
に
原
型
が
出
來
て
い
た
も
の
を
︑
北
京
に
あ
っ
た
崇
禎
十
三

年
以
影
︑
永
年
に
わ
た
っ
て
地
方
赴
任
の
閒
に
も
增
補
を
繰
り
0
し
︑
�
晚
年

の
淸
初
康
熙
五
年
に
い
た
っ
て
現
在
見
る
よ
う
な
﹁
定
本
﹂
が
完
成
刊
行
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
本
�
中
の
隨
3
に
方
以
智
自
身
の
思
考
過
4
に
お
け

る
逡
5
や
未
解
決
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
ら
し
い
箇
3
が
散
見
さ
れ
る
の
は
︑
お

そ
ら
く
そ
う
し
た
成
書
の
經
雲
と
關
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

こ
の
譯
	
は
︑
京
大
人
�
硏
の
共
同
硏
究

(班
長

田
中

淡
)﹁
中
國
の
生

活
空
閒
と
�
形
﹂
(二
〇
〇
三
年
四
6
～
二
〇
〇
五
年
三
6
)︑﹁
傳
瓜
中
國
の

生
活
空
閒
﹂
(二
〇
〇
五
年
四
6
～
二
〇
一
〇
年
三
6
)
に
お
い
て
班
員
共
�

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
會
讀
し
た
成
果
で
あ
り
︑
こ
こ
に
收
載
す
る
の
は
そ
の
.
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:
に
過
ぎ
な
い
が
︑
公
刊
し
て
批
正
を
仰
ぎ
た
い
︒
譯
	
作
成
に
際
し
て
は
︑

姚
�
燮
此
藏
軒
刊
本
を
底
本
と
し
︑
必
;
に
應
じ
て
︑
姚
氏
刊
本
に
も
と
づ
き

句
讀
を
附
し
た
�
<
二
年

(一
八
〇
五
)
立
敎
館
刊
行
の
和
刻
本

(﹃
和
刻
本

辭
書
字
典
集
成
﹄
景
印
)︑
四
庫


書
本
お
よ
び
方
以
智


書
標
點
本
も
參
校

し
た
︒

各
條
の
譯
	
擔
當
者
︑
お
よ
び
硏
究
班
班
員
と
し
て
會
讀
に
參
加
し
た
メ
ン

バ
ー
は
︑
?
の
と
お
り
で
あ
る
︒

譯
	
擔
當
者

福
田
美
穗

武
田
時
昌

～

高
井
た
か
ね

1

2

3

16

硏
究
班
班
員

(敬
稱
略
)

淺
川
滋
男
︑
安
A
B
枝
︑
伊
從
勉
︑
大
�
桂
一
︑
岡
村
秀
典
︑
小
野
永
吉
︑

川
本
重
雄
︑
黃
蘭
6
︑
佐
A
實
︑
白
幡
洋
三
郞
︑
外
村
中
︑
曾
布
川
G
︑

高
井
た
か
ね
︑
武
田
時
昌
︑
塚
本
,
日
香
︑
豐
田
裕
違
︑
中
島
長
�
︑
長

沼
さ
や
か
︑
中
原
永
二
︑
中
安
眞
理
︑
西
垣
安
比
古
︑
箱
崎
和
久
︑
福
田

美
穗
︑
布
野
修
司
︑
細
谷
豪
︑
堀
尾
尙
志
︑
本
閒
美
步
︑
向
井
佑
介
︑
山

岸
常
人
︑
吉
田
�
子
︑
渡
部
武
︑
E
rik
a
F
o
rte

(田
中

淡
)

凡
例

一
︑
本
譯
	
の
底
本
に
は
︑
康
煕
五
年
姚
�
燮
S
山
此
藏
軒
刊
本

(京
都
大
學

人
�
科
學
硏
究
3
藏
)
を
使
用
し
た
︒

二
︑
底
本
の
ほ
か
︑
複
數
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
校
勘
を
お
こ
な
っ
た
︒
底
本

お
よ
び
校
勘
に
使
用
し
た
各
本
と
そ
の
略
號
は
︑
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

底
本

康
煕
五
年
姚
�
燮
S
山
此
藏
軒
刊
本

(京
都
大
學
人
�
科

學
硏
究
3
藏
)

四
庫
本

�
淵
閣
四
庫


書
本

(臺
灣
商
務
印
書
館
景
印
本
)

和
刻
本

�
<
二
年
白
河
藩
立
敎
館
刊
本

(汲
古
書
院
景
印
本
︑

﹃
和
刻
本
辭
書
字
典
集
成
﹄
第
六
︑
七
卷
)

標
點
本

一
九
八
八
年
上
海
古
籍
出
版
社
排
印
本

(侯
外
盧
T
U

﹃
方
以
智


書
﹄
第
一
册
)

な
お
︑
本
稿
で
は
底
本
の
�
字
を
改
め
た
場
合
に
の
み
校
	
を
付
し
︑
各

本
閒
に
お
け
る
�
字
の
衣
同
を
記
し
た
︒

三
︑
本
稿
の
條
名
は
U
者
が
V
宜
補
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

四
︑
原
�
︑
譯
�
お
よ
び
譯
	
に
お
い
て
︑
原
	
に
は
﹇

﹈
を
使
用
し
︑
原

�
に
は
な
い
が
內
容
理
解
の
た
め
に
譯
者
が
揷
入
し
た
補
足
に
つ
い
て
は

︹

︺
を
使
用
し
た
︒
譯
語
に
對
す
る
鯵
單
な
	
釋
︑
言
い
替
え
等
に
は

(

)
を
用
い
た
︒

目
?

聽
事

V
室

待
漏
院

左
个

屋
和

商
中

內
中

1

2

3

4

5

6

7

8

乞
活
臺

睢
陽
虎
圈
臺

憶
門

夏
屋

庭
燎

罘
罳

屋
極

9

10

11

12

13

14

垣
樓

桓
門

(以
下
未
完
)

15

16

聽
事

1
【原
�
︼

凡
.
聽
事
︑
古
皆
曰
庿
︑
後
曰
寢
○
儀
禮
庿
卽
�
︒
宮
.
曰
�
︑
後
曰
寢
︒
今

王
宮
之
.
殿
︑
士
大
夫
之
廳
事
是
也
︒
[
箴
曰
︑
民
$
寢
�
︑
巧
言
之
詩
曰
︑

奕
奕
寢
�
︑
左
傳
曰
︑
鼠
不
穴
于
寢
庿
︑
\
後
世
俗
言
�
]
・
�
堂
也
︒
死
則

衣
︑
爲
宮
而
祭
之
︑
$
庿
而
無
寢
︑
謂
之
祖
庿
・
¹
�
︑
�
謂
之
宗
�
︒
覲
禮
︑

諸
侯
覲
︑
.
]
皆
`
舍
于
]
︑
旣
亯
︑
乃
右
肉
袒
于
庿
門
之
東
︑
乃
入
門
右
聽

事
︒
聽
古
作
桶
︑
後
人
作
廳
︒
康
成
謂
︑
四
時
]
覲
︑
`
之
祖
庿
︑
葢
不
知
]

之
爲
庿
︑
而
!
以
爲
宗
庿
也
︒
若
果
`
之
于
宗
�
︑
則
天
子
不
容
b
依
南
面
矣
︒
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爾
�
曰
︑
室
$
東
西
廂
曰
�
︑
無
東
西
廂
$
室
曰
寢
︑
無
室
曰
榭
︒
�
皆
$
室
︒

\
今
士
大
夫
五
架
梁
兩
旁
之
B
也
︒
廷
﹇
f
丁
切
﹈︑
堂
下
南
除
也
︒
說
�
曰
︑

廷
︑
]
中
也
︑
庭
︑
宮
中
也
︒
古
者
廷
不
屋
︑
諸
侯
相
]
︑
雨
霑
衣
失
容
︑
則

廢
︒
後
世
屋
之
︑
加
广
焉
︒
實
無
二
也
︒
郭
忠
恕
曰
︑
廷
︑
去
聲
︒
庭
︑
�
聲
︒

智
謂
古
初
無
庭
字
也
︒
古
者
]
寢
堂
室
�
謂
之
宮
︑
廷
在
堂
下
︑
如
今
]
賀
皆

在
丹
墀
︑
後
人
加
广
耳
︒
或
者
陛
上
之
臺
︑
如
今
衙
堂
作
卷
ã
乎
︒
殿
︑
本
師

行
勇
①

者
殿
後
︑
取
 
︑
借
爲
宮
殿
﹇
定
見
切
﹈︒
智
按
︑
殿
亦
廷
之
轉
聲
︒
廷

之
于
殿
︑
\
陳
之
于
田
︑
如
雷
電
亦
作
雷
霆
︑
可
證
也
︒
師
古
讀
]
廷
如
定
︑

田
汝
成
笑
其
爲
方
言
︑
豈
知
古
實
$
此
�
︑
如
莊
子
逕
庭
︑
非
去
聲
乎
︒
屋
高

巖
︑
�
謂
之
殿
︑
如
霍
光
傳
︑
梟
鳴
殿
.
樹
上
︒
古
不
分
上
下
稱
也
︒
,
堂
亦

�
稱
︒
壇
以
稷
配
天
︑
故
屋
以
�
王
配
上
h
︒
齊
$
,
堂
︑
乃
行
在
3
也
︒
故

孟
子
曰
︑
王
者
之
堂
︒
神
農
天
府
・
黃
h
合
宮
・
堯
衢
室
・
舜
總
違
・
夏
世

室
・
殷
重
屋
・
九
室
十
二
堂
︑
皆
說
者
類
附
之
︒

【校
	
︼

①
底
本
・
和
刻
本
・
四
庫
本
作
﹁
甬
﹂︑
標
點
本
作
﹁
勇
﹂︒
標
點
本
お
よ
び

﹃
�
�
﹄
が
參
照
し
た
と
お
ぼ
し
き
﹃
六
書
故
﹄
卷
十
五
︑
殿

(譯
	

(二
五
)
參
照
)
に
よ
り
改
め
る
︒

【譯
�
︼

お
よ
そ
.
に
あ
る
聽
事
の
こ
と
を
︑
昔
は
み
な
庿(一
)
と
い
い
︑
後
ろ
を
寢
と

い
っ
た
︒﹃
儀
禮
﹄
の
庿
と
は
�
で
あ
る(二
)
︒
宮
の
︹
中
で
︺
.
に
あ
る
も
の
を

�
と
い
い(
三
)
︑
後
ろ
を
寢
と
い
う(
四
)
︒
今
の
王
宮
の
.
殿

(正
殿
)
(五
)
︑
士
大
夫
の
廳

事
が
そ
れ
で
あ
る
︒
[
箴
に
﹁
民
に
は
寢
�
あ
り
﹂
と
い
い(六
)
︑︹﹃
詩
經
﹄
小

�
︺﹁
巧
言
﹂
の
詩
に
﹁
奕
奕
た
る
寢
�
﹂
と
い
い(七
)
︑﹃
左
傳
﹄
に
﹁
鼠
は
寢
庿

に
穴
あ
け
ず
﹂
と
い
う
の
は(
八
)
︑
後
世
︑
俗
に
�
]
や
�
堂
と
い
う
の
と
同
じ
で

あ
る(九
)
︒
死
ん
だ
ら
そ
れ
ま
で
と
は
衣
な
り
︑
宮
を
つ
く
っ
て
祭
る
が
︑
庿
が

あ
っ
て
寢
が
な
い
︑
こ
れ
を
祖
庿
︑
¹で
い

�
と
い
い
︑
�
じ
て
宗
�
と
い
う
︒

︹﹃
儀
禮
﹄︺
覲
禮
に
は
︑﹁
諸
侯
の
場
合
︑
]
見
に
さ
き
だ
っ
て
舍
を
]
に
`
け

る
﹂︑﹁
享
︹
の
禮
︺
が
お
わ
っ
た
ら
︑
�
門
の
東
で
右
側
を
肉
袒

(肌
脫
ぎ
)

し
︑
門
を
入
っ
て
右
し
︑
事
を
聽
く
﹂
と
あ
る
(一
〇
)︒

聽
は
昔
は
桶
に
つ
く
り
(一
一
)︑

後

世
の
人
が
廳
と
い
う
字
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
(一
二
)︒
康
成

(�
玄
)
が
い
う
に
は
︑

﹁
四
時
]
覲
は
︑
祖
庿
で
`
け
る
﹂
と
(一
三
)︒
お
そ
ら
く
]
が
庿
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
ず
に
︑
!
っ
て
宗
庿
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
︒
も
し
宗
�
で
`
け
る
の
で
あ
れ

ば
︑
天
子
は

依
つ
い
た
て

を
背
に
し
て
南
面
す
る
(一
四
)
こ
と
が
で
き
な
い
︒﹃
爾
�
﹄
に

﹁
室
で
東
・
西
廂
の
あ
る
も
の
を
�
と
い
う
︒
東
・
西
廂
が
な
く
室
が
あ
る
も

の
を
寢
と
い
う
︒
室
が
な
い
も
の
を
榭
と
い
う
﹂
と
あ
る
(一
五
)︒

�
に
は
み
な
室
が

あ
る
の
で
あ
る
︒
今
の
士
大
夫
の
五
架
梁
(一
六
)︹
の
規
模
を
も
つ
円
物
の
︺
兩
脇
に

あ
る
B
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

廷
﹇
f
丁
の
切

(テ
イ
)﹈
と
は
(一
七
)堂

下
の
南
除
(一
八
)で
あ
る
︒﹃
說
�
﹄
に
﹁
廷
と

は
]
中
の
こ
と
で
あ
る
﹂︑﹁
庭
と
は
宮
中
の
こ
と
で
あ
る
﹂
と
い
う
(一
九
)︒
昔
は
廷

に
は
屋
根
を
か
け
な
か
っ
た
︒
諸
侯
が
相
]
す
る
と
き
︑
雨
が
影
り
着
物
が
濡

れ
て
威
容
を
そ
こ
な
う
場
合
は
中
止
に
し
た
(二
〇
)︒

後
世
︑
こ
れ
に
屋
根
を
か
け
︑

广
を
︹
廷
の
字
に
︺
加
え
た
の
で
あ
っ
て
︑
實
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
︒
郭
忠

恕
は
︑
廷
は
去
聲
と
い
う
(二
一
)︒

庭
は
�
聲
で
(二
二
)︑︹
わ
た
く
し
方
以
︺
智
が
考
え
る

に
︑
昔
は
︑
は
じ
め
庭
と
い
う
字
は
な
か
っ
た
︒
昔
は
]
寢
堂
室
を
�
じ
て
宮

と
い
い
︑
廷
は
堂
下
に
あ
っ
た
︒
今
の
]
賀
で
皆
が
丹
墀
(二
三
)に
い
る
よ
う
な
も
の

で
︑
後
の
人
が
广
を
加
え
た
だ
け
で
あ
る
︒
あ
る
い
は
陛
上
の
臺
で
︑
今
の
役

3
の
廳
堂
に
卷
ã

(蛇
腹
天
井
の
吹
放
し
p
(二
四
))
を
作
る
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
︒

殿
と
は
も
と
も
と
行
軍
す
る
勇
者
が
つ
と
め
る
軍
q
の
し
ん
が
り
の
こ
と
で

あ
り
︑
そ
の
 
を
と
り
︑
借
り
て
宮
殿
﹇
定
見
の
切

(テ
ン
)﹈
の
 
味
と
す

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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る(
二
五
)︒︹
わ
た
く
し
方
以
︺
智
が
考
え
る
に
︑
殿
と
は
ま
た
廷
の
發
�
が
變
<
し

た
も
の
で
あ
る
︒
廷
と
殿
の
︹
發
�
の
︺
關
係
は
︑
田
と
陳
の
關
係
(二
六
)と
同
樣
で
︑

た
と
え
ば
雷
電
を
雷
霆
と
書
く
の
は
そ
の
證
據
で
あ
る
︒︹
顏
︺
師
古
は
︑
]

廷
を
讀
む
の
に
定
︹
の
發
�
︺
の
よ
う
に
讀
ん
で
お
り
(二
七
)︑
田
汝
成
は
そ
れ
が
方

言
だ
と
笑
っ
て
い
る
(
二
八
)が
︑
昔
は
實
際
に
こ
の
發
�
が
あ
っ
て
︑
た
と
え
ば
﹃
莊

子
﹄
の
﹁
逕
庭
(
二
九
)﹂︹
の
庭
の
字
︺
は
︹
今
で
は
す
で
に
︺
去
聲
で
は
な
い
(三
〇
)と
い

う
事
例
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
円
物
で
高
く
そ
び
え
て
い
る
も
の
を
︑

殿
と
�
稱
す
る
(
三
一
)︒
た
と
え
ば
︹﹃
漢
書
﹄︺
霍
光
傳
に
﹁
梟
が
殿
.
の
樹
上
で
鳴

く
﹂
と
あ
る
(
三
二
)︒
昔
は
身
分
の
上
下
で
名
稱
を
分
け
て
い
な
い
︒
,
堂
も
共
�
の

名
稱
で
あ
る
︒
壇
で
︹
后
︺
稷
を
ま
つ
っ
て
天
に
配
祀
し
︑
そ
れ
で
円
物
で
は

�
王
を
ま
つ
っ
て
上
h
に
配
祀
し
た
の
で
あ
る
(三
三
)︒
齊
に
,
堂
が
あ
る
の
は
︑
つ

ま
り
は
行
在
3
で
あ
る
︒
だ
か
ら
﹃
孟
子
﹄
に
﹁︹
,
堂
と
は
︺
王
者
の
堂
で

あ
る
﹂
と
い
う
の
で
あ
る
(
三
四
)︒
神
農
の
天
府
(三
五
)・
黃
h
の
合
宮
・
堯
の
衢
室
・
舜
の

總
違
・
夏
の
世
室
・
殷
の
重
屋
・
九
室
十
二
堂
(三
六
)と
い
う
の
は
︑
み
な
そ
の
言
う

と
こ
ろ
は
,
堂
に
た
ぐ
い
し
て
付
言
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

【譯
	
︼

(一
)

『
說
�
解
字
﹄
广
部
︑
�
﹁
�
︑
t
先
祖
皃
也
﹇
段
玉
裁
	
：
t
其
先

祖
而
以
是
儀
皃
之
︑
故
曰
宗
�
︑
諸
書
皆
曰
︑
�
︑
皃
也
︒
祭
法
	
云
︑

�
之
言
︑
皃
也
︑
宗
�
者
︑
先
祖
之
t
皃
也
︑
古
者
�
以
祀
先
祖
︑
凡
神

不
爲
�
也
︑
爲
神
立
�
者
︑
始
三
代
以
後
﹈︑
从
广
]
聲
﹇
聲
字
蓋
衍
︑

古
�
从
苗
爲
形
聲
︑
小
篆
从
广
]
︑
謂
居
之
與
]
廷
同
t
者
︑
爲
會
 
︒

眉
召
切
︑
二
部
﹈︑
庿
︑
古
�
﹇
見
禮
經
十
七
%
︑
凡
十
七
%
皆
作
庿
︑

	
皆
作
�
﹈﹂︒

(二
)

『儀
禮
﹄
士
冠
禮
﹁
士
冠
禮
︑
筮
于
庿
門
﹂︑
�
玄
	
﹁
庿
謂
¹
庿
︒
不

於
堂
者
︑
J
蓍
之
靈
由
庿
神
﹂︑
淸
︑
胡
培
翬
正
義
﹁
張
氏
淳
儀
禮
識
!

云
︑
士
冠
禮
釋
�
云
︑
庿
︑
劉
昌
宗
�
�
︒
案
庿
︑
古
�
字
︑
引
此
以
證

經
	
不
當
復
$
從
]
者
︒
冠
禮
一
卷
︑
經
	
皆
一
︑
自
昏
禮
而
下
︑
稍
稍

從
]
︑
是
蓋
後
之
鈔
寫
校
勘
者
︑
失
於
不
審
而
已
︒
今
悉
改
作
庿
︑
從
釋

�
︒
今
案
︑
f
石
經
・
嚴
本
俱
作
庿
﹂︒
嚴
本
は
黃
丕
烈
士
禮
居
重
刻
宋

嚴
州
本
の
こ
と
︒
な
お
︑
嘉
靖
中
徐
氏
刊
本
︑
臺
灣
國
立
中
央
圖
書
館
藏

元
刊
正
德
中
修
補
本
の
士
冠
禮
で
は
︑﹁
庿
﹂
で
は
な
く


て
﹁
�
﹂
に

つ
く
る
︒

(三
)

｢宮
.
曰
�
﹂
よ
り
以
下
﹁
�
皆
$
室
﹂
ま
で
︑
南
宋
︑
戴
侗
﹃
六
書

故
﹄
の
�
を
引
く
︒﹃
六
書
故
﹄
卷
二
十
五
︑
工
事
一
︑
庿
﹁
庿
︑
眉
召

切
︒
舅
氏
曰
︑
宮
.
曰
庿
︑
後
曰
寢
︒
今
王
宮
之
.
殿
︑
士
大
夫
之
聽
事

是
也
︒
[
箴
曰
︑
民
$
寢
庿
︑
巧
言
之
詩
曰
︑
奕
奕
寢
庿
︑
傳
曰
︑
夫
鼠

不
穴
寢
庿
︑
畏
人
故
也
︑
\
後
世
言
庿
]
・
庿
堂
也
︒
死
則
衣
爲
宮
而
祭

之
︑
$
庿
而
無
寢
︑
謂
之
祖
庿
・
¹
庿
︑
�
謂
之
宗
庿
︑
亦
作
�
︑
从
]
︑

會
 
︒
覲
禮
︑
諸
侯
覲
︑
.
]
皆
`
舍
于
]
︑
旣
亯
︑
乃
右
肉
袒
于
庿
門

之
東
︑
乃
入
門
右
聽
事
﹇
康
成
因
謂
四
時
]
覲
︑
`
之
祖
庿
︑
盖
不
知
]

之
爲
�
︑
而
!
以
爲
宗
�
也
︒
若
果
`
之
于
宗
庿
︑
則
天
子
不
容
b
斧
依

南
面
矣
︒
爾
�
曰
︑
室
$
東
西
廂
曰
�
︑
無
東
西
廂
$
室
曰
寢
︑
無
室
曰

榭
︒
按
庿
皆
$
室
﹈﹂︒
な
お
︑﹃
六
書
故
﹄
に
い
う
﹁
祖
庿
・
¹
庿
﹂
を

﹃
�
�
﹄
で
は
﹁
祖
庿
・
¹
�
﹂
に
作
る
な
ど
︑
方
以
智
は
﹁
庿
﹂︑﹁
�
﹂

の
兩
字
を
,
確
に
區
别
し
て
使
い
分
け
て
は
い
な
い
︒
こ
こ
で
は
敢
え
て

一
方
に
統
一
せ
ず
︑
底
本
の
ま
ま
表
記
し
た
︒

(四
)

『
周
禮
﹄
夏
官
︑
隸
僕
﹁
隸
僕
掌
五
寢
之
埽
除
糞
洒
之
事
﹂︑
�
玄
	

﹁
五
寢
︑
五
�
之
寢
也
︑
周
天
子
七
�
︑
唯
祧
無
寢
︒
詩
云
寢
�
繹
繹
︑

相
連
貌
也
︒
.
曰
�
︑
後
曰
寢
﹂︒
後
漢
︑
蔡
邕
﹃
獨
斷
﹄
卷
下
﹁
宗
�

之
制
︑
古
者
以
爲
人
君
之
居
︑
.
$
]
︑
後
$
寢
︑
宮
則
.
制
�
以
象
]
︑

後
制
寢
以
象
寢
︑
�
以
藏
T
︑
列
昭
穆
︑
寢
$
衣
冠
几
杖
︑
象
生
之
具
︑
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總
謂
之
宮
﹂︒

(五
)

揚
雄
﹁
甘
泉
賦
﹂
(﹃
�
&
﹄
卷
七
3
收
)﹁
.
殿
崔
巍
兮
︑
和
氏
玲
瓏
﹂

李
善
	
﹁
.
殿
︑
正
殿
也
︑
諸
宮
皆
$
之
︑
漢
書
曰
︑
未
央
宮
立
.
殿
﹂︒

ま
た
村
田
治
郞
﹁
.
殿
の
 
味
﹂
(﹃
日
本
円
築
學
會
硏
究
報
吿
﹄
十
六
︑

一
九
五
一
)
參
照
︒

(六
)

『春
秋
左
氏
傳
﹄
襄
公
四
年
﹁
於
[
人
之
箴
曰
︑
芒
芒
禹
迹
︑
畫
爲
九

州
︑
經
�
九
�
︑
民
$
寢
�
︑
獸
$
茂
草
︑
各
$
攸
處
︑
德
用
不
擾
︑
在

h
夷
羿
冒
于
原
獸
﹂︑
杜
預
	
﹁
人
神
各
$
3
歸
︑
故
德
不
亂
﹂︒

(七
)

『詩
經
﹄
小
�
︑
巧
言
﹁
奕
奕
寢
�
︑
君
子
作
之
︑
秩
秩
大
猷
︑
�
人

莫
之
﹂︑
毛
亨
傳
﹁
奕
奕
︑
大
貌
︑
秩
秩
︑
�
知
也
︑
莫
︑
謀
也
﹂︒

(八
)

『春
秋
左
氏
傳
﹄
襄
公
二
十
三
年
﹁
對
曰
︑
多
則
多
矣
︑
抑
君
似
鼠
︑

夫
鼠
晝
伏
夜
動
︑
不
穴
於
寢
�
︑
畏
人
故
也
﹂︒

(九
)

宋
︑
許
6
卿
﹃
百
官
箴
﹄
卷
二
︑
百
官
箴
緣
起
で
は
﹃
左
傳
﹄
襄
公
四

年
の
﹁
民
$
寢
�
﹂
に
對
し
︑
?
の
よ
う
に
い
う
︒﹁
臣
按
︑
杜
氏
以
寢

爲
人
居
︑
�
爲
神
居
︑
故
言
人
神
各
$
3
歸
︒
⁝
⁝
印
據
︑
易
︑
入
于
其

宮
︑
詩
︑
上
入
執
宮
功
︑
孟
子
︑
取
諸
其
宮
中
而
用
之
︑
閭
閻
亦
稱
宮
︑

非
若
後
世
必
h
王
之
居
而
後
爲
宮
︑
必
神
靈
之
居
而
後
爲
�
也
︒
今
人
言

�
]
・
�
堂
・
�
謨
・
�
筭
︑
豈
亦
神
靈
之
居
乎
︒
就
使
如
杜
氏
之
說
︑

分
寢
�
爲
人
神
︑
則
[
箴
本
 
亦
不
在
人
神
不
擾
︑
在
人
獸
不
擾
耳
﹂︒

(一
〇
)

『儀
禮
﹄
覲
禮
﹁
諸
侯
.
]
︑
皆
`
舍
于
]
︑
同
姓
西
面
北
上
︑
衣

姓
東
面
北
上
︑
⁝
⁝
﹁
天
子
設
斧
依
於
戶
牖
之
閒
﹇
�
玄
	
：
依
︑
如
今

綈
素
屛
風
也
︒
$
繡
斧
�
︑
3
以
示
威
也
︒
斧
謂
之
黼
﹈︑
天
子
衮
冕
b

斧
依
﹇
衮
衣
者
禆
之
上
也
︒
繢
之
繡
之
︑
爲
九
違
︑
其
龍
︑
天
子
$
升
龍
︑

$
影
龍
︑
衣
此
衣
而
冠
冕
︑
南
�
而
立
︑
以
俟
諸
侯
見
﹈︑
⁝
⁝
事
畢
︑

乃
右
肉
袒
于
庿
門
之
東
︑
乃
入
門
右
︑
北
面
立
︑
吿
聽
事
﹂︒

(一
一
)

『集
韻
﹄
去
聲
下
徑
韻
第
四
十
六
﹁
聽
・
牡
︑
他
定
切
︑
說
�
︑
聆

也
︑
古
作
牡
﹂︒
な
お
﹃
六
書
故
﹄
溫
州
市
圖
書
館
藏
,
鈔
元
刊
本

(二

〇
〇
六
年
上
海
社
會
科
學
院
出
版
社
景
印
)
お
よ
び
乾
隆
四
十
九
年
西
蜀

李
氏
師
竹
齋
刊
本
で
は
︑
卷
二
十
五
︑
庿
の
條
中
の
﹁
聽
﹂
字
を
﹁
桶
﹂

に
つ
く
る
︒
	

(三
)
參
照
︒

(一
二
)

『集
韻
﹄
�
聲
四
靑
韻
第
十
五
﹁
廳
︑
古
者
治
官
處
謂
之
聽
事
︑
後

語
省
直
曰
聽
︑
故
加
广
﹂︒

(一
三
)

『儀
禮
﹄
覲
禮
﹁
諸
侯
覲
于
天
子
︑
爲
宮
方
三
百
步
︑
四
門
︑
壇
十

$
二
�
︑
深
四
尺
︑
加
方
,
于
其
上
﹂
�
玄
	
﹁
四
時
]
覲
︑
`
之
於
庿
︒

此
謂
時
會
︑
殷
同
也
﹂︒

(一
四
)

	

(一
〇
)
參
照
︒
ま
た
﹃
禮
記
﹄
,
堂
位
﹁
昔
者
周
公
]
諸
侯
于

,
堂
之
位
︑
天
子
b
斧
依
南
�
而
立
﹂︒

(一
五
)

『爾
�
﹄
釋
宮
﹁
室
$
東
西
廂
曰
�
﹇
郭
璞
	
：
夾
室
.
堂
﹈︑
無
東

西
廂
$
室
曰
寢
﹇
但
$
大
室
﹈︑
無
室
曰
榭
﹇
榭
︑
卽
今
堂
堭
﹈﹂︒

(一
六
)

｢五
架
﹂
と
は
︑
棟
木
と
四
本
の
桁
で
屋
根
を
架
け
る
と
い
う
奧
行

き
の
規
模
を
表
し
︑
こ
の
規
模
の
円
物
は
�
常
﹁
五
架
屋
﹂
と
呼
ぶ
︒

﹁
五
架
梁
﹂
は
﹃
園
冶
﹄
卷
一
興
�
論
︑
園
說
三
に
﹁
五
架
梁
︑
乃
廳
堂

中
過
梁
也
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
本
來
は
五
架
の
奧
行
き
に
架
け
る
梁
材
の

こ
と
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
そ
れ
を
架
け
る
円
物
自
體
を
指
す
︒
以
下
に

擧
げ
る
﹃
儀
禮
﹄
	
や
駅
に
お
い
て
士
人
の
�
が
五
架
で
あ
る
と
說
,
さ

れ
る
こ
と
か
ら
︑
方
以
智
も
﹁
五
架
梁
﹂
の
語
を
使
っ
た
か
︒﹃
儀
禮
﹄

�
射
禮
﹁
序
則
物
當
棟
︑
堂
則
物
當
楣
﹂
�
玄
	
﹁
是
制
五
架
之
屋
也
︒

正
中
曰
棟
︑
?
曰
楣
︑
.
曰
庪
﹂︒
同
士
昏
禮
﹁
T
人
以
賓
升
西
面
︑
賓

升
西
階
︑
當
阿
︑
東
面
致
命
︑
T
人
阼
階
上
北
面
再
拜
﹂
賈
公
彥
駅
﹁
釋

曰
︑
⁝
⁝
凡
士
之
�
五
架
爲
之
︑
棟
北
一
楣
下
$
室
戶
︑
中
脊
爲
棟
︑
棟

南
一
架
爲
.
楣
︑
楣
.
接
簷
爲
庪
﹂︒
同
聘
禮
﹁
公
側
襲
`
玉
于
中
堂
︑

與
東
楹
之
閒
﹂
賈
公
彥
駅
﹁
云
中
堂
南
北
之
中
也
︑
入
堂
深
t
賓
事
也
者
︑

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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凡
�
之
室
堂
︑
皆
五
架
︑
棟
南
北
皆
$
兩
架
︑
棟
北
一
架
下
$
壁
開
戶
︑

棟
南
一
架
謂
之
楣
︑
則
楣
北
$
二
架
︑
楣
南
$
一
架
︒
今
於
當
楣
北
面
拜
︑

訖
乃
�
.
北
�
:
架
︑
於
南
北
之
中
乃
`
玉
︑
故
云
南
北
之
中
︑
乃
入
堂

深
t
賓
事
故
也
﹂︒

(一
七
)

｢廷
﹇
f
丁
切
﹈﹂
よ
り
﹁
廷
在
堂
下
﹂
ま
で
︑﹃
六
書
故
﹄
の
?
の

�
に
基
づ
く
︒﹃
六
書
故
﹄
卷
十
六
︑
人
九
︑
廷
﹁
廷
︑
f
丁
切
﹇
印
徒

勁
切
﹈︒
堂
下
南
除
也
︒
以
其
G
廣
可
布
武
︑
故
取
義
於
廴
﹇
說
�
曰
︑

廷
︑
]
中
也
︑
庭
︑
宮
中
也
︒
按
︑
古
者
廷
不
屋
︑
故
諸
侯
相
]
︑
雨
霑

衣
失
容
︑
則
廢
︒
後
世
始
屋
之
︑
故
加
广
焉
︒
其
實
一
字
也
︒
古
者
]
寢

堂
室
�
謂
之
宮
︑
廷
在
堂
下
︑
許
氏
3
謂
]
中
・
宮
中
︑
亦
不
可
曉
︒
郭

忠
恕
曰
︑
廷
去
聲
︑
本
無
亭
�
︒
庭
乃
�
聲
︑
不
知
古
初
無
庭
字
也
﹈﹂︒

(一
八
)

『春
秋
左
氏
傳
﹄
昭
公
十
三
年
﹁
甲
戌
︑
同
�
于
�
丘
︑
齊
�
也
︒

令
諸
侯
日
中
�
于
除
﹂︑
杜
預
	
﹁
除
地
爲
壇
︑
�
會
處
﹂︒﹃
漢
書
﹄
卷

九
十
九
下
︑
王
厭
傳
下
﹁
三
日
庚
戌
︑
晨
旦
,
︑
羣
臣
扶
掖
厭
︑
自
.
殿

南
下
椒
除
﹂︑
�
虔
	
﹁
�
行
閣
�
下
者
也
﹂︑
顏
師
古
	
﹁
除
︑
殿
陛
之

�
也
﹂︒

(一
九
)

『
說
�
解
字
﹄
廴
部
﹁
廷
︑
]
中
也
︑
从
廴
壬
聲
﹂︑
广
部
﹁
庭
︑
宮

中
也
︑
从
广
廷
聲
﹂︒

(二
〇
)

『禮
記
﹄
曾
子
問
﹁
曾
子
問
曰
︑
諸
侯
相
見
︑
揖
讓
入
門
︑
不
得
�

禮
︑
廢
者
�
︒
孔
子
曰
︑
六
︒
�
問
之
︑
曰
︑
天
子
�
︑
大
�
火
︑
日
食
︑

后
・
夫
人
之
喪
︑
雨
霑
�
失
容
︑
則
廢
﹂︒

(二
一
)

後
周
︑
郭
忠
恕
﹃
佩
觿
﹄
卷
上
﹁
]
廷
之
廷
﹇
徒
勁
�
︑
本
無
亭

�
﹈
讀
若
亭
︑
其
變
古
$
如
此
者
﹂︒﹃
廣
韻
﹄
に
よ
れ
ば
勁
は
去
聲
︑
亭

は
�
聲
︒
な
お
﹃
佩
觿
﹄
の
澤
存
堂
五
種
3
收
本
等
に
は
後
人
に
よ
る
辨

證
を
附
錄
し
︑
そ
れ
に
は
﹁
廷
︑
辨
證
曰
︑
說
�
︑
廷
︑
特
丁
切
﹂
と
い

う
︒﹃
廣
韻
﹄
で
は
特
丁
切
は
�
聲
︒

(二
二
)

『廣
韻
﹄
下
�
十
五
靑
﹁
庭
︑
門
庭
︑
印
直
也
︑
亦
州
名
︑
卽
漢
車

師
後
王
庭
之
地
︑
本
烏
孫
國
土
也
︑
其
.
王
庭
︑
卽
�
河
縣
是
也
︒
特
丁

切
﹂︒

(二
三
)

『
漢
書
﹄
卷
九
十
七
下
︑
外
戚
傳
下
﹁
俯
視
兮
丹
墀
︑
思
君
兮
履
綦
﹂︑

孟
康
	
﹁
丹
墀
︑
赤
地
也
﹂︑
顏
師
古
	
﹁
綦
︑
履
下
 
也
︒
言
視
殿
上

之
地
︑
則
想
君
履
綦
之
迹
也
︒
綦
�
其
﹂︒﹃
宋
書
﹄
卷
三
十
九
︑
百
官
志

上
﹁
殿
以
胡
粉
塗
壁
︑
畫
古
賢
烈
士
︒
以
丹
朱
色
地
︑
謂
之
丹
墀
﹂︒
張

衡
﹁
西
京
賦
﹂
(﹃
�
&
﹄
卷
二
3
收
)﹁
右
�
左
墄
︑
靑
瑣
丹
墀
﹂︑
李
善

	
﹁
漢
官
典
職
曰
︑
丹
漆
地
︑
故
稱
丹
墀
﹂︒

(二
四
)

)
ã
は
︑
ま
た
)
篷
︑
)
+
︑
卷
+
に
も
つ
く
り
︑
<
粧
棟
木
を
置

か
ず
に
弓
型
の
輪
垂
木
を
架
け
て
蛇
腹
天
井
に
す
る
<
粧
屋
根
裏
の
こ
と
︒

田
中
淡
﹃
中
國
円
築
¡
の
硏
究
﹄
(弘
�
堂
︑
一
九
八
九
)
四
〇
九
頁
︑

ま
た

左
个
の
條
︑
	

(三
)
參
照
︒

4

(二
五
)

『六
書
故
﹄
卷
十
五
︑
人
八
﹁
殿
︑
丁
見
切
︒
師
行
勇
者
殿
後
也
︒

語
曰
︑
孟
之
反
不
伐
︑
奔
而
殿
︒
引
其
義
︑
則
詩
3
誦
殿
天
子
之
邦
︑
毛

氏
曰
︑
鎭
也
︒
鎭
雖
未
足
以
盡
其
義
︑
然
與
殿
聲
義
相
�
﹇
說
�
曰
︑
擊

聲
也
﹈︑
借
爲
宮
殿
之
殿
︑
定
見
切
﹇
別
作
壂
﹈﹂︒
な
お
︑
殿
に
つ
い
て

は
﹃
初
學
記
﹄
卷
二
四
︑
居
處
部
︑
殿
に
﹁
蒼
頡
%
曰
︑
殿
︑
大
堂
也
︑

商
周
以
.
︑
其
名
不
載
︒
按
¡
記
秦
始
皇
本
紀
︑
始
曰
作
.
殿
﹂
と
あ
る

が
︑﹃
戰
國
策
﹄
魏
策
に
は
﹁
;
離
之
刺
慶
忌
也
︑
倉
鷹
擊
於
殿
上
﹂
と

い
う
︒

(二
六
)

『
¡
記
﹄
卷
四
十
六
︑
田
敬
仲
完
世
家
﹁
敬
仲
之
如
齊
︑
以
陳
字
爲

田
氏
﹂
司
馬
貞
索
隱
﹁
據
如
此
云
︑
敬
仲
奔
齊
︑
以
陳
・
田
二
字
聲
相
�
︑

£
以
爲
田
氏
︒
應
劭
云
︑
始
食
¤
於
田
︑
則
田
是
地
名
︑
未
詳
其
處
﹂︒

﹃
墨
子
﹄
號
令
﹁
候
出
越
陳
表
﹂
孫
詒
讓
閒
詁
﹁
陳
表
︑
雜
守
%
作
田
表
︒

田
・
陳
古
�
相
�
︑
字
�
﹂︒
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(二
七
)

『
漢
書
﹄
卷
一
上
︑
高
h
紀
上
﹁
廷
中
¦
無
3
不
狎
侮
﹂︑
顏
師
古
	

﹁
廷
中
︑
郡
府
廷
之
中
︑
廷
�
定
︑
他
皆
類
此
﹂︒

(二
八
)

田
汝
成
は
嘉
靖
五
年
の
�
士
︑﹃
,
¡
﹄
卷
二
百
八
十
七
に
本
傳
あ

り
︒
た
だ
し
こ
れ
は
汝
成
の
子
︑
藝
蘅
の
!
り
︒
田
藝
蘅
﹃
留
靑
日
札
﹄

卷
一
︑
漢
書
�
韻
﹁
廷
中
¦
無
3
不
狎
侮
︑
廷
本
�
聲
︑
而
師
古
曰
�
定
︒

⁝
⁝
此
類
甚
多
︑
未
易
枚
舉
︑
蓋
方
�
也
﹂︒

(二
九
)

『莊
子
﹄
逍
遙
¨
%
﹁
©
吾
問
於
連
叔
曰
︑
吾
聞
言
於
接
輿
︑
大
而

无
當
︑
ª
而
不
0
︒
吾
驚
怖
其
言
︑
\
河
漢
而
无
極
也
︒
大
$
逕
庭
︑
不

�
人
«
焉
﹂︑﹃
經
典
釋
�
﹄﹁
庭
︑
勑
定
反
︒
李
云
︑
逕
庭
︑
謂
激
過
也
﹂︒

﹃
�
�
﹄
卷
七
︑
釋
詁
︑
謰
語
﹁
逕
廷
︑
卽
逕
庭
︒
舊
說
激
過
也
︑
印
曰
︑

�
¬
貌
︒
莊
子
曰
︑
大
$
逕
庭
︒
毛
晃
韻
增
與
韻
會
皆
收
入
去
聲
︑
�
他

定
切
︒
師
古
�
]
廷
之
廷
爲
去
聲
︑
亦
因
此
也
﹂︒

(三
〇
)

方
以
智
は
.
�
で
﹁
郭
忠
恕
は
︑
廷
は
去
聲
と
い
う
︒
庭
は
�
聲
﹂

と
い
い
︑﹃
廣
韻
﹄
で
も
庭
は
�
聲
の
み
︒
な
お
︑
殿
と
電
は
と
も
に
去

聲
霰
韻
︑
廷
と
霆
は
と
も
に
�
聲
靑
韻
︒

(三
一
)

『
漢
書
﹄
卷
八
十
九
︑
循
¦
傳
︑
黃
霸
﹁︹
張
︺
敞
奏
︹
黃
︺
霸
曰
︑

⁝
⁝
#
擧
孝
子
弟
弟
貞
­
者
爲
一
輩
︑
先
上
殿
﹂︑
顏
師
古
	
﹁
丞
相
3

坐
屋
也
︒
古
者
屋
之
高
嚴
︑
�
呼
爲
殿
︑
不
必
宮
中
也
﹂︒﹃
�
�
﹄
は
師

古
	
﹁
嚴
﹂
を
﹁
巖
﹂
に
つ
く
る
︒

(三
二
)

『
漢
書
﹄
卷
六
十
八
︑
霍
光
傳
﹁
第
中
鼠
暴
多
︑
與
人
相
觸
︑
以
尾

畫
地
︒
鴞
數
鳴
殿
.
樹
上
﹇
師
古
曰
︑
鴞
︑
惡
聲
之
鳥
也
︒
古
者
室
屋
高

大
︑
則
�
呼
爲
殿
耳
︑
非
止
天
子
宮
中
︒
其
語
亦
見
黃
霸
傳
﹈﹂︒﹃
�
�
﹄

で
は
﹃
漢

書
﹄
の
﹁
鴞
﹂
を
﹁
梟
﹂
に
つ
く
り
︑﹃
漢

書
﹄
の
﹁
數
﹂
は
﹃
�

�
﹄
に
な
い
︒
な
お
︑﹁
屋
高
嚴
︑
⁝
⁝
梟
鳴
殿
.
樹
上
﹂
に
つ
い
て
は
︑

宋
︑
孔
�
仲
﹃
孔
氏
雜
說
﹄
卷
一
に
﹁
屋
之
高
嚴
︑
�
謂
之
殿
︒
.
漢
霍

光
傳
︑
鴟
鳴
殿
.
樹
上
︑
黃
霸
傳
︑
郡
國
上
計
長
¦
一
輩
先
上
殿
︑
是

也
﹂
と
あ
り
︑
,
︑
®
起
元
﹃
說
略
﹄
卷
五
も
同
�
を
引
く
︒

(三
三
)

『
¡
記
﹄
卷
二
十
八
︑
封
禪
書
﹁
周
公
旣
相
成
王
︑
郊
祀
后
稷
以
配

天
﹇
裴
駰
集
解
：
王
肅
曰
︑
配
天
︑
於
南
郊
祀
之
﹈︑
宗
祀
�
王
於
,
堂

以
配
上
h
﹇
集
解
：
�
玄
曰
︑
上
h
者
︑
天
之
別
名
也
︒
神
無
二
T
︑
故

衣
其
處
︑
¯
后
稷
也
﹈﹂︒

(三
四
)

『孟
子
﹄
梁
惠
王
下
﹁
齊
宣
王
問
曰
︑
人
皆
謂
我
衛
,
堂
︒
衛
諸
︒

已
乎
﹇
趙
岐
	
：
謂
泰
山
下
,
堂
︑
本
周
天
子
東
5
狩
]
諸
侯
之
處
也
︒

齊
�
地
而
得
$
之
︒
人
勸
齊
宣
王
︑
諸
侯
不
用
,
堂
︑
可
毁
壞
︑
故
疑
而

問
於
孟
子
︑
當
衛
之
乎
︒
已
︑
止
也
﹈︒
孟
子
對
曰
︑
夫
,
堂
者
王
者
之

堂
也
︒
王
欲
行
王
政
︑
則
勿
衛
之
矣
﹂︒

(三
五
)

｢
神
農
天
府
﹂
よ
り
﹁
九
室
十
二
堂
﹂
ま
で
︑
直
接
基
づ
い
た
の
は

,
︑
黃
�
周
﹃
°
物
典
彙
﹄
の
以
下
の
�
と
思
わ
れ
る
︒﹃
°
物
典
彙
﹄

卷
五
︑
城
闕
︑
,
堂
﹁
附
錄
︒
黃
氏
曰
︑
歷
代
制
度
之
衣
︑
莫
衣
於
,
堂
︑

諸
儒
議
論
之
詳
︑
莫
詳
於
,
堂
︒
嘗
稽
其
沿
革
之
制
︑
則
神
農
謂
之
天
府
︑

黃
h
謂
之
合
宮
︑
堯
謂
之
衢
室
︑
舜
謂
之
總
違
︑
夏
謂
之
世
室
︑
商
謂
之

重
屋
︑
此
名
之
3
以
不
同
也
︒
⁝
⁝
黃
h
爲
一
殿
︑
堯
舜
爲
五
府
︑
太
戴

以
爲
九
室
十
二
堂
︑
6
令
以
爲
四
堂
十
二
室
︑
考
工
記
五
室
︑
f
制
三
層
︑

則
印
爲
制
之
不
同
︒
⁝
⁝
﹂︒
天
府
に
つ
い
て
は
南
宋
︑
違
如
愚
﹃
群
書

考
索
﹄
.
集
卷
二
十
八
禮
門
︑
,
堂
類
︑
歷
代
制
度
︑
神
農
に
﹁
,
堂
之

作
︑
自
神
農
$
之
﹇
淮
南
子
言
︑
神
農
祀
於
,
堂
︑
印
曰
神
農
,
堂
曰
天

府
︑
印
曰
嘗
榖
祀
于
,
堂
﹈﹂
と
み
え
る
が
︑
現
行
本
﹃
淮
南
子
﹄
に
は

T
�
訓
に
﹁
昔
者
︑
神
農
之
治
天
下
也
︑
⁝
⁝
以
時
嘗
榖
︑
祀
于
,
堂
﹂

と
あ
る
だ
け
で
︑
本
�
︑
	
と
も
に
﹁
神
農
,
堂
曰
天
府
﹂
の
�
は
み
え

な
い
︒
な
お
︑﹃
隋
書
﹄
卷
六
十
八
︑
宇
�
愷
傳
に
は
﹁
奏
,
堂
議
表
曰
︑

⁝
⁝
尙
書
h
命
驗
曰
︑
h
者
承
天
立
五
府
︑
以
t
天
重
象
︒
⁝
⁝
	
云
︑

f
[
之
天
府
︑
夏
之
世
室
︑
殷
之
重
屋
︑
周
之
,
堂
︑
皆
同
矣
︒
尸
子
曰
︑

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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$
[
氏
曰
總
違
︒
⁝
⁝
﹂
と
い
う
︒

(三
六
)

『大
戴
禮
記
﹄
,
堂
﹁
,
堂
者
︑
古
$
之
也
︒
凡
九
室
︑
一
室
而
$

四
戶
八
牖
︑
三
十
六
戶
︑
七
十
二
牖
︒
⁝
⁝
九
室
十
二
堂
︑
室
四
戶
︑
戶

二
牖
︑
其
宮
方
三
百
步
﹂︒﹃
續
漢
書
﹄
祭
祀
志
中
劉
昭
	
引
蔡
邕
,
堂
論

﹁
6
令
記
曰
︑
,
堂
者
︑
3
以
,
天
氣
︑
瓜
萬
物
︒
,
堂
上
�
於
天
︑
象

日
辰
︑
故
下
十
二
宮
象
日
辰
也
︒
⁝
⁝
凡
此
皆
,
堂
・
太
室
・
辟
雍
・
太

學
事
�
�
合
之
義
也
︒
其
制
度
數
各
$
3
法
︒
⁝
⁝
九
室
以
象
九
州
︑
十

二
宮
以
應
辰
﹂︒

な
お
︑
,
堂
の
形
態
に
つ
い
て
の
議
論
に
は
大
き
く
ふ
た
つ
の
說
が
あ

り
︑
ひ
と
つ
は
五
室
で
あ
る
と
す
る
說

(禮
記
6
令
な
ど
)︑
も
う
ひ
と

つ
は
九
室
で
あ
る
と
す
る
說

(大
戴
禮
記
)
で
あ
る
が
︑
,
堂
と
﹃
考
工

記
﹄
と
の
關
係
や
︑
宇
�
愷
の
考
え
た
,
堂
に
つ
い
て
は
︑
田
中
淡
﹃
中

國
円
築
¡
の
硏
究
﹄﹁﹃
考
工
記
﹄
匠
人
營
國
と
そ
の
解
釋
﹂︑﹁
隋
]
円
築

家
の
設
計
と
考
證
﹂
を
參
照
︒

(
福
田
美
穗
)

V
室

2
【原
�
︼

V
室
︑
正
寢
也
○
乙
︑
古
�
︒
說
�
从
恩
省
︑
从
宀
︒
爿
︑
牀
也
︒
3
寢
處
也
︒

儀
禮
V
室
︑
如
V
子
之
V
︑
謂
正
室
也
︒
周
禮
王
六
寢
︑
	
路
寢
一
︑
小
寢
五
︒

京
山
曰
︑
陰
數
六
也
︒
智
按
︑
莊
公
薨
于
路
寢
︑
僖
公
薨
于
小
寢
︑
內
寢
也
︒

路
︑
大
也
︒
總
言
後
寢
之
大
︑
曰
路
寢
︑
指
其
B
閒
︑
曰
小
寢
︑
或
廂
︑
或
別

寢
︑
皆
可
曰
小
︒
魯
直
詩
︑
公
虛
采
蘋
宮
︑
行
樂
在
小
寢
︒
葢
謂
別
寢
︒
杜
預

揣
以
小
寢
︑
定
夫
人
寢
也
︒
今
人
訃
曰
︑
�
于
正
寢
︒
瓜
言
其
在
後
堂
耳
︒
陸

放
¸
以
爲
!
︑
則
印
!
矣
︒

【譯
�
︼

V
室
は
︑
正
寢
で
あ
る
○
乙
は
古
�
で
あ
り
︑﹃
說
�
︹
解
字
︺﹄
に
﹁︹
そ

の
字
形
は
︺
恩
の
省
略
形
に
從
い
︑
宀
に
從
う
﹂
と
あ
り(一
)
︑︹
そ
の
字
の
一
部

で
あ
る
︺
爿
は
︑
牀
で
あ
り
︑
寢
る
3
で
あ
る
︒﹃
儀
禮
﹄
に
﹁
V
室
﹂
と
あ

る(二
)
が
︑
V
子
の
﹁
V(三
)
﹂
と
同
じ
で
︑
正
室
を
い
う
︒﹃
周
禮
﹄︹
天
官
︑
宮
人
︺

に
﹁
王
の
六
寢
﹂
と
あ
り
︑︹
�
玄
︺
	
に
﹁
路
寢
が
一
︑
小
寢
が
五
﹂
と
あ

る(四
)
︒
京
山

(
郝
敬
)
は
﹁︹
六
寢
の
六
は
︺
陰
數
の
六
で
あ
る
﹂
と
い
う(五
)
︒︹
わ

た
く
し
方
以
︺
智
が
思
う
に
︑
莊
公
は
路
寢
に
º
く
な
り(六
)
︑
僖
公
は
小
寢
に
º

く
な
っ
た(七
)
︒︹
そ
れ
ら
は
︺
內
寢
で
あ
る
︒
路
は
︑
大
き
い
こ
と
で
あ
る
︒
後

寢
の
大
き
な
居
室
を
ま
と
め
て
い
う
場
合
に
は
︑
路
寢
と
い
う
︒
そ
の
部
屋
を

指
し
て
小
寢
と
い
い
︑
あ
る
い
は
廂(八
)
︑
あ
る
い
は
別
寢
と
す
る
︒︹
路
寢
の
大

に
比
し
て
︺
い
ず
れ
も
小
と
い
う
べ
き
で
あ
る
︒
魯
直

(
黃
庭
堅
)
の
詩
に

﹁
公
は
︹
敬
虔
な
正
妻
の
い
る
︺
采
蘋
の
宮
�
を
空
っ
ぽ
に
し
て
︑
小
寢
に
て

お
樂
し
み
﹂
と
あ
る(九
)
の
は
︑
思
う
に
別
寢
を
い
う
︒
杜
預
は
小
寢
を
推
し
は

か
っ
て
︑
夫
人
の
寢
と
定
め
た
(一
〇
)︒
�
人
は
訃
報
に
﹁
正
寢
に
死
す
﹂
と
い
う
が
︑

︹
家
屋
の
︺
後
堂
で
の
こ
と
を
引
っ
く
る
め
て
い
っ
た
だ
け
で
あ
る
︒
陸
放
¸

(游
)
が
!
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
(一
一
)の
は
︑
ま
た
!
り
で
あ
る
︒

【譯
	
︼

(一
)

『
說
�
解
字
﹄
七
%
下
﹁
俺
︑
臥
也
︒
从
宀
卸
聲
﹂︒﹁
恩
︑
寐
而
$
覺

也
︒
从
宀
从
疒
︑
夢
聲
﹂︒﹁
温
︑
病
臥
也
︒
从
恩
省
︑
乙
省
聲
﹂︒﹁
寐
︑

臥
也
︒
从
恩
省
︑
未
聲
﹂︒﹁
寤
︑
寐
覺
而
$
信
曰
寤
︒
从
恩
省
︑
吾
聲
︒

一
曰
︑
晝
見
而
夜
恩
也
﹂︒﹃
六
書
故
﹄
卷
二
十
五
﹁
穏
︑
七
荏
切
︒
夜
3

寢
處
也
︒
从
宀
从
牀
省
︑
卸
聲
︒﹇
說
�
︑
温
从
恩
省
︑
乙
省
聲
︑
病
臥

也
︒
恩
︑
寐
而
$
覺
也
︒
从
宀
从
疒
︑
夢
聲
︒
寢
寐
之
屬
︑
皆
从
恩
省
︒

乙
籀
�
︑
印
作
寑
︒
按
周
官
王
六
寢
︑
傳
曰
︑
民
$
寢
�
︑
獸
$
茂
艸
︒

東 方 學 報
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夫
人
日
而
从
事
︑
夜
以
安
身
︑
必
$
寢
室
︒
豈
爲
病
臥
乎
︒
寤
寐
與
夢
皆

因
寢
而
$
者
也
﹈﹂︒
な
お
︑﹁
傳
曰
﹂
以
下
は
﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄
襄
公
四

年
の
�
︒﹃
釋
名
﹄
五
︑
釋
宮
室
﹁
室
︑
實
也
︒
人
物
實
滿
其
中
也
︒
室

中
西
南
隅
曰
奧
︑
不
見
戶
,
3
在
︑
祕
奧
也
︒
⁝
⁝
宅
︑
擇
也
︒
擇
吉
處

而
營
之
也
︒
舍
︑
於
中
舍
息
也
︒
宇
︑
羽
也
︒
如
鳥
羽
¾
自
¿
Å
也
︒
屋
︑

亦
奧
也
︒
其
中
溫
奧
也
︒
�
︑
貌
也
︒
先
祖
形
貌
3
在
也
︒
寢
︑
寢
也
︒

3
寢
息
也
﹂︒
淸
︑
胡
培
翬
﹃
燕
寢
考
﹄
卷
上
﹁
印
按
正
寢
︑
天
子
諸
侯

謂
之
路
寢
︑
亦
曰
大
寢
︑
大
夫
謂
之
V
寢
︑
士
或
謂
之
V
室
︒
燕
寢
︑
天

子
諸
侯
謂
之
少
寢
﹇
見
左
傳
﹈︑
印
謂
之
外
寢
﹇
見
內
則
﹈︑
印
謂
之
下
室
︑

印
謂
之
側
室
︑
大
夫
士
印
曰
下
室
︑
曰
側
室
︒
自
其
宴
息
之
義
︑
謂
之
寢
︑

指
其
3
居
之
處
︑
謂
之
室
﹂︒

(二
)

『儀
禮
﹄
士
喪
禮
﹁
士
喪
禮
︑
死
於
V
室
︑
幠
用
斂
衾
﹂︒
�
玄
	
﹁
V

室
︑
正
寢
之
室
也
︒
疾
者
齊
︑
故
于
正
寢
焉
︒
疾
時
處
北
墉
︹
一
作
牖
︑

庸
︺
下
︒
死
而
�
之
當
︹
一
作
南
︺
牖
下
︒
$
牀
祍
︒
幠
︑
¿
也
︒
斂
衾
︑

大
斂
3
幷
用
之
衾
︒
衾
︑
被
也
︒
小
斂
之
衾
當
陳
︒
喪
大
記
曰
︑
始
死
︑

�
尸
于
牀
︑
幠
用
斂
衾
︑
去
死
衣
﹂︒
賈
公
彥
駅
﹁
云
V
室
正
寢
之
室
也

者
︑
若
對
天
子
諸
侯
謂
之
路
寢
︑
卿
大
夫
士
謂
之
V
室
︑
亦
謂
之
V
寢
︑

故
下
記
云
︑
士
處
V
寢
︑
揔
而
言
之
︑
皆
謂
之
正
寢
︒
是
以
莊
三
十
二
年

秋
八
6
︑
公
薨
于
路
寢
︑
公
羊
傳
云
︑
路
寢
者
何
︑
正
寢
也
︑
糓
梁
傳
亦

云
︑
路
寢
︑
正
寢
也
︒
言
正
寢
者
︑
對
燕
寢
與
側
室
非
正
︒
案
喪
大
記
云
︑

君
夫
人
卒
於
路
寢
︑
大
夫
世
­
卒
於
V
寢
︑
內
子
未
命
︑
則
死
于
下
室
︑

�
尸
于
寢
︑
士
之
妻
皆
死
于
寢
︒
�
	
云
︑
言
死
者
必
皆
于
正
處
也
︒
以

此
言
之
︑
妻
皆
與
夫
同
處
︒
若
然
天
子
�
︑
亦
於
路
寢
︒
是
以
®
命
成
王

�
︑
À
康
王
於
¾
室
︒
¾
室
︑
則
路
寢
也
︒
若
非
正
寢
︑
則
失
其
3
︒
是

以
僖
公
二
十
三
年
冬
十
二
6
︑
公
薨
於
小
寢
︑
左
氏
傳
云
︑
卽
安
也
︒
是

譏
不
得
其
正
﹂︒
ま
た
旣
夕
禮
﹁
士
處
V
寢
︑
寢
東
首
于
北
墉
下
︒
$
疾
︑

疾
者
齊
︑
養
者
皆
齊
︑
園
琴
瑟
︑
疾
病
︑
外
內
皆
埽
﹂︒
�
玄
	
﹁
將
$

疾
︑
乃
寢
於
V
室
︒
今
�
處
爲
居
︑
于
爲
於
︒
正
«
性
也
︒
V
寢
者
︑
不

齊
不
居
其
室
﹂︒
賈
公
彥
駅
﹁
云
將
$
疾
乃
寢
於
V
室
者
︑
以
士
喪
%
首

云
︑
士
死
於
V
室
︒
此
記
云
V
寢
者
︑
V
室
一
也
︒
故
互
見
其
�
︒
若
不

疾
︑
則
在
燕
寢
︒
將
$
疾
︑
乃
寢
臥
於
V
室
︒
故
變
室
爲
寢
也
︒
云
東
首

者
︑
鄉
生
氣
之
3
︒
云
墉
下
者
︑
墉
謂
之
牆
︑
喪
大
記
謂
之
北
牖
下
︑
必

在
此
墉
下
︑
亦
取
十
一
6
一
陽
生
於
北
︑
生
氣
之
始
︹
故
︺
也
﹂︒
胡
培

翬
﹃
儀
禮
正
義
﹄
卷
二
十
六
﹁
	
云
V
室
正
寢
之
室
也
疾
者
齊
故
於
正
寢

焉
者
︑
案
自
天
子
至
士
︑
皆
$
正
寢
︑
燕
寢
︒
詳
士
昏
禮
︒
燕
寢
常
居
之

3
︑
正
寢
唯
齊
#
疾
乃
居
之
︒
檀
弓
云
︑
君
子
非
致
齊
也
︑
非
疾
也
︑
不

晝
夜
居
於
內
︒
�
	
︑
內
︑
正
寢
之
中
︑
是
也
︒
正
寢
︑
天
子
諸
侯
謂
之

路
寢
︑
大
夫
士
謂
之
V
寢
︒
下
%
記
云
︑
士
處
V
寢
︑
此
云
V
室
︑
卽
V

寢
之
室
也
︒
但
經
言
V
室
︑
不
言
V
寢
者
︑
以
寢
是
大
名
︑
瓜
堂
室
與
B

言
之
︒
此
士
之
死
在
室
內
︑
印
下
沐
浴
含
襲
小
斂
︑
亦
在
室
行
之
︑
故
言

室
不
言
寢
也
︒
記
云
︑
$
疾
︑
疾
者
齊
︑
	
︑
正
«
性
也
︒
V
寢
者
︑
不

齊
不
居
其
室
︒
此
	
云
疾
者
齊
故
於
正
寢
焉
︑
是
推
言
居
正
寢
之
由
︒
禮

記
喪
大
記
云
︑
君
夫
人
卒
於
路
寢
︑
大
夫
世
­
卒
於
V
寢
︒
內
子
未
命
則

死
於
下
室
︑
�
尸
於
寢
︒
士
之
妻
皆
死
於
寢
︒
�
	
︑
言
死
者
必
皆
於
正

處
也
︒
是
死
於
V
室
︑
3
以
正
其
�
︒
兩
	
相
Â
乃
備
︒
春
秋
︑
莊
公
薨

于
路
寢
︑
穀
梁
傳
︑
路
寢
︑
正
寢
也
︒
寢
疾
居
正
寢
︑
正
也
︒
男
子
不
絕

于
­
人
之
手
︑
以
齊
�
也
︒
僖
公
薨
于
小
寢
︑
左
傳
︑
卽
安
也
︑
穀
梁
傳
︑

小
寢
非
正
也
︑
是
也
﹂︒

(三
)

『禮
記
﹄
喪
大
記
﹁
君
︑
夫
人
卒
於
路
寢
︑
大
夫
世
­
卒
於
V
寢
︑
內

子
未
命
︑
則
死
於
下
室
︑
�
尸
于
寢
︑
士
之
妻
皆
死
于
寢
﹂︑
�
玄
	

﹁
言
死
者
︑
必
皆
於
正
處
也
︒
寢
︑
室
�
耳
︒
其
t
者
3
不
燕
焉
︒
君
謂

之
路
寢
︑
大
夫
謂
之
V
寢
︑
士
或
謂
之
V
室
︑
此
變
命
­
言
世
­
者
︑
,

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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t
卑
同
也
︒
世
­
以
君
下
寢
之
上
爲
V
寢
︑
內
子
︑
卿
之
妻
也
︒
下
室
︑

其
燕
處
也
﹂︒
宋
︑
黃
震
﹃
黃
氏
日
鈔
﹄
卷
二
十
二
讀
禮
記
︑
喪
大
記
第

二
十
二
﹁
路
寢
\
路
車
之
路
︑
以
大
言
也
︒
V
寢
\
V
子
之
V
︑
以
正
言

也
︒
內
子
︑
卿
之
妻
︒
下
室
︑
其
燕
處
︑
言
寢
者
︑
卽
正
寢
︒
死
者
必
皆

於
其
正
處
﹇
�
氏
﹈﹂︒
宋
︑
衞
湜
﹃
禮
記
集
說
﹄
卷
一
〇
五
﹁
嚴
陵
方
氏

︹
慤
︺
曰
︑
路
寢
︑
謂
之
路
︑
\
路
車
之
路
︑
以
大
言
之
也
︒
V
寢
︑
謂

之
V
︑
\
V
子
︑
謂
之
V
︑
以
正
言
之
也
︒
言
正
︑
則
以
別
他
下
室
#
燕

處
也
︒
寢
卽
正
寢
也
︒
士
與
其
妻
皆
死
于
寢
︑
則
以
賤
而
無
J
故
也
﹂︒

元
︑
敖
繼
公
﹃
儀
禮
集
說
﹄
卷
十
三
﹁
繼
公
謂
︑
V
寢
︑
正
寢
也
︒
此
云

V
寢
︑
,
經
3
謂
V
室
者
︑
爲
V
寢
之
室
耳
﹂︒

(四
)

『
周
禮
﹄
天
官
︑
宮
人
﹁
宮
人
掌
王
之
六
寢
之
脩
﹂︑
�
玄
	
﹁
六
寢
者
︑

路
寢
一
︑
小
寢
五
︒
玉
藻
曰
︑
]
辨
色
始
入
︒
君
日
出
而
視
]
︒
Ç
V
路

寢
聽
政
︒
使
人
視
大
夫
︑
大
夫
Ç
︑
然
後
V
小
寢
︑
釋
�
︒
是
路
寢
以
治

事
︑
小
寢
以
時
燕
息
焉
︒
春
秋
書
魯
莊
公
薨
于
路
寢
︑
僖
公
薨
于
小
寢
︑

是
則
人
君
非
一
寢
,
矣
﹂︑
賈
公
彥
駅
﹁
云
六
寢
者
路
寢
一
小
寢
五
者
︑

路
寢
制
如
,
堂
以
聽
政
︒
路
︑
大
也
︒
人
君
3
居
皆
曰
路
︒
印
引
玉
藻
曰

]
辨
色
始
入
者
︑
謂
羣
臣
昧
爽
至
門
外
︑
辨
色
始
入
應
門
︒
云
君
日
出
而

視
]
者
︑
t
者
體
盤
︑
故
日
出
始
出
路
門
而
視
]
︒
Ç
V
路
寢
聽
政
者
︑

謂
路
門
外
]
罷
︑
乃
Ç
V
路
寢
以
聽
政
︒
云
使
人
視
大
夫
大
夫
Ç
然
後
V

小
寢
釋
�
者
︑
]
罷
︑
君
Ç
V
路
寢
之
時
︑
大
夫
各
鄉
治
事
之
處
︑
君
使

人
視
大
夫
︑
大
夫
Ç
È
舍
︑
君
然
後
V
小
寢
︑
釋
去
]
�
︑
�
玄
端
︒
印

引
春
秋
者
︑
左
氏
莊
公
三
十
二
年
︑
公
薨
于
路
寢
︑
得
其
正
︒
僖
公
三
十

三
年
︑
公
薨
于
小
寢
︑
譏
其
卽
安
︒
云
是
則
人
君
非
一
寢
,
矣
︑
言
此
者

時
$
不
信
周
禮
︒
故
引
諸
�
以
證
之
︑
若
然
3
引
者
︑
皆
諸
侯
法
︒
天
子

六
寢
︑
則
諸
侯
當
三
寢
︑
亦
路
寢
一
︑
燕
寢
一
︑
側
室
一
︑
內
則
3
云
者

是
也
﹂︒﹃
禮
記
﹄
曲
禮
下
﹁
天
子
$
后
︑
$
夫
人
︑
$
世
­
︑
$
嬪
︑
$

妻
︑
$
妾
﹂︑
�
玄
	
﹁
妻
︑
八
十
一
御
妻
︒
周
禮
謂
之
女
御
︑
以
其
御

序
於
王
之
燕
寢
︒
妾
︑
賤
者
﹂︑
孔
穎
É
駅
﹁
案
周
禮
︑
王
$
六
寢
︑
一

是
正
寢
︑
餘
五
寢
在
後
︑
�
名
燕
寢
︒
其
一
在
東
北
︑
王
春
居
之
︑
一
在

西
北
︑
王
冬
居
之
︑
一
在
西
南
︑
王
秋
居
之
︑
一
在
東
南
︑
王
夏
居
之
︑

一
在
中
央
︑
六
6
居
之
︒
凡
后
妃
以
下
︑
�
以
?
序
而
上
御
王
於
五
寢
之

中
也
﹂︒
胡
培
翬
﹃
燕
寢
考
﹄
卷
上
﹁
按
王
六
寢
︑
路
寢
一
︑
小
寢
五
︑

路
寢
則
正
寢
︑
小
寢
則
燕
寢
也
︒
正
寢
之
一
︑
天
子
至
士
3
不
殊
︑
惟
燕

寢
$
隆
殺
耳
︒
天
子
燕
寢
五
︑
則
諸
侯
當
$
三
︑
駅
謂
燕
寢
一
︑
側
室
一

恐
非
︒
按
王
六
寢
︑
其
一
爲
正
寢
︑
治
事
之
處
︑
而
3
居
恒
在
於
燕
寢
︑

后
夫
人
以
下
︑
分
居
六
宮
︑
其
$
當
御
者
︑
則
就
於
王
之
燕
寢
︒
此
古
者

王
后
居
宮
寢
之
制
也
﹂︒
淸
︑
孫
詒
讓
﹃
周
禮
正
義
﹄
卷
十
一
﹁
路
寢
︑

大
僕
謂
之
大
寢
︑
燕
寢
見
女
御
︒
亦
曰
小
寢
者
︑
對
大
寢
言
之
也
︒
此
王

六
寢
︑
自
相
對
爲
大
小
︑
與
后
寢
無
涉
﹂︒﹃
禮
記
﹄
檀
弓
上
﹁
夫
晝
居
於

內
︑
問
其
疾
可
也
︒
夜
居
於
外
︑
弔
之
可
也
︒
是
故
君
子
非
$
大
故
︑
不

宿
於
外
︒
非
致
齊
也
︑
非
疾
也
︑
不
晝
夜
居
於
內
﹂︑
�
玄
	
﹁
內
︑
正

寢
之
中
﹂︑
孔
穎
É
駅
﹁
此
謂
中
門
外
也
故
禮
斬
衰
#
Ë
喪
皆
中
門
外
爲

廬
堊
室
是
$
喪
夜
居
中
門
外
也
︒
⁝
⁝
恐
內
是
燕
寢
︒
故
云
正
寢
之
中
︒

必
知
正
寢
者
︑
以
其
經
云
非
致
齊
︑
不
居
於
內
︒
致
齊
在
正
寢
︑
疾
則
或

容
在
內
寢
︒
若
危
篤
亦
在
正
寢
︒
上
�
云
晝
居
於
內
︑
問
其
疾
可
也
︒
不

問
齊
者
︑
齊
是
爲
祭
之
事
︑
衆
3
共
知
︑
不
須
問
也
︒
此
齊
在
內
︑
祭
瓜

云
︑
君
致
齊
於
外
︑
夫
人
致
齊
於
內
︒
對
夫
人
之
寢
爲
外
內
耳
﹂︒﹃
燕
寢

考
﹄
卷
上
﹁
按
此
經
外
內
以
中
門
對
正
寢
言
之
︒
蓋
大
︑
故
居
中
門
外
︒

致
齊
與
疾
居
正
寢
︑
若
常
居
在
燕
寢
也
﹂︒﹃
禮
記
﹄
內
則
﹁
V
子
︑
庶
子

見
於
外
寢
﹂︑
�
玄
	
﹁
外
寢
︑
君
燕
寢
也
﹂︑
孔
穎
É
駅
﹁
燕
寢
當
在
內
︑

而
云
外
寢
者
︑
對
側
室
而
爲
外
耳
︒
側
室
在
旁
處
內
︑
故
謂
燕
寢
爲
外
寢

也
﹂︒﹃
燕
寢
考
﹄
卷
上
﹁
按
燕
寢
當
對
夫
人
內
寢
爲
外
寢
︒
不
對
側
室
爲
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外
︒
駅
說
非
是
﹂︒

(五
)

京
山
は
︑
,
の
郝
京
山

(
郝
敬
︑
字
仲
輿
︑
京
山
の
人
)
の
こ
と
︒
郝

敬
﹃
周
禮
完
解
﹄
卷
二

(﹃
郝
氏
九
經
解
﹄
之
一
)﹁
宮
人
掌
王
之
六
寢
之

脩
﹂
條
	
﹁
王
寢
$
六
︑
陰
數
之
極
也
﹂︒

(六
)

『春
秋
﹄
莊
公
三
十
二
年
﹁
八
6
癸
亥
︑
公
薨
于
路
寢
﹂︒﹃
公
羊
傳
﹄

﹁
路
寢
者
何
︑
正
寢
也
﹂︑
何
休
	
﹁
公
之
正
居
也
︒
天
子
諸
侯
皆
$
三
寢
︒

一
曰
高
寢
︑
二
曰
路
寢
︑
三
曰
小
寢
︑
父
居
高
寢
︑
子
居
路
寢
︑
孫
從
王

父
母
︑
妻
從
夫
寢
︑
夫
人
居
小
寢
﹂︒﹃
穀
梁
傳
﹄﹁
路
寢
︑
正
寢
也
︒
寢

疾
居
正
︒
寢
︑
正
也
︒
男
子
不
絕
于
­
人
之
手
以
齊
�
也
﹂︒

(七
)

『春
秋
﹄
僖
公
三
十
三
年
﹁
十
$
二
6
︑
⁝
⁝
乙
巳
︑
公
薨
于
小
寢
﹂︑

范
寧
	
﹁
小
寢
︑
內
寢
﹂︒﹃
穀
梁
傳
﹄﹁
小
寢
︑
非
正
也
﹂︑
范
寧
	
﹁
非

路
寢
﹂︒﹃
左
氏
傳
﹄﹁
反
︑
薨
于
小
寢
︑
卽
安
也
﹂︑
杜
預
	
﹁
小
寢
︑
夫

人
寢
也
︒
譏
公
就
3
安
不
�
于
路
寢
﹂︒

(八
)

『爾
�
﹄
釋
宮
﹁
室
$
東
西
廂
曰
�
﹂︑
郭
璞
	
﹁
夾
室
.
堂
﹂︒
同

﹁
無
東
西
廂
$
室
曰
寢
﹂︑
郭
璞
	
﹁
但
$
大
室
﹂︒

(九
)

魯
直
は
︑
北
宋
の
黃
庭
堅
の
字
︒﹃
山
谷
內
集
詩
	
﹄
內
集
卷
五
﹁
賈

天
錫
︑
惠
寳
薰
乞
詩
︑
豫
以
兵
衞
森
畫
戟
燕
寢
凝
淸
香
十
字
︑
作
詩
報

之
﹂︒﹁
兵
衞
森
畫
戟
︑
燕
寢
凝
淸
香
﹂
は
韋
應
物
の
﹁
郡
齊
雨
中
與
諸
�

士
燕
集
﹂
詩
の
句
︒
そ
の
十
字
を
脚
韻
と
し
て
︑
香
を
題
材
に
十
首
の
詩

を
詠
ん
だ
も
の
︒
そ
の
七
首
目
﹁
公
虛
采
蘋
宮
︑
行
樂
在
小
寢
︑
香
光
當

發
聞
︑
色
敗
不
可
稔
﹂
か
ら
の
引
用
︒
任
淵
	
﹁
上
句
言
其
悼
º
︑
采
蘋

詩
序
曰
︑
大
夫
妻
能
循
法
度
也
︒
禮
記
玉
藻
曰
︑
大
夫
Ç
︑
然
後
V
小
寢
︑

釋
�
︒
	
云
︑
小
寢
︑
燕
寢
也
︒
公
羊
	
亦
云
︑
諸
侯
皆
$
三
寢
︑
一
曰

高
寢
︑
二
曰
路
寢
︑
三
曰
小
寢
︒
漢
書
楊
惲
傳
曰
︑
人
生
行
樂
耳
︒
楞
嚴

經
︑
大
勢
至
法
王
子
云
︑
如
染
香
人
身
$
香
氣
︑
此
則
名
曰
香
光
莊
嚴
︑

我
本
因
地
︒
發
聞
︑
字
見
書
呂
𠛬
︒
左
傳
︑
萇
弘
曰
︑
毛
得
必
º
︑
是
昆

吾
稔
之
日
也
︒
	
云
︑
稔
︑
熟
也
︒
惡
積
與
桀
同
誅
︒
此
借
用
︑
以
言
聲

色
之
禍
﹂︒﹃
詩
經
﹄
召
南
︑
采
蘋
序
﹁
大
夫
妻
能
循
法
度
也
︒
能
循
法
度
︑

則
可
以
承
先
祖
共
祭
祀
矣
﹂︒﹁
于
以
采
蘋
︑
南
澗
之
濱
︑
于
以
采
藻
︑
于

彼
行
潦
︒
于
以
盛
之
︑
維
筐
#
筥
︑
于
以
湘
之
︑
維
錡
#
釜
︒
于
以
奠
之
︑

宗
室
牖
下
︑
誰
其
尸
之
︑
$
齊
季
女
﹂︒﹃
周
禮
﹄
春
官
︑
樂
師
﹁
大
夫
以

采
蘋
爲
Ñ
﹂︒

(一
〇
)

杜
預
の
說
に
つ
い
て
は
	

(七
)
參
照
︒﹃
燕
寢
考
﹄
卷
上
﹁
按
此

小
寢
當
君
之
燕
寢
︑
杜
氏
以
爲
夫
人
寢
︑
非
也
︒
玉
藻
︑
君
Ç
V
路
寢
︑

聽
政
︑
使
人
視
大
夫
︑
大
夫
Ç
︑
然
後
V
小
寢
︑
釋
�
︑
	
小
寢
︑
燕
寢
︒

是
燕
寢
對
路
寢
爲
小
寢
︑
,
矣
︒
穀
梁
傳
曰
︑
小
寢
非
正
也
︑
范
	
非
路

寢
︑
可
證
﹂︒

(一
一
)

南
宋
︑
陸
¨
﹃
老
學
庵
筆
記
﹄
卷
十
﹁
古
3
謂
路
寢
\
今
言
正
廳
也
︒

故
諸
侯
將
薨
︑
必
�
於
路
寢
︑
不
死
於
­
人
之
手
︑
非
惟
不
瀆
︑
亦
以
絕

­
寺
矯
命
之
禍
也
︒
�
世
乃
謂
死
於
堂
奧
︑
爲
�
於
正
寢
︑
!
矣
︒
.
輩

墓
誌
之
類
︑
數
$
之
︑
皆
非
也
︒
黃
魯
直
詩
云
︑
公
虛
采
蘋
宮
︑
行
樂
在

小
寢
︒
按
魯
僖
公
薨
於
小
寢
︑
杜
預
謂
小
寢
夫
人
寢
也
︒
魯
直
亦
Ò
於
�

世
︑
謂
堂
爲
正
寢
︒
故
以
小
寢
爲
妾
媵
3
居
耳
︒
不
然
︑
旣
云
虛
采
蘋
宮
︑

印
云
在
小
寢
何
耶
﹂︒

(武
田
時
昌
)

待
漏
院

3
【原
�
︼

待
漏
院
︑
卽
]
B
也
︒
○
f
之
]
堂
︑
在
宣
政
門
之
外
︒
儀
衞
志
︑
�
武
列
于
兩

觀
︑
監
察
御
¡
列
于
東
西
]
堂
甎
�
︒
傳
點
畢
︑
內
門
開
︑
領
百
官
入
︑
監
門
校

尉
唱
籍
︒
序
班
于
�
乾
・
觀
象
門
南
︑
入
宣
政
門
︒
六
典
C
曰
︑
棲
鳳
闕
下
︑
卽

]
堂
︒
葢
若
今
五
鳳
樓
內
︑
皇
極
門
外
之
兩
廡
也
︒
元
和
中
︑
置
待
漏
院
于
円
福
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門
外
︑
令
百
官
]
以
¯
風
霜
︒
宋
設
待
漏
院
于
丹
鳳
門
之
右
︑
王
元
之
作
記
︒

【譯
�
︼

待
漏
院
は
]
B
で
あ
る(
一
)
︒
○
f
の
]
堂
は
宣
政
門
の
外
に
あ
っ
た(二
)
︒︹﹃
怨
f

書
﹄︺
儀
衞
志
に
﹁
�
官
と
武
官
は
兩
觀
に
な
ら
び
︑
監
察
御
¡
は
東
・
西
]

堂
の
甎
Ó
き
の
�
に
な
ら
ぶ
︒
傳
點

(雲
板
を
打
っ
て
人
員
を
招
集
す
る
こ

と
)
が
�
わ
っ
て
宮
內
の
門
が
開
か
れ
る
と
︑︹
監
察
御
¡
は
︺
百
官
を
瓜
べ

て
門
に
入
り
︑
監
門
校
尉
が
點
呼
を
お
こ
な
う
︒
�
乾
門
と
觀
象
門(三
)
の
南
に
序

列
�
り
に
な
ら
び
︑
宣
政
門
を
入
る
﹂
と
あ
る(四
)
︒﹃︹
f
︺
六
典
﹄
の
C
に
は

﹁
棲
鳳
闕
の
下
は
]
堂
で
あ
る
﹂
と
い
う

(
五
)
(六
)
︒
お
も
う
に
︑︹
]
堂
と
は
︺
い
ま

(
,
代
)
の
五
鳳
樓

(午
門(
七
)
)
の
內
︑
皇
極
門(八
)
外
の
兩
側
に
あ
る
p
廡

(回
p
)

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る(
九
)
︒︹
f
の
︺
元
和
中
に
︑
待
漏
院
を
円
福
門
の
外
に
置

き
︑
百
官
が
參
]
す
る
際
に
雨
風
や
Ô
さ
に
晒
さ
れ
る
の
を
¯
け
さ
せ
た
(一
〇
)︒
宋

は
待
漏
院
を
丹
鳳
門
の
右
に
設
け
(
一
一
)︑

王
元
之
は
﹁︹
待
漏
院
︺
記
﹂
を
作
っ
た

(一
二
)
(一
三
)︒

【譯
	
︼

(一
)

待
漏
院
と
]
B
は
︑
と
も
に
百
官
が
入
]
.
に
待
機
す
る
と
こ
ろ
︒
,
︑

黃
佐
﹃
P
林
記
﹄
卷
一
︑
]
B
﹁
本
院
]
B
在
午
門
外
右
第
六
區
︑
每
候

]
︑
則
殿
閣
大
學
士
・
本
院
學
士
・
Ö
讀
官
・
¡
官
皆
在
焉
︒
詹
事
府
]

B
在
午
門
外
右
第
十
八
區
︑
每
候
]
︑
則
詹
事
・
少
詹
事
・
府
丞
・
左
右

春
坊
官
・
司
經
局
官
皆
在
焉
︒
鼓
初
嚴
各
詣
左
掖
棕
篷
下
︑
序
坐
俟
︑
鼓

�
嚴
而
入
︒
其
後
本
院
學
士
候
]
亦
在
詹
事
府
]
B
︑
盖
以
儕
輩
相
與
之

慣
故
也
︒
印
$
外
]
B
︑
在
長
安
右
門
外
︑
以
待
漏
云
﹂︒
こ
の
記
事
に

よ
れ
ば
︑
,
代
の
]
B
は
午
門
外
と
長
安
右
門

(西
長
安
門
)
外
の
內
・

外
二
箇
3
に
あ
っ
た
と
い
う
︒
嘉
靖
三
十
九
年
に
成
っ
た
張
Ø
﹃
京
師
五

城
坊
巷
衚
衕
集
﹄
で
は
︑
中
城
の
南
薰
坊
と
大
時
雍
坊
の
各
坊
內
に
﹁
東

長
安
門
︑
東
長
安
街
︑
東
]
B
﹂︑﹁
西
長
安
門
︑
西
長
安
街
︑
西
]
B
﹂

が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
外
]
B
﹂
は
東
・
西
長
安
門
外
の

い
ず
れ
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
︒

ま
た
,
︑
沈
德
符
﹃
萬
曆
野
獲
U
﹄
卷
九
內
閣
︑
宰
相
]
B
體
制
に

﹁
宋
世
宰
相
居
政
事
堂
︑
`
百
寮
參
謁
︑
俱
踞
坐
不
爲
禮
︑
唯
兩
制
侍
從

以
上
︑
始
稍
加
À
接
耳
︒
本
]
旣
不
設
宰
相
︑
亦
無
政
事
堂
︒
凡
爲
閣
臣

者
︑
但
以
]
B
爲
�
謁
之
3
︑
然
署
名
P
林
院
︑
初
非
曹
省
公
署
也
︒
向

來
庶
僚
見
]
B
者
︑
$
3
�
質
︑
大
:
多
立
談
︒
至
吾
鄕
陸
莊
鯵
﹇
光

祖
﹈
爲
卿
寺
時
︑
江
陵
公
當
國
︑
氣
蓋
羣
公
︑
與
客
立
談
︑
不
數
言
卽
Ý

行
︒
陸
至
揖
罷
Þ
�
曰
︑
今
日
$
公
事
當
詳
議
︑
須
一
席
侍
坐
︑
方
可
盡

其
愚
︑
不
然
且
吿
Ç
︑
從
此
不
復
敢
ß
淸
光
︒
張
懾
其
氣
︑
始
命
坐
接
對
︑

自
此
循
以
爲
例
︑
卽
庶
僚
亦
得
隅
坐
矣
﹂
と
あ
り
︑
,
代
の
]
B
は
ま
た

應
接
や
質
疑
︑
議
論
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
以
下
に
擧
げ
た

﹃
,
¡
﹄
中
の
記
事
で
は
︑
さ
ら
に
決
裁
︑
投
書
︑
宿
直
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
︒﹃
,
¡
﹄
卷
六
十
八
︑
輿
�
志
四
﹁
成
祖
初
幸
北
京
︑
$
一
官

署
二
三
印
者
︑
夏
原
吉
至
Â
掌
九
卿
印
︑
諸
曹
竝
於
]
B
取
裁
︑
其
任
重

矣
﹂︑
同
︑
卷
二
一
六
︑
李
à
芳
傳
﹁
三
王
竝
封
旨
下
︑
à
芳
爲
書
詣
]

B
投
大
學
士
王
錫
Ø
﹂︑
同
︑
卷
二
一
八
︑
沈
一
貫
傳
﹁
是
夕
︑
閣
臣
九

卿
俱
直
宿
]
B
﹂︒

(二
)

宣
政
門
は
f
の
大
,
宮
內
に
あ
り
︑
宣
政
殿
の
南
︑
含
元
殿
の
北
に
位

置
す
る

(
	

(五
)
引
﹃
f
六
典
﹄
參
照
)︒
發
掘
á
査
に
よ
り
︑
含
元

殿
か
ら
南
に
張
り
出
し
た
6
鸞
閣
︑
棲
鳳
閣
の
南
側
�
地
で
は
︑
そ
れ
ぞ

れ
東
・
西
]
堂
の
â
ã
が
見
つ
か
っ
て
い
る
︒
]
堂
の
�
面
は
東
西
に
長

い
長
方
形
を
�
し
︑
東
]
堂
に
關
し
て
は
︑
同
じ
場
3
に
二
Ë
に
わ
た
る

â
ã
が
確
ä
さ
れ
た

(馬
得
志
﹁
f
長
安
城
發
掘
怨
收
穫
﹂﹃
考
古
﹄
一

九
八
七
年
第
四
Ë
)︒
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(三
)

そ
れ
ぞ
れ
含
元
殿
の
東
・
西
に
あ
る
側
門
︒
	

(五
)
引
﹃
f
六
典
﹄

參
照
︒

(四
)

『
怨
f
書
﹄
卷
二
十
三
上
︑
儀
衞
志
上
﹁
]
日
︑
殿
上
設
黼
扆
・
躡

席
・
熏
爐
・
香
案
︒
御
¡
大
夫
領
屬
官
至
殿
西
廡
︑
從
官
朱
衣
傳
呼
︑
促

百
官
就
班
︑
�
武
列
於
兩
觀
︒
監
察
御
¡
二
人
立
於
東
西
]
堂
甎
�
以
涖

之
︒
�
,
︑
傳
點
畢
︑
內
門
開
︒
監
察
御
¡
領
百
官
入
︑
夾
階
︑
監
門
校

尉
二
人
執
門
籍
︑
曰
唱
籍
︒
旣
視
籍
︑
曰
在
︒
入
畢
而
止
︒
?
門
亦
如
之
︒

序
班
於
�
乾
・
觀
象
門
南
︑
武
班
居
�
班
之
?
︒
入
宣
政
門
︑
�
班
自
東

門
而
入
︑
武
班
自
西
門
而
入
︑
至
閤
門
亦
如
之
﹂︒

(五
)

『
f
六
典
﹄
卷
七
尙
書
工
部
︑
工
部
尙
書
郞
中
員
外
郞
﹁
大
,
宮
︑
在

禁
苑
之
東
南
︑
西
接
宮
城
之
東
北
隅
︒
南
面
五
門
︑
正
南
曰
丹
鳳
門
︑
東

曰
ß
ç
門
︑
?
曰
À
政
門
︑
西
曰
円
福
門
︑
?
曰
興
安
門
︒
丹
鳳
門
內
正

殿
︑
曰
含
元
殿
﹇
殿
卽
龍
首
山
之
東
趾
也
︒
階
上
高
於
�
地
四
十
餘
尺
︑

南
去
丹
鳳
門
四
百
餘
步
︑
東
西
廣
五
百
步
︑
今
元
正
・
冬
至
︑
於
此
聽
]

也
﹈︒
夾
殿
兩
閣
︑
左
曰
6
鸞
閣
︑
右
曰
棲
鳳
閣
﹇
與
殿
飛
p
相
接
︑
夾

殿
東
$
�
乾
門
︑
西
$
觀
象
門
︑
閣
下
卽
]
堂
︒
肺
石
・
登
聞
鼓
︑
如
承

天
之
制
﹈︒
其
北
曰
宣
政
門
︑
門
外
東
p
曰
齊
德
門
︑
西
p
曰
興
禮
門
︑

內
曰
宣
政
殿
﹂︒﹃
f
六
典
﹄
原
�
で
は
﹁
棲
鳳
闕
﹂
を
﹁
棲
鳳
閣
﹂
に
つ

く
り
︑
ま
た
6
鸞
閣
と
棲
鳳
閣
の
兩
閣
の
下
が
]
堂
で
あ
る
と
讀
め
る
︒

(六
)

本
條
に
引
く
﹃
怨
f
書
﹄
儀
衞
志
と
﹃
f
六
典
﹄
を
み
る
と
︑﹁
儀
衞

志
﹂
よ
り
以
下
﹁
卽
]
堂
﹂
ま
で
は
︑﹃
玉
海
﹄
の
?
の
�
に
基
づ
く
と

思
わ
れ
る
︒
南
宋
︑
王
應
麟
﹃
玉
海
﹄
卷
一
六
一
宮
室
︑
堂
︑
f
]
堂

﹁
儀
衞
志
︑
百
官
就
班
︑
�
武
列
于
兩
觀
︑
監
察
御
¡
立
於
東
西
]
堂
甎

�
以
涖
之
︒
�
時
傳
點
畢
︑
內
門
開
︒
監
察
御
¡
領
百
官
入
︑
夾
階
︑
監

門
校
尉
執
門
籍
︑
曰
唱
籍
︒
序
班
于
�
乾
・
觀
象
門
南
︑
入
宣
政
門
︒
]

堂
置
左
右
引
駕
三
衞
六
十
人
︒
⁝
⁝
六
典
	
︑
棲
鳳
閣
下
卽
]
堂
﹂︒

(七
)

こ
こ
で
い
う
五
鳳
樓
は
紫
禁
城
午
門
の
こ
と
︒
淸
︑
孫
承
澤
﹃
春
,
夢

餘
錄
﹄
卷
六
︑
宮
闕
﹁
紫
禁
內
城
墻
︑
南
北
各
二
百
三
十
六
丈
二
尺
︑
東

西
各
三
百
二
丈
九
尺
五
寸
︑
其
門
凡
八
︑
曰
承
天
門
︑
曰
端
門
︑
曰
午
門
︑

卽
俗
3
謂
五
鳳
樓
也
﹂︒
五
鳳
樓
と
は
︑
門
�
上
に
門
樓
を
︑
そ
の
兩
脇

に
は
亭
を
円
て
︑
そ
こ
か
ら
門
の
.
方
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
回
p
を
À
ば
し
て

先
端
に
も
亭
を
円
て
た
︑
凹
字
型
�
面
を
し
た
門
闕
の
こ
と
を
い
う
︒
T

に
五
棟
の
円
物
か
ら
な
る
こ
と
と
︑
そ
の
兩
¾
を
張
り
出
し
た
よ
う
な
形

狀
か
ら
五
鳳
樓
と
稱
し
︑
こ
の
名
稱
は
f
代
か
ら
あ
っ
た
︒
蕭
默
﹁
五
鳳

樓
名
實
考

︱
︱

Â
談
宮
闕
形
制
�
歷
¡
演
變
﹂
(﹃
故
宮
°
物
院
院
刊
﹄

一
九
八
四
年
第
一
Ë
)
參
照
︒

(八
)

皇
極
門
は
午
門
の
北
︑
皇
極
殿
の
南
に
位
置
す
る
︒
の
ち
淸
︑
順
治
二

年
に
太
和
門
に
改
め
ら
れ
た
︒﹃
春
,
夢
餘
錄
﹄
卷
六
︑
宮
闕
﹁﹁
午
門
之

內
︑
曰
皇
極
門
︑
左
曰
弘
政
門
︑
右
曰
宣
治
門
︑
旁
曰
歸
極
門
︑
曰
會
極

門
︒
皇
極
門
內
︑
東
曰
�
昭
閣
︑
西
曰
武
成
閣
︑
上
曰
皇
極
殿
︑
中
曰
中

極
殿
︑
後
曰
円
極
殿
︑
3
謂
三
大
殿
也
﹂︒

(九
)

『春
,
夢
餘
錄
﹄
卷
十
︑
�
華
傍
室
﹁
皇
極
門
外
兩
廡
四
十
八
閒
︑
除

曠
八
閒
外
︑
實
四
十
閒
︒
東
二
十
閒
爲
實
錄
・
玉
牒
・
起
居
諸
館
#
東
閣

會
坐
公
揖
處
︒
西
二
十
閒
︑
上
十
閒
爲
諸
王
館
︑
下
十
閒
則
會
典
諸
館
也
︒

定
王
書
堂
在
西
第
六
閒
︑
爲
讀
書
處
︑
第
五
閒
懸
先
師
孔
子
畫
宴
︑
四
配

侍
側
︑
葢
摹
吳
�
子
筆
︒
#
永
王
出
閣
︑
因
移
定
王
第
四
閒
︑
而
永
王
在

第
六
閒
︒
王
初
出
閣
︑
向
先
師
行
四
拜
叩
頭
禮
︑
以
後
則
行
一
拜
三
叩
頭
︑

皆
內
官
贊
禮
︒
第
三
閒
第
七
閒
爲
二
王
Ç
居
處
︑
案
上
置
四
書
書
經
白
�

#
集
C
大
學
違
句
︑
或
問
洪
武
正
韻
海
%
直
�
諸
書
︑
皆
紅
綾
殻
﹂︒
淸
︑

朱
彜
t
﹃
日
下
舊
聞
﹄
卷
六
︑
宮
室
四
︑
,
一
で
は
︑
,
末
の
人
︑
蔣
德

璟
﹃
慤
書
﹄
か
ら
こ
の
.
:
部
と
ほ
ぼ
同
�
を
引
く
︒
こ
の
�
に
よ
れ
ば
︑

(午
門
內
)
皇
極
門
外
の
兩
廡
は
︑
實
錄
・
玉
牒
・
起
居
	
・
會
典
の
各
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¡
書
U
纂
3
と
諸
王
館

(讀
書
處
や
Ç
居
處
)︑
ま
た
﹁
東
閣
﹂
に
つ
い

て
は
,
︑
陸
深
﹃
玉
堂
漫
筆
﹄
卷
上

(﹃
儼
山
外
集
﹄
卷
十
一
3
收
)
に

﹁
今
內
閣
榜
�
淵
︑
而
不
在
東
角
門
之
內
︒
諸
學
士
3
處
者
︑
則
在
左
順

門
之
南
p
︑
而
榜
爲
東
閣
云
﹂
と
み
え
︑
皇
極
門
外
東
廡
に
開
い
た
左
順

門
の
南
p
は
內
閣
大
學
士
の
會
集
す
る
場
3
で
あ
っ
た
︒

漢
に
始
ま
る
]
堂
は
百
官
集
議
の
場
で
あ
っ
た
が
︑
f
代
に
は
宰
相
の

合
議
︑
儀
禮
ま
た
は
そ
の
ë
3
︑
官
僚
・
民
衆
の
上
表
を
`
理
す
る
場
と

な
り
︑
官
僚
の
處
罰
・
處
𠛬
も
お
こ
な
わ
れ
た
︒
,
代
の
皇
極
門
外
p
廡

が
︑
こ
の
よ
う
な
f
代
]
堂
の
機
能
に
相
當
す
る
と
い
う
こ
と
か
︒
こ
の

一
�
は
單
に
宮
城
內
で
の
位
置
の
み
を
取
り
上
げ
て
述
べ
た
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る
︒
た
だ
し
︑
先
の
﹁
f
の
]
堂
は
宣
政
門
の
外
に
あ
っ
た
﹂
と

い
う
�
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
︑
方
以
智
は
大
,
宮
の
宣
政
門
が
,
の
皇
極

門
に
相
當
す
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
︑
f
の
]
堂
は
︑
實
際
に

は
宣
政
門
の
さ
ら
に
外
側
に
位
置
す
る
含
元
殿
の
外
に
あ
っ
た

(
	

(二
)
參
照
)
の
で
︑
こ
の
�
は
本
來
﹁
皇
極
門
外
の
兩
廡
﹂
で
は
な
く

﹁
午
門
外
の
兩
廡
﹂
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
點
に
つ
い
て
は
︑

本
條
の
f
]
堂
の
位
置
に
關
す
る
記
事
が
﹃
玉
海
﹄
の
�
に
よ
っ
て
お
り

(
	

(六
)
參
照
)︑
そ
れ
に
含
元
殿
外
に
あ
る
と
,
記
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
推
察
す
る
と
︑
方
以
智
は
f
]
堂
の
位
置
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
f
代
の
]
堂
に
つ
い
て
は
渡
邊
信
一
郞
﹃
天
空

の
玉
座
﹄
(柏
書
B
︑
一
九
九
六
)
第
Ⅰ
違
︑
佐
A
武
敏
﹁
f
の
]
堂
に

つ
い
て
﹂
(
難
波
宮
址
を
守
る
會
U
﹃
難
波
宮
と
日
本
古
代
國
家
﹄
塙
書

B
︑
一
九
七
七
)︑
山
崎
�
治
﹁
漢
f
閒
の
]
堂
に
つ
い
て
﹂︑﹁
中
國
]

堂
關
係
í
料
﹂
(古
代
都
城
制
硏
究
集
會
實
行
委
員
會
U
﹃
古
代
都
城
の

儀
禮
空
閒
と
ã
�
﹄
奈
良
國
立
�
<
財
硏
究
3
埋
藏
�
<
財
セ
ン
タ
ー
︑

一
九
九
六
)
參
照
︒

な
お
︑
冒
頭
で
待
漏
院
が
﹁
]
B
﹂
で
あ
る
と
い
い
な
が
ら
︑
そ
の
直

後
に
な
ぜ
﹁
]
堂
﹂
に
つ
い
て
言
#
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
殘
る
︒

]
B
が
]
堂
と
同
じ
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
か
︒
あ
る
い
は
]
堂
が
午
門

內
皇
極
門
外
の
p
廡
に
相
當
し
︑
]
B
と
は
場
3
が
衣
な
る
と
い
う
こ
と

で
︑
名
稱
の
似
か
よ
っ
た
﹁
]
堂
﹂
と
﹁
]
B
﹂
が
衣
な
る
と
い
う
こ
と

を
î
に
示
し
た
か
っ
た
た
め
か
︒

(一
〇
)

初
め
て
待
漏
院
を
置
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
以
下
に
擧
げ
る
﹃
f

國
¡
補
﹄
や
﹃
舊
f
書
﹄
な
ど
い
く
つ
か
の
¡
料
に
み
え
る
︒
f
︑
李
ï

﹃
f
國
¡
補
﹄
卷
中
︑
百
官
待
漏
院
﹁
舊
百
官
︑
早
]
必
立
馬
于
ß
仙
円

福
門
外
︑
宰
相
于
光
宅
車
坊
︑
以
¯
風
雨
︒
元
和
初
︑
始
制
待
漏
院
﹂︒

﹃
舊
f
書
﹄
卷
十
四
︑
憲
宗
本
紀
上
﹁︹
元
和
二
年
︺
六
6
丁
巳
朔
︑
始
置

百
官
待
漏
院
於
円
福
門
外
︒
故
事
︑
円
福
・
ß
仙
等
門
︑
昏
而
閉
︑
五
�

而
�
︑
與
諸
坊
門
同
時
︒
至
德
中
$
吐
蕃
囚
自
金
吾
仗
º
命
︑
因
敕
晚
開

門
︑
宰
相
待
漏
於
太
僕
寺
車
坊
︒
至
是
始
令
$
司
據
班
品
置
院
﹂︒
円
福

門
は
︑
大
,
宮
の
正
南
門
で
あ
る
丹
鳳
門
の
西
に
あ
る

(
	

(五
)
引

﹃
f
六
典
﹄
#
び
?
頁
の
圖
一
參
照
)︒
こ
の
ほ
か
﹃
f
會
;
﹄
卷
二
十
五
︑

雜
錄
︑﹃
册
府
元
龜
﹄
卷
一
〇
七
h
王
部
︑
宋
︑
4
大
昌
﹃
雍
錄
﹄
卷
第

八
職
官
︑
待
漏
院
に
は
﹃
舊
f
書
﹄
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
み
え
る
が
︑
待

漏
院
の
置
か
れ
た
年
に
つ
い
て
は
元
和
元

(八
〇
六
)
年
か
ら
三
年
ま
で

と
一
致
し
な
い
︒
ま
た
﹃
f
會
;
﹄
卷
二
十
五
︑
雜
錄
に
は
︑
別
に
﹁
太

和
七
年
正
6
︑
戶
部
侍
郞
庾
敬
休
奏
︑
當
司
未
$
待
漏
院
︑
今
�
鹽
鐵
度

荏
待
漏
院
側
創
�
︑
依
奏
﹂
と
も
み
え
︑
こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
太
和
七

(八

三
三
)
年
に
至
っ
て
も
待
漏
院
の
な
い
部
署
も
あ
っ
た
ら
し
い
︒

(一
一
)

?
	
引
王
禹
偁
﹁
待
漏
院
記
﹂
參
照
︒
丹
鳳
門
は
北
宋
東
京
開
封
の

宮
城
南
面
中
央
の
門
︒﹃
宋
¡
﹄
卷
八
十
五
︑
地
理
志
一
﹁︹
宮
城
︺
南
三

門
︑
中
曰
乾
元
﹇
宋
初
︑
依
梁
・
晉
之
舊
︑
名
曰
,
德
︑
太
�
興
國
三
年
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改
丹
鳳
︑
大
中
祥
符
八
年
改
正
陽
︑
,
�
二
年
改
宣
德
︒
雍
熙
元
年
改
今

名
﹈︑
東
曰
左
掖
︑
西
曰
右
掖
﹂︒
ま
た
︑
宋
代
に
は
待
漏
院
を
待
班
閤
子

と
も
呼
ん
だ
︒
宋
︑
趙
升
﹃
]
野
類
;
﹄
卷
一
︑
待
漏
﹁
宮
內
之
.
待
漏

院
︑
3
以
俟
候
宮
門
開
︑
#
閤
門
呼
報
排
班
︑
則
穿
執
而
入
也
︒
印
名
待

班
閤
子
﹂︒

(一
二
)

王
元
之
は
北
宋
︑
王
禹
偁
の
こ
と
︒
字
元
之
︑﹃
宋
¡
﹄
卷
二
九
三
に

傳
が
あ
る
︒
王
禹
偁
﹁
待
漏
院
記
﹂
(﹃
小
畜
集
﹄
卷
第
十
六
3
收
)﹁
]
廷
︑

自
國
初
︑
因
舊
制
設
宰
臣
待
漏
院
于
丹
鳳
門
之
右
︑
示
勤
政
也
︒
至
若
北

闕
向
É
︑
東
方
未
,
︑
相
君
�
行
︑
煌
煌
火
城
︑
相
君
至
止
︑
噦
噦
鑾
聲
︑

金
門
未
闢
︑
玉
漏
\
滴
︑
園
蓋
下
車
于
焉
︑
以
息
待
漏
之
際
﹂
︒

(一
三
)

｢元
和
中
﹂
以
下
は
︑﹃
玉
海
﹄
の
?
の
�
を
Ñ
略
し
た
も
の
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
︒
こ
こ
も
﹃
玉
海
﹄
に
よ
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒﹃
玉
海
﹄
卷
一

六
七
宮
室
︑
院
上
︑
f
待
漏
院
﹇
宋
]
附
﹈﹁
憲
宗
元
和
中
︑
方
置
待
漏

院
於
]
門
外
︑
令
百
官
]
以
¯
風
霜
︒
舊
¡
︑
元
和
二
年
六
6
丁
巳
朔
︑

置
百
官
初
入
待
漏
院
於
円
福
門
外
︑
候
禁
門
�
入
]
︒
故
事
︑
円
福
・
ß

仙
等
門
︑
昏
閉
︑
五
�
�
﹇
円
福
門
在
大
,
宮
丹
鳳
門
東
︑
ß
ç
門
在
丹

鳳
門
西
﹈︑
與
諸
坊
門
同
時
︒
至
德
中
︑
$
吐
蕃
囚
自
金
吾
仗
º
命
︑
因

敕
晚
開
門
︑
宰
相
待
漏
于
太
僕
寺
車
坊
︒
至
是
︑
始
令
$
司
各
據
班
品
置

院
於
円
福
門
外
︒
會
;
︑
大マ
マ

和
七
年
正
6
︑
戶
部
侍
郞
庾
敬
休
奏
︑
當
司

未
$
待
漏
院
︑
今
�
於
鹽
鐵
度
荏
待
漏
院
側
創
�
︒
皇
]
設
待
漏
院
于
丹

鳳
門
之
右
︑
示
勤
政
也
︒
王
元
之
作
記
︒
紹
興
二
年
八
6
癸
卯
︑
初
置
宰

執
已
下
待
漏
院
於
行
宮
南
門
之
外
﹂︒

(高
井
た
か
ね
)

左
个

4
【原
�
︼

左
个
︑
左
閒
也
○
北
¡
李
謐
傳
︑
左
个
卽
寢
之
B
也
︒
升
菴
以
爲
)
ã
︒
智
按
︑

)
ã
在
.
︑
亦
稱
屠
蘇
︑
3
謂
軒
也
︒
个
乃
介
字
︒
左
傳
︑
一
个
行
李
︑
古
畫

相
�
︑
个
或
爲
介
︑
�
亦
相
轉
︒
如
今
$
件
字
︑
亦
介
・
个
之
轉
也
︒
凡
曰
介
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者
閒
也
︑
介
在
二
者
閒
也
︒
聲
亦
�
︒

【譯
�
︼

左
个(
一
)
は
左
側
の
閒ま

(部
屋
)
で
あ
る
○
﹃
北
¡
﹄
李
謐
傳
に
︑﹁
左
个
は
︑

す
な
わ
ち
︹
路
︺
寢
に
と
っ
て
の
B
で
あ
る
﹂
と
い
う(二
)
︒
升
菴

(楊
愼
)
は
こ

れ
を
)
ã
で
あ
る
と
考
え
て
い
る(
三
)
︒︹
わ
た
く
し
方
以
︺
智
が
お
も
う
に
︑
)

ã
は
︹
円
物
の
︺
.
面
に
あ
っ
て
︑
ま
た
屠
蘇
と
も
い
い(四
)
︑
い
わ
ゆ
る
軒け
ん

で
あ

る(
五
)
︒
个
は
す
な
わ
ち
介
の
字
で
あ
る
︒﹃︹
春
秋
︺
左
傳
﹄
に
は
﹁
一
个
行
李

(一
人
の
使
者
)﹂
と
あ
る
が
︑
昔
の
字
畫
は
互
い
に
似
�
っ
て
い
て
︑
个
は
あ

る
い
は
介
と
書
き
︑
�
も
ま
た
互
い
に
轉
じ
て
使
わ
れ
た(六
)
︒
い
ま

(
,
代
)
は

﹁
件
﹂
の
字
が
あ
り
︑
こ
れ
も
ま
た
介
や
个
の
轉
じ
た
も
の
で
あ
る
︒
お
よ
そ

﹁
介
﹂
と
い
う
の
は
﹁
閒

(あ
い
だ
︑
ま
)﹂
の
こ
と
で
︑
二
つ
の
も
の
の
閒
に

介
在
す
る
こ
と
で
あ
る(
七
)
︒
�
も
ま
た
�
用
す
る
︒

【譯
	
︼

(一
)

个
は
,
堂
中
の
部
屋
︒
,
堂
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
東
︑
南
︑
西
︑
北
に
開
い

た
靑
陽
︑
,
堂
︑
總
違
︑
玄
堂
と
い
う
名
の
四
堂
で
ã
成
さ
れ
︑
こ
れ
に

春
夏
秋
冬
の
四
時
を
割
り
當
て
︑
ま
た
︑
各
堂
は
さ
ら
に
左
个
︑
太
�
︑

右
个
か
ら
な
っ
て
︑
孟
春
は
靑
陽
左
个
︑
仲
春
は
靑
陽
太
�
︑
季
春
は
靑

陽
右
个
と
︑
6
ご
と
に
天
子
の
居
3
を
配
當
し
て
6
令
を
施
す
︒
各
6
の

配
當
は
﹃
禮
記
﹄
6
令
︑
ま
た
﹃
呂
氏
春
秋
﹄
十
二
紀
に
み
え
る
︒﹃
禮

記
﹄
6
令
﹁︹
孟
春
之
6
︺
天
子
居
靑
陽
左
个
﹂︑
�
玄
	
﹁
靑
陽
左
个
︑

大
寢
東
堂
北
ú
﹂︒﹃
呂
氏
春
秋
﹄
卷
一
︑
孟
春
紀
﹁
天
子
居
靑
陽
左
个
﹂︑

高
誘
	
﹁
靑
陽
者
,
堂
也
︒
中
方
外
圜
︑
�
逹
四
出
︑
各
$
左
右
B
︑
謂

之
个
︑
\
�
也
︒
東
出
謂
之
靑
陽
︑
南
出
謂
之
,
堂
︑
西
出
謂
之
總
違
︑

北
出
謂
之
玄
堂
︒
是
6
天
子
]
日
吿
朔
︑
行
令
於
左
个
之
B
︑
東
向
堂
北

頭
室
也
﹂︒

,
堂
制
度
に
關
し
て
は
歷
代
諸
家
に
よ
り
繰
り
0
し
議
論
さ
れ
て
き
た

の
を
は
じ
め
︑
王
厭
Ë
の
,
堂
︑
あ
る
い
は
璧
雍
の
類
の
禮
制
円
築
と
み

ら
れ
る
â
址
が
漢
長
安
城
南
郊
で
發
見
さ
れ
て
お
り
︑
發
掘
報
吿
書
が
出

版
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
王
世
仁
︑
楊
鴻
勛
兩
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
復
元
案
を
發

表
し
て
い
る

(圖
二
︑
三
)︒
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
3
U
著
﹃
西

漢
禮
制
円
築
â
址
﹄
(
�
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
)︑
王
世
仁
﹁
,
堂
形
制

初
探
﹂
(﹃
中
國
�
<
硏
究
集
刊
﹄
第
四
輯
︑
一
九
八
七
︒﹃
王
世
仁
円
築

歷
¡
理
論
�
集
﹄
円
築
工
業
出
版
社
︑
二
〇
〇
一
に
再
收
)︑
楊
鴻
勛

東 方 學 報

494

圖二 王世仁復元西安漢,堂璧雍â址斷面立面、二層�面圖



﹁
從
â
址
看
西
漢
長
安
,
堂

(辟
雍
)
形
制
﹂
(﹃
円
築
考
古
學
論
�
集
﹄

�
物
出
版
社
︑
一
九
八
七
)︒

(二
)

『北
¡
﹄
李
謐
傳
に
引
く
彼
の
﹃
,
堂
制
度
論
﹄
の
言
︒
,
堂
の
四
面

す
る
室

(中
央
の
閒
︑
太
�
)
を
夾
む
左
右
の
个
は
︑
路
寢

(正
寢
︑
天

子
諸
侯
が
廳
政
す
る
正
廳
)
に
お
け
る
左
右
の
B
に
相
當
す
る
こ
と
を
い

う
︒﹃
北
¡
﹄
卷
三
十
三
︑
李
謐
傳
﹁
⁝
⁝
覽
考
工
記
・
大
戴
禮
盛
德
%
︑

以
,
堂
之
制
不
同
︑
£
著
,
堂
制
度
論
曰
︑
⁝
⁝
以
爲
,
堂
五
室
︑
古
今

�
則
︒
其
室
居
中
者
︑
謂
之
太
室
︒
太
室
之
東
者
︑
謂
之
靑
陽
︒
當
太
室

之
南
者
︑
謂
之
,
堂
︒
太
室
之
西
者
︑
謂
之
總
違
︒
當
太
室
之
北
者
︑
謂

之
玄
堂
︒
四
面
之
室
︑
各
$
夾
B
︑
謂
之
左
右
个
︑
三
十
六
戶
七
十
二
牖

矣
︒
室
个
之
形
︑
今
之
殿
.
是
其
â
宴
耳
︒
个
者
︑
卽
寢
之
B
也
︒
但
,

堂
與
寢
︑
施
用
旣
殊
︑
故
B
个
之
名
︑
亦
隨
事
而
�
耳
﹂︒
ま
た
﹃
魏
書
﹄

卷
九
十
︑
李
謐
傳
に
も
み
え
る
︒

(三
)

升
菴
は
,
の
楊
愼
の
號
︒
彼
の
﹃
秇
林
伐
山
﹄
卷
九
︑
左
个
に
﹁
禮
記

6
令
︑
,
堂
左
个
︒
北
¡
李
謐
傳
︑
左
个
卽
寢
之
B
也
﹇
按
︑
卽
今
之
)

ã
﹈﹂
と
あ
る

(﹃
升
菴
集
﹄
卷
四
十
四
︑﹃
升
菴
外
集
﹄
卷
三
十
二
︑
經

說
部
︑
禮
記
に
も
ほ
ぼ
同
�
を
收
め
る
)︒

)
ã
は
ま
た
)
篷
︑
)
+
︑
卷
+
に
も
つ
く
り
︑
<
粧
棟
木
を
置
か
ず

に
弓
型
の
輪
垂
木
を
架
け
て
蛇
腹
天
井
に
す
る
<
粧
屋
根
裏

(圖
四
︑

五
)︑
あ
る
い
は
同

樣
の
手
法
を
用
い
て
︑

大
棟
が
な
く
屋
根
の

棟
自
體
が
圓
い
円
物

の
こ
と
︒
]
鮮
で
U

ま
れ
た
中
國
語
會
話

敎
科
書
で
︑
,
初
の

口
語
を
反
映
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
﹃
朴

�
事
諺
解
﹄
卷
下
に

﹁
我
;
蓋
一
座
書
B
︑

木

匠

你

來
︑
咱

(
啇
)
︹
商
︺
量
︒
相

公
荏
分
怎
�
蓋
︒
)

篷
樣
做
﹂
と
あ
る
︒

,
︑
計

成
﹃
園

冶
﹄
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圖三 楊鴻勛復元西安漢,堂璧雍â址斷面、一層�面圖

圖四 卷+ (畫面右側、安徽省黃山市�坎村羅東舒
祠寶綸閣、嘉靖年閒)



卷
一
︑
園
說
三
︑
屋
宇
に
は
單
に
﹁
卷
﹂
と
い
う
名
稱
で
み
え
︑﹁
卷
者
︑

廳
堂
.
欲
G
展
︑
3
以
添
設
也
︒
或
小
室
欲
衣
人
字
︑
亦
爲
斯
式
︒
惟
四

角
亭
#
軒
可
竝
之
﹂
と
い
う
︒
本
�
に
﹁
)
ã
在
.
﹂
と
い
う
の
は
︑
)

+
が
廳
堂
.
面
の
吹
放
し
p
な
ど
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
︒

方
以
智
は
︑
左
右
个
を
円
物
.
面
に
あ
る
)
+
と
考
え
る
楊
愼
の
說
が
ý

當
で
な
い
と
考
え
て
い
る
︒

(四
)

屠
蘇
は
ま
た
廜
暇
に
つ
く
る
︒﹃
廣
�
﹄︑﹃
廣
韻
﹄
に
︑
庵
い
お
り

︑
ま
た
は

屋
根
の
�
ら
な
円
物
の
こ
と
と
い
う
︒﹃
廣
�
﹄
卷
七
上
︑
釋
宮
﹁
廜
暇
︑

果
︑
音
︑
粗
幕
︑
易
︑
下
︑
庵
也
﹂︒﹃
廣
韻
﹄
上
�
聲
十
一
模
韻
︑
廜

﹁
廜
暇
︑
草
菴
︑
�
俗
�
曰
︑
屋
�
曰
廜
暇
﹂︒﹃
三
國
志
﹄
卷
九
︑
魏
書
︑

曹
爽
傳
﹁
於
是
收
爽
・
羲
・
訓
・
晏
・
颺
・
謐
・
軌
・
�
・
範
・
當
等
﹂

裴
松
之
	
﹁
魏
略
曰
︑
⁝
⁝
李
�
︑
字
公
昭
︒
⁝
⁝
�
.
後
3
宰
守
︑
未

嘗
不
稱
職
︑
爲
尹
歲
餘
︑
廳
事
.
屠
蘇
壞
︑
令
人
�
治
之
︑
小
材
一
枚
激

墮
︑
正
撾
`
符
¦
石
虎
頭
︑
斷
之
﹂︒

本
條
で
は
屠
蘇
は
)
ã

()
+
)
の
別
名
で
あ
る
と
解
し
︑
ま
た
﹃
�

�
﹄
卷
四
十
一
︑
屠
蘇
の
條
で
は
︑
屠
蘇
は
も
と
も
と
幅
廣
の
葉
を
も
つ

草
の
名
で
︑
そ
の
葉
が
陰
を
つ
く
る
の
に
因
ん
で
円
物
に
も
屠
蘇
の
名
が

付
け
ら
れ
た
と
述
べ
る
︒﹃
�
�
﹄
卷
四
十
一
�
物
︑
艸
︑
屠
蘇
﹁
屠
蘇
︑

闊
葉
艸
也
︒
因
爲
屋
名
︑
爲
冠
名
︑
爲
飮
名
○
蕭
子
雲
�
賦
曰
︑
韜
罦
罳

之
飛
棟
︑
沒
屠
蘇
之
高
影
︒
杜
子
美
冷
淘
詩
曰
︑
願
憑
金
騕
褭
︑
走
置
錦

屠
蘇
︒
菴
也
︒
廣
�
曰
︑
屠
蘇
︑
�
屋
也
︒
魏
略
云
︑
李
�
爲
河
南
太
守
︑

郡
廳
事
.
屠
蘇
壞
︒
應
璩
與
韋
仲
將
書
︑
屠
蘇
發
撤
︒
⁝
⁝
詩
話
補
â
曰
︑

周
王
褒
詩
︑
繡
桷
畫
屠
蘇
︑
屠
蘇
︑
艸
也
︑
畫
于
屋
上
︑
因
以
名
屋
︑
£

作
屠
蘇
︒
智
謂
︑
解
定
畫
於
屋
上
以
取
名
亦
非
︑
蓋
闊
葉
艸
也
︒
今
廣
西

傜
人
中
︑
呼
大
葉
似
蒿
者
爲
頭
蘇
︑
頭
屠
�
�
︑
正
因
其
$
蔭
而
名
屋
也
︒

⁝
⁝
﹂︒

(五
)

軒け
ん

は
野
小
屋

(草
架
)
と
は
別
に
設
け
た
<
粧
屋
根
の
こ
と
︒
,
︑
張

自
烈
﹃
正
字
�
﹄
酉
集
下
︑
車
部
︑
軒
に
﹁
印
殿
堂
.
檐
特
起
曲
椽
無
中

梁
︑
亦
曰
軒
﹂
と
い
う
よ
う
に
)
+
に
�
る
も
の
が
多
い
が
︑
そ
う
で
な

い
も
の
も
含
む
︒
姚
承
祖
原
著
︑
張
至
剛
增
U
﹃
營
�
法
原

(第
二
版
)﹄

(中
國
円
築
工
業
出
版
社
︑
一
九
八
六
)
二
十
三
～
二
十
七
頁
︑
劉
敦
楨
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圖五 『園冶』九架梁.後卷式 (円物の.後兩側を卷に�る例)



著
︑
田
中
淡
譯
﹃
中
國
の
名
園
︱
蘇
州
古
典
園
林
﹄
(小
學
館
︑
一
九
八

二
)
八
十
五
～
八
十
六
頁
︑
	
一
〇
︑
一
四
參
照
︒
な
お
︑﹃
園
冶
﹄
卷

一
︑
園
說
三
︑
屋
宇
に
は
軒
の
條
が
あ
り
︑﹁
軒
式
類
車
︑
取
軒
軒
欲
擧

之
 
︑
宜
置
高
敞
︑
以
助
�
則
稱
﹂
と
い
う
が
︑
こ
ち
ら
は
円
物
の
種
類

を
指
す
︒

(六
)

『春
秋
左
氏
傳
﹄
襄
公
八
年
﹁
君
$
楚
命
︑
亦
不
使
一
介
行
李
︑
吿
于

寡
君
﹂︑
杜
預
	
﹁
一
介
︑
獨
使
也
︒
行
李
︑
行
人
︒﹂︑
阮
元
校
勘
記

﹁
石
經
・
宋
本
・
淳
煕
本
・
足
利
本
︑
介
作
个
︑
	
同
︑
釋
�
亦
作
个
﹂︒

ま
た
︑﹃
尙
書
﹄
秦
誓
﹁
如
$
一
介
臣
﹂︑
陸
德
,
釋
�
﹁
介
�
界
︑
馬
本

作
介
︑
云
︑
一
介
︑
耿
介
一
心
端
慤
者
︒
字
印
作
个
︑
�
工
佐
反
﹂︒﹃
禮

記
﹄
大
學
﹁
秦
誓
曰
︑
若
$
一
个
臣
﹂︑
陸
德
,
釋
�
﹁
一
个
︑
古
賀
反
︑

一
讀
作
介
︑
�
界
﹂︒

(七
)

『集
韻
﹄
去
聲
十
六
怪
韻
︑
介
﹁
說
�
︑
畫
也
︒
一
曰
︑
助
也
︑
閒
也
︑

獨
也
﹂︒﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄
襄
公
九
年
﹁
天
禍
�
國
︑
使
介
居
二
大
國
之

閒
﹂︑
杜
預
	
﹁
介
\
閒
也
﹂︑
陸
德
,
釋
�
﹁
介
�
界
︑
	
同
︒
\
閒
�

閒
厠
之
閒
︑
印
如
字
﹂︒﹃
後
漢
書
﹄
竇
融
傳
﹁
臣
融
孤


︑
介
在
其
閒
﹂︑

李
賢
	
﹁
杜
預
	
左
傳
云
︑
介
\
閒
也
﹂︒

(高
井
た
か
ね
)

屋
・
和

5
【原
�
︼

屋
・
和
︑
周
之
二
宮
也
○
譙
周
曰
︑
成
王
作
辟
上
宮
︑
周
器
之
銘
多
$
曰
王
在

屋
上
宮
︑
辟
・
屋
︑
葢
二
宮
名
也
︒
古
鼎
銘
印
曰
︑
惟
三
6
初
吉
壬
寅
︑
王
在

和
宮
︑
大
夫
始
錫
作
彜
︑
印
①

曰
︑
王
在
辟
宮
︑
獻
工
錫
違
︒
屋
︑
和
也
︑
和

宮
殆
屋
宮
之
衣
名
乎
︒
智
按
︑
凡
木
之
衡
�
者
曰
和
︑
或
曰
桓
︒
和
︑
其
辟
・

屋
之
旁
衡
一
堂
�
︒
汲
冢
載
大
庭
・
小
庭
︑
卽
正
殿
・
旁
殿
也
︒
和
︑
\
若
屋

之
旁
殿
也
︒
河
閒
獻
王
獻
�
樂
︑
對
三
雍
宮
︑
應
劭
②

曰
︑
辟
雍
︑
靈
臺
︑
,

堂
︒
由
三
雍
宮
︑
可
想
二
宮
之
稱
︑
葢
聽
人
稱
之
︒
黃
圖
曰
︑
漢
,
堂
在
長
安

西
南
七
里
︑
靈
臺
在
西
北
八
里
︑
辟
雍
在
西
北
七
里
︑
河
閒
對
三
雍
︑
卽
此
︒

東
都
賦
言
︑
赤
水
朱
光
︑
淸
池
泱
泱
︑
左
制
辟
雍
︑
右
立
靈
臺
︒
辟
雍
象
璧
圜
︑

雍
以
水
︒
牛
弘
傳
言
︑
漢
,
堂
亦
$
璧
水
︑
李
尤
,
堂
銘
云
液
水
洋
洋
是
也
︒

袁
準
駁
蔡
邕
,
堂
辟
雍
合
論
︑
鍾
繇
傳
言
辟
雍
非
大
學
︑
甚
,
︒
戴
埴
以
魯
因

泮
水
作
宮
︑
非
學
校
也
︑
漢
儒
:
水
之
說
甚
妄
︒
合
溪
･
升
菴
暢
其
說
︑
因
此

,
三
雍
宮
之
說
︑
而
屋
・
和
爲
二
宮
,
矣
︒
說
�
作
廦
廱
︑
解
曰
︑
廦
︑
牆
也
︑

廱
︑
天
子
享
宴
廦
廱
也
︒
魯
詩
解
云
︑
騶
[
︑
�
王
囿
名
︑
辟
雍
︑
大
王
宮
名

也
︒
王
制
︑
漢
時
筆
也
︑
旣
曰
辟
雍
︑
而
頌
曰
西
雍
︑
考
古
圖
印
$
胥
雍
︑
則

辟
雍
・
西
雍
・
胥
雍
︑
皆
爲
宮
名
︑
無
疑
︒

【校
	
︼

①
諸
本
作
﹁
�
﹂︑﹃
六
書
故
﹄・﹃
廣
川
書
跋
﹄
作
﹁
印
﹂︒

②
四
庫
本
作
﹁
劭
﹂︑
他
本
作
﹁
邵
﹂︒

【譯
�
︼

屋
・
和か

は
周
の
二
つ
の
宮
殿
で
あ
る
○
︹﹃
六
書
故
﹄
に(一
)
︑︺﹁
譙
周
は
﹃
成

王
は
辟
と
い
う
上
宮
を
�
る
﹄
と
い
い(二
)
︑
周
代
の
器
物
の
銘
に
は
多
く
﹃
王
は

屋
と
い
う
上
宮
に
い
る
﹄
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て(三
)
︑
辟
と
屋
は
︑
お
も
う
に
二

つ
の
宮
殿
の
名
で
あ
る
︒
古
鼎
の
銘
�
に
も
ま
た
﹃
三
6
朔
日
の
壬
寅
︑
王
は

和
宮
に
お
り
︑
大
夫
の
始
は
︹
王
か
ら
︺
賜
っ
て
彜

(酒
器
)
を
作
っ
た
﹄
と

い
い
︑
ま
た
﹃
王
は
辟
宮
に
お
り
︑
工
人
を
獻
じ
て
印
違
を
賜
っ
た
﹄
と
い
う(四
)
︒

屋
と
は
和
の
こ
と
で
あ
り(五
)
︑
和
宮
は
お
そ
ら
く
屋
宮
の
別
名
で
あ
ろ
う
﹂︹
と

い
う
︺︒︹
わ
た
く
し
方
以
︺
智
が
考
え
る
に
︑
木
の
縱
橫
に
組
ん
だ
も
の(六
)
を
和か

︑

あ
る
い
は
桓(七
)
と
い
う
︒
和か

と
は
辟
・
屋
︹
宮
︺
の
脇
に
あ
る
堂
で
は
な
か
ろ
う

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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か
︒
汲
冢
書
に
記
す
﹁
大
庭
﹂・﹁
小
庭(
八
)
﹂
と
は
︑
正
殿
と
そ
の
旁
ら
に
あ
る
宮

殿
の
こ
と
で
あ
る
︒
和か

と
は
︑
屋
︹
宮
︺
の
旁
殿
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

︹﹃
漢
書
﹄
に
︺﹁
河
閒
の
獻
王
が
�
樂
を
獻
じ
︑
三
雍
宮
に
つ
い
て
答
え
た
﹂

と
あ
り
︑
應
劭
は
﹁︹
三
雍
宮
と
は
︺
辟
雍(九
)
︑
靈
臺
︑
,
堂
の
こ
と
で
あ
る
﹂

と
い
う
(
一
〇
)︒
三
雍
宮
と
い
う
言
葉
か
ら
︹
雍

(
屋
)
と
和
が
︺
二
宮
の
名
稱
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
想
起
で
き
る
の
で
︑
人
々
が
こ
う

(三
雍
宮
と
)
稱
し
て
も

よ
い
と
思
う
︒

『三
輔
黃
圖
﹄
に
﹁
漢
の
,
堂
は
長
安
の
西
南
七
里
に
あ
る
﹂︑﹁
靈
臺
は
西

北
八
里
に
あ
る
﹂︑﹁
辟
雍
は
西
北
七
里
に
あ
り
︑
河
閒
︹
獻
王
︺
が
三
雍
に
つ

い
て
答
え
た
と
い
う
の
は
︑
つ
ま
り
こ
れ
で
あ
る
﹂
と
い
う
(一
一
)︒
東
都
賦
に
﹁
赤

い
水
と
朱
色
の
光
︑
淸
ら
か
な
池
の
水
は
泱
泱
と
液
れ
︑
左
に
辟
雍
を
�
り
︑

右
に
靈
臺
を
円
て
る
﹂
と
い
う
(
一
二
)︒﹁
辟
雍
は
璧
の
圜ま
る

い
形
を
し
て
お
り
︑
水
が

め
ぐ
ら
せ
て
あ
る
(
一
三
)﹂︒
牛
弘
傳
に
﹁
漢
の
,
堂
に
も
ま
た
璧
水
が
あ
り
︑
李
尤

の
,
堂
銘
に
﹃
液
れ
る
水
は
閏
ち
滿
ち
て
い
る
﹄
と
い
う
の
は
こ
れ
の
こ
と
で

あ
る
﹂
と
い
う
(
一
四
)︒
袁
準
は
蔡
邕
の
,
堂
辟
雍
合
一
論
に
反
駁
す
る
が
(一
五
)︑
鍾
繇
傳

に
言
う
辟
雍
が
大
學
で
は
な
い
の
は
︑
は
な
は
だ
,
ら
か
で
あ
る
(一
六
)︒
ま
た
戴
埴

は
︑
魯
は
泮
水
の
ほ
と
り
に
宮
殿
を
�
っ
た
の
で
あ
っ
て
︑
學
校
で
は
な
い
と

す
る
が
︑
漢
の
儒
者
が
說
く
︹
泮
水
は
︺
:
水

(
周
圍
の
:
分
に
の
み
水
が
あ

る
こ
と
)
で
あ
る
と
い
う
說
は
︑
は
な
は
だ
で
た
ら
め
で
あ
る
(一
七
)︒

合
溪

(戴

侗
)
と
升
菴

(楊
愼
)
は
彼
ら
の
說
を
Ó
衍
す
る
が
(一
八
)︑
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
︹
三

雍
宮
が
︺
三
つ
の
雍
宮
で
あ
る
と
い
う
說
を
,
ら
か
に
す
る
と
︑
屋
と
和か

が
二

つ
の
宮
殿
で
あ
る
こ
と
は
,
白
で
あ
る
︒

『
說
�
︹
解
字
︺﹄
は
﹁
廦
廱
﹂
と
い
う
字
に
つ
く
り
︑
解
釋
し
て
﹁
廦
は
牆

(か
べ
︑
か
こ
い
)
で
あ
る
﹂︑﹁
廱
は
︑
天
子
は
廦
廱
で
享
宴
す
る
﹂
と
い
う
(一
九
)︒

ま
た
魯
詩
の
解
釋
に
﹁
騶
[
は
︑
�
王
の
苑
囿
の
名
で
あ
る
︒
辟
雍
は
︑
大
王

の
宮
名
で
あ
る
﹂
と
い
う
(
二
〇
)︒︹﹃
禮
記
﹄︺
王
制
は
漢
の
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
(二
一
)︑

も
と
よ
り
﹁
辟
雍
﹂
と
い
い
︑︹﹃
詩
經
﹄
周
︺
頌
に
は
﹁
西
雍
﹂
と
い
い
(二
二
)︑

﹃
考
古
圖
﹄
に
も
ま
た
﹁
胥
雍
﹂
と
あ
る
か
ら
に
は
(二
三
)︑
辟
雍
・
西
雍
・
胥
雍
が

い
ず
れ
も
宮
殿
の
名
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
(二
四
)︒

【譯
	
︼

(一
)

｢
譙
周
曰
﹂
よ
り
以
下
﹁
屋
宮
之
衣
名
乎
﹂
ま
で
︑﹃
六
書
故
﹄
か
ら
の

引
用
︒
南
宋
︑
戴
侗
﹃
六
書
故
﹄
卷
十
九
︑
雝
﹁
⁝
⁝
詩
云
︑
屋
屋
在
宮
︑

肅
肅
在
庿
︒
記
曰
︑
肅
肅
︑
敬
也
︒
屋
屋
︑
和
也
︒
詩
印
云
︑
鎬
京
辟
屋

﹇
毛
萇
曰
︑
水
旋
丘
如
璧
曰
辟
屋
︒
舅
駟
曰
︑
按
︑
譙
周
曰
︑
成
王
作
辟

上
宮
︑
周
器
之
銘
多
$
曰
王
在
屋
上
宮
者
︑
辟
・
屋
︑
葢
二
宮
名
也
︒
古

鼎
銘
印
曰
︑
惟
三
6
初
吉
壬
寅
︑
王
在
和
宮
︑
大
夫
始
錫
作
彜
︑
印
曰
︑

王
在
辟
宮
︑
獻
工
錫
違
︒
屋
︑
和
也
︑
和
宮
︑
殆
屋
宮
之
衣
名
與
︒
漢
儒

本
因
屋
水
而
生
璧
屋
之
說
︑
後
之
沿
襲
者
︑
£
加
广
爲
蛎
︑
其
失
滋
甚

矣
﹈﹂︒

(二
)

譙
周
は
三
國
蜀
の
人
︑﹃
三
國
志
﹄
卷
四
十
二
に
傳
が
あ
る
︒
こ
こ
に

引
く
の
は
︑
彼
の
﹃
古
¡
考
﹄
の
�
か
と
思
わ
れ
る
が
︑
淸
︑
違
宗
源
に

よ
る
輯
本
に
は
み
え
な
い
︒﹃
六
書
故
﹄
で
は
宋
︑
董
逌
﹃
廣
川
書
跋
﹄

が
引
く
も
の
に
基
づ
く
ら
し
い
︒﹃
廣
川
書
跋
﹄
卷
三
︑
銅
敦
銘
﹁
⁝
⁝

譙
周
曰
︑
成
王
作
辟
宮
︒
其
言
王
在
於
此
︑
則
旣
衣
于
夷
宮
・
武
宮
矣
︑

蓋
王
之
灋
宮
也
︒
肆
命
王
︑
臣
必
親
︑
卽
辟
宮
則
其
禮
重
矣
︒
⁝
⁝
﹂︒

ま
た
﹁
上
宮
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
孟
子
﹄
盡
心
違
句
下
に
﹁
孟
子
之
滕
︑

館
於
上
宮
﹂︑
趙
岐
	
﹁
上
宮
︑
樓
也
﹂︑
朱
熹
集
	
﹁
上
宮
︑
別
宮
名
﹂

と
い
う
︒

(三
)

同
じ
銘
�
は
確
ä
で
き
な
い
が
︑
南
宋
︑
薛
尙
功
﹃
歷
代
鐘
鼎
彜
器
款

識
﹄
卷
十
四
に
收
め
る
尨
敦
の
銘
に
﹁
惟
元
年
旣
ß
丁
亥
︑
王
在
雝
位
︑

⁝
⁝
﹂
と
い
う
︒
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(四
)

こ
の
銘
�
は
︑﹃
六
書
故
﹄
が
﹃
廣
川
書
跋
﹄
の
�
を
引
用
し
た
も
の
︒

﹃
廣
川
書
跋
﹄
卷
三
︑
大
夫
始
鼎
﹁
大
夫
始
鼎
︑
其
銘
曰
︑
惟
三
6
初
吉

壬
寅
︑
王
在
咊
宮
︑
大
夫
始
錫
作
彜
︒
印
曰
︑
王
在
辟
宮
︑
獻
工
錫
彜
錫

違
︒
⁝
⁝
﹂︒
な
お
︑
こ
の
銘
の


�
は
﹃
續
考
古
圖
﹄
卷
四
︑﹃
歷
代
鐘

鼎
彜
器
款
識
﹄
卷
十
に
み
え
る
が
︑
釋
�
が
兩
者
で
や
や
衣
な
る
︒

(五
)

『詩
經
﹄
大
�
︑
思
齊
﹁
雝
雝
在
宮
︑
肅
肅
在
�
﹂
毛
亨
傳
﹁
雝
雝
︑

和
也
︒
肅
肅
︑
敬
也
﹂︒﹃
禮
記
﹄
樂
記
﹁
詩
云
肅
雍
和
鳴
︑
先
祖
是
聽
︑

夫
肅
肅
︑
敬
也
︒
雍
雍
︑
和
也
﹂︒

(六
)

原
�
﹁
衡
�
﹂︑
材
を
縱
橫
に
組
む
こ
と
︒
こ
こ
で
は
よ
り
具
體
�
に
︑

二
本
の
�
に
橫
木
を
載
せ
て
衡
門

(冠
木
門
)
に
作
る
こ
と
を
指
す
︒
?

	
參
照
︒﹃
周
禮
﹄
考
工
記
︑
輿
人
﹁
參
分
+
圍
︑
去
一
以
爲
軹
圍
﹂
�

玄
	
﹁
軹
︑
輢
之
�
者
衡
者
也
︑
與
轂
末
同
名
﹂︑
賈
公
彥
駅
﹁
此
軹
是

車
+
下
豎
直
者
︑
#
+
下
橫
者
︑
直
衡
者
竝
縱
橫
相
貫
也
﹂︒
同
﹁
參
分

軹
圍
︑
去
一
以
爲
轛
圍
﹂
�
玄
	
﹁
轛
︑
式
之
�
者
衡
者
也
︒
�
司
農
云
︑

轛
讀
如
繫
綴
之
綴
︑
謂
車
輿
軨
立
者
也
︑
立
者
爲
轛
︑
橫
者
爲
軹
︑
書
轛

或
作
軨
︒
玄
謂
轛
者
以
其
�
人
爲
名
﹂︒

(七
)

和か

︑
桓
は
立
�
の
こ
と
で
︑
こ
れ
を
左
右
兩
脇
に
立
て
て
そ
の
閒
を
出

入
り
す
る
門
を
和

(桓
)
門
と
い
う
︒
桓
門
の
條
參
照
︒

(八
)

『
逸
周
書
﹄
大
匡
解
第
十
一
﹁
王
乃
召
冡
卿
・
三
老
・
三
¦
・
大
夫
・

百
執
事
之
人
︑
]
于
大
庭
﹂︑
孔
晁
	
﹁
大
庭
︑
公
堂
之
庭
﹂︒
同
︑
鄷
保

解
第
二
十
一
﹁
維
二
十
三
祀
庚
子
朔
︑
九
州
之
侯
咸
格
于
周
王
在
酆
︑
昧

爽
立
于
少
庭
﹂︒
淸
︑
朱
右
曾
﹃
逸
周
書
集
訓
校
釋
﹄﹁
庭
當
爲
廷
︑
大
廷
︑

外
]
之
廷
︑
在
庫
門
內
雉
門
外
﹂︑﹁
少
庭
︑
少
寢
之
庭
﹂︒

(九
)

辟
雍

(
雝
︑
廱
)
は
天
子
の
大
學
の
名
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
︒﹃
禮
記
﹄

王
制
﹁
天
子
命
之
敎
︑
然
後
爲
學
︒
小
學
在
公
宮
南
之
左
︑
大
學
在
郊
︑

天
子
曰
辟
廱
︑
諸
侯
曰
頖
宮
﹂︑
�
玄
	
﹁
t
卑
學
衣
名
︒
辟
︑
,
也
︒

廱
︑
和
也
︒
3
以
,
和
天
下
︒
頖
之
言
班
也
︑
3
以
班
政
敎
也
﹂︒﹃
詩

經
﹄
魯
頌
︑
泮
水
﹁
思
樂
泮
水
︑
�
采
其
芹
﹂︑
毛
亨
傳
﹁
泮
水
︑
泮
宮

之
水
也
︒
天
子
辟
廱
︑
諸
侯
泮
宮
﹂︑
�
玄
箋
﹁
辟
廱
者
︑
築
土
雝
水
之

外
︑
圓
如
壁
︑
四
方
來
觀
者
均
也
︒
泮
之
言
:
也
︑
:
水
者
︑
蓋
東
西
門

以
南
�
水
︑
北
无
也
︒
天
子
・
諸
侯
宮
衣
制
︑
因
形
然
﹂︒﹃
白
虎
�
義
﹄

辟
雍
︑
論
辟
雍
泮
宮
﹁
天
子
立
辟
雍
何
︒
辟
雍
3
以
行
禮
樂
︑
宣
德
<
也
︒

辟
者
︑
璧
也
︑
象
璧
圓
︑
以
法
天
也
︒
雍
者
︑
壅
之
以
水
︑
象
敎
<
液
行

也
︒
辟
之
言
積
也
︒
積
天
下
之
�
德
︒
雍
之
爲
言
壅
也
︒
天
下
之
儀
則
︑

故
謂
之
辟
雍
也
﹂︒
本
條
後
�
で
魯
の
泮
宮
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
︑
天

子
の
學
で
あ
る
辟
雍
に
對
し
て
泮

(
頖
)
宮
が
諸
侯
の
學
と
さ
れ
る
た
め

で
あ
る
︒

辟
雍
と
,
堂
が
同
一
円
築
と
の
說
も
あ
る
︒﹃
大
戴
禮
記
﹄
,
堂
に

﹁
,
堂
者
︑
古
$
之
也
︒
凡
九
室
︑
一
室
而
$
四
戶
八
牖
︑
三
十
六
戶
︑

七
十
二
牖
︒
以
茅
蓋
屋
︑
上
圓
下
方
︒
,
堂
者
︑
3
以
,
諸
侯
t
卑
︒
外

水
曰
辟
雍
﹂
と
い
い
︑
辟
雍
は
,
堂
を
取
り
卷
く
�
濠

(つ
ま
り
後
�
牛

弘
傳
に
い
う
璧
水
)
で
あ
る
と
す
る
︒
	

(一
五
)
參
照
︒

(一
〇
)

『
漢
書
﹄
卷
五
十
三
︑
景
十
三
王
傳
﹁
武
h
時
︑︹
河
閒
︺
獻
王
來
]
︑

獻
�
樂
︑
對
三
雍
宮
#
詔
策
3
問
三
十
餘
事
﹂︑
應
劭
	
﹁
辟
雍
・
,

堂
・
靈
臺
也
︒
雍
︑
和
也
︑
言
天
地
・
君
臣
・
人
民
皆
和
也
﹂︒

(一
一
)

『三
輔
黃
圖
﹄
卷
五
︑
,
堂
﹁
漢
眀
堂
在
長
安
西
南
七
里
﹂︑
臺
榭

﹁
漢
靈
臺
︑
在
長
安
西
北
八
里
﹂
︑
辟
雍
﹁
漢
辟
雍
︑
在
長
安
西
北
七
里
︒

漢
書
河
閒
獻
王
來
]
︑
獻
�
樂
︑
武
h
對
之
三
雍
宮
︑
卽
此
﹂︒
な
お
︑

﹃
三
輔
黃
圖
﹄
辟
雍
に
﹁
武
h
對
之
三
雍
宮
﹂
と
い
う
の
を
﹃
玉
海
﹄
卷

九
十
五
郊
祀
︑
漢
三
雍
宮
引
﹃
三
輔
黃
圖
﹄
は
﹁
河
閒
獻
王
對
三
雍
宮
﹂

に
つ
く
り
︑﹃
�
�
﹄
で
も
﹁
河
閒
對
三
雍
﹂
に
つ
く
る
が
︑﹃
漢
書
﹄
景

十
三
王
傳
に
よ
れ
ば
河
閒
獻
王
は
三
雍
宮
の
制
度
に
つ
い
て
0
答
し
た
の
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で
あ
っ
て
︑﹁
武
h
對
之
三
雍
宮

(武
h
は
河
閒
獻
王
を
三
雍
宮
に
召
對

し
た
)﹂
と
い
う
の
は
﹃
三
輔
黃
圖
﹄
l
者
の
!
讀
に
よ
る
︒
.
	
參
照
︑

ま
た
﹃
í
治
�
鑑
﹄
卷
十
八
︑
漢
武
h
元
光
五
年
︑
胡
三
省
	
﹁
余
謂
︑

對
三
雍
宮
者
︑
對
三
雍
之
制
度
︑
非
召
對
於
三
雍
宮
﹂︒

ま
た
︑
西
安
市
西
北
郊
大
土
門
村
で
發
掘
さ
れ
た
円
築
â
址
は
︑
そ
の

â
ã
の
狀
況
な
ど
か
ら
漢
代
の
,
堂
︑
あ
る
い
は
辟
雍
と
比
定
さ
れ
て
い

る
︒
現
行
本
﹃
三
輔
黃
圖
﹄
に
f
人
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
︑
こ
の
â
址
と
の
位
置
關
係
か
ら
︑
先

に
擧
げ
た
各
�
中
の
﹁
長
安
﹂
は
漢
長
安
城
で
は
な
く
f
長
安
縣
治
を
指

し
︑
ま
た
,
堂
が
﹁
長
安
西
南
七
里
﹂
に
あ
る
と
い
う
の
は
﹁
西
北
﹂
の

!
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
王
世
仁
﹁
漢
長
安
城
南
郊
禮
制
円
築

(大
土
門
村
â
址
)
原
狀
�
推
測
﹂
(﹃
考
古
﹄
一
九
六
三
年
第
九
Ë
)︑
何

淸
谷
﹃
三
輔
黃
圖
校
	
﹄
(三
秦
出
版
社
︑
一
九
九
五
)
二
八
四
頁
︑
	

(一
)︑
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
3
U
著
﹃
西
漢
禮
制
円
築
â
址
﹄

(
�
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
)
二
一
三
頁
參
照
︒

(一
二
)

東
都
賦
は
東
京
賦
の
!
り
︒
張
衡
﹁
東
京
賦
﹂
(﹃
�
&
﹄
卷
三
3

收
)﹁
乃
營
三
宮
︑
布
敎
頒
常
︑
複
�
重
屋
︑
八
É
九
B
︒
規
天
矩
地
︑

�
時
順
�
︒
�
舟
淸
池
︑
維
水
泱
泱
︑
左
制
辟
雍
︑
右
立
靈
臺
︒
因
�
�

衰
︑
表
賢
鯵
能
︒
馮
相
觀
祲
︑
祈
禠
禳
災
︒
⁝
⁝
然
後
宗
上
h
於
,
堂
︑

推
光
武
以
作
配
︒
辯
方
位
而
正
則
︑
五
精
帥
而
來
摧
︒
t
赤
氏
之
朱
光
︑

四
靈
懋
而
允
懷
﹂︒﹃
玉
海
﹄
卷
九
十
五
引
﹁
東
京
賦
﹂
で
は
句
の
順
序
が

混
亂
し
て
い
る
︒﹃
玉
海
﹄
卷
九
十
五
郊
祀
︑
漢
三
雍
宮
﹁
東
京
賦
︑
乃

營
三
宮
︑
布
敎
頒
常
︑
複
�
重
屋
︑
八
É
九
B
︒
規
天
矩
地
︑
�
時
順
�
︒

宗
上
h
于
,
堂
︑
推
光
武
以
作
配
︒
辨
方
位
而
正
則
︑
五
精
帥
而
來
摧

﹇
五
方
星
也
﹈︑
t
赤
氏
之
朱
光
︑
四
靈
懋
而
允
懷
︒
�
舟
淸
池
︑
維
水
泱

泱
︑
左
制
辟
雍
︑
右
立
靈
臺
︒
因
�
�
衰
︑
表
賢
鯵
能
︒
馮
相
觀
祲
︑
祈

禠
禳
災
﹂︒﹃
�
�
﹄
引
﹁
東
都
賦
﹂
の
.
:
部
﹁
赤
水
朱
光
︑
淸
池
泱

泱
﹂
は
︑
こ
の
﹃
玉
海
﹄
に
引
く
﹁
t
赤
氏
之
朱
光
︑
四
靈
懋
而
允
懷
︒

�
舟
淸
池
︑
維
水
泱
泱
﹂
を
寫
し
!
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒

(一
三
)

『
漢
書
﹄
卷
十
二
︑
�
h
紀
﹁
安
漢
公
奏
立
眀
堂
辟
廱
﹂
應
劭
	

﹁
辟
廱
者
︑
象
璧
圜
︑
雍
之
以
水
︑
象
敎
<
液
行
﹂︒
ま
た
﹃
玉
海
﹄
卷
九

十
五
郊
祀
︑
漢
祫
祭
,
堂

(
.
	
引
く
漢
三
雍
宮
の
?
條
)
に
も
こ
の
記

事
を
引
い
て
﹁
�
紀
︑
元
始
四
年
二
6
︑
立
,
堂
辟
雍
︒
⁝
⁝
	
︑
應
劭

曰
︑
⁝
⁝
辟
雍
象
璧
圜
︑
雍
以
水
︑
象
敎
<
液
行
﹂
と
い
う
︒
こ
れ
も

﹃
玉
海
﹄
の
�
よ
り
引
い
た
も
の
か
︒

(一
四
)

『隋
書
﹄
卷
四
十
九
︑
牛
弘
傳
﹁
漢
中
元
二
年
︑
起
,
堂
・
辟
雍
・

靈
臺
於
洛
陽
︑
竝
別
處
︒
然
,
堂
亦
$
壁
水
︑
李
尤
,
堂
銘
云
液
水
洋
洋

是
也
﹂︒
ま
た
﹃
北
¡
﹄
卷
七
十
二
︑
牛
弘
傳
に
も
み
え
る
︒
李
尤
﹁
,

堂
銘
﹂
は
︑﹃
藝
�
類
聚
﹄
卷
三
十
八
︑
禮
部
上
︑
銘
に
﹁
布
政
之
室
︑

上
圓
下
方
︑
體
則
天
地
︑
在
國
正
陽
︑
牎
闥
四
設
︑
液
水
洋
洋
︑
順
Ñ
行

<
︑
各
居
其
B
︑
春
恤
幼
孤
︑
夏
�
賢
良
︑
秋
厲
武
人
︑
冬
謹
關
梁
﹂
と

引
か
れ
る
︒

ま
た
︑
こ
の
�
も
﹃
玉
海
﹄
卷
九
十
五
郊
祀
︑
漢
中
興
,
堂
に
﹁
隋
牛

弘
傳
︑
漢
,
堂
亦
$
璧
水
︑
李
尤
,
堂
銘
云
液
水
洋
洋
是
也
︒
以
此
須
$

辟
廱
﹇
李
尤
,
堂
銘
︑
布
政
之
室
︑
上
員
下
方
︑
體
則
天
地
︑
在
國
正
陽
︒

&
潘
嶽
賦
引
李
尤
,
堂
銘
曰
︑
夏
�
賢
良
﹈﹂
と
み
え
︑
こ
れ
か
ら
引
い

た
も
の
︒

(一
五
)

袁
準
は
晉
の
人
︑﹃
袁
氏
正
論
﹄
十
九
卷
を
著
し
た
︒
後
漢
末
の
儒

者
蔡
邕
の
﹁
,
堂
論

(
,
堂
6
令
論
)﹂
(﹃
續
漢
書
﹄
祭
祀
志
中
﹁
是
年

初
營
北
郊
︑
,
堂
・
辟
雍
・
靈
臺
未
用
事
﹂
劉
昭
	
引
)
は
︑
淸
�
・
太

�
・
太
室
・
,
堂
・
太
學
・
辟
雍
が
︑
名
稱
は
"
え
ど
實
體
は
一
つ
で
あ

る
と
す
る
︒
こ
れ
に
對
し
︑
袁
準
﹃
正
論
﹄
で
は
,
堂
・
宗
�
・
太
學
は
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別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
︒﹃
詩
經
﹄
大
�
︑
靈
臺
︑
孔
穎

É
駅
﹁
蔡
邕
6
令
論
云
︑
取
其
宗
�
之
淸
貌
則
曰
淸
�
︑
取
其
正
室
之
貌

則
曰
太
�
︑
取
其
堂
則
曰
,
堂
︑
取
其
四
門
之
學
則
曰
太
學
︑
取
其
周
水

圓
如
璧
則
曰
辟
廱
︑
衣
名
而
同
耳
︑
其
實
一
也
︒
⁝
⁝
袁
準
正
論
云
︑
,

堂
・
宗
�
・
太
學
︑
禮
之
大
物
也
︒
事
義
不
同
︑
各
$
3
爲
︑
而
世
之
論

者
︑
合
以
爲
一
體
︑
取
詩
書
放
逸
之
�
︑
經
典
相
似
之
語
︑
而
致
之
︑
不

復
考
之
人
«
︑
驗
之
�
理
︑
失
之
¬
矣
︒
夫
宗
�
之
中
︑
人
3
致
敬
︑
幽

隱
淸
靜
︑
鬼
神
3
居
︑
而
使
衆
學
處
焉
︑
4
射
其
中
︑
人
鬼
慢
黷
︑
死
生

�
錯
︑
囚
俘
截
耳
︑
瘡
痍
液
血
︑
以
干
犯
鬼
神
︑
非
其
理
矣
︒
且
夫
茅
�

采
椽
︑
至
質
之
物
︑
円
日
6
乘
玉
路
︑
以
處
其
中
︑
象
箸
玉
杯
︑
而
食
於

土
簋
︑
非
其
類
也
︒
⁝
⁝
﹂︒﹃
禮
記
﹄
,
堂
位
の
孔
穎
É
駅
も
袁
準
﹃
正

論
﹄
か
ら
同
樣
の
�
を
引
く
が
︑
�
字
に
衣
同
が
あ
る
︒

ま
た
こ
の
�
に
關
し
て
は
︑
楊
愼
に
﹁
袁
準
駁
蔡
邕
,
堂
論
﹂
の
�
が

あ
り
︑
?
の
よ
う
に
い
う
︒﹃
丹
!
總
錄
﹄
卷
六
︑
宮
室
類
︑
袁
準
駁
蔡

邕
,
堂
論
﹁
蔡
邕
,
堂
論
云
︑
太
�
・
太
室
・
,
堂
・
太
學
・
辟
雍
︑
名

衣
而
實
同
︒
袁
凖
正
論
︑
,
堂
・
宗
�
・
太
學
︑
禮
之
本
物
也
︒
事
義
不

同
︑
各
$
3
爲
︑
而
世
之
論
者
︑
合
以
爲
一
體
︑
取
詩
書
放
逸
之
�
︑
經

典
相
似
之
語
︑
推
而
致
之
︑
考
之
人
«
︑
失
¬
矣
︒
宗
�
之
中
︑
人
3
致

敬
︑
幽
隱
淸
淨
︑
鬼
神
3
居
︑
而
使
衆
學
處
焉
︑
4
射
其
中
︑
人
鬼
慢
瀆
︑

死
生
�
錯
︑
俘
囚
截
耳
︑
以
干
鬼
神
︑
非
其
理
也
︒
袁
子
之
論
︑
卓
矣
︒

蔡
邕
名
儒
︑
不
知
何
以
臆
l
如
此
︑
果
如
其
言
︑
則
先
王
之
,
堂
︑
殆
北

狄
之
穹
廬
︑
南
夷
之
碉
B
︑
先
王
豈
爲
之
乎
﹂︒

(一
六
)

楊
愼
﹃
丹
!
餘
錄
﹄
卷
十
二
に
﹁
魏
書
鍾
繇
傳
︑
,
堂
3
以
祀
上
h
︑

靈
臺
3
以
觀
天
�
︑
辟
雍
3
以
修
禮
樂
︑
太
學
3
以
集
儒
林
︑
高
禖
3
以

祈
休
祥
︒
旣
稱
太
學
︑
印
稱
辟
雍
︑
可
證
辟
雍
非
太
學
也
︑
,
矣
﹂
と
い

う
の
に
よ
る
︒
た
だ
し
�
中
の
﹁
魏
書
鍾
繇
傳
﹂
は
!
り
で
︑﹃
三
國
志
﹄

卷
十
三
︑
魏
志
︑
王
#
傳
﹁
�
封
樂
�
�
侯
﹂
の
裴
松
之
	
に
﹁
魏
名
臣

奏
載
#
Ñ
省
奏
曰
︑
⁝
⁝
,
堂
3
以
祀
上
h
︑
靈
臺
3
以
觀
天
�
︑
辟
雍

3
以
脩
禮
樂
︑
太
學
3
以
集
儒
林
︑
高
禖
3
以
祈
休
祥
︑
印
3
以
察
時
務
︑

揚
敎
<
︒
⁝
⁝
﹂
と
み
え
る
︒
鍾
繇
傳
も
同
卷
に
收
錄
す
る
︒

(一
七
)

『詩
經
﹄
魯
頌
︑
泮
水
﹁
頌
僖
公
能
脩
泮
宮
﹂
に
對
す
る
南
宋
︑
戴

埴
の
解
釋
︒
戴
埴
﹃
鼠
璞
﹄
卷
上
︑
泮
宮
﹁
魯
泮
宮
︑
漢
儒
以
爲
學
︒
豫

觀
菁
菁
者
莪
序
︑
謂
樂
育
人
才
︑
而
詩
叙
敎
養
之
盛
︑
中
阿
中
陵
︑
孰
不

知
爲
育
才
之
地
︒
惟
泮
水
序
︑
止
曰
頌
僖
公
能
修
泮
宮
︑
⁝
⁝
記
禮
多
出

於
漢
儒
︑
其
言
頖
宮
︑
蓋
因
詩
而
訛
︒
�
氏
解
詩
泮
言
:
︑
諸
侯
之
學
︑

東
西
門
以
南
�
水
︑
北
無
︒
其
解
禮
記
頖
言
班
︑
以
此
班
政
敎
︒
使
�
氏

確
信
爲
學
︑
何
隨
字
致
穿
鑿
之
辭
︒
其
可
疑
五
也
︒
$
此
五
疑
︑
豫
 
︑

僖
公
不
過
作
宮
於
泮
地
︒
⁝
⁝
豫
按
︑
�
典
言
︑
魯
郡
乃
古
魯
國
郡
︑
$

泗
水
縣
︑
泮
水
出
焉
︑
然
後
知
泮
乃
魯
水
名
︑
僖
公
円
宮
於
上
︒
詩
言
翩

彼
飛
鴞
︑
集
于
泮
林
︑
林
者
林
木
3
聚
︒
以
泮
水
爲
:
水
︑
泮
林
亦
爲
:

林
乎
︒
泮
爲
地
名
︑
與
楚
之
渚
宮
・
晉
虒
¦
之
宮
無
以
衣
︒
於
是
印
求
之

莊
子
︑
言
歷
代
樂
名
︑
黃
h
・
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
武
王
・
周
公
$
咸

池
・
大
違
・
韶
・
夏
・
濩
・
武
︑
中
曰
�
王
$
辟
雍
︑
是
以
辟
雍
爲
天
子

學
亦
非
也
︒
詩
言
於
論
鼔
鐘
︑
於
樂
辟
雍
︑
印
云
鎬
京
辟
雍
︑
無
思
不
�
︑

亦
無
養
才
之
 
︒
莊
子
去
古
未
¬
︑
必
$
傳
�
︒
漢
儒
因
解
泮
水
復
言
辟

雍
︑
求
之
義
不
可
得
︑
故
轉
辟
爲
璧
︑
解
以
員
水
﹂︒

(一
八
)

合
溪

(谿
)
は
﹃
六
書
故
﹄
の
l
者
︑
戴
侗
の
號
︑
升
菴
は
楊
愼
の

號
︒
戴
侗
の
說
は
	

(一
)
參
照
︒
楊
愼
﹃
丹
!
續
錄
﹄
卷
一
︑
經
說
︑

詩
︑
魯
頌
泮
宮
﹁
戴
埴
曰
︑
魯
泮
宮
︑
漢
儒
以
爲
學
宮
︑
豫
觀
泮
水
序
︑

止
曰
頌
僖
公
能
脩
泮
宮
︑
⁝
⁝
豫
謂
︑
戴
氏
之
見
卓
矣
︑
其
辨
°
矣
︒
按

左
氏
︑
晉
侯
濟
自
泮
︑
泮
果
水
名
足
證
矣
︒
⁝
⁝
印
按
︑
辟
雍
・
泮
宮
爲

學
名
︑
始
于
王
制
之
傅
會
︑
吳
澄
禮
纂
言
曰
︑
詩
言
鎬
京
辟
雍
︑
印
言
在
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泮
飮
酒
︑
未
$
以
見
其
必
爲
學
宮
之
名
也
︒
禮
器
云
︑
魯
人
將
$
事
于
上

h
︑
必
先
$
事
于
頖
宮
︑
	
謂
︑
頖
宮
吿
后
稷
也
︒
此
印
頖
宮
非
學
之
一

證
︒
說
�
︑
辟
雍
作
廦
廱
︑
解
云
︑
廦
︑
牆
也
︑
廱
︑
天
子
4
宴
廦
廱
也
︑

亦
不
言
辟
雍
爲
學
名
也
︒
今
據
詩
云
鎬
京
辟
雍
︑
印
曰
於
樂
辟
雍
︑
頌
云

于
彼
西
雍
︑
考
古
圖
器
名
$
胥
雍
︑
疑
皆
爲
宮
名
﹂︒
同
﹃
丹
!
餘
錄
﹄

卷
十
二
﹁
辟
雍
・
泮
宮
非
學
名
︒
豫
於
魯
頌
引
戴
埴
之
說
而
申
︑
旣
詳
矣
︒

�
印
思
之
︑
說
�
︑
辟
雍
作
廦
廱
︑
解
云
︑
廦
︑
墻
也
︑
廱
︑
天
子
享
宴

廦
廱
也
︒
魯
詩
解
云
︑
騶
[
︑
�
王
囿
名
也
︑
辟
雍
︑
�
王
宮
名
也
︒
以

說
�
・
魯
詩
之
解
觀
之
︑
則
與
詩
鎬
京
辟
雍
・
於
樂
辟
雍
之
義
︑
皆
合
矣
︒

辟
雍
爲
天
子
學
名
︑
泮
宮
爲
諸
侯
學
名
︑
自
王
制
始
$
此
說
︒
王
制
者
︑

漢
�
h
時
曲
儒
之
筆
也
︑
而
可
信
乎
︒
孟
子
曰
︑
夏
曰
校
︑
殷
曰
序
︑
周

曰
庠
︑
學
則
三
代
共
之
︒
使
天
子
之
學
曰
辟
雍
爲
周
之
制
︑
則
孟
子
固
言

之
矣
︒
旣
曰
辟
雍
︑
而
頌
云
于
彼
西
雍
︑
考
古
圖
印
$
胥
雍
︑
則
辟
雍
也
︑

西
雍
也
︑
胥
雍
也
︑
皆
爲
宮
名
無
疑
也
︒
魯
頌
旣
曰
泮
宮
︑
印
曰
泮
水
︑

印
曰
泮
林
︑
則
泮
宮
者
泮
水
傍
之
宮
︑
泮
林
者
泮
水
傍
之
林
︑
無
疑
也
︒

魯
$
泮
水
︑
故
因
水
名
以
名
宮
︒
卽
使
魯
之
學
在
水
傍
而
名
泮
宮
︑
如
王

制
之
說
︑
當
時
天
下
百
二
十
國
之
學
︑
豈
皆
在
泮
水
之
傍
乎
︑
而
皆
名
泮

宮
�
︒
⁝
⁝
﹂︒

(一
九
)

『
說
�
解
字
﹄
广
部
︑
廦
﹁
廦
︑
牆
也
﹂
︑
廱
﹁
廱
︑
天
子
4
飮
辟
廱
﹂
︒

(二
〇
)

｢魯
詩
解
﹂
は
︑
三
家
詩
の
一
つ
で
あ
る
﹃
魯
詩
﹄
を
傳
え
た
漢
初

の
申
培
に
由
來
す
る
魯
詩
の
古
	

(詩
傳
)
で
あ
る
︒﹃
�
�
﹄
が
直
接

引
用
す
る
の
は
楊
愼
﹃
丹
!
餘
錄
﹄
の
�
で
あ
る

(
	

(一
八
)
參
照
)︒

.
句
﹁
騶
[
︑
�
王
囿
名
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
後
漢
書
﹄
班
固
傳
︑
東
都

賦
﹁
獸
制
同
乎
梁
騶
︑
義
合
乎
靈
囿
﹂
條
の
李
賢
	
︑﹃
�
&
﹄
卷
六
左

思
﹁
魏
都
賦
﹂﹁
顯
�
武
之
壯
觀
︑
邁
梁
騶
之
3
著
﹂
條
の
李
善
	
︑
劉

良
	
が
引
く
﹁
魯
詩
傳
﹂
の
佚
�
に
類
似
�
が
見
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑

﹃
後
漢
書
﹄
李
賢
	
に
﹁
魯
詩
傳
曰
︑
古
$
梁
騶
者
︑
天
子
之
田
也
﹂︑

﹃
六
臣
	
�
&
﹄
に
﹁
劉
曰
︑
⁝
⁝
魯
詩
傳
曰
︑
古
$
梁
騶
︒
梁
騶
︑
天

子
獵
之
田
也

(李
善
﹃
�
&
C
﹄︑﹁
田
﹂
作
﹁
田
曲
﹂
)﹂
と
あ
る
︒
騶
[

に
對
す
る
同
樣
の
解
釋
と
し
て
は
︑
賈
誼
﹃
怨
書
﹄
卷
六
︑
禮
の
﹁
禮
者
︑

臣
下
3
以
承
其
上
也
︒
故
詩
云
︑
一
發
五
豝
︑
吁
嗟
乎
騶
[
︒
騶
者
︑
天

子
之
囿
也
︒
[
者
︑
囿
之
司
獸
者
也
﹂
が
あ
る
︒
後
句
﹁
辟
雍
︑
大
王
宮

名
﹂
が
何
に
基
づ
く
か
は
未
詳
︒
﹃
%
!
餘
録
﹄
で
は
︑﹁
大
王
﹂
は
﹁
文

王
﹂
に
つ
く
る

(﹃
升
菴
集
﹄
卷
四
十
二
で
は
︑﹁
大
王
﹂
に
つ
く
る
)︒

,
代
に
は
︑
漢
初
に
魯
詩
を
傳
え
た
申
培
の
著
作
と
さ
れ
る
﹃
詩
說
﹄
が

液
布
し
て
い
た
が
︑
そ
こ
に
﹁
靈
臺
︑
�
王
&
都
于
豐
︑
作
靈
臺
︑
以
齊

七
政
︑
奏
雝
雍
﹂
と
い
う
記
載
が
あ
る
︒
こ
れ
に
依
據
し
て
魯
詩
傳

(魯

詩
解
)
と
し
て
辟
雍
を
�
王
の
宮
名
と
す
る
言
說
が
成
立
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
︒
,
の
何
楷
﹃
詩
經
世
本
古
義
﹄
卷
九
に
﹁
⁝
⁝
莊
子
謂
�

王
$
辟
雍
之
樂
︑
正
據
此
詩
而
言
︒
或
印
以
辟
雍
别
$
3
在
︑
乃
�
王
宮

名
︒
其
地
�
水
作
樂
︑
宜
空
虛
︒
故
於
是
奏
合
其
樂
︑
尤
堪
捧
腹
﹂︑
淸

の
徐
�
靖
﹃
竹
書
統
箋
﹄
に
﹁
箋
按
︑
莊
子
曰
︑
古
之
礼
樂
︑
黃
h
$
咸

池
︑
堯
$
大
違
︑
舜
$
大
韶
︑
禹
$
大
夏
︑
湯
$
大
濩
︑
�
王
$
辟
雍
之

樂
︑
武
王
周
公
作
武
︑
是
辟
雍
爲
樂
名
也
︒
說
�
曰
︑
廦
︑
牆
也
︑
廱
︑

天
子
享
宴
廦
廱
也
︒
魯
詩
解
︑
辟
雍
�
王
宮
名
︒
古
鼎
銘
︑
惟
三
6
初
吉

王
在
和
宮
︑
大
夫
始
錫
作
彛
︒
印
王
在
辟
宮
︑
獻
工
錫
違
︒
是
辟
雍
爲
宮

名
也
︒
或
�
王
當
日
︑
作
樂
于
辟
雍
之
宮
︑
奏
之
︑
故
樂
亦
名
為
辟
雍

也
﹂
と
あ
る
︒

(二
一
)

『禮
記
﹄
王
制
に
い
う
天
子
の
大
學
が
辟
廱
で
あ
る
と
の
記
述
は
︑

漢
人
の
曲
筆
で
あ
る
と
否
定
し
て
い
る
︒
	

(九
)
引
﹃
禮
記
﹄
王
制
︑

	

(一
八
)
參
照
︒

(二
二
)

『詩
經
﹄
周
頌
︑
振
鷺
﹁
振
鷺
于
飛
︑
于
彼
西
雝
﹂︑
毛
亨
傳
﹁
雝
︑
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澤
也
﹂︑
�
玄
箋
﹁
白
鳥
集
于
西
雝
之
澤
﹂︒
西
雝
は
辟
雍
で
あ
る
と
の
說

も
あ
る
︒﹃
後
漢
書
﹄
�
苑
傳
第
七
十
下
︑
邊
讓
傳
﹁
振
鷺
之
集
西
雍
︑

濟
濟
之
在
周
庭
︑
無
以
或
加
﹂︑
李
賢
	
﹁
韓
詩
曰
︑
振
鷺
于
飛
︑
于
彼

西
雍
︒
薛
君
違
句
曰
︑
鷺
︑
絜
白
之
鳥
也
︒
西
雍
︑
�
王
之
辟
雍
也
︒
言

�
王
之
時
︑
辟
雍
學
士
皆
絜
白
之
人
也
﹂︒

(二
三
)

｢胥
雍
﹂
に
つ
い
て
は
未
詳
︒
あ
る
い
は
北
宋
︑
呂
大
臨
﹃
考
古
圖
﹄

卷
一
3
收
公
'
鼎
銘
�
中
の
�
字
﹁
化
雝
﹂
を
﹁
胥
雝

(雍
)﹂
と
釋
讀

し
た
か
︒﹃
考
古
圖
﹄
は
こ
の
語
に
對
し
て
﹁
或
宮
名
︑
如
西
雝
之
類
﹂

と
い
う
︒

(二
四
)

｢
說
�
作
廦
廱
﹂
以
下
は
楊
愼
の
�
に
よ
る
︒
	

(一
八
)
參
照
︒

(高
井
た
か
ね
)

商
中

6
【原
�
︼

商
中
︑
商
庭
︑
西
庭
也
○

郊
祀
志
︑
作
円
違
宮
︑
其
西
則
商
中
數
十
里
︒
如

淳
曰
︑
商
中
︑
商
庭
也
︒
師
古
曰
︑
商
︑
金
也
︑
序
在
秋
︑
故
謂
西
①

方
之
庭

爲
商
庭
︒

【校
	
︼

①
底
本
・
標
點
本
作
﹁
四
﹂︑
四
庫
本
・
和
刻
本
作
﹁
西
﹂︒

【譯
�
︼

商
中
は
商
庭
で
︑
西
側
に
あ
る
宮
庭
で
あ
る
○
︹﹃
漢
書
﹄︺
郊
祀
志
に(一
)
︑

﹁
円
違
宮
を
�
り
︑
そ
の
西
は
商
中(
二
)
で
數
十
里
の
廣
さ
が
あ
る
﹂
と
い
う
︒
如

淳
は
﹁
商
中
は
商
庭
で
あ
る
﹂
と
い
う
︒︹
顏
︺
師
古
は
﹁︹
五
�
の
︺
商
は

︹
五
行
で
は
︺
金
で
あ
る
︒
そ
の
順
序
は
秋
の
位
置
に
あ
り
︑
そ
の
た
め
西
方

に
あ
る
庭
を
商
庭
と
い
う
﹂
と
い
う
︒

【譯
	
︼

(一
)

『
漢
書
﹄
卷
二
十
五
下
︑
郊
祀
志
下
﹁
於
是
作
円
違
宮
︑
度
爲
千
門
萬

戶
︑
.
殿
度
高
未
央
︒
其
東
則
鳳
闕
︑
高
二
十
餘
丈
︑
其
西
則
商
中
︑
數

十
里
虎
圈
﹇
如
淳
曰
︑
商
中
︑
商
庭
也
︒
師
古
曰
︑
商
︑
金
也
︑
於
序
在

秋
︑
故
謂
西
方
之
庭
爲
商
庭
︑
言
廣
數
十
里
︒
於
Å
亦
西
方
之
獸
︑
故
於

此
置
其
圈
也
﹈︑
其
北
治
大
池
︑
漸
臺
高
二
十
餘
丈
︑
名
曰
泰
液
︑
⁝
⁝
﹂︒

(二
)

こ
こ
に
引
く
﹃
漢
書
﹄
郊
祀
志
と
同
じ
記
事
は
﹃
¡
記
﹄
卷
十
二
孝
武

本
紀
︑
卷
二
十
八
封
禪
書
に
も
み
ら
れ
る
が
︑
い
ず
れ
も
﹁
商
中
﹂
を

﹁
f
中
﹂
に
つ
く
る
︒﹃
¡
記
﹄
卷
十
二
︑
孝
武
本
紀
﹁
其
西
則
f
中
︑
數

十
里
虎
圈
﹂︑
司
馬
貞
索
隱
﹁
如
淳
云
︑
詩
云
中
f
$
甓
︑
�
玄
曰
︑
f
︑

堂
庭
也
︒
爾
�
以
�
中
路
謂
之
f
︒
西
京
賦
曰
︑
.
開
f
中
︑
彌
ß
廣
象
︑

是
也
﹂︒
王
念
孫
に
よ
れ
ば
商
中
は
f
中
の
!
り
で
︑
篆
書
で
は
商
と
f

の
字
形
が
似
て
い
る
た
め
に
!
っ
た
も
の
と
い
う
︒
王
念
孫
﹃
讀
書
雜

志
﹄
漢
書
第
五
︑
商
中
﹁
其
西
則
商
中
︑
數
十
里
虎
圈
︒
如
淳
曰
︑
商
中
︑

商
庭
也
︒
師
古
曰
︑
商
︑
金
也
︑
於
序
在
秋
︑
故
謂
西
方
之
庭
爲
商
庭
︒

念
孫
案
︑
商
中
︑
本
作
f
中
︑
如
	
本
作
f
中
f
庭
也
︒
封
禪
書
・
孝
武

紀
︑
竝
作
f
中
︑
索
隱
曰
︑
如
淳
云
︑
f
︑
庭
也
﹇
今
本
脫
此
三
字
︑
據

後
漢
書
	
・
�
&
	
補
︒
下
�
詩
云
中
f
$
甓
云
云
︑
乃
小
司
馬
語
︑
非

如
淳
語
﹈︒
詩
云
中
f
$
甓
︑
�
玄
曰
︑
f
︑
堂
塗
也
︒
爾
�
以
�
中
路

謂
之
f
︒
西
京
賦
曰
︑
.
開
f
中
︑
彌
ß
廣
象
︑
是
也
﹇
以
上
¡
記
索

隱
﹈︒
班
固
西
都
賦
︑
.
f
中
而
後
太
液
︒
後
漢
書
	
・
�
&
	
引
漢
書
︑

竝
作
f
中
︑
印
引
如
	
云
︑
f
︑
庭
也
︒
是
二
李
・
司
馬
3
見
本
︑
竝
作

f
中
︑
師
古
3
見
本
︑
譌
作
商
中
︑
如
	
亦
譌
作
商
庭
也
︑
乃
印
!
以
商

庭
二
字
連
讀
︑
而
訓
爲
西
方
之
庭
︑
其
失
甚
矣
︒
篆
書
f
・
商
相
似
︑
故

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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f
譌
作
商
﹂︒
張
衡
﹁
西
京
賦
﹂
中
の
﹁
f
中
﹂
は
﹁
堂
中
﹂
に
つ
く
る

テ
キ
ス
ト
も
あ
る
︒

こ
の
f
中

(あ
る
い
は
堂
中
)
は
︑
以
下
の
數
例
で
は
池
の
名
と
す
る
︒

班
固
﹁
西
都
賦
﹂
(﹃
�
&
﹄
卷
一
3
收
)﹁
.
f
中
而
後
太
液
﹂
呂
À
濟

	
﹁
f
中
・
太
液
皆
池
名
︑
以
象
滄
海
﹂︒
張
衡
﹁
西
京
賦
﹂
(﹃
�
&
﹄

卷
二
3
收
)﹁
.
開
f
中
︑
彌
ß
廣
潒
﹂
劉
良
	
﹁
円
違
宮
中
$
堂
中
︑

池
廣
數
十
里
﹂︒﹃
三
輔
黃
圖
﹄
卷
二
︑
漢
宮
﹁︹
円
違
宮
︺
印
$
玉
堂
・

神
,
堂
・
駅
圃
・
鳴
鑾
・
奇
華
・
銅
�
・
函
德
二
十
六
殿
︑
太
液
池
・
f

中
池
﹂︒
同
卷
四
︑
池
沼
﹁
f
中
池
︑
周
回
十
二
里
︑
在
円
違
宮
太
液
池

之
南
﹂︒
ま
た
同
卷
二
︑
漢
宮
に
は
﹁︹
円
違
宮
︺
.
殿
下
視
未
央
︑
其
西

則
f
中
殿
︑
`
萬
人
﹂
と
あ
り
︑
何
淸
谷
に
よ
れ
ば
︑
f
中
殿
は
f
中
池

(
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

(﹃
三
輔

黃
圖
校
	
﹄
三
秦
出
版
社
︑
一
九
九
五
︑
一
一
九
頁
)︒
な
お
︑
こ
れ
を

﹁
廣
中
殿
﹂
に
つ
く
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
淸
︑
黃
生
は
﹃
漢

書
﹄
郊
祀
志
の
﹁
商
中
﹂
は
﹁
廣
中
﹂
の
!
り
で
あ
る
と
す
る
︒
黃
生

﹃
義
府
﹄
卷
下
︑
商
中
﹁
漢
書
郊
祀
志
︑
作
円
違
宮
云
云
︑
其
西
則
商
中
︑

數
十
里
虎
圈
︑
如
淳
曰
︑
商
中
︑
商
廷
也
︒
師
古
曰
︑
商
︑
金
也
︑
於
序

在
秋
︑
故
謂
西
方
之
庭
爲
商
庭
︒
按
︑
此
說
似
鑿
︒
三
輔
黃
圖
叙
円
違
之

制
云
︑
其
西
則
廣
中
殿
︑
`
數
萬
人
︒
商
中
︑
疑
廣
中
之
!
﹂︒

｢商
中
﹂
に
つ
い
て
は
こ
れ
ほ
ど
論
ず
べ
き
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
︑
方
以
智
は
一
切
こ
れ
に
は
觸
れ
な
い
︒
聽
事
の
條
に
﹁
說
�
曰
︑

廷
︑
]
中
也
︑
庭
︑
宮
中
也
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
あ
る
い
は
﹁
商
﹂
よ

り
も
む
し
ろ
﹁
中
﹂
が
﹁
庭
﹂
で
あ
る
と
い
う
點
に
興
味
を
)
い
て
い
た

た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

(高
井
た
か
ね
)

內
中

7
【原
�
︼

內
中
︑
\
f
言
南
內
︑
今
言
大
內
也
○
漢
元
封
二
秊
︑
甘
泉
宮
內
中
產
芝
︑
	
︑

內
中
後
庭
之
室
①

︑
此
解
已
拘
︒
葢
\
今
言
大
內
也
︒
爾
�
︑
其
內
謂
之
家
︑

官
家
則
曰
大
內
︒
f
詩
︑
6
,
南
內
�
無
人
︑
人
謂
或
稱
西
內
︑
非
矣
︒
f
三

內
︑
西
內
太
極
宮
︑
東
內
大
,
宮
︑
南
內
興
慶
宮
︒
孔
光
傳
︑
供
養
行
內
︑
師

古
曰
︑
行
在
3
之
內
中
也
︒
按
︑
天
子
在
宮
︑
何
言
行
在
3
︒
當
是
班
行
之
內
︒

或
曰
大
行
︑
行
︑
禮
?
也
︒

【校
	
︼

①
諸
本
皆
作
﹁
實
﹂︒﹃
漢
書
﹄
顏
師
古
	
に
よ
り
﹁
室
﹂
に
改
め
る
︒

【譯
�
︼

內
中
は
︑
f
に
は
南
內
と
い
い
︑
い
ま

(
,
代
)
は
大
內
と
い
う
よ
う
な
も

の
で
あ
る
○
漢
の
元
封
二
年
︑﹁
甘
泉
宮
の
內
中
に
靈
芝
が
生
え
た
﹂
と
︑︹
顏

師
古
の
︺
	
に
﹁
內
中
と
は
︑
後
方
の
宮
庭
に
あ
る
部
屋
で
あ
る
﹂
と
い
う(一
)
が
︑

こ
の
解
釋
は
あ
ま
り
に
︹
部
屋
に
︺
固
執
し
す
ぎ
で
あ
る
︒
思
う
に
︑
い
ま

(
,

代
に
)
大
內

(宮
城
)
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒﹃
爾
�
﹄︹
釋
宮
︺
に

﹁
內
は
こ
れ
を
家
と
い
う
﹂
と
あ
り(二
)
︑
官
家

(
]
廷
)
の
場
合
は
﹁
大
內
﹂
と

い
う
︒
f
の
詩
に
︑﹁
6
は
南
內
を
,
る
く
照
ら
す
が
か
え
っ
て
人
は
い
な
い
﹂

と
い
い(三
)
︑
人
は
︹
こ
の
南
內
を
︺
あ
る
い
は
西
內
と
す
る
の
が
V
當
で
あ
る
と

い
う(四
)
が
︑
そ
れ
は
!
り
で
あ
る
︒
f
の
三
內
は
︑
西
內
が
太
極
宮
︑
東
內
が
大

,
宮
︑
南
內
が
興
慶
宮
で
あ
る(五
)
︒︹﹃
漢
書
﹄︺
孔
光
傳
に
︑﹁
供
養
行
內
﹂
と
あ

り
︑︹
顏
︺
師
古
は
﹁︹
行
內
は
︺
行
在
3
の
內
中
で
あ
る
﹂
と
い
う(六
)
︒
こ
れ
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
と
︑
天
子
は
宮
に
い
る
の
に
︑
ど
う
し
て
行
在
3
と
い
う

だ
ろ
う
か
︒
こ
れ

(行
內
)
は
]
班
の
序
列

(行
)
の
內
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
︒
ま
た
﹁
大
行
﹂
と
い
う(
七
)
が
︑
こ
の
﹁
行
﹂
は
禮
の
?
序
の
こ
と
で
あ
る
︒

【譯
	
︼

(一
)

『
漢
書
﹄
卷
六
︑
武
h
紀
﹁︹
元
封
二
年
︺
六
6
︑
詔
曰
︑
甘
泉
宮
內
中

產
芝
︑
九
莖
連
葉
︒
上
h
°
臨
︑
不
衣
下
B
︑
賜
,
弘
休
﹂︑
顏
師
古
	

﹁
內
中
︑
謂
後
庭
之
室
也
︑
故
云
不
衣
下
B
﹂︒
以
下
の
�
に
も
同
じ
記
事

が
み
え
る
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
﹁
內
中
﹂
に
相
當
す
る
字
句
が
衣
な
る
︒﹃
漢

書
﹄
卷
二
十
五
下
︑
郊
祀
志
下
﹁
夏
︑
$
芝
生
甘
泉
殿
B
內
中
﹂︒﹃
¡

記
﹄
卷
十
二
︑
孝
武
本
紀
﹁
於
是
甘
泉
�
置
.
殿
︑
始
廣
諸
宮
室
︒
夏
︑

$
芝
生
殿
防マ
マ

內
中
︒
天
子
爲
塞
河
︑
興
�
天
臺
︑
若
$
光
云
︑
乃
下
詔
曰
︑

甘
泉
防マ
マ

生
芝
九
莖
︑
⁝
⁝
﹂︑
司
馬
貞
索
隱
﹁
芝
生
殿
B
中
︒
案
︑
生
芝

九
莖
︑
於
是
作
芝
B
﹂︒
同
卷
二
十
八
︑
封
禪
書
に
も
孝
武
本
紀
と
同
じ

記
事
が
あ
り
︑﹁
防
﹂
を
﹁
B
﹂
に
つ
く
る
以
外
ほ
ぼ
同
�
︒﹃
三
輔
黃

圖
﹄
卷
二
︑
漢
宮
︑
甘
泉
宮
﹁
Ö
甲
開
山
圖
云
︑
雲
陽
先
王
之
墟
也
︒
武

h
�
赤
闕
於
南
︑
以
象
方
色
︑
於
甘
泉
宮
�
置
.
殿
︑
始
廣
�
宮
室
︒
$

芝
生
甘
泉
殿
邊
B
中
﹂︒
ま
た
︑
こ
れ
に
關
連
し
て
﹃
漢
書
﹄
卷
二
十
二
︑

禮
樂
志
︑
郊
祀
歌
十
九
違
︑
齊
B
十
三
の
詩
に
は
﹁
齊
B
產
草
︑
九
莖
連

葉
﹇
師
古
曰
︑
齊
讀
曰
齋
︒
其
下
竝
同
﹈︑
宮
越
效
衣
︑
披
圖
案
諜
︒
玄

氣
之
精
︑
回
復
此
都
︑
蔓
蔓
日
茂
︑
芝
成
靈
華
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
元
封

二
年
芝
生
甘
泉
齊
B
作
﹂
と
い
う
︒

內
中
に
つ
い
て
は
︑﹃
漢
書
﹄
中
に
?
の
よ
う
な
記
事
も
み
え
る
︒﹃
漢

書
﹄
卷
二
十
五
上
︑
郊
祀
志
上
﹁
神
君
者
︑
長
陵
女
子
︑
以
-
死
︑
見
神

於
先
後
宛
若
︒
宛
若
祠
之
其
室
︑
民
多
ª
祠
︒
�
原
君
亦
ª
祠
︑
其
後
子

孫
以
t
顯
︒
#
上
卽
位
︑
則
厚
禮
置
祠
之
內
中
︒
聞
其
言
︑
不
見
其
人

云
﹂︒

(二
)

『爾
�
﹄
釋
宮
﹁
牖
戶
之
閒
謂
之
扆
︑
其
內
謂
之
家
﹂︑
郭
璞
	
﹁
今
人

稱
家
︑
義
出
於
此
﹂︒

(三
)

張
祜
﹁
雨
霖
鈴
﹂
(北
宋
︑
郭
茂
倩
﹃
樂
府
詩
集
﹄
卷
八
十
︑
�
代
曲

辭
二
3
收
)﹁
雨
霖
鈴
夜
卻
歸
秦
︑
\
是
張
徽
一
曲
怨
︑
長
說
上
皇
垂
淚

敎
︑
6
,
南
內
�
無
人
﹂︒
後
�
に
い
う
よ
う
に
f
代
の
南
內
は
興
慶
宮

の
こ
と

(
	

(五
)
參
照
)︒
そ
れ
以
.
に
政
務
の
中
心
で
あ
っ
た
東
內

大
,
宮
に
代
わ
り
︑
玄
宗
は
開
元
十
六
年
以
影
こ
こ
で
聽
政
を
お
こ
な
っ

た
︒﹃
舊
f
書
﹄
卷
八
︑
玄
宗
紀
上
﹁︹
開
元
︺
十
六
年
春
正
6
庚
子
︑
始

聽
政
于
興
慶
宮
﹂︒﹃
f
會
;
﹄
卷
三
十
︑
興
慶
宮
﹁
至
︹
開
元
︺
十
六
年

正
6
三
日
︑
始
移
仗
于
興
慶
宮
聽
政
﹂︒﹁
6
,
南
內
�
無
人
﹂
の
句
は
︑

曾
て
玄
宗
の
居
處
と
し
て
榮
華
を
誇
っ
た
興
慶
宮
も
︑
安
¡
の
亂
後
の
今

で
は
昔
と
"
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
︒

(四
)

未
詳
︒
張
祜
の
詩
に
對
し
て
で
は
な
い
が
︑
北
宋
︑
黃
庭
堅
が
f
︑
元

結
﹁
大
f
中
興
頌
﹂
を
讀
ん
で
著
し
た
﹁
書
0
崖
碑
後
﹂
(﹃
山
谷
內
集
詩

	
﹄
卷
二
十
3
收
)
に
﹁
南
內
淒
涼
�
苟
活
︑
高
將
軍
去
事
尤
危
﹂
と
あ

り
︑
南
宋
︑
任
淵
は
	
し
て
﹁
f
書
玄
宗
紀
︑
至
自
蜀
郡
︑
居
于
興
慶
宮
︒

上
元
元
年
︑
徙
居
西
內
︒
興
慶
卽
南
內
也
︒
宦
者
高
力
士
傳
曰
︑
先
天
初

爲
右
監
門
衞
將
軍
︑
加
纍
驃
騎
大
將
軍
︒
從
玄
宗
幸
蜀
︒
上
皇
È
︑
徙
西

內
︑
居
十
日
︑
爲
李
輔
國
3
誣
︑
長
液
巫
州
︒
按
李
輔
國
傳
曰
︑
輔
國
詐

�
上
皇
︑
按
行
宮
中
︑
射
生
官
ò
�
︑
上
皇
驚
︑
�
3
馬
︒
力
士
厲
聲
曰
︑

五
十
年
太
�
天
子
︑
輔
國
欲
何
事
︒
叱
使
下
馬
︒
上
皇
執
力
士
手
曰
︑
4

將
軍
︑
,
且
爲
兵
死
鬼
﹂
と
い
う
︒
ま
た
,
︑
瞿
佑
﹃
歸
田
詩
話
﹄
卷
中
︑

中
興
頌
詩
!
に
は
﹁
0
崖
中
興
碑
︑
黃
・
張
二
大
%
爲
世
傳
誦
︒
然
各
$

!
︒
山
谷
云
︑
南
內
淒
涼
︑
誰
得
知
︑
按
︑
李
輔
國
�
上
皇
居
西
內
︑
非

南
內
也
﹂
と
い
う
︒
あ
る
い
は
こ
れ
の
こ
と
を
い
う
か
︒
元
結
﹁
大
f
中

興
頌
﹂
は
︑
安
¡
の
亂
で
陷
落
し
た
兩
京
を
回
復
し
︑
上
皇
と
な
っ
た
玄

宗
が
歸
京
し
た
後
の
︑
f
の
中
興
を
稱
え
た
も
の
︒

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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(五
)

『舊
f
書
﹄
卷
三
十
八
︑
地
理
志
一
︑
十
�
郡
國
︑
關
內
�
﹁
皇
城
在

西
北
隅
︑
謂
之
西
內
︒
正
門
曰
承
天
︑
正
殿
曰
太
極
︒
太
極
之
後
殿
曰
兩

儀
︒
內
別
殿
・
亭
・
觀
三
十
五
3
︒
京
師
西
$
大
眀
・
興
慶
二
宮
︑
謂
之

三
內
︒
⁝
⁝
東
內
曰
大
眀
宮
︑
在
西
內
之
東
北
︑
高
宗
龍
朔
二
年
置
︒
正

門
曰
丹
鳳
︑
正
殿
曰
含
元
︑
含
元
之
後
曰
宣
政
︑
宣
政
左
右
︑
$
中
書
・

門
下
二
省
・
弘
�
¡
二
館
︒
高
宗
已
後
︑
天
子
常
居
東
內
︑
別
殿
・
亭
・

觀
三
十
餘
3
︒
南
內
曰
興
慶
宮
︑
在
東
內
之
南
隆
慶
坊
︑
本
玄
宗
在
藩
時

宅
也
﹂︒
中
華
書
局
點
校
本
の
校
勘
記
に
よ
れ
ば
︑﹁
皇
城
在
西
北
隅
﹂
は

﹁
宮
城
在
西
北
隅
﹂︑﹁
京
師
西
$
大
眀
﹂
は
﹁
京
師
東
$
大
眀
﹂
の
!
り

で
あ
る
と
い
う
︒﹃
怨
f
書
﹄
卷
三
十
七
︑
地
理
志
一
︑
	
﹁
皇
城
長
千

九
百
一
十
五
步
︑
廣
千
二
百
步
︒
宮
城
在
北
︑
長
千
四
百
四
十
步
︑
廣
九

百
六
十
步
︑
周
四
千
八
百
六
十
步
︑
其
崇
三
丈
$
:
︒
龍
朔
後
︑
皇
h
常

居
大
,
宮
︑
乃
謂
之
西
內
︑
神
龍
元
年
曰
太
極
宮
︒
大
,
宮
在
禁
苑
東
南
︑

西
接
宮
城
之
東
北
隅
︑
長
千
八
百
步
︑
廣
千
八
十
步
︑
曰
東
內
︒
⁝
⁝
興

慶
宮
在
皇
城
東
南
︑
�
京
城
之
東
︑
開
元
初
置
︑
至
十
四
年
印
增
廣
之
︑

謂
之
南
內
﹂︒

(六
)

『
漢
書
﹄
卷
八
十
一
︑
孔
光
傳
﹁︹
王
︺
厭
權
日
盛
︑︹
孔
︺
光
憂
懼
不

知
3
出
︑
上
書
乞
骸
骨
︒
厭
白
太
后
︑
h
幼
少
︑
宜
置
師
傅
︒
徙
光
爲
h

太
傅
︑
位
四
輔
︑
給
事
中
︑
領
宿
衞
供
養
︑
行
內
署
門
戶
︑
省
�
御
食

物
﹂︑
顏
師
古
	
﹁
行
內
︑
行
在
3
之
內
中
︑
\
言
禁
中
也
﹂︒
な
お
﹃
í

治
�
鑑
﹄
卷
三
十
五
︑
漢
哀
h
元
壽
二
年
︑
胡
三
省
	
に
﹁
余
謂
行
內
署

門
戶
當
爲
一
句
︑
此
宿
衞
事
也
︑
省
�
御
食
物
︑
則
供
養
事
也
︑
�
理
甚

,
︑
師
古
!
斷
其
句
︑
因
曲
爲
之
說
耳
︒
行
︑
下
孟
�
︑
省
︑
悉
井
�
﹂

と
い
い
︑﹁
行
內
﹂
と
い
う
語
で
は
な
く
︑﹁
行
內
署
門
戶

(
內
署
の
門
戶

を
5
察
す
る
)﹂
と
い
う
句
と
し
て
讀
む
べ
き
だ
と
い
う
︒

(七
)

大
行
は
﹃
周
禮
﹄
に
み
え
る
大
行
人
︑
賓
客
接
待
の
禮
儀
を
掌
る
官
の

こ
と
︒﹃
周
禮
﹄
秋
官
︑
大
行
人
﹁
大
行
人
︑
掌
大
賓
之
禮
#
大
客
之
儀
︑

以
親
諸
侯
︒
⁝
⁝
以
九
儀
辨
諸
侯
之
命
︑
等
諸
臣
之
Ø
︑
以
同
邦
國
之
禮
︑

而
待
其
賓
客
﹂︑
�
玄
	
﹁
九
儀
謂
︑
命
者
五
︑
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男

也
︑
Ø
者
四
︑
孤
・
卿
・
大
夫
・
士
也
﹂︒

(高
井
た
か
ね
)

乞
活
臺

8
【原
�
︼

乞
活
臺
︑
古
之
吹
臺
︑
今
之
繁
臺
也
○
陳
留
風
俗
傳
曰
︑
蒼
頡
師
曠
城
︑
上
$

列
ç
吹
臺
︒
北
$
牧
澤
︑
中
出
蘭
蒲
︑
土
多
儁
髦
︑
衿
帶
︑
俗
稱
蒲
關
澤
︒
梁

王
增
築
︑
以
爲
吹
臺
︒
城
隍
迻
滅
︑
略
存
故
跡
︒
阮
籍
詩
︑
駕
言
發
魏
都
︑
南

向
ß
吹
臺
︑
簫
管
$
â
�
︑
梁
王
安
在
哉
︒
晉
世
喪
亂
︑
乞
活
慿
居
︑
6
墮
故

基
︑
£
成
二
層
︑
上
基
\
方
四
五
十
步
︑
高
一
丈
餘
︑
世
謂
之
乞
活
臺
︑
印
謂

之
婆
臺
城
︒
梁
水
經
此
︑
$
陰
�
・
鴻
�
之
稱
焉
︒
按
此
臺
在
浚
儀
縣
︒
續
述

征
記
︑
以
睢
陽
爲
師
曠
城
︑
言
郭
緣
生
踐
迻
門
升
吹
臺
︒
酈
�
元
非
之
︑
謂
此

乃
梁
氏
之
臺
門
︑
魏
惠
之
]
居
︑
非
吹
臺
也
︒
�
昌
襍
錄
曰
︑
東
京
記
︑
天
淸

繁
臺
︑
梁
孝
王
之
吹
臺
︑
後
$
繁
氏
居
其
側
︑
里
人
呼
爲
繁
臺
︒
李
白
嘗
登
之
︒

吹
︑
去
聲
︒

【譯
�
︼

乞
活
臺
は
︑
昔
の
吹
臺
︑
い
ま

(
,
代
)
の
繁
臺
で
あ
る
○
﹃
陳
留
風
俗

傳
﹄
に
は
?
の
よ
う
に
い
う(一
)
︒
蒼
頡
師
曠
城
に
は
︑
上
に
列
ç
の
吹
臺
が
あ
る
︒

北
に
は
牧
澤
が
あ
っ
て
︑
中
に
は
蘭
蒲
が
生
え
て
お
り
︑
そ
の
土
地
に
は
8
出

し
た
人
物
が
多
く
︑
;
9
の
地
で
︑
俗
に
蒲
關
澤
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒︹
漢
の
︺

梁
︹
孝
︺
王
は
增
築
し
て
吹
臺
を
�
っ
た
︒
城
壁
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る

が
︑
そ
の
古
跡
が
ほ
ぼ
殘
っ
て
い
る
︒
阮
籍
の
詩
に
︑﹁
駕
し
て
魏
の
都
を
發

東 方 學 報
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ち
︑
南
に
向
か
っ
て
吹
臺
を
ß
む
︒
簫
管
の
�
色
に
は
︹
梁
王
の
時
代
の
︺
古

い
�
樂
が
â
っ
て
い
る
が
︑
梁
王
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
﹂
と
い
う(二
)
︒
晉

の
時
代
に
は
世
の
中
が
亂
れ
︑
乞
活

(
液
民
)
が
︹
こ
の
臺
に
︺
寄
り
つ
い
て

:
む
よ
う
に
な
っ
て
︑︹
臺
の
︺
も
と
の
基
壇
を
6
り
落
と
し
︑
と
う
と
う
二

層
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
︑
基
壇
の
上
層
は
ま
だ
四
︑
五
十
步
四
方
︑
高
さ
一

丈
餘
り
あ
っ
て
︑
世
の
人
は
こ
れ
を
乞
活
臺
と
呼
び
︑
ま
た
婆
臺
城
と
も
呼
ん

だ
︒
梁
水(
三
)
は
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
︑
隂
�
や
鴻
�
と
呼
ば
れ
る(四
)
︒
お
も
う
に
︑
こ

の
臺
は
浚
儀
縣
に
あ
る
︒﹃
續
述
征
記
﹄
は
睢
陽
を
師
曠
城
と
し(五
)
︑︹
l
者
の
︺

郭
緣
生
は
迻
門
を
�
り
吹
臺
に
登
っ
た
と
い
う
︒
酈
�
元
は
こ
れ
を
!
り
と
し
︑

︹﹃
續
述
征
記
﹄
の
い
う
吹
臺
は
︺
梁
氏

(
周
︑
梁
伯
)
の
臺
門(六
)
や
︹
戰
國
︺
魏

の
惠
王
の
皇
宮
で
あ
っ
て
︑
吹
臺
で
は
な
い
と
考
え
た(七
)
︒﹃
�
昌
襍
錄
﹄
で
は
︑

﹁﹃
東
京
記
﹄
に
︑
天
淸
︹
寺
︺
の
繁
臺
は
梁
孝
王
の
吹
臺
で
︑
後
に
繁
と
い
う

姓
で
そ
ば
に
:
ん
で
い
る
人
が
い
た
た
め
︑
土
地
の
人
は
繁
臺
と
呼
ん
だ
﹂
と

い
う(
八
)
︒
李
白
は
か
つ
て
こ
の
臺
に
登
っ
て
い
る(九
)
︒
吹
は
︑
去
聲
で
あ
る
(一
〇
)︒

【譯
	
︼

(一
)

『水
經
	
﹄
卷
二
十
二
渠
水
﹁
印
東
至
浚
儀
縣
﹂
	
引
﹃
陳
留
風
俗
傳
﹄︒

	

(四
)
參
照
︒﹃
陳
留
風
俗
傳
﹄
は
︑﹃
隋
書
﹄
卷
三
十
三
︑
經
籍
志
二
︑

¡
︑
地
理
に
﹁
陳
留
風
俗
傳
三
卷
︑
圈
稱
l
﹂
と
み
え
る
︒
た
だ
し
︑
ど

こ
ま
で
が
こ
の
書
の
引
用
か
,
確
で
な
い
︒﹃
藝
�
類
聚
﹄
卷
六
十
二
居

處
部
二
︑
臺
に
は
﹁
陳
留
風
俗
傳
曰
︑
浚
儀
$
師
曠
倉
頡
城
︑
城
上
$
列

仙
吹
臺
﹂
と
い
い
︑﹃
太
�
御
覽
﹄
卷
第
一
五
八
州
郡
部
四
︑
河
南
�
上
︑

東
京
開
封
府
で
は
﹁
陳
留
風
俗
傳
曰
︑
縣
$
蒼
頡
師
曠
城
︑
其
城
$
列
仙

吹
臺
︑
梁
王
增
築
之
︑
以
爲
吹
臺
﹇
俗
號
繁
臺
﹈﹂
と
い
う
︒
後
者
の

﹁
其
城
$
列
仙
吹
臺
﹂
以
下
は
︑﹃
水
經
	
﹄
の
�
よ
り
混
入
し
た
可
能
性

も
あ
る
︒
ま
た
﹃
太
�
御
覽
﹄
卷
一
七
八
居
處
部
六
︑
臺
下
に
は
﹁︹
郡

國
志
︺
印
曰
︑
汴
城
上
$
列
仙
吹
臺
︒
西
$
牧
澤
︑
甬
�
二
百
里
︑
漢
梁

孝
王
3
�
︑
今
謂
之
赤
堤
︒
城
東
$
繁
臺
︑
本
吹
臺
也
︑
云
蒼
頡
師
子
野

3
�
︑
後
$
繁
姓
居
側
︑
因
名
焉
︒
西
$
崇
臺
︑
卽
顏
;
云
蟬
臺
之
下
沙

海
之
上
是
也
﹂︑
同
卷
一
八
三
居
處
部
十
一
︑﹁︹
郡
國
誌マ
マ

︺
印
曰
︑
汴
州

陳
留
郡
縣
︑
本
春
秋
衞
地
︑
魏
惠
王
自
安
邑
徙
都
︑
亦
稱
梁
惠
王
焉
︒
土

多
髦
俊
︑
儒
藝
則
以
¨
俠
︑
夷
門
卽
侯
羸
)
關
處
﹂
と
い
い
︑﹃
水
經
	
﹄

の
記
事
と
や
や
重
な
る
部
分
が
あ
る
︒
あ
る
い
は
﹃
水
經
	
﹄
の
﹁
北
$

牧
澤
﹂
以
下
は
別
書
を
引
く
も
の
か
︒

(二
)

魏
︑
阮
籍
﹁
詠
懷
詩
﹂
(
,
︑
馮
惟
訥
﹃
古
詩
紀
﹄
卷
二
十
九
3
收
)

﹁
駕
言
發
魏
都
︑
南
向
ß
吹
臺
︑
簫
管
$
â
�
︑
梁
王
安
在
哉
︑
戰
士
食

糟
糠
︑
賢
者
處
蒿
萊
︑
歌
舞
曲
未
�
︑
秦
兵
已
復
來
︑
夾
林
非
吾
$
︑
朱

宮
生
塵
埃
︑
軍
敗
華
陽
下
︑
身
悦
爲
土
灰
﹂︒
淸
︑
聞
人
倓
﹃
古
詩
箋
﹄

五
言
詩
卷
三
に
は
︑
こ
の
詩
中
の
梁
王
は
漢
の
梁
孝
王
で
は
な
く
戰
國
の

梁
王
で
あ
る
と
い
い
︑
ま
た
黃
Ñ
も
︑
こ
の
梁
王
は
梁

(魏
)
惠
王
魏
嬰

で
︑﹃
戰
國
策
﹄
魏
策
﹁
梁
王
魏
嬰
觴
諸
侯
於
范
臺
﹂
の
范
臺
は
吹
臺
の

こ
と
で
あ
る
と
い
う

(﹃
阮
步
兵
詠
懷
詩
	
﹄
)︒

(三
)

梁
水
は
渠
水
の
!
り
︒
	

(四
)
引
﹃
水
經
	
﹄
參
照
︒

(四
)

｢陳
留
風
俗
傳
曰
﹂
よ
り
﹁
鴻
�
之
(
焉
﹂
ま
で
︑
以
下
の
﹃
水
經
	
﹄

の
�
に
ほ
ぼ
基
づ
く
︒﹃
水
經
	
﹄
卷
二
十
二
渠
水
﹁
印
東
至
浚
儀
縣
﹂

	
﹁
渠
水
印
北
屈
︑
分
爲
二
水
︑
續
述
征
記
曰
︑
汳
・
沙
到
浚
儀
而
分
也
︒

汳
東
	
︑
沙
南
液
︒
其
水
�
南
液
︑
逕
梁
王
吹
臺
東
︒
陳
留
風
俗
傳
曰
︑

縣
$
蒼
頡
師
曠
城
︑
上
$
列
ç
之
吹
臺
︒
北
$
牧
澤
︑
中
出
蘭
蒲
︑
上
多

儁
髦
︑
衿
帶
牧
澤
︑
方
一
十
五
里
︑
俗
謂
之
蒲
闗
澤
︑
卽
謂
此
矣
︒
梁
王

增
築
︑
以
爲
吹
臺
︒
城
隍
夷
滅
︑
略
存
故
跡
︒
今
層
臺
孤
立
于
牧
澤
之
右

矣
︑
其
臺
方
一
百
許
步
︑
卽
阮
嗣
宗
詠
懷
詩
3
謂
駕
言
發
魏
都
︑
南
向
ß

吹
臺
︑
簫
管
$
â
�
︑
梁
王
安
在
哉
︒
晉
世
喪
亂
︑
乞
活
憑
居
︑
6
墮
故

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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基
︑
£
成
二
層
︑
上
基
\
方
四
五
十
步
︑
高
一
丈
餘
︑
世
謂
之
乞
活
臺
︑

印
謂
之
婆
臺
城
︒
渠
水
于
此
︑
$
陰
�
・
鴻
�
之
稱
焉
﹂︒

(五
)

『水
經
	
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹃
續
述
征
記
﹄
は
大
梁
城
を
師
曠
城
と
み
な
し

た
の
で
あ
っ
て
︑
睢
陽
で
は
な
い
︒
こ
れ
は
方
以
智
の
!
解
に
よ
る
︒

﹃
水
經
	
﹄
で
酈
�
元
が
!
り
だ
と
い
う
の
も
︑
大
梁
城
と
師
曠
城
と
は

別
で
︑﹃
續
述
征
記
﹄
の
l
者
で
あ
る
郭
緣
生
が
そ
こ
で
登
っ
た
の
は
師

曠
城
に
あ
る
吹
臺
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
︒
	

(七
)
參
照
︒
な
お
︑

﹃
水
經
	
﹄
卷
二
十
四
睢
水
﹁
東
過
睢
陽
縣
南
﹂
	
に
﹁
城
內
東
西
�
北
︑

$
晉
梁
王
妃
王
氏
陵
表
︑
竝
列
二
碑
︑
⁝
⁝
碑
東
卽
梁
王
之
吹
宮
也
︒
基

陛
階
礎
尙
在
︑
今
円
<
,
寺
故
宮
東
︑
卽
安
梁
之
舊
地
也
﹂
と
あ
り
︑
趙

一
淸
﹃
水
經
	
釋
﹄
と
戴
震
校
本

(
4
波
榭
叢
書
3
收
)
は
﹁
吹
宮
﹂
を

﹁
吹
臺
﹂
に
改
め
る
︒
楊
守
敬
は
こ
れ
を
非
と
し
︑
後
�
に
﹁
故
宮
東
﹂

と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ
の
﹁
吹
宮
﹂
は
﹁
故
宮
﹂
の
!
り
で
あ
る
と
い
う
︒

(六
)

『禮
記
﹄
郊
特
牲
﹁
臺
門
而
旅
樹
﹂
孔
穎
É
駅
﹁
臺
門
者
︑
兩
邊
起
土

爲
臺
︑
臺
上
架
屋
︑
曰
臺
門
﹂︒

(七
)

｢續
述
征
記
﹂
よ
り
以
下
﹁
非
吹
臺
也
﹂
ま
で
は
︑﹃
水
經
	
﹄
の
?
の

�
に
基
づ
く
︒﹃
水
經
	
﹄
卷
二
十
二
渠
水
﹁
印
東
至
浚
儀
縣
﹂
	
﹁
⁝
⁝

印
東
逕
大
梁
城
南
︑
本
春
秋
之
陽
武
高
陽
鄉
也
︑
于
戰
國
爲
大
梁
︑
周
梁

伯
之
故
居
矣
︒
⁝
⁝
後
魏
惠
王
自
安
邑
徙
都
之
︑
故
曰
梁
耳
︒
⁝
⁝
秦
滅

魏
以
爲
縣
︑
漢
�
h
封
孝
王
于
梁
︑
孝
王
以
土
地
下
溼
︑
東
都
睢
陽
︑
印

改
曰
梁
︒
自
是
置
縣
︑
以
大
梁
城
廣
︑
居
其
東
城
夷
門
之
東
︒
夷
門
︑
卽

侯
嬴
)
關
處
也
︒
續
述
征
記
以
此
城
爲
師
曠
城
︑
言
郭
緣
生
曾
¨
此
邑
︑

踐
夷
門
︑
升
吹
臺
︑
�
古
之
跡
︑
緬
焉
盡
在
︒
余
謂
此
乃
梁
氏
之
臺
門
︑

魏
惠
之
]
居
︑
非
吹
臺
也
︑
當
是
!
證
耳
︒
⁝
⁝
﹂︒

(八
)

北
宋
︑
龎
元
英
﹃
�
昌
雜
錄
﹄
卷
一
﹁
禮
部
劉
郞
中
借
東
京
記
云
︑

⁝
⁝
天
淸
寺
繁
臺
︑
梁
孝
王
常
按
歌
吹
臺
︑
阮
公
詩
云
︑
駕
言
發
魏
都
︑

南
向
ß
吹
臺
︑
簫
管
$
â
�
︑
梁
王
安
在
哉
︒
後
$
繁
氏
居
其
側
︑
里
人

呼
爲
繁
臺
︒
⁝
⁝
﹂︒﹃
東
京
記
﹄
は
北
宋
︑
宋
敏
求
l
︑
佚
書
︒
南
宋
︑

晁
公
武
﹃
郡
齋
讀
書
志
﹄
卷
八
に
﹁
東
京
記
三
卷
︒
右
皇
]
宋
敏
求
U
︒

開
封
坊
巷
・
寺
觀
・
官
廨
・
私
第
3
在
#
諸
故
實
︑
極
爲
精
°
﹂
と
い
う
︒

ま
た
︑
天
淸
寺
は
後
周
顯
德
中
の
創
円
︑
繁
臺
上
に
円
立
さ
れ
た
︒
寺
內

に
は
北
宋
太
�
興
國
二
年
に
磚
塔
が
円
て
ら
れ
︑
こ
れ
を
俗
に
繁
塔
と
い

う
︒
現
在
は
後
に
修
築
さ
れ
た
こ
の
塔
だ
け
が
殘
る
︒
,
︑
李
濂
﹃
汴
京

â
蹟
志
﹄
卷
十
寺
觀
︑
天
淸
寺
﹁
在
陳
州
門
裏
繁
臺
上
︑
周
世
宗
顯
德
中

創
円
︒
世
宗
初
度
之
日
曰
天
淸
Ñ
︑
故
名
其
寺
亦
曰
天
淸
︒
寺
之
內
磚
塔

曰
興
慈
塔
︑
俗
名
繁
塔
︑
宋
太
宗
太
�
興
國
二
年
重
脩
︒
元
末
兵
燹
︑
寺

塔
俱
廢
︒
國
]
洪
武
十
九
年
︑
僧
�
安
重
円
︒
永
樂
十
三
年
︑
僧
禧
�
等

復
円
殿
宇
︑
塑
佛
宴
﹂︒

(九
)

『
怨
f
書
﹄
卷
二
〇
一
︑
杜
甫
傳
﹁
嘗
從
︹
李
︺
白
#
高
V
過
汴
州
︑

酒
酣
登
吹
臺
︑
慷
慨
懷
古
︑
人
莫
測
也
﹂︒
ま
た
杜
甫
﹁
Ý
懷
﹂
(﹃
杜
詩

詳
	
﹄
卷
十
六
3
收
)
に
﹁
昔
我
¨
宋
中
︑
惟
梁
孝
王
都
︒
名
今
陳
留
亞
︑

劇
則
貝
魏
俱
︒
⁝
⁝
憶
與
高
李
輩
︑
論
�
入
酒
壚
︒
兩
公
壯
藻
思
︑
得
我

色
Ó
腴
︒
氣
酣
登
吹
臺
︑
懷
古
視
�
蕪
︒
⁝
⁝
﹂
と
あ
る
︒﹃
汴
京
â
蹟

志
﹄
に
よ
れ
ば
︑
,
の
正
德
中
︑
こ
の
三
人
の
登
臺
を
記
念
し
て
吹
臺
上

に
三
賢
祠
が
円
て
ら
れ
た
と
い
う
︒﹃
汴
京
â
蹟
志
﹄
卷
十
一
︑
祠
﹁
三

賢
祠
﹇
在
吹
臺
上
︑
禹
�
之
後
︑
舊
$
三
龕
︑
塑
碧
霞
元
君
宴
︑
正
德
丁

丑
︑
5
按
御
¡
毛
伯
溫
改
塑
三
賢
宴
﹈︒
毛
伯
溫
l
三
賢
祠
記
︒
三
賢
祠

者
︑
祠
f
高
・
李
・
杜
三
賢
於
吹
臺
之
上
也
︒
⁝
⁝
﹂︒

(一
〇
)

『廣
韻
﹄
去
聲
五
寘
韻
﹁
吹
︑
鼔
吹
也
︒
6
令
曰
︑
命
樂
正
Ò
吹
︒

尺
僞
切
︑
印
尺
爲
切
﹂︒
吹
の
�
は
ま
た
上
�
聲
五
荏
韻
﹁
吹
︑
吹
噓
︒

昌
垂
切
︑
印
尺
僞
切
﹂︒

(高
井
た
か
ね
)
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睢
陽
虎
圈
臺

9
【原
�
︼

睢
①

陽
虎
圈
臺
︑
卽
蠡
臺
也
○
司
馬
彪
郡
國
志
︑
睢
陽
縣
盧
門
亭
︑
$
蠡
臺
︒

續
述
征
記
曰
︑
廽
�
似
蠡
︑
則
當
讀
爲
螺
矣
︒
酈
氏
非
之
︑
闕
子
︑
宋
景
公
登

虎
圈
之
臺
︑
B
九
牛
之
弓
射
之
︑
矢
踰
孟
霜
之
山
︑
則
蠡
臺
卽
虎
圈
臺
也
︒
御

覽
引
闕
子
︑
�
&
②

鮑
照
詩
	
︑
皆
作
西
霜
︑
惟
藝
�
類
聚
作
孟
霜
之
山
︒
睢

陽
︑
梁
孝
王
封
國
︑
今
歸
德
府
也
︒

【校
	
︼

①
標
點
本
作
﹁
睢
﹂︑
他
本
作
﹁
雎
﹂︒
標
點
本
に
よ
り
改
め
る
︒
以
下
同
じ
︒

②
底
本
作
﹁
巽
﹂︑
他
本
作
﹁
&
﹂︒

【譯
�
︼

睢
陽
の
虎
圈
臺
は
蠡
臺
で
あ
る
︒
○
司
馬
彪
﹃
郡
國
志
﹄
に
﹁
睢
陽
縣
に
盧

門
亭
が
あ
り
︑︹
城
內
に
︺
蠡
臺
が
あ
る
﹂
と
あ
る(一
)
︒﹃
續
述
征
記
﹄
は
﹁︹
臺

の
周
圍
を
︺
廽
っ
て
︹
登
る
︺
�
が

蠡
た
に
し

に
似
て
い
る
﹂
と
い
う(二
)
が
︑
そ
う
で

あ
れ
ば
︹
蠡
の
字
は
︺﹁
螺

(ラ
)﹂
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
︒
酈
氏
︹
�
元
︺
は

︹﹃
續
E
征
記
﹄
の
說
を
︺
正
し
く
な
い
と
し(三
)
︑﹃
闕
子
﹄
に
は
﹁
宋
の
景
公
は

虎
圈
の
臺
に
登
り
︑
九
牛
の
力
を
も
つ
弓
を
ひ
い
て
射
る
と
︑
矢
は
孟
霜
の
山

を
こ
え
た
﹂
と
あ
る
の
で(
四
)
︑
蠡
臺
は
つ
ま
り
虎
圈
臺
で
あ
る
︹
と
T
張
す
る(五
)

︺︒

﹃︹
太
�
︺
御
覽
﹄
に
引
く
﹃
闕
子
﹄︑﹃
�
&
﹄
鮑
照
︹
擬
古
︺
詩
の
	
は
い
ず

れ
も
﹁
西
霜
﹂
に
つ
く
り
︑
た
だ
﹃
藝
�
類
聚
﹄
だ
け
は
﹁
孟
霜
之
山
﹂
に
つ

く
る(
六
)
︒
睢
陽
は
︹
漢
の
︺
梁
孝
王
の
封
國
で(七
)
︑
い
ま

(
,
)
の
歸
德
府
で
あ

る(
八
)
︒

【譯
	
︼

(一
)

『續
漢
書
﹄
郡
國
志
︑
豫
州
︑
梁
國
﹁
睢
陽
︑
本
宋
國
閼
伯
墟
︒
$
盧

門
亭
︒
$
魚
門
︒
$
陽
梁
聚
﹂︑
劉
昭
	
﹁
左
傳
桓
十
四
年
宋
伐
�
︑
取

太
宮
之
椽
︑
爲
盧
門
之
椽
︒
昭
二
十
一
年
敗
吳
鴻
口
︒
杜
預
曰
縣
東
$
鴻

口
亭
︒
地
�
記
曰
︑
昭
二
十
一
年
禦
諸
橫
︑
橫
亭
在
縣
南
﹂︒﹃
�
�
﹄
に

引
く
も
の
は
﹃
水
經
	
﹄
の
�
に
基
づ
く

(
	

(五
)
參
照
)︒

(二
)

『太
�
御
覽
﹄
卷
一
七
八
居
處
部
︑
臺
下
﹁︹
述
征
記
︺
印
曰
︑
蠡
臺
︑

梁
孝
王
3
築
於
兎
園
中
︒
廽
�
似
蠡
︑
因
名
之
﹂︒﹃
隋
書
﹄
卷
三
十
三
經

籍
志
︑
¡
部
﹁
述
征
記
二
卷
︒
郭
緣
生
l
﹂︒
な
お
兎
園
に
つ
い
て
は
︑

﹃
¡
記
﹄
梁
孝
王
世
家
の
	
に
よ
れ
ば
睢
陽
城
外
に
あ
っ
た
と
い
う
︒﹃
¡

記
﹄
卷
五
十
八
梁
孝
王
世
家
﹁
⁝
⁝
於
是
孝
王
築
東
苑
︑
方
三
百
餘
里

﹇
張
守
Ñ
正
義
：
括
地
志
云
︑
兎
園
在
宋
州
宋
城
縣
東
南
十
里
︒
Y
洪
西

京
雜
記
云
︑
梁
孝
王
苑
中
$
落
猨
巖
・
栖
龍
岫
・
鴈
池
・
鶴
洲
・
鳧
島
︒

諸
宮
觀
相
連
︑
奇
果
佳
樹
︑
瑰
禽
衣
獸
︑
靡
不
畢
備
︒
俗
人
言
梁
孝
王
竹

園
也
﹈﹂︒﹃
水
經
	
﹄
で
は
城
內
に
蠡
臺
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
︑﹃
太
�

御
覽
﹄
引
﹃
述
征
記
﹄
の
記
事
と
相
容
れ
な
い
︒

(三
)

下
文
で
﹃
闕
子
﹄
を
引
い
て
蠡
臺
を
虎
圈
臺
と
す
る
の
は
︐
酈
�
元
の

見
解
で
あ
る
︒
	

(五
)
參
照
︒

(四
)

『水
經
	
﹄
卷
二
十
四
に
引
く
﹃
闕
子
﹄
に
よ
る
︒
	

(五
)
參
照
︒

た
だ
し
﹁
九
牛
﹂
は
﹁
九
年
﹂
の
!
り
︒
ま
た
﹃
漢
書
﹄
卷
三
十
藝
�
志
︑

從
橫
十
二
家
に
﹁
闕
子
一
%
﹂
と
み
え
る
︒

(五
)

｢司
馬
彪
郡
國
志
﹂
よ
り
以
下
﹁
虎
圈
臺
也
﹂
ま
で
は
︑﹃
水
經
	
﹄
の

?
の
�
に
基
づ
く
︒﹃
水
經
	
﹄
卷
二
十
四
睢
水
﹁
東
過
睢
陽
縣
南
﹂
	

﹁
⁝
⁝
睢
水
印
東
逕
睢
陽
縣
故
城
南
︒
周
武
王
封
4
子
�
于
宋
︑
以
嗣
殷

後
︑
爲
宋
都
也
︒
⁝
⁝
南
門
曰
盧
門
也
︑
⁝
⁝
司
馬
彪
郡
國
志
︑
睢
陽
縣

$
盧
門
亭
︒
城
內
$
高
臺
︑
甚
秀
廣
︑
巍
然
介
立
︑
超
焉
獨
上
︑
謂
之
蠡

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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臺
︑
亦
曰
升
臺
焉
︒
當
昔


盛
之
時
︑
故
與
雲
霞
競
¬
矣
︒
續
述
征
記
曰
︑

迴
�
似
蠡
︑
故
謂
之
蠡
臺
︑
非
也
︒
余
按
︑
闕
子
稱
︑
宋
景
公
使
工
人
爲

弓
︑
九
年
乃
成
︑
公
曰
︑
何
其
遲
也
︒
對
曰
︑
臣
不
復
見
君
矣
︑
臣
之
精

盡
于
弓
矣
︒
獻
弓
而
歸
︑
三
日
而
死
︒
景
公
登
虎
圈
之
臺
︑
B
弓
東
面
而

射
之
︑
矢
踰
于
孟
霜
之
山
︑
集
于
彭
城
之
東
︑
餘
勢
逸
勁
︑
\
飮
羽
于
石

梁
︒
然
則
蠡
臺
卽
是
虎
圈
臺
也
︑
蓋
宋
世
牢
虎
3
在
矣
﹂︒

(六
)

『太
�
御
覽
﹄
卷
三
四
七
兵
部
︑
弓
﹁
闕
子
曰
︑
宋
景
公
謂
弓
人
曰
︑

爲
弓
亦
遲
矣
︒
對
曰
︑
臣
不
得
見
公
矣
︒
公
曰
︑
何
也
︒
臣
之
精
盡
於
弓

矣
︒
獻
弓
而
歸
︑
三
日
而
死
︒
公
張
弓
登
虎
圈
之
臺
︑
東
面
而
射
︑
矢
踰

西
霜
之
山
︑
集
彭
城
之
東
︑
其
餘
力
逸
勁
︑
飮
羽
於
石
梁
︒
夫
盡
精
於
一

弓
︑
而
身
爲
夭
死
︑
況
治
天
下
︑
奈
何
其
獨
也
﹂︒﹃
�
&
﹄
卷
三
十
一
︑

鮑
照
﹁
擬
古
三
首
﹂
李
善
	
﹁
闞マ
マ

子
曰
︑
宋
景
公
使
工
人
爲
弓
︑
九
年
乃

成
︒
公
曰
︑
何
其
遲
也
︒
工
人
對
曰
︑
臣
不
復
見
君
矣
︑
臣
之
精
盡
於
此

弓
矣
︒
獻
弓
而
歸
︑
三
日
而
死
︒
景
公
登
虎
圈
之
臺
︑
B
弓
東
面
而
射
之
︑

矢
踰
於
西
霜
之
山
︑
集
于
彭
城
之
東
︑
其
餘
力
逸
勁
︑
\
飮
羽
于
石
梁
﹂︒

﹃
藝
�
類
聚
﹄
卷
六
十
軍
器
部
︑
弓
﹁
闕
子
曰
︑
宋
景
公
使
弓
工
爲
弓
︑

九
年
來
見
︒
公
曰
︑
爲
弓
亦
遲
︒
對
曰
︑
臣
不
得
見
公
矣
︒
曰
︑
臣
之
精

盡
於
弓
矣
︒
獻
弓
而
歸
︑
三
日
而
死
︒
公
張
弓
登
臺
︑
東
西
而
射
︑
矢
踰

孟
霜
之
山
︑
集
彭
城
之
東
︑
其
餘
力
逸
勁
︑
飮
羽
於
石
梁
﹂︒
な
お
︑﹃
白

氏
六
帖
﹄
卷
十
六
︑
弓
︑
燕
角
榎
幹
此
材
之
美
者
九
年
成
︑﹃
後
漢
書
﹄

蔡
邕
傳
﹁
弓
父
畢
精
於
筋
角
﹂
李
賢
	
に
も
﹃
闕
子
﹄
の
�
を
引
く
が
︑

い
ず
れ
も
﹁
西
霜
﹂
に
つ
く
り
︑
.
者
は
﹁
虎
圈
之
臺
﹂
を
﹁
箕
山
﹂
に
︑

後
者
は
こ
れ
に
あ
た
る
語
を
缺
く
︒

(七
)

『
¡
記
﹄
卷
五
十
八
梁
孝
王
世
家
﹁
梁
孝
王
武
者
︑
孝
�
皇
h
子
也
︒

⁝
⁝
孝
�
h
卽
位
二
年
︑
以
武
爲
代
王
︒
⁝
⁝
二
歲
︑
徙
代
王
爲
淮
陽
王
︒

⁝
⁝
初
︑
武
爲
淮
陽
王
十
年
︑
而
梁
王
�
卒
︑
謚
爲
梁
懷
王
︒
懷
王
�
少

子
︑
愛
幸
衣
於
他
子
︒
其
,
年
︑
徙
淮
陽
王
武
爲
梁
王
︒
梁
王
之
初
王
梁
︑

孝
�
h
之
十
二
年
也
︒
梁
王
自
初
王
�
歷
已
十
一
年
矣
﹂︒
ま
た
﹃
漢
書
﹄

卷
四
十
七
梁
孝
王
傳
に
も
同
樣
の
記
事
が
あ
り
︑
ま
た
同
卷
二
十
八
下
︑

地
理
志
八
下
に
﹁
梁
國
︑
戶
三
萬
八
千
七
百
九
︑
口
十
萬
六
千
七
百
五
十

二
︒
縣
八
︑
碭
︑
杼
秋
︑
蒙
︑
已
氏
︑
[
︑
下
邑
︑
睢
陽
﹂
と
み
え
る
︒

(八
)

『
,
¡
﹄
卷
四
十
二
地
理
志
三
︑
河
南
︑
歸
德
府
︑
商
丘
縣
﹁
倚
︒
元

曰
睢
陽
︒
洪
武
初
省
︒
嘉
靖
二
十
四
年
六
6
復
置
︑
�
名
︒
舊
治
在
南
︑

弘
治
十
五
年
圯
於
河
︑
十
六
年
九
6
�
於
今
治
︒
北
濱
河
︒
正
瓜
後
︑
河

決
而
南
︒
城
嘗
在
河
北
︒
正
德
後
︑
仍
在
河
南
︒
北
$
丁
家
�
口
5
檢
司
︒

東
南
$
武
津
關
5
檢
司
﹂︒

(高
井
た
か
ね
)

憶
門

10
【原
�
︼

憶
門
︑
別
門
也
○
.
侯
王
表
︑
周
$
I
責
之
臺
︑
�
虔
曰
︑
周
赧
b
責
I
此
︑

劉
德
曰
︑
洛
陽
宮
謻
臺
是
也
﹇
�
移
︑
韻
會
�
侈
﹈︒
�
&
︑
謻
門
曲
榭
︑
謂

別
門
也
︒
晉
載
記
劉
J
傳
︑
謻
門
旦
空
︒
智
考
︑
石
林
燕
語
︑
東
蕐
門
直
北
︑

$
東
向
門
︑
與
內
東
門
相
直
︑
謂
之
謻
門
而
無
榜
︑
內
香
藥
庫
在
謻
門
外
︒
伯

厚
曰
︑
謻
門
︑
始
標
額
于
熙
寧
︒
憶
卽
謻
︒
公
紹
引
陸
雲
與
兄
書
云
︑
曹
公
3

爲
屋
︑
折
其
謻
堂
︑
不
可
壞
︑
直
以
斧
斫
之
︑
方
子
K
印
引
陸
雲
集
云
曹
公
$

謻
塘
︑
劉
孝
綽
詩
︑
反
景
照
謻
塘
︒
智
謂
塘
何
用
斧
折
︑
必
刻
!
而
子
K
!
引

也
︒
說
�
︑
誃
︑
離
別
也
︑
簃
︑
閣
邊
小
屋
也
︒
徐
鉉
引
爾
�
樓
邊
小
屋
解
誃

臺
︒
集
韻
︑
簃
�
作
誃
︑
則
誃
卽
爾
�
之
簃
乎
︒
如
此
止
當
讀
移
︑
而
�
侈
�

多
︑
則
古
多
$
迤
・
池
二
�
也
︒
多
見
其
不
知
量
︑
古
作
仮
與
祗
・
禔
�
︑

迻
・
何
从
多
︑
可
推
也
︒
印
按
爾
�
︑
屋
上
�
︑
謂
之
筄
︒
連
筄
謂
簃
︒
韻

會
・
字
彙
︑
何
以
不
詳
引
爾
�
︑
而
且
â
失
筄
字
︒

東 方 學 報
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【譯
�
︼

憶
門
は
別
門
で
あ
る
○
﹃
.
︹
漢
書
︺﹄︹
諸
︺
侯
王
表
に
﹁
周
に
I
責
の
臺

あ
り
﹂
と
あ
り
︑
�
虔
は
﹁
周
の
赧
王
は
b
債
を
b
っ
て
こ
こ
に
I
れ
た
﹂
と

い
い
︑
劉
德
は
﹁
洛
陽
宮
の
謻
﹇
�
は
移

(イ
)︑﹃
韻
會
﹄
で
は
�
は
侈

(シ(
一
)
)﹈
臺
が
こ
れ
で
あ
る
﹂
と
い
う(
二
)
︒﹃
�
&
﹄
に
﹁
謻
門
曲
榭
﹂
と
あ
る(三
)
が
︑

別
門
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る(
四
)
︒﹃
晉
書
﹄
載
記
の
劉
J
傳
に
﹁
謻
門
は
︑
,

け
方
に
も
ひ
と
け
が
な
い
﹂
と
あ
る

(
五
)
(
六
)
︒︹
わ
た
く
し
方
以
︺
智
が
考
え
る
に
︑

﹃
石
林
燕
語
﹄
で
は
﹁
東
蕐
門
の
眞
北
に
東
面
す
る
門
が
あ
り
︑
內
側
の
東
門

と
相
對
し
て
い
る
︒
こ
れ
を
謻
門
と
い
い
︑
N
額
は
な
い
﹂︑﹁
內
香
藥
庫
は
謻

門
の
外
に
あ
る
﹂
と
い
い(
七
)
︑︹
王
︺
伯
厚
は
︑﹁
謻
門
は
熙
寧
年
閒
に
初
め
て
額

を
掛
け
た
﹂
と
い
う(
八
)
︒
憶
は
つ
ま
り
謻
で
あ
る
︒︹
黃
︺
公
紹
は
陸
雲
の
﹁
與

兄
書
﹂
を
引
用
し
て
︑﹁
曹
公
の
�
っ
た
家
の
謻
堂
を
壞
そ
う
と
し
た
が
︑
壞

す
こ
と
が
で
き
ず
︑
す
ぐ
に
斧
で
も
っ
て
そ
れ
を
切
り
壞
し
た
﹂
と
い
い(九
)
︑
方

子
K
も
ま
た
︑﹃
陸
雲
集
﹄
に
﹁
曹
公
に
謻
塘
あ
り
﹂
と
い
い
︑
劉
孝
綽
の
詩

に
﹁
夕
映
え
は
謻
塘
を
照
ら
す
﹂
と
あ
る
の
を
引
用
す
る
(一
〇
)︒︹
わ
た
く
し
︺
智

が
考
え
る
に
︑
塘

(つ
つ
み
︑
土
手
)
な
ら
ば
ど
の
よ
う
に
し
て
斧
で
切
り
壞

す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
︹
で
き
る
は
ず
が
な
い
︺︒
き
っ
と
刊
刻
の
!
り

で
︑
そ
れ
を
子
K
が
!
っ
て
引
用
し
た
の
で
あ
る
︒﹃
說
�
︹
解
字
︺﹄
に
︑

﹁
誃
は
離
別
で
あ
る
﹂︑﹁
簃
は
閣
の
側
に
あ
る
小
さ
な
円
物
で
あ
る
﹂
と
い
い
(一
一
)︑

徐
鉉
(
一
二
)は
﹃
爾
�
﹄
に
﹁
樓
の
傍
の
小
さ
な
円
物
﹂
と
い
う
(一
三
)の
を
引
用
し
て
誃
臺

を
解
釋
し
て
い
る
︒
ま
た
︑﹃
集
韻
﹄
に
は
﹁
簃
は
�
用
し
て
誃
に
つ
く
る
﹂

と
い
う
(
一
四
)か
ら
に
は
︑
誃
は
﹃
爾
�
﹄
の
い
う
簃
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
︑

︹
謻
・
誃
は
︺
た
だ
移

(イ
)
と
だ
け
讀
む
こ
と
が
で
き
︑
そ
し
て
侈
の
�
と

多
の
�
に
つ
い
て
は
︑
古
い
多
の
字
は
迤

(イ
)
と
池

(チ
)
の
二
種
類
の
�

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
一
五
)︒︹﹃
論
語
﹄
の
︺﹁
多ま
さ

に
そ
の
量
を
知
ら
ざ
る
を
見
る
(一
六
)﹂

︹
の
多シ

︺
は
︑
古
く
は
仮シ

に
つ
く
っ
て
(
一
七
)祗

・
禔
と
�
用
し
(一
八
)︑
迻イ

・
何ギ

が
多シ

に
從

う
こ
と
を
推
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑﹃
爾
�
﹄
を
參
照
し
て
み
る

と
︑﹁
円
物
の
上
の
�

(野
地
︑
野
地
板
)
は
︑
こ
れ
を
筄
と
い
う
︒
筄
を
連

ね
る
の
は
︑
簃
と
い
う
﹂
と
あ
る
(一
九
)︒
﹃
韻
會
﹄
・
﹃
字
彚
﹄
は
︑
ど
う
し
て
詳
し
く

﹃
爾
�
﹄
を
引
用
せ
ず
︑
そ
の
う
え
筄
の
字
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
(二
〇
)︒

【譯
	
︼

(一
)

?
	
引
く
﹃
漢
書
﹄
諸
侯
王
表
顏
師
古
	
參
照
︑
ま
た
﹃
廣
韻
﹄
上
�

聲
五
荏
韻
︑
謻
﹇
�
移
︑
弋
荏
切
﹈﹁
謻
︑
埤
蒼
云
︑
冰
室
門
名
﹂︒
元
︑

黃
公
紹
・
熊
忠
﹃
古
今
韻
會
擧
;
﹄
卷
二
︑
上
�
聲
四
荏
韻
︑
謻
﹇
�
馳
︑

陳
知
切
﹈﹁
謻
︑
別
也
︑
印
門
名
︒
�
&
︑
謻
門
曲
榭
︒
晉
載
記
劉
J
傳
︑

未
央
]
寂
︑
謻
門
旦
空
︒
印
臺
名
︒
.
侯
王
表
︑
周
$
I
責
之
臺
︑
�
虔

曰
︑
周
赧
b
責
︑
乃
I
此
臺
︑
後
人
因
以
此
名
之
︑
劉
德
曰
︑
洛
陽
南
宮

謻

臺
是
也
︒
印
紙
韻
﹂︒
な
お
︑
誃
は
﹃
韻
會
﹄
で
上
聲
四
紙
韻
︑
侈

﹇
敞
尒
切
﹈
�
︒

(二
)

『
漢
書
﹄
卷
十
四
諸
侯
王
表
﹁
自
幽
・
�
之
後
︑
日
以
陵
夷
︑
至
虖
阸

伽
河
洛
之
閒
︑
分
爲
二
周
︑
$
I
責
之
臺
︑
被
竊
鈇
之
言
﹂︑
顏
師
古
	

﹁
�
虔
曰
︑
周
赧
王
b
責
︑
無
以
歸
之
︑
T
T
責
U
︑
乃
I
於
此
臺
︑
後

人
因
以
名
之
︒
劉
德
曰
︑
洛
陽
南
宮
謻
臺
是
也
︒
⁝
⁝
師
古
曰
︑
⁝
⁝
謻

�
移
︑
印
�
直
移
反
﹂︒
周
赧
王
の
I
責
之
臺
に
つ
い
て
は
︑﹃
太
�
御

覽
﹄
卷
八
十
五
皇
王
部
十
︑
周
赧
王
に
﹁
h
王
世
紀
曰
︑
赧
王
二
十
七
年

冬
十
6
︑
秦
昭
襄
王
仍
僣
號
西
h
︑
齊
閔
王
稱
東
h
︒
十
一
6
︑
齊
各
復

去
h
號
爲
王
︒
四
十
五
年
︑
王
如
秦
︑
得
罪
於
秦
︑
秦
攻
周
︑
或
說
秦
王
︑

乃
止
︒
王
雖
居
天
子
之
位
︑
爲
諸
侯
之
3
�
�
︑
與
家
人
無
衣
︒
多
貰
於

民
︑
無
以
歸
之
︑
乃
上
臺
以
¯
之
︒
故
周
人
因
名
其
臺
曰
I
債
之
臺
︒
洛

陽
南
宮
謻
臺
﹇
謻
�
夷
︒
印
�
尸
移
切
﹈
是
也
︒
⁝
⁝
﹂︑
同
卷
一
七
七

居
處
部
五
︑
臺
上
に
﹁
h
王
世
紀
曰
︑
周
赧
王
雖
居
天
子
之
位
︑
爲
諸
侯

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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3
�
�
︑
與
家
人
無
衣
︒
貰
於
民
︑
無
以
歸
之
︑
乃
上
臺
以
¯
之
︒
故
周

人
因
名
其
臺
曰
I
債
臺
︒
故
洛
陽
南
宮
簃マ
マ

臺
是
也
﹂
と
い
う
︒
ま
た
︑

﹃
說
�
解
字
﹄
誃
の
條
で
は
﹁
周
景
王
作
洛
陽
誃
臺
﹂
と
い
う

(
	

(一

一
)
參
照
)︒

(三
)

後
漢
︑
張
衡
﹁
東
京
賦
﹂
(﹃
�
&
﹄
卷
三
3
收
)﹁
謻
門
曲
榭
︑
�
阻

城
洫
﹂︑
薛
綜
	
﹁
謻
門
︑
冰
室
門
也
︒
臺
$
木
曰
榭
︑
阻
︑
依
也
︒
洫
︑

城
下
池
︒
冰
室
門
#
榭
︑
皆
屈
曲
�
行
︑
依
城
池
爲
�
也
﹂︑
李
周
P
	

﹁
謻
門
︑
門
名
︑
宮
室
相
接
︑
謂
之
謻
︒
$
木
曰
榭
︑
言
�
枕
城
池
也
﹂︒

(四
)

北
宋
︑
沈
括
﹃
夢
溪
筆
談
﹄
卷
三
辯
證
一
に
も
﹁
歷
代
宮
室
中
$
謻
門
︑

盖
取
張
衡
東
京
賦
謻
門
曲
榭
也
︒
說
者
謂
冰
室
門
︒
按
字
訓
︑
謻
︑
別
也
︒

東
京
賦
但
言
別
門
耳
︑
故
以
對
曲
榭
︑
非
$
定
處
也
﹂
と
い
う
︒
た
だ
し
︑

﹃
�
&
﹄
張
衡
﹁
東
京
賦
﹂
薛
綜
	
は
︑
謻
門
は
冰
室
の
門
と
い
い

(
.

	
參
照
)︑
ま
た
﹃
水
經
	
﹄
は
︑﹁
東
京
賦
﹂
に
い
う
謻
門
は
宣
陽
門
で

あ
り
︑
門
內
に
冰
室
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
謻
門
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
︒

﹃
水
經
	
﹄
卷
十
六
穀
水
﹁
印
東
過
河
南
縣
北
︑
東
南
入
于
洛
﹂
	
﹁
穀

水
印
東
︑
逕
宣
陽
門
南
︑
故
小
苑
門
也
︒
皇
都
�
洛
︑
移
置
于
此
︑
⁝
⁝

洛
陽
諸
宮
名
曰
︑
南
宮
$
謻
臺
・
臨
照
臺
︒
東
京
賦
曰
︑
其
南
則
$
謻
門

曲
榭
︑
�
阻
城
洫
︑
	
云
︑
謻
門
︑
冰
室
門
也
︒
阻
︑
依
也
︒
洫
︑
城
下

池
也
︑
皆
屈
曲
�
行
︑
依
城
池
爲
�
︑
故
說
�
曰
︑
隍
︑
城
池
也
︑
$
水

曰
池
︑
無
水
曰
隍
矣
︒
謻
門
卽
宣
陽
門
也
︑
門
內
$
宣
陽
冰
室
︒
周
禮
$

冰
人
︑
日
在
北
陸
而
藏
之
︑
西
陸
︑
]
覿
而
出
之
︒
冰
室
舊
在
宣
陽
門
內
︑

故
得
是
名
︑
門
旣
擁
塞
︑
冰
室
印
罷
﹂︒

(五
)

『晉
書
﹄
卷
一
〇
三
︑
劉
J
載
記
﹁
贊
曰
︑
惟
皇
不
範
︑
邇
甸
居
穹
︒

丹
朱
罕
嗣
︑
冒
頓
爭
雄
︒
胡
旌
颺
6
︑
朔
馬
à
風
︒
埃
塵
淮
浦
︑
虓
呼
河

宮
︒
未
央
]
寂
︑
謻
門
旦
空
︒
郭
欽
之
慮
︑
辛
$
知
戎
﹂︒

(六
)

｢
.
侯
王
表
﹂
以
下
﹁
謻
門
旦
空
﹂
ま
で
︑﹃
古
今
韻
會
擧
;
﹄
謻
の
條

に
基
づ
く
︒
	

(一
)
參
照
︒

(七
)

宋
︑
葉
夢
得
﹃
石
林
燕
語
﹄
卷
一
﹁
東
華
門
直
北
$
東
向
門
︑
西
與
內

東
門
相
直
︑
俗
謂
之
謻
門
︑
而
無
牓
︒
張
�
子
東
京
賦
3
謂
謻
門
曲
榭
者

也
︒
薛
綜
	
︑
謻
︑
屈
曲
W
行
︑
依
城
池
爲
�
︒
集
韻
︑
謻
字
或
作
簃
︑

以
爲
宮
室
相
連
之
稱
︒
今
循
東
華
門
牆
而
北
轉
︑
東
面
爲
北
門
︑
亦
可
謂

W
行
依
牆
矣
︒
凡
宮
禁
之
言
︑
相
承
必
皆
$
自
也
﹂︑
同
卷
二
﹁
內
香
藥

庫
在
謻
門
外
︑
凡
二
十
八
庫
︒
眞
宗
賜
御
製
七
言
二
韻
詩
一
首
︑
爲
庫
額

曰
︑
每
歲
沈
香
來
¬
裔
︑
纍
]
珠
玉
實
皇
居
︑
今
辰
內
府
初
開
處
︑
閏
牣

尤
宜
¡
筆
書
﹂︒
な
お
︑
內
香
藥
庫
に
つ
い
て
は
︑
北
宋
︑
龐
元
英
﹃
�

昌
雜
錄
﹄
卷
三
に
﹁
內
香
藥
庫
在
謻
門
內マ
マ

︑
凡
二
十
八
庫
﹂
と
い
い
︑
ま

た
南
宋
︑
王
應
麟
﹃
玉
海
﹄
卷
一
八
三
食
貨
︑
康
定
奉
宸
庫
に
﹁
香
藥
寳

石
︑
則
歸
內
香
藥
庫
﹇
在
謻
橫
門
外
南
p
︑
凡
二
十
八
庫
︒
舊
在
內
中
︑

天
禧
五
年
六
6
徙
︒
茗
布
雜
物
皆
$
庫
﹈﹂
と
あ
る
︒

(八
)

伯
厚
は
南
宋
︑
王
應
麟
の
字
︒
王
應
麟
﹃
玉
海
﹄
卷
一
七
〇
宮
闕
︑
祥

符
拱
宸
門
﹁
東
華
門
外
?
西
︑
左
承
天
祥
符
門
︑
謻
門
始
標
額
於
熙
寧
十

年
﹂︒

(九
)

元
︑
黃
公
紹
・
熊
忠
﹃
古
今
韻
會
擧
;
﹄
卷
十
一
︑
上
聲
四
紙
韻
︑
誃

﹇
�
侈
︑
敞
尒
切
﹈﹁
說
�
︑
離
別
也
︑
从
言
多
聲
︒
按
周
景
王
作
誃
臺
︑

徐
引
爾
�
云
堂
樓
邊
小
屋
︒
此
盖
小
屋
連
於
大
屋
體
︑
其
實
則
別
自
爲
一

區
處
也
︒
或
作
謻
︒
陸
雲
與
兄
書
曰
︑
曹
公
3
爲
屋
︑
折
其
謻
堂
︑
不
可

壞
︑
直
以
斧
斫
之
︒
印
荏
韻
	
﹂︒
晉
︑
陸
雲
﹁
與
兄
�
原
書
﹂
(﹃
陸
雲

集
﹄
卷
八
3
收
)
に
は
﹁
省
曹
公
â
事
︑
天
下
多
 
長
才
乃
當
爾
︒
作
Y

屋
向
百
年
︑
于
今
正
�
夷マ
マ

塘
︑
乃
不
可
得
壞
︑
Þ
以
斧
斫
之
耳
︒
爾
定
以

知
¦
稱
其
職
︑
民
安
其
業
也
﹂
と
い
う
︒

(一
〇
)

方
子
K
は
,
︑
方
日
升
の
こ
と
︑
字
子
K
︒
方
日
升
﹃
古
今
韻
會
小

補
﹄
卷
十
一
︑
上
聲
四
紙
韻
︑
誃
﹁
印
陸
雲
集
云
︑
曹
公
$
謻
塘
︑
劉
孝

東 方 學 報
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綽
詩
︑
反
景
照
謻
塘
﹂︒﹃
陸
雲
集
﹄
に
つ
い
て
は
.
	
參
照
︒
ま
た
南
]

梁
︑
劉
孝
綽
﹁
上
[
�
亭
觀
濤
津
渚
學
潘
安
仁
河
陽
縣
詩
﹂
(﹃
�
苑
英

華
﹄
卷
一
六
二
地
部
3
收
)﹁
⁝
⁝
此
城
Z
夏
穴
︑
橚
矗
茂
筠
篁
︑
孝
碑

黃
絹
語
︑
神
濤
白
鷺
6
︑
遨
¨
佳
可
ß
︑
釋
事
上
川
梁
︑
秋
江
凍
雨
絕
︑

反
景
照
移
塘
︑
纎
羅
殊
未
動
︑
駭
水
忽
如
湯
︑
乍
出
連
山
合
︑
時
如
高
蓋

張
︑
⁝
⁝
﹂︒

(一
一
)

『
說
�
解
字
﹄
言
部
︑
誃
﹁
誃
︑
離
別
也
︒
从
言
多
聲
︒
讀
若
論
語

跢
豫
之
足
︒
周
景
王
作
洛
陽
誃
臺
﹂︒
同
竹
部
︑
簃

(
怨
附
)﹁
簃
︑
閣
邊

小
屋
也
︒
从
竹
移
聲
︒
說
�
�
用
誃
﹂︒

(一
二
)

徐
鉉
は
徐
鍇
の
!
り
︒
徐
鍇
﹃
說
�
解
字
繫
傳
﹄
卷
五
︑
誃
﹁
臣
鍇

按
誃
臺
︑
陸
雲
與
兄
書
曰
︑
曹
公
3
爲
屋
︑
折
其
謻
塘
︑
不
可
壞
︑
直
以

斧
斫
之
而
已
︒
印
劉
孝
綽
上
[
�
亭
觀
濤
詩
曰
︑
秋
江
涷
甫
絕
︑
反
影
照

謻
塘
︒
爾
�
	
云
︑
堂
樓
邊
小
屋
爲
簃
︒
今
云
簃
厨
︑
連
觀
︒
臣
鍇
以
爲

謻
臺
\
別
館
也
︒
陸
雲
3
言
︑
卽
謂
屋
木
相
連
接
處
也
︒
孝
綽
3
言
︑
卽

別
館
也
︒
爾
�
3
言
︑
卽
連
屋
也
︒
此
葢
小
屋
連
接
大
屋
觀
︑
其
來
則
連

於
大
屋
體
︒
其
實
則
別
自
爲
一
區
處
也
︒
尺
婢
反
﹂︒

(一
三
)

『爾
�
﹄
釋
宮
﹁
連
︑
謂
之
簃
﹂
郭
璞
	
﹁
堂
樓
閣
邉
小
屋
︑
今
呼

之
簃
厨
︑
連
觀
也
﹂︒

(一
四
)

『集
韻
﹄
上
�
聲
五
荏
韻
︑
簃
﹇
�
移
︑
余
荏
切
﹈﹁
簃
︑
說
�
︑
閣

邊
小
屋
也
︒
�
作
誃
﹂︒
簃
に
は
同
韻
︑
馳
﹇
陳
知
切
﹈
�
も
あ
り
︑﹁
簃
︑

宮
室
相
連
︑
謂
之
簃
︒
�
作
謻
﹂
と
い
う
︒
な
お
︑﹃
古
今
韻
會
小
補
﹄

卷
二
︑
�
聲
四
荏
韻
︑
簃
に
も
﹁
集
韻
︑
�
作
誃
﹂
と
あ
る
︒

(一
五
)

｢侈
の
�
﹂
は
﹃
古
今
韻
會
擧
;
﹄
に
謻
・
誃
の
�
の
一
つ
を
侈
と

し

(
	

(一
)
(九
)
參
照
)︑
ま
た
﹁
多
の
�
﹂
は
﹃
說
�
解
字
﹄
誃
に

﹁
多
聲
﹂
と
い
う
こ
と
を
指
す
︒
多
の
古
�
に
つ
い
て
は
未
詳
︒
た
だ
し

﹃
�
�
﹄
中
に
は
?
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
︒﹃
�
�
﹄
卷
首
一
︑
�
韻
�

別
不
紊
說
﹁
地
名
多
衣
︑
且
舉
得
證
者
例
之
︒
⁝
⁝
謻
門
﹇
�
池
︑
£
作

謻
︒
�
&
︑
謻
門
曲
榭
︒
劉
J
傳
︑
謻
門
旦
空
︒
陸
雲
云
︑
曹
公
謻
堂
︒

子
K
引
作
謻
塘
︒
按
爾
�
︑
簃
�
作
卶
︒
呂
覽
夕
室
�
迤
室
︑
皆
以
聲
﹈﹂︑

ま
た
卷
二
︑
疑
始
︑
論
古
篆
古
�
﹁
多
夕
皆
$
宐
�
○
多
$
移
・
侈
之
�
︑

臺
$
怡
・
蚩
之
�
︒
�
・
覃
兩
韵
相
�
︑
\
陽
庚
也
︒
夕
亦
$
�
聲
︑
如

宐
从
多
︑
亦
从
夕
也
︒
呂
覽
︑
正
坐
于
夕
室
︑
謂
宮
W
而
正
其
坐
也
︒
夕

與
�
同
︒
鵩
賦
︑
庚
子
日
施
︑
漢
書
作
日
W
︒
褒
W
谷
漢
碑
作
余
︑
古

怡
・
余
同
�
也
︒
今
人
見
夕
爲
宐
�
︑
則
怪
之
︒
隻
本
从
隹
︑
當
�
聲
︑

反
讀
爲
擲
︒
賈
誼
書
︑
楚
昭
與
吳
戰
︑
何
惜
此
一
踦
履
︒
管
子
︑
其
獄
一

踦
腓
︑
一
踦
屨
︑
	
作
一
隻
屨
︒
漢
五
行
志
︑
^
馬
觭
輪
無
反
者
︑
	
︑

隻
輪
也
︒
蓋
隻
乃
踦
之
入
聲
︑
夕
亦
宐
之
入
聲
也
︒
古
人
脣
齒
相
�
︑
則

借
之
︑
不
推
至
此
︑
何
以
知
古
今
之
原
液
�
﹂︒

(一
六
)

『論
語
﹄
子
張
﹁
叔
孫
武
叔
衛
仲
尼
︒
子
貢
曰
︑
無
以
爲
也
︑
仲
尼

不
可
衛
也
︒
他
人
之
賢
者
︑
丘
陵
也
︑
\
可
踰
也
︒
仲
尼
︑
日
6
也
︑
無

得
而
踰
焉
︒
人
雖
欲
自
絕
︑
其
何
傷
於
日
6
乎
︒
多
見
其
不
知
量
也
﹂︑

何
晏
集
解
﹁
言
人
雖
自
絕
弃
於
日
6
︑
其
何
能
傷
之
乎
︒
V
足
自
見
其
不

知
量
也
﹂︑
邢
昺
駅
﹁
⁝
⁝
多
見
其
不
知
量
也
者
︑
多
\
V
也
︒
皆
作
但

不
能
衛
仲
尼
︑
印
V
足
自
見
其
不
知
量
也
︒
⁝
⁝
云
V
足
自
見
其
不
知
量

也
者
︑
據
此
	
︑
 
似
訓
多
爲
V
︒
3
以
多
得
爲
V
者
︑
古
人
多
・
祗
同

�
︒
多
見
其
不
知
量
︑
\
襄
二
十
九
年
左
傳
云
多
見
駅
也
︒
�
虔
本
作
祗

見
駅
︑
解
云
︑
祗
︑
V
也
︒
晉
・
宋
・
杜
本
皆
作
多
︒
張
衡
西
京
賦
云
︑

炙
炮
夥
淸
酤
多
︑
皇
恩
溥
洪
德
施
︑
施
與
多
爲
韻
︑
此
類
衆
矣
︒
故
以
多

爲
V
也
﹂︒

(一
七
)

『集
韻
﹄
上
�
聲
五
荏
韻
︑
多
﹇
�
荏
︑
違
移
切
﹈﹁
多
・
仮
︑
廣
�
︑

多
也
︒
或
从
荏
﹂︒

(一
八
)

	

(一
六
)
引
く
﹃
論
語
﹄
邢
昺
駅
參
照
︒

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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(一
九
)

方
以
智
が
﹃
爾
�
﹄
の
句
の
順
序
を
思
い
"
っ
て
こ
の
よ
う
に
い
う
︒

﹃
爾
�
﹄
釋
宮
﹁
連
︑
謂
之
簃
︒
屋
上
�
︑
謂
之
筄
﹂︑
郭
璞
	
﹁
屋
笮
﹂︑

邢
昺
駅
﹁
屋
上
�
︑
一
名
筄
︑
今
謂
之
屋
笮
也
﹂︒
�
︑
筄
は
︑
屋
根
を

葺
く
下
地
と
し
て
垂
木
の
上
に
張
る
野
地
︑
野
地
板
の
こ
と
︒

(二
〇
)

『爾
�
﹄
の
筄
と
關
連
づ
け
て
解
釋
し
よ
う
と
い
う
の
は
︑
方
以
智

が
﹃
爾
�
﹄
の
�
を
記
憶
"
い
し
た
こ
と
に
よ
る
か
ら
︑
當
然
な
が
ら

﹃
韻
會
﹄︑﹃
字
彙
﹄
と
も
に
筄
に
つ
い
て
言
#
す
る
も
の
は
な
い
︒﹃
古
今

韻
會
擧
;
﹄
に
つ
い
て
は
	

(一
)
(九
)
參
照
︒
,
︑
梅
膺
祚
﹃
字
彙
﹄

竹
部
︑
簃
﹁
簃
︑
À
知
切
︑
�
夷
︒
樓
閣
邊
小
屋
︑
與
樓
閣
相
連
者
﹂︑

言
部
︑
誃
﹁
誃
︑
尺
氏
切
︑
�
侈
︒
離
別
也
︒
印
臺
名
︑
周
景
王
作
洛
陽

誃
臺
﹂︑
同
︑
謻
﹁
謻
︑
陳
知
切
︑
�
池
︒
別
也
︒
印
門
名
︑
�
&
︑
謻

門
曲
榭
︒
印
臺
名
︑
周
赮
王
$
I
責
之
臺
︑
劉
德
曰
︑
洛
陽
南
宮
謻
臺
是

也
﹂︒
な
お
︑
竹
部
に
は
筄
字
が
あ
る
︒
同
︑
竹
部
︑
筄
﹁
筄
︑
弋
笑
切
︑

�
J
︒
爾
�
︑
屋
上
�
︑
謂
之
筄
﹂︒

(高
井
た
か
ね
)

夏
屋

11
【原
�
︼

夏
屋
︑
屋
兩
下
也
︒
屋
¾
︑
一
名
搏
風
①

︑
一
名
兩
徘
徊
○
�
	
檀
②

弓
曰
︑
夏

屋
︑
今
之
門
廡
也
︒
兩
下
爲
之
︒
四
阿
︑
今
之
四
	
屋
︑
殷
人
始
爲
四
	
屋
︑

卽
重
屋
︑
復
窄
也
︒
駅
曰
︑
復
窄
︑
重
承
壁
材
︒
智
以
爲
雙
簷
也
︒
夏
后
之
屋
︑

南
北
兩
下
而
已
︒
周
制
天
子
諸
侯
︑
得
爲
殿
屋
四
	
︑
卿
以
下
兩
下
︑
則
南
北

$
霤
︑
而
東
西
$
榮
︒
是
以
燕
禮
言
東
霤
︑
而
大
夫
士
禮
則
言
東
榮
也
︒
若
詩

之
夏
屋
渠
渠
︑
則
指
B
俎
矣
︒
其
下
處
謂
之
霤
︑
在
傍
謂
之
榮
︒
演
繁
露
曰
︑

榮
︑
¾
也
︑
今
謂
之
兩
徘
徊
︑
四
	
則
曰
東
西
霤
︑
今
謂
之
金
廂
�
︒
士
冠
%

賈
公
彥
駅
︑
榮
︑
屋
¾
也
︑
卽
今
之
搏
風
也
︒
伯
厚
作
°
風
︒
凡
夫
曰
︑
軒
︑

曲
輈
藩
車
︑
借
爲
堂
垂
檐
下
別
起
敞
B
︑
曰
�
水
︒
陸
游
作
撲
水
︑
李
翊
作
泊

暑
︒【校

	
︼

①
諸
本
作
﹁
摶
風
﹂︒
後
�
に
從
い
﹁
搏
風
﹂
に
改
め
る
︒

②
底
本
作
﹁
擅
﹂︑
他
本
作
﹁
檀
﹂︒﹁
檀
﹂
に
改
め
る
︒

【譯
�
︼

夏
屋
は
︑
兩
下

(兩
液
れ(一
)
)
の
屋
根
を
持
つ
円
物
で
あ
る
︒
屋
¾

(妻
庇
)

は
︑
ま
た
一
名
に
搏
風
と
い
い
︑
ま
た
兩
徘
徊
と
い
う
○
︹﹃
禮
記
﹄︺
檀
弓
の

�
︹
玄
︺
	
に
﹁
夏
屋
は
︑
今

(
漢
)
の
門
の
廡

(ひ
さ
し
)
で
あ
る
﹂
と
い

い
︑
兩
下

(兩
液
れ
の
屋
根
)
で
円
て
る(二
)
︒
四
阿
は
今

(
漢
)
の
四
	
屋

(寄

棟
�
)
の
こ
と
で
︑
殷
の
人
が
初
め
て
四
	
屋
を
�
り
︑
重
屋
は
復
窄
で
あ
る
︒

︹﹃
周
禮
﹄
考
工
記
︑
匠
人
の
賈
公
彥
の
︺
駅
に
︑﹁
復
窄
と
は
︑
壁
を
承
け
る

材
を
重
ね
る
も
の
で
あ
る
﹂
と
い
う(
三
)
︒︹
わ
た
く
し
方
以
︺
智
が
お
も
う
に
︑

︹
復
窄
は
︺
二
重
の
簷の
き

(二
重
屋
根
)
で
あ
る
︒
夏
の
時
代
の
円
物
に
は
︑
屋

根
が
南
北
雙
方
に
液
れ
る
円
物
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
︒
周
の
制
度
で
は
︑
天
子

諸
侯
は
寄
棟
�
の
殿
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
︑
卿
以
下
は
兩
下

(入
母
屋
�
)

で
︑
南
北
に
は
霤

(あ
ま
ど
い
)
が
あ
り
︑
東
西
に
は
榮

(妻
庇
)
が
あ
る
︒

こ
の
こ
と
か
ら
﹃
燕
禮
﹄
は
﹁
東
霤
﹂
と
い
い
︑
大
夫
士
の
禮
で
は
﹁
東
榮
﹂

と
い
う(四
)
の
で
あ
る
︒﹃
詩
︹
經
︺﹄
の
﹁
夏
屋
渠
渠

(五
)
(六
)
﹂
と
あ
る
の
は
︑
B
俎

(牲

を
載
せ
る
臺
)
の
こ
と
を
指
す(七
)
︒

〔兩
下
の
屋
根
の
︺
下
部
は
霤
と
い
い
︑
傍
ら

(妻
側
)
に
あ
る
の
は
榮
と

い
う
︒﹃
演
繁
露
﹄
は
﹁
榮
は
¾

(の
き
︑
ひ
さ
し
)
の
こ
と
で
あ
る
︒
今

(宋
)
は
こ
れ
を
兩
徘
徊
と
い
い
︑
寄
棟
�
の
場
合
は
東
西
霤
と
い
い
︑
今
は

こ
れ
を
金
廂
�
と
い
う
﹂
と
い
う(八
)
︒︹
﹃
儀
禮
﹄︺
士
冠
%
の
賈
公
彥
の
駅
に
︑
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﹁
榮
は
︑
屋
¾

(の
き
︑
ひ
さ
し
)
で
あ
る
︒
今
の
搏
風
で
あ
る
﹂
と
い
う(九
)
︒

伯
厚

(王
應
麟
)
は
こ
れ
を
﹁
°
風
﹂
に
つ
く
る
(一
〇
)︒
凡
夫

(趙
宦
光
)
は
﹁
軒け
ん

は
︑
轅
な
が
え

の
曲
が
っ
た
¿
い
の
あ
る
車
で
あ
る
︒
こ
の
字
を
借
り
て
堂
の
檐

(の
き
)
下
に
別
に
�
っ
た
吹
き
放
し
の
部
屋
の
 
と
し
︑
こ
れ
を
�
水
と
い

う
﹂
と
い
う
(
一
一
)︒
陸
游
は
こ
れ
を
﹁
撲
水
﹂
と
い
い
(一
二
)︑
李
翊
は
﹁
泊
暑
﹂
と
い
う
(一
三
)︒

【譯
	
︼

(一
)

｢兩
下
﹂
は
切
妻
�
の
屋
根
︑
あ
る
い
は
そ
の
円
物
と
解
す
る
の
が
一

般
�
で
あ
る
が
︑
こ
の
條
で
は
後
�
に
み
え
る
よ
う
に
︑
妻
庇
を
持
つ
入

母
屋
�
も
﹁
兩
下
﹂
と
い
う
︒
あ
る
い
は
こ
の
條
中
の
兩
下
は


て
入
母

屋
�
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
こ
れ
に
限
定
し
て
よ
い
か
i
然
と
し

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
︑
切
妻
︑
入
母
屋
の
い
ず
れ
に
も
共
�
す
る
︑
棟

の
兩
側
に
液
れ
る
屋
根
︑
も
し
く
は
そ
れ
を
持
つ
円
物
と
い
う
 
味
で
讀

む
こ
と
に
す
る
︒

(二
)

『禮
記
﹄
檀
弓
上
﹁
見
若
¿
夏
屋
者
矣
﹂
�
玄
	
﹁
¿
︑
謂
�
瓦
也
︒

夏
屋
︑
今
之
門
廡
也
︒
其
形
︑
旁
廣
而
卑
﹂︒﹁
兩
下
爲
之
﹂
は
︑
孔
穎
É

駅
に
﹁
見
若
¿
夏
屋
者
矣
︑
殷
人
以
來
始
屋
四
阿
︑
夏
家
之
屋
︑
唯
兩
下

而
已
︑
無
四
阿
︑
如
漢
之
門
廡
︒
印
言
見
其
封
墳
如
¿
夏
屋
︑
唯
兩
下
而

殺
︑
卑
而
G
廣
﹂
と
い
う
の
に
基
づ
く
︒

(三
)

｢四
阿
⁝
⁝
復
窄
也
﹂
は
︑﹃
周
禮
﹄
考
工
記
︑
匠
人
﹁
殷
人
重
屋
︑
堂

脩
七
�
︑
堂
崇
三
尺
︑
四
阿
重
屋
﹂
�
玄
	
に
﹁
重
屋
者
︑
王
宮
正
堂
︑

若
大
寢
也
︒
其
修
七
�
五
丈
六
尺
︑
放
夏
周
︑
則
其
廣
九
�
七
丈
二
尺
也
︒

五
室
各
二
�
︑
崇
︑
高
也
︒
四
阿
︑
若
今
四
	
屋
︑
重
屋
︑
複
笮
也
﹂
と

あ
り
︑
ま
た
﹁
殷
人
始
爲
四
	
屋
﹂
は
︑
.
	
引
く
﹃
禮
記
﹄
檀
弓
上
孔

穎
É
駅
に
﹁
殷
人
以
來
始
屋
四
阿
﹂
と
い
う
︒﹃
周
禮
﹄
匠
人
賈
公
彥
駅

は
﹁
云
四
阿
若
今
四
	
屋
者
︑
燕
禮
云
設
洗
當
東
霤
︑
則
此
四
阿
四
霤
者

也
︒
云
重
屋
複
笮
也
者
︑
若
,
堂
位
云
復
�
重
檐
屋
︑
�
	
云
︑
重
檐
︑

重
承
壁
材
也
︑
則
此
復
笮
亦
重
承
壁
材
︑
故
謂
之
重
屋
﹂
と
い
う
︒﹁
窄
﹂

は
﹁
笮
﹂︑
垂
木
の
上
に
張
っ
て
上
に
屋
根
を
葺
く
野
地
︑
野
地
板
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
︑﹁
復
窄

(複
笮
)﹂
は
本
來
野
地
板
を
重
ね
る
こ
と
で
あ

る
が
︑
こ
こ
で
は
﹁
重
檐
﹂
と
同
じ
く
﹁
壁
を
承
け
る
材
を
重
ね
る

(重

承
壁
材
)﹂
と
い
う
賈
公
彥
の
駅
を
引
く
の
で
︑﹁
復
窄

(複
笮
)﹂︑﹁
重

屋
﹂
は
二
重
屋
根
を
い
う
︒

(四
)

『儀
禮
﹄
燕
禮
﹁
設
洗
篚
于
阼
階
東
南
︑
當
東
霤
﹂︑
�
玄
	
﹁
當
東
霤

者
︑
人
君
爲
殿
屋
也
︑
亦
南
北
以
堂
深
﹂︑
賈
公
彥
駅
﹁
云
當
東
霤
者
人

君
爲
殿
屋
也
者
︑
漢
持
殿
屋
︑
四
向
液
水
︑
故
舉
漢
以
況
周
︒
言
東
霤
︑

,
亦
$
西
霤
︒
對
大
夫
士
言
東
榮
︑
两
下
屋
故
也
﹂︒
大
夫
士
禮
に
﹁
東

榮
﹂
と
い
う
例
に
は
?
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
︒﹃
儀
禮
﹄
�
飮
酒
禮

﹁
設
洗
于
阼
階
東
南
︑
南
北
以
堂
深
︑
東
西
當
東
榮
﹂︑
�
玄
	
﹁
榮
︑
屋

¾
﹂︑
賈
公
彥
駅
﹁
云
榮
屋
¾
者
︑
榮
在
屋
棟
兩
頭
︑
與
屋
爲
¾
︑
若
鳥

之
$
¾
︑
故
斯
干
詩
美
宣
王
之
室
云
︑
如
鳥
斯
革
︑
如
翬
斯
飛
︒
與
屋
爲

榮
︑
故
云
榮
也
﹂︑
ま
た
�
飮
酒
禮
冒
頭
の
﹁
�
飮
酒
之
禮
︑
T
人
就
先

生
而
謀
賓
介
﹂
�
玄
	
に
﹁
T
人
︑
謂
諸
侯
之
�
大
夫
也
﹂︒
同
︑
�
射

禮
﹁
設
洗
于
阼
階
東
南
︑
南
北
以
堂
深
︑
東
西
當
東
榮
﹂︑
ま
た
�
射
禮

冒
頭
に
﹁
�
射
之
禮
︑
T
人
戒
賓
︑
賓
出
j
再
拜
︑
T
人
荅
再
拜
︑
乃

�
﹂
�
玄
	
﹁
T
人
︑
州
長
也
︑
�
大
夫
若
在
焉
︑
則
稱
�
大
夫
也
﹂︒

﹃
禮
記
﹄
喪
大
記
﹁
小
臣
復
︑
⁝
⁝
皆
升
自
東
榮
︑
⁝
⁝
影
自
西
北
榮
﹂︑

�
玄
	
﹁
榮
︑
屋
¾
︑
升
東
榮
者
︑
謂
卿
大
夫
士
也
︒
天
子
諸
侯
言
東

霤
﹂︑
孔
穎
É
駅
﹁
皆
升
自
東
榮
者
︑
此
復
者
初
上
屋
時
也
︒
榮
︑
屋
¾

也
︒
天
子
諸
侯
四
	
爲
屋
︑
而
大
夫
以
下
不
得
四
	
︑
但
南
北
二
	
而
爲

直
頭
︑
頭
︑
卽
屋
¾
也
︒
復
者
升
東
¾
而
上
也
︒
賀
瑒
云
︑
以
其
體
下
於

屋
︑
故
謂
上
下
︒
在
屋
兩
頭
似
¾
︑
故
名
屋
¾
也
︒
⁝
⁝
云
升
東
榮
者
謂
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卿
大
夫
士
也
者
︑
以
�
飮
酒
・
�
射
︑
是
大
夫
士
之
禮
︑
云
設
洗
當
東
榮
︑

此
東
榮
︑
故
知
是
卿
大
夫
士
禮
︑
今
之
兩
下
屋
︒
云
天
子
諸
侯
言
東
霤
者
︑

霤
謂
東
西
兩
頭
爲
屋
簷
霤
下
︒
案
︑
燕
禮
云
︑
設
洗
當
東
霤
︑
人
君
殿
屋

四
	
︑
燕
禮
是
諸
侯
禮
,
︑
天
子
亦
然
也
﹂︒
ま
た
﹃
儀
禮
﹄
士
冠
禮
に

も
﹁
東
榮
﹂
と
い
う
︒
	

(九
)
參
照
︒

(五
)

『詩
經
﹄
秦
風
︑
權
輿
﹁
於
我
乎
夏
屋
渠
渠
︑
今
也
每
食
無
餘
﹂︑
毛
亨

傳
﹁
夏
︑
大
也
﹂︑
�
玄
箋
﹁
屋
︑
具
也
︒
渠
渠
︑
\
勤
勤
也
︒
言
君
始

於
我
厚
設
禮
食
︑
大
具
以
食
我
︑
其
 
勤
勤
然
也
﹂︒

(六
)

｢�
	
檀
弓
﹂
よ
り
﹁
夏
屋
渠
渠
﹂
ま
で
︑﹃
�
�
﹄
が
直
接
依
據
し
た

の
は
南
宋
︑
王
應
麟
﹃
玉
海
﹄
の
以
下
の
�
で
あ
る
︒﹃
玉
海
﹄
卷
一
七

五
︑
宮
室
︑
宮
室
制
度
︑
周
夏
屋
﹁
士
冠
禮
︑
設
洗
直
于
東
榮
︑
	
︑
榮
︑

屋
¾
也
︒
周
制
自
卿
大
夫
以
下
︑
其
室
爲
夏
屋
︑
駅
︑
其
室
兩
下
而
四
周

之
︒
�
	
檀
弓
曰
︑
夏
屋
︑
今
之
門
廡
也
︑
兩
下
爲
之
︑
亦
舉
漢
制
况
之

也
︒
燕
禮
︑
設
洗
當
東
霤
︑
	
︑
人
君
爲
殿
屋
也
︒
案
考
工
記
﹇
匠
人
﹈

	
︑
四
阿
︑
若
今
之
四
	
屋
﹇
駅
云
四
霤
也
﹈︑
殷
人
始
爲
四
	
屋
︑
則

夏
后
氏
之
屋
南
北
兩
下
而
已
︑
周
制
天
子
諸
侯
︑
得
爲
殿
屋
四
	
︑
卿
大

夫
以
下
︑
但
爲
夏
屋
兩
下
︒
四
	
則
南
北
東
西
皆
$
霤
︑
兩
下
則
唯
南
北

$
霤
︑
而
東
西
$
榮
︒
是
以
燕
禮
言
東
霤
︑
而
大
夫
士
禮
則
言
東
榮
也

﹇
霤
︑
說
�
曰
︑
屋
水
液
也
︒
印
曰
︑
屋
梠
之
兩
頭
起
者
爲
榮
︒
6
令
駅
︑

古
者
窟
居
開
其
上
取
,
︑
雨
因
霤
之
︒
後
人
尸
室
爲
中
霤
開
牖
者
︑
象
中

霤
之
取
,
也
︒
上
林
賦
︑
高
p
四
	
︑
	
︑
p
︑
謂
堂
下
四
周
屋
也
﹈︒

詩
︑
夏
屋
渠
渠
︑
	
︑
夏
︑
大
也
﹂︒
さ
ら
に
こ
の
�
も
南
宋
︑
李
如
圭

﹃
儀
禮
釋
宮
﹄
の
�
に
基
づ
く
︒﹃
儀
禮
釋
宮
﹄﹁
人
君
之
堂
屋
爲
四
	
︑

大
夫
士
則
南
北
兩
下
而
已
︒
士
冠
禮
︑
設
洗
直
于
東
榮
︑
	
曰
︑
榮
︑
屋

¾
也
︑
周
制
自
卿
大
夫
以
下
︑
其
室
爲
夏
屋
︒
燕
禮
︑
設
洗
當
東
霤
︑
	

曰
︑
人
君
爲
殿
屋
也
︒
案
考
工
記
︑
殷
人
四
阿
重
屋
︑
	
曰
︑
四
阿
︑
若

今
之
四
	
屋
︒
殷
人
始
爲
四
	
屋
︑
則
夏
后
氏
之
屋
︑
南
北
兩
下
而
已
︒

周
制
天
子
諸
侯
︑
得
爲
殿
屋
四
	
︑
卿
大
夫
以
下
︑
但
爲
夏
屋
兩
下
︒
四

	
則
南
北
東
西
皆
$
霤
︑
兩
下
則
惟
南
北
$
霤
︑
東
西
$
榮
︑
是
以
燕
禮

言
東
霤
︑
而
大
夫
士
禮
則
言
東
榮
也
︒
霤
者
︑
說
�
曰
︑
屋
水
液
也
︒
徐

鍇
曰
︑
屋
檐
滴
處
︒
榮
者
︑
說
�
曰
︑
屋
梠
之
兩
頭
起
者
爲
榮
︒
印
曰
︑

梠
︑
齊
謂
之
檐
︑
楚
謂
之
梠
︒
郭
璞
	
上
林
賦
曰
︑
南
榮
︑
屋
南
檐
也
︒

義
與
說
�
同
︒
然
則
檐
之
東
西
兩
頭
起
者
曰
榮
︑
謂
之
榮
者
︑
爲
屋
之
榮

 
︑
謂
之
屋
¾
者
︑
言
檐
角
之
軒
張
如
翬
斯
飛
耳
︒
士
喪
禮
︑
升
自
.
東

榮
︒
喪
大
記
︑
影
自
西
北
榮
︒
是
屋
$
四
榮
也
︒
門
之
屋
︑
雖
人
君
︑
亦

兩
下
爲
之
︒
燕
禮
之
門
內
霤
︑
則
門
屋
之
北
霤
也
﹂︒

(七
)

『禮
記
﹄
,
堂
位
﹁
俎
︑
$
[
氏
以
梡
︑
夏
后
氏
以
嶡
︑
殷
以
椇
︑
周

以
B
俎
﹂︑
�
玄
	
﹁
B
︑
謂
足
下
跗
也
︑
上
下
兩
閒
$
似
於
堂
B
︑
魯

頌
曰
︑
籩
豆
大
B
﹂︒

(八
)

『演
繁
露
﹄
は
北
宋
︑
沈
括
﹃
夢
溪
筆
談
﹄
の
!
り
︒﹃
夢
溪
補
筆
談
﹄

卷
一
︑
辯
證
﹁
今
人
多
謂
p
屋
爲
廡
︒
按
廣
�
︑
堂
下
曰
廡
︒
蓋
堂
下
屋

簷
3
¿
處
︑
故
曰
立
於
廡
下
︒
凡
屋
基
皆
謂
之
堂
︑
p
簷
之
下
亦
得
謂
之

廡
︑
但
廡
非
p
耳
︑
至
如
今
人
謂
兩
p
爲
東
西
序
︑
亦
非
也
︒
序
乃
堂
上

東
西
壁
在
室
之
外
者
︑
序
之
外
謂
之
榮
︑
榮
︑
屋
¾
也
︒
今
之
兩
徘
徊
︑

印
謂
之
兩
廈
︑
四
	
屋
則
謂
之
東
西
霤
︑
今
謂
之
金
廂
�
者
是
也
﹂︒
榮
︑

霤
に
關
連
し
て
︑﹃
夢
溪
筆
談
﹄
卷
三
に
は
ま
た
﹁
豫
見
人
爲
�
違
︑
多

言
.
榮
︒
榮
者
︑
夏
屋
東
西
序
霤
之
外
屋
¾
也
︑
謂
之
東
榮
・
西
榮
︒
四

	
屋
︑
則
謂
之
東
霤
・
西
霤
︒
未
知
.
榮
安
在
﹂
と
い
う
︒﹃
�
�
﹄
に

引
く
�
と
は
衣
な
る
が
︑﹃
演
繁
露
﹄
も
霤
に
つ
い
て
?
の
よ
う
に
述
べ

る
︒
南
宋
︑
4
大
昌
﹃
演
繁
露
﹄
卷
一
︑
霤
﹁
五
祀
$
中
霤
︒
左
氏
三
�

#
霤
︒
�
典
曰
︑
古
者
穴
居
︑
故
名
室
曰
霤
︒
許
叔
重
說
�
曰
︑
屋
水
液

也
︒
以
今
人
家
凖
之
︑
則
堂
中
$
天
井
處
也
︒
許
說
'
確
﹂︒

東 方 學 報
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兩
徘
徊
に
つ
い
て
は
︑
北
宋
︑
龔
鼎
臣
﹃
東
原
錄
﹄
に
﹁
�
相
於
西
京

宅
旁
円
�
︑
嘗
云
︑
取
長
安
杜
岐
公
宅
�
制
度
︑
仍
減
一
尺
高
︑
作
四
閒

兩
徘
徊
︒
宋
公
敏
求
學
士
知
典
故
︑
言
規
模
太
�
窄
︑
可
作
七
閒
︒
�
相

因
畫
杜
岐
公
家
�
一
本
示
之
︒
古
之
制
度
︑
惟
存
杜
�
而
已
﹂
と
み
え
る
︒

金
廂
�
は
ほ
か
の
用
例
が
見
い
だ
せ
な
い
︒

(九
)

『儀
禮
﹄
士
冠
禮
﹁
夙
興
︑
設
洗
直
于
東
榮
︑
南
北
以
堂
深
︑
水
在
洗

東
﹂︑
�
玄
	
﹁
榮
︑
屋
¾
也
︒
周
制
自
卿
大
夫
以
下
︑
其
室
爲
夏
屋
﹂︑

賈
公
彥
駅
﹁
云
榮
屋
¾
也
者
︑
卽
今
之
搏
風
︒
云
榮
者
︑
與
屋
爲
榮
 
︑

言
¾
者
︑
與
屋
爲
翅
¾
也
︒
云
周
制
自
卿
大
夫
以
下
其
室
爲
夏
屋
者
︑
言

周
制
者
︑
夏
殷
卿
大
夫
以
下
屋
無
�
︑
故
此
經
是
周
法
︑
卽
以
周
制
而
言

也
︒
案
︑
此
經
是
士
禮
而
云
榮
︑
�
飮
酒
︑
卿
大
夫
禮
︑
鄉
射
・
喪
大
記
︑

大
夫
士
禮
︑
皆
云
榮
︒
印
案
︑
匠
人
云
︑
夏
后
氏
世
室
︑
堂
脩
二
七
︑
廣

四
︑
脩
一
︑
五
室
︒
此
謂
宗
�
︑
路
寢
同
制
︑
則
路
寢
亦
然
︒
雖
不
云
兩

下
爲
之
︑
彼
下
�
云
︑
殷
人
重
屋
四
阿
︑
�
云
︑
四
阿
︑
四
	
屋
︑
重
屋

謂
路
寢
︑
殷
之
路
寢
四
阿
︑
則
夏
之
路
寢
不
四
阿
矣
︑
當
兩
下
爲
之
︒
是

以
檀
弓
孔
子
云
見
若
¿
夏
屋
者
矣
︑
�
	
云
︑
夏
屋
︑
今
之
門
廡
︑
漢
時

門
廡
也
︑
兩
下
爲
之
︑
故
舉
漢
法
以
况
︒
夏
屋
︑
兩
下
爲
之
︑
或
名
兩
下

屋
爲
夏
屋
︑
夏
后
氏
之
屋
亦
爲
夏
屋
︒
�
云
︑
卿
大
夫
以
下
︑
其
室
爲
夏

屋
︑
兩
下
︑
而
周
之
天
子
諸
侯
皆
四
	
︒
故
喪
大
記
云
升
自
屋
東
榮
︑
�

以
爲
卿
大
夫
士
︑
其
天
子
諸
侯
當
言
東
霤
也
︒
周
天
子
路
寢
制
似
,
堂
︑

五
室
十
二
堂
︑
上
圓
下
方
︑
,
四
	
也
︒
諸
侯
亦
然
︒
故
燕
禮
云
洗
當
東

霤
︑
�
云
︑
人
君
爲
殿
屋
也
﹂
(萬
曆
中
國
子
監
刊
十
三
經
	
駅
本
)︒
な

お
︑
重
刊
宋
本
十
三
經
	
駅
本
は
﹁
搏
風
﹂
を
﹁
°
風
﹂
に
つ
く
る
︒
阮

元
校
勘
記
は
﹁
搏
︑
陳
本
・
�
解
・
;
義
俱
作
°
︑
一
本
改
作
摶
︒
按
︑

衞
氏
禮
記
集
說
・
�
飮
酒
義
引
此
作
摶
﹂
と
い
い
︑
盧
�
弨
﹃
儀
禮
	
駅

詳
校
﹄
で
は
﹁
摶
風
﹂
を
表
記
し
て
﹁
搏
風
﹂
に
改
め
る
︒

搏
風
は
︑
北
宋
︑
李
誡
﹃
營
�
法
式
﹄
卷
五
搏
風
版
に
﹁
�
搏
風
版
之

制
︑
於
屋
兩
際
出
槫
頭
之
外
︑
安
搏
風
版
︑
廣
兩
材
至
三
材
︑
厚
三
分
至

四
分
︑
長
隨
架
�
︒
中
上
架
兩
面
各
W
出
搭
掌
︑
長
二
尺
五
寸
至
三
尺
︑

下
架
隨
椽
︑
與
瓦
頭
齊
﹇
轉
角
者
︑
至
曲
脊
內
﹈﹂︒
と
あ
る
︒

(一
〇
)

伯
厚
は
南
宋
︑
王
應
麟
の
字
︒
王
應
麟
﹃
漢
制
攷
﹄
卷
三
﹁
設
洗
直

於
東
榮
︑
	
︑
洗
︑
承
盥
洗
者
︑
棄
水
器
也
︑
士
用
鐵
︒
榮
︑
屋
¾
也
︑

周
制
自
卿
大
夫
以
下
︑
其
室
爲
夏
屋
︒
水
器
︑
t
卑
皆
用
金
罍
︑
#
大
小

衣
︒
駅
︑
士
用
鐵
者
︑
案
漢
禮
器
制
度
︑
洗
之
3
用
︑
士
用
鐵
︑
大
夫
用

銅
︑
諸
侯
用
白
銀
︑
天
子
用
黃
金
也
︒
檀
弓
︑
孔
子
云
︑
見
若
¿
夏
屋
者

矣
︑
�
	
云
︑
夏
屋
︑
今
之
門
廡
︑
漢
時
門
廡
也
︑
兩
下
爲
之
︑
故
舉
漢

法
以
況
︑
夏
屋
︑
兩
下
爲
之
︑
或
名
兩
下
屋
爲
夏
屋
︑
夏
后
氏
之
屋
亦
爲

夏
屋
︒
�
云
︑
卿
大
夫
以
下
︑
其
室
爲
夏
屋
︑
兩
下
而
周
之
︑
天
子
諸
侯

皆
四
	
︒
金
罍
︑
此
亦
案
漢
禮
器
制
度
︑
t
卑
皆
用
金
罍
︑
#
其
大
小
衣
︒

榮
︑
卽
今
之
°
風
︑
云
榮
者
︑
與
屋
爲
榮
 
︑
言
¾
者
︑
與
屋
爲
翅
¾
﹂︒

(一
一
)

凡
夫
は
,
︑
趙
宦
光
の
字
︒
趙
宦
光
﹃
說
�
長
箋
﹄
車
部
︑
軒
﹁
軒
︑

曲
輈
藩
車
︑
從
車
干
聲
︑
虛
言
切
︒
車
歬
高
葢
殹
︑
借
爲
堂
垂
檐
下
別
起

敞
B
︑
曰
�
水
﹂︒
軒け
ん

は
野
小
屋
と
は
別
に
設
け
た
<
粧
屋
根
の
こ
と

(

左
个
	

(五
)
參
照
)︒
こ
こ
で
は
天
井
に
軒け
ん

を
設
け
た
堂
.
の
吹
き

4放
し
p
を
い
う
︒

(一
二
)

南
宋
︑
陸
游
﹃
老
學
庵
筆
記
﹄
卷
八
﹁
蔡
京
賜
第
︑
宏
敞
過
甚
︒
老

疾
畏
Ô
︑
幕
帟
不
能
禦
︑
£
至
無
設
牀
處
︑
惟
撲
水
少
低
︑
閒
架
亦
狹
︑

乃
卽
撲
水
下
作
臥
室
﹂︒
撲
水
に
つ
い
て
は
︑
北
宋
︑
郭
若
虛
﹃
圖
畫
見

聞
志
﹄
卷
一
叙
論
︑
論
製
作
楷
模
で
円
築
關
係
の
�
語
を
列
擧
し
た
中
に

こ
れ
が
み
え
︑
南
宋
︑
洪
邁
﹃
夷
堅
志
﹄
に
も
そ
の
名
が
み
え
る
︒
?
	

參
照
︒

(一
三
)

李
翊
は
李
詡
の
!
り
︒
,
︑
李
詡
﹃
戒
菴
老
人
漫
筆
﹄
卷
六
﹁
今
人

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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大
廰
五
閒
之
.
重
置
屋
者
︑
俗
名
五
廰
三
泊
暑
︑
謂
可
障
Å
炎
熱
也
︒
夷

堅
志
作
撲
水
・
撲
風
板
︑
印
作
屋
¾
剝
風
板
︒
老
學
菴
筆
記
云
︑
蔡
京
賜

第
宏
敞
︑
老
疾
畏
Ô
︑
惟
撲
水
少
低
︑
乃
作
臥
室
︒
或
印
作
僕
處
︑
謂
廰

上
待
客
︑
越
僕
供
待
︑
宜
列
於
此
耳
﹂︒
南
宋
︑
洪
邁
﹃
夷
堅
志
﹄
荏
丁

卷
一
︑
禁
中
涼
殿
に
﹁
政
和
閒
︑
詔
於
禁
中
之
西
南
營
一
涼
殿
︑
爲
雄
屋

四
重
數
十
楹
︒
旣
成
︑
將
涓
日
游
幸
︑
扃
鑰
甚
嚴
︒
每
夕
命
小
黃
門
兩
人

守
直
其
處
︑
時
已
炎
暑
︑
但
對
寢
于
撲
水
下
﹂︑
ま
た
同
︑
荏
癸
卷
六
︑

鄂
幹
官
舍
女
子
に
﹁
⁝
⁝
胡
子
直
.
擁
之
︑
復
奔
逬
求
脫
︒
把
持
�
U
︑

覺
懷
)
閒
漸
縮
小
︑
呼
燈
至
︑
則
木
板
一
片
在
手
︑
蓋
舊
屋
¾
剝
風
板
也
︒

取
斧
析
而
焚
之
︑
怪
£
絕
迹
﹂
と
あ
る
︒
撲
風
板
の
用
例
に
つ
い
て
は
未

詳
︒
あ
る
い
は
逸
�
中
の
も
の
か
︒

(高
井
た
か
ね
)

庭
燎

12
【原
�
︼

庭
燎
︑
庭
陛
設
火
也
○
石
勒
作
大
庭
燎
兩
層
︑
下
層
可
置
二
十
人
︑
曾
以
油
傾

燒
死
︒
今
皇
極
殿
.
︑
置
六
庭
燎
于
陛
階
之
閒
︑
如
小
亭
︑
上
¿
瑛
璃
瓦
︑
傍

如
窻
櫺
︑
表
以
紙
︑
內
円
大
燭
︒
營
衞
之
士
︑
自
午
門
外
︑
別
用
蘆
�
p
稭
︑

作
三
葼
架
︑
以
一
炬
然
之
︒
詩
	
︑
燎
︑
去
聲
︒
廣
韻
︑
�
�
去
︒

【譯
�
︼

庭
燎
は
︑
宮
庭
の
階
段
に
設
け
た
r
火
の
こ
と
で
あ
る(一
)

○
石
勒(二
)
は
二
層
に

な
っ
た
大
き
な
庭
燎
を
作
り
︑
下
の
層
に
は
二
十
人
を
容
れ
る
こ
と
が
で
き
た

が
︑
燈
油
が
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
︹
下
層
に
い
た
者
は
︺
燒
け
死
ん
だ
︒
今

(
,
代
)
の
皇
極
殿(
三
)
の
.
で
は
六
つ
の
庭
燎
を

[三
層
基
壇
の
]
階
段
の
閒
に

設
置
し
て
お
り
︑
そ
れ
は
小
さ
な
亭
の
よ
う
で
︑
上
は
瑛
璃
瓦
で
¿
う
︒
側
面

は
連
子
窓
の
よ
う
に
し
︑
紙
を
貼
り
︑
中
に
は
大
き
な
蠟
燭
を
立
て
る(四
)
︒
門
衞

の
兵
士
は
︑
午
門
か
ら
外
で
は
こ
れ
と
は
別
に(五
)
葦
簀
と
p
が
ら(六
)
を
使
っ
て
︹
た

い
ま
つ
を
作
り
︺︑
木
の
映
を
三
脚
に
組
ん
で(七
)

︹
そ
の
上
で
︺
一
束
の
た
い
ま

つ
を
燃
や
す
︒﹃
詩
︹
經
︺﹄
の
	
で
は
︑﹁
燎
﹂
は
去
聲
で
あ
る
と
す
る
が(八
)
︑

﹃
廣
韻
﹄
で
は
�
聲
と
去
聲
に
�
じ
る(九
)
︒

【譯
	
︼

(一
)

『詩
經
﹄
小
�
に
庭
燎
の
詩
が
あ
り
︑﹁
夜
如
何
其
︑
夜
未
央
︑
庭
燎
之

光
︑
君
子
至
止
︑
鸞
聲
將
將
﹂︑
毛
亨
傳
に
﹁
庭
燎
︑
大
燭
﹂
と
い
う
︒

﹃
周
禮
﹄
司
烜
氏
の
�
玄
	
で
は
︑
門
外
に
立
て
る
の
は
大
燭
︑
門
內
に

あ
る
の
が
庭
燎
だ
と
し
︑
ま
た
﹃
禮
記
﹄
郊
特
牲
と
�
玄
	
に
よ
れ
ば
︑

も
と
も
と
設
置
す
る
庭
燎
の
數
に
は
天
子
が
百
︑
公
が
五
十
︑
侯
伯
子
男

が
三
十
と
位
に
よ
る
差
が
あ
っ
た
︒﹃
周
禮
﹄
秋
官
︑
司
烜
氏
﹁
司
烜
氏

⁝
⁝
凡
邦
之
大
事
︑
共
墳
燭
庭
燎
﹂
�
玄
	
﹁
故
書
︑
墳
爲
蕡
︒
�
司
農

云
︑
蕡
燭
︑
p
燭
也
︒
玄
謂
︑
墳
︑
大
也
︒
樹
於
門
外
曰
大
燭
︑
於
門
內

曰
庭
燎
︑
皆
3
以
照
衆
爲
,
﹂︑
賈
公
彥
駅
﹁
釋
曰
︑
大
事
者
︑
謂
若
大

喪
紀
・
大
賓
客
︑
則
皆
設
大
燭
在
門
外
︑
庭
燎
在
大
寢
之
庭
﹂︑
印
﹁
釋

曰
︑
⁝
⁝
庭
燎
3
作
︑
依
慕
容
3
爲
︑
以
葦
爲
中
心
︑
以
布
纏
之
︑
%
密

灌
之
︑
若
今
蠟
燭
﹂︒﹃
禮
記
﹄
郊
特
牲
﹁
庭
燎
之
百
︑
由
齊
桓
公
始
也
﹂

�
玄
	
﹁
僭
天
子
也
︒
庭
燎
之
差
︑
公
蓋
五
十
︑
侯
伯
子
男
皆
三
十
﹂︑

孔
穎
É
駅
﹁
正
義
曰
︑
⁝
⁝
庭
燎
之
百
者
︑
謂
於
庭
中
設
火
︑
以
照
燎
來

]
之
臣
夜
入
者
︑
因
名
火
爲
庭
燎
也
︒
禮
︑
天
子
百
燎
︑
T
公
五
十
︑
侯

伯
子
男
三
十
︒
齊
桓
公
是
諸
侯
而
僭
用
百
︑
後
世
襲
之
︑
是
失
禮
從
齊
桓

公
爲
始
﹂︒
齊
の
桓
公
が
謁
見
を
求
め
る
士
の
た
め
に
庭
燎
を
設
置
し
た

と
い
う
故
事
は
︑﹃
說
苑
﹄
卷
八
︑
t
賢
と
﹃
韓
詩
外
傳
﹄
卷
三
︑
第
十

八
違
に
ほ
ぼ
同
じ
�
が
收
め
ら
れ
て
い
る
︒﹃
說
苑
﹄
卷
八
︑
t
賢
﹁
齊

東 方 學 報
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桓
公
設
庭
燎
︑
爲
士
之
欲
�
見
者
︑
Ë
年
而
士
不
至
︒
於
是
東
野
鄙
人
$

以
九
九
之
�
見
者
︑
桓
公
曰
︑
九
九
足
以
見
乎
︒
鄙
人
對
曰
︑
臣
非
以
九

九
爲
足
以
見
也
︑
臣
聞
T
君
設
庭
燎
以
待
士
︑
Ë
年
而
士
不
至
︒
夫
士
之

3
以
不
至
者
︑
以
君
天
下
賢
君
也
︑
四
方
之
士
︑
皆
自
以
不
#
君
︑
故
不

至
也
︒
夫
九
九
�
能
耳
︑
而
君
\
禮
之
︑
况
賢
於
九
九
乎
︒
夫
太
山
不
辭

壤
石
︑
江
海
不
v
小
液
︑
3
以
成
大
也
︒
詩
云
︑
先
民
$
言
︑
詢
於
芻
蕘
︑

言
°
謀
也
︒
桓
公
曰
︑
善
︒
乃
因
禮
之
︑
Ë
6
︑
四
方
之
士
相
携
而
竝
至
︒

詩
曰
︑
自
堂
徂
基
︑
自
羊
徂
牛
︑
言
以
內
#
外
︑
以
小
#
大
也
﹂︒

(二
)

石
勒
と
す
る
の
は
方
以
智
の
!
り
︒
實
際
は
石
虎
の
こ
と
︒
石
虎
は
字

季
龍
︑
五
胡
十
六
國
後
趙
の
h
︑
勒
の
從
子
︒﹃
晉
書
﹄
卷
一
〇
六
︑
載

記
六
︑
石
季
龍
上
﹁
左
校
令
成
公
段
�
庭
燎
于
崇
杠
之
末
︑
高
十
餘
丈
︑

上
盤
置
燎
︑
下
盤
置
人
︑
絚
繳
上
下
︒
季
龍
試
而
悅
之
︒
其
太
保
夔
安
等

�
武
五
百
九
人
勸
季
龍
稱
t
號
︑
安
等
方
入
而
庭
燎
油
灌
下
盤
︑
死
者
七

人
︒
季
龍
惡
之
︑
大
怒
︑
斬
成
公
段
于
閶
闔
門
﹂︒﹃
í
治
�
鑑
﹄
卷
九
十

五
︑
晉
紀
十
七
に
も
同
樣
の
記
事
が
み
え
る
が
︑
こ
ち
ら
で
は
﹁
死
者
二

十
餘
人
﹂
と
し
︑
胡
三
省
は
﹁
載
記
云
七
人
︑
今
從
三
十
國
春
秋
﹂
と
い

う
︒な

お
﹃
藝
�
類
聚
﹄︑﹃
太
�
御
覽
﹄
に
引
く
﹃
趙
書
﹄
で
は
︑
件
の
庭

燎
を
設
け
た
の
は
石
勒
と
す
る
︒
方
以
智
の
勘
"
い
は
こ
こ
か
ら
生
じ
た

か
︒﹃
藝
�
類
聚
﹄
卷
八
十
︑
火
部
︑
庭
燎
﹁
鄴
中
記
曰
︑
石
虎
正
會
︑

殿
庭
中
・
端
門
外
・
閶
闔
.
設
庭
燎
︑
皆
二
合
︑
六
處
︑
皆
六
丈
︒
趙
書

曰
︑
石
勒
�
庭
燎
於
橦
末
︑
高
十
丈
︑
上
盤
置
燎
︑
下
盤
安
人
以
侍
燎
︑

絙
繳
上
下
﹂︒﹃
太
�
御
覽
﹄
卷
八
七
一
︑
火
部
四
︑
庭
燎
﹁
趙
書
曰
︑
石

勒
�
燎
︑
高
十
丈
︑
上
盤
置
燎
︑
下
盤
安
人
︑
以
燎
絙
繳
上
下
︒
石
虎
鄴

中
記
曰
︑
石
虎
正
會
︑
殿
庭
中
・
端
門
外
#
閶
闔
門
.
設
庭
燎
︑
皆
二
合
︑

六
處
︑
皆
六
丈
﹂︒
ま
た
兩
書
に
も
引
く
晉
︑
陸
翽
﹃
鄴
中
記
﹄
(四
庫



書
3
收
本
)
に
は
︑﹁
石
虎
正
會
︑
殿
.
設
百
二
十
映
燈
︑
以
鐵
爲
之
︒

石
虎
正
會
︑
殿
庭
中
・
端
門
外
#
閶
闔
門
.
設
庭
燎
︑
皆
二
合
︑
六
處
︑

皆
丈
六
尺
﹂︒
と
い
う
︒

(三
)

紫
禁
城
外
]
の
正
殿
︒
,
初
は
奉
天
殿
と
呼
ば
れ
︑
嘉
靖
四
十
一
年
に

皇
極
殿
と
改
稱
︑
の
ち
淸
︑
順
治
二
年
に
は
太
和
殿
と
改
め
ら
れ
た
︒
,

代
の
皇
極
殿
は
現
在
見
ら
れ
る
太
和
殿
と
同
じ
く
三
層
基
壇
の
上
に
円
っ

て
い
た
︒
後
�
の
﹁
六
つ
の
庭
燎
﹂
と
は
︑
殿
に
上
が
る
中
央
の
階
段
兩

脇
に
︑
基
壇
の
各
層
ご
と
に
一
つ
ず
つ
︑
計
六
つ
の
庭
燎
を
置
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
︒

(四
)

石
燈
籠
の
よ
う
な
形
狀
の
こ
と
を
い
う
︒
中
國
で
は
石
燈
籠

(燃
燈

塔
)
の
現
存
â
物
は
少
な
く
︑
比
+
�
早
い
時
Ë
の
も
の
に
は
北
齊
越
子

寺
燃
燈
塔

(山
西
省
太
原
市
)︑
f
法
興
寺
燃
燈
塔

(山
東
省
長
子
縣
)︑

渤
海
上
京
龍
泉
府
興
隆
寺
燃
燈
塔

(
黑
龍
江
省
寧
安
縣
)
な
ど
が
あ
る
︒

(五
)

門
外
が
大
燭
︑
門
內
が
庭
燎
と
い
う
﹃
周
禮
﹄
司
烜
氏
の
�
玄
	
と
關

連
し
て
︑
皇
極
殿
.
と
は
別
に
午
門
外
の
例
に
つ
い
て
言
#
し
た
も
の
か
︒

	

(一
)
引
﹃
周
禮
﹄
司
烜
氏
︑
�
玄
	
參
照
︒

(六
)

原
�
﹁
蘆
�
p
稭
﹂︒﹁
�
﹂
は
す
だ
れ
︑﹁
p
稭
﹂
は
p
が
ら
︑
お
が

ら
︑
p
の
皮
を
は
い
だ
殻
の
こ
と
︑
燈
心
に
用
い
る
︒
,
︑
李
時
珍
﹃
本

草
綱
目
﹄
卷
二
十
二
︑
穀
之
一
︑
大
p
︑
集
解
﹁
時
珍
曰
︑
大
p
卽
今
火

p
︑
⁝
⁝
剝
其
皮
作
p
︑
其
稭
白
而
$
稜
︑
輕
虛
可
爲
燭
心
︒
⁝
⁝
﹂

(七
)

原
�
﹁
三
葼
架
﹂︒
葼
は
木
の
細
い
映
の
こ
と
で
︑﹁
三
葼
架
﹂
と
は
木

の
映
を
三
脚
に
組
ん
だ
も
の
を
指
す
か
︒﹃
說
�
解
字
﹄
艸
部
︑
葼
﹁
葼
︑

靑
齊
兗
冀
謂
木
細
映
曰
葼
︑
从
艸
価
聲
﹂︑﹃
方
言
﹄
卷
二
﹁
木
細
映
謂
之

杪
︑
江
淮
陳
楚
之
內
謂
之
蔑
︑
靑
齊
兗
冀
之
閒
謂
之
言
葼
﹂︒

(八
)

『詩
經
﹄
小
�
︑
庭
燎
序
﹁
庭
燎
︑
美
宣
王
也
︑
因
以
箴
之
﹂
の
陸
德

,
�
義
に
﹁
燎
︑
力
照
反
﹂
と
い
う
︒﹁
力
照
﹂
の
�
は
去
聲
︒
?
	
參

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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照
︒

(九
)

『廣
韻
﹄
下
�
四
{
韻
︑
燎
﹁
庭
火
也
︒
力
昭
切
︑
印
力
照
切
﹂︑
上
聲

三
十
小
韻
︑
燎
﹇
力
小
切
﹈﹁
說
�
曰
︑
放
火
也
︒
左
傳
曰
︑
若
火
之
燎

于
原
﹂︑
去
聲
三
十
五
笑
韻
︑
燎
﹇
力
照
切
﹈﹁
照
也
︒
一
曰
{
田
︒
印
放

火
也
︒
印
力
小
切
﹂︒

(高
井
た
か
ね
)

罘
罳

13
【原
�
︼

罘
罳
︑
網
綴
�
駅
也
○
,
堂
位
︑
魯
大
庿
之
 
︑
山
Ñ
藻
梲
①

︑
復
庿
重
簷
︑

刮
楹
É
�
︑
反
坫
出
t
︑
崇
坫
康
圭
︑
康
�
抗
︑
駅
屛
︒
	
︑
屛
謂
之
�
︑
今

S
思
也
︒
刻
之
爲
雲
气
蟲
獸
︑
如
今
闕
上
︒
正
義
︑
駅
︑
刻
也
︒
漢
時
謂
屛
爲

S
思
︑
天
子
外
屛
︒
匠
人
	
云
︑
城
隅
謂
角
S
思
也
︒
漢
時
東
闕
S
思
災
︒
S

思
︑
小
樓
也
︒
�
紀
七
秊
︑
未
央
宮
東
闕
罘
罳
災
︑
	
︑
罘
罳
︑
謂
連
闕
曲
閣
︒

渭
陵
・
À
陵
園
門
亦
$
罘
罳
︒
加
网
︑
狀
其
雕
刻
櫺
櫳
︑
宮
闕
屛
門
皆
$
之
︑

卽
楚
辭
3
稱
網
戶
朱
綴
︑
刻
方
連
也
︒
蘇
鶚
曰
︑
師
古
・
釋
名
釋
罘
罳
︑
皆
!
︒

按
︑
謂
織
絲
︒
f
�
宗
實
錄
︑
甘
露
之
變
︑
出
殿
北
門
︑
裂
斷
罘
罳
而
去
︑
溫

庭
筠
補
陳
武
h
書
︑
罘
罳
晝
卷
︑
閶
闔
晨
開
︑
皆
非
曲
閣
屛
障
之
 
︒
4
大
昌

兩
存
之
︒
智
按
︑
宮
闕
上
拱
斗
雕
櫺
︑
用
銅
絲
帖
金
網
之
︑
下
用
黃
絲
作
網
︑

垂
于
楹
檻
︑
上
下
皆
可
謂
之
罘
罳
︑
刻
版
網
綴
︑
總
象
罘
罳
︒
元
稹
詩
︑
網
索

西
臨
太
液
池
︑
	
︑
網
索
在
太
液
池
上
︑
學
士
候
對
於
此
︑
葢
隨
駕
張
設
耳
︒

元
美
竝
未
細
閱
古
人
以
網
解
罘
罳
之
 
︑
將
但
以
爲
照
墻
乎
︒
夫
古
號
駅
屛
︑

則
屛
樹
之
閒
︑
亦
必
栥
拱
雕
刻
網
綴
︑
故
呼
罘
罳
︑
漢
災
實
指
此
類
︒
至
f
宋

則
眞
$
網
索
︑
寧
責
其
不
用
�
︒
升
菴
言
︑
籕
�
作
罘
佳
︑
釋
名
作
加
思
︒
其

曰
¿
思
︑
則
舊
	
訓
也
︒

【校
	
︼

①
四
庫
本
作
﹁
梲
﹂︑
他
本
皆
作
﹁
稅
﹂︒
四
庫
本
に
よ
り
改
め
る
︒

【譯
�
︼

罘
罳
は
︑︹
�
樣
が
︺
網
狀
に
繫
が
り
�
錯
し
て
駅
�
す
る
も
の
で
あ
る
︒

○
︹﹃
禮
記
﹄︺
,
堂
位
に(一
)
︑
魯
の
大
庿
の
裝
 
は
︑﹁
Ñ

(ま
す
)
に
山
の
形

を
雕
刻
し
︑
梲

(つ
か
)
に
水
草
の
�
樣
を
描
き(二
)
︑
重
層
の
�
で
裳
階
が
あ
り(三
)
︑

�
は
0
か
れ
︑
窓
は
向
か
い
合
わ
せ
に
�
じ(四
)
︑
反
坫

(
Ø
を
反
す
臺
)
は
t

(酒
壺
)
よ
り
︹
南
に
︺
出
て
︑
高
い
坫
に
圭
を
康あ
げ

て
﹇
康
の
�
は
抗

(コ

ウ(五
)
)﹈︑
屛

(照
壁
)
に
駅き
ざ

む
﹂
と
い
う
︒︹
�
玄
︺
	
に
﹁
屛
は
�(六
)

と
い
い
︑

今

(後
漢
)
の
S
思
で
あ
る
︒
こ
れ
に
雲
氣
や
蟲
獸
を
雕
刻
し
︑
今
の
門
闕
の

表
面
の
よ
う
で
あ
る
﹂
と
︒︹
孔
穎
É
︺
正
義
に
は
︑﹁
駅
と
は
雕
刻
す
る
こ
と

で
あ
る
︒
漢
の
時
代
に
は
屛
を
S
思
と
い
い
︑
天
子
︹
の
宮
殿
︺
は
︹
門
の
︺

外
に
屛
が
あ
る
︒︹﹃
周
禮
﹄︺
匠
人
の
︹
�
玄
︺
	
に
︑﹃
城
郭
の
隅
は
角
S
思

と
い
う
﹄
と
い
い(七
)
︑
漢
の
時
代
に
東
闕
と
そ
の
S
思
が
火
災
に
�
っ
た
︒
S
思

と
は
︑
小
さ
な
樓
閣
の
こ
と
で
あ
る
﹂
と
い
う
︒︹﹃
漢
書
﹄︺
�
h
紀
七
年
に
︑

﹁
未
央
宮
東
闕
の
罘
罳
が
火
災
に
�
う
﹂
と
あ
り
︑︹
顏
師
古
︺
	
に
﹁
罘
罳
は
︑

屈
曲
し
て
門
闕
に
連
な
る
閣
を
い
う
﹂
と
い
う(八
)
︒
ま
た
渭
陵
と
À
陵
の
陵
園
の

門
に
も
罘
罳
が
あ
っ
た(九
)
︒︹
罘
・
罳
の
字
形
に
︺
网
を
加
え
る
の
は
︑
そ
の
雕

刻
し
て
格
子
狀
に
な
っ
た
樣
子
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
︑
宮
殿
の
屛
門
に
は
み

な
こ
れ
が
あ
る
︒
つ
ま
り
﹃
楚
辭
﹄︹
宋
玉
﹁
招
魂
﹂︺
の
い
う
と
こ
ろ
の
﹁
網

の
よ
う
に
雕
刻
し
た
戶
は
格
子
を
朱
色
に
塗
ら
れ
︑
方
形
の
格
子
が
連
な
る
よ

う
に
刻
ま
れ
る
(一
〇
)﹂
で
あ
る
︒

蘇
鶚
は
(一
一
)︑﹁︹
顏
︺
師
古
と
﹃
釋
名
﹄
の
罘
罳
の
解
釋
は
︑
い
ず
れ
も
!
っ
て

い
る
(一
二
)︒
考
え
て
み
る
に
︑
糸
を
織
っ
た
も
の
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
︒
f
の

﹃
�
宗
實
錄
﹄
に
は
︑
甘
露
の
變
の
際
︑
宮
殿
の
北
門
か
ら
出
る
の
に
罘
罳
を

東 方 學 報
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裂
斷
し
て
出
て
い
っ
た
と
い
う
(
一
三
)︒
溫
庭
筠
の
﹁
補
陳
武
h
書
﹂
に
は
︑﹁
罘
罳

は
日
中
に
卷
き
あ
げ
︑
閶
闔
は
夜
,
け
に
開
く
﹂
と
い
い
(一
四
)︑
い
ず
れ
も
屈
曲
し

て
︹
連
な
る
︺
閣
や
障
壁
の
 
味
で
は
な
い
﹂
と
い
う
︒

4
大
昌
は
︑
こ
の
二
つ
の
說
を
兩
方
と
も
�
っ
て
い
る
(一
五
)︒

〔わ
た
く
し
方
以
︺
智
が
考
え
る
に
︑
宮
殿
の
上
部
に
あ
る
枓
栱
や
雕
刻
し

て
格
子
に
し
た
部
分
で
は
︑
銅
線
に
金
箔
を
貼
っ
て
こ
れ
を
網
狀
に
し
︑
下
部

で
は
︑
黃
色
の
糸
を
用
い
て
網
狀
に
作
り
︑
�
や
欄
干
に
垂
ら
す
(一
六
)︒
こ
の
上
下

の
も
の
は
い
ず
れ
も
罘
罳
と
い
う
こ
と
が
で
き
︑
板
を
雕
刻
し
て
︹
�
樣
が
︺

網
目
狀
に
連
な
っ
た
も
の
は
︑
す
べ
て
罘
罳
を
か
た
ど
っ
て
い
る
︒
元
稹
の
詩

に
︑﹁
網
索

(綱
で
掛
け
た
網
)
の
西
方
に
臨
む
太
液
池
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
	

に
﹁
網
索
は
太
液
池
の
そ
ば
に
あ
り
︑
學
士
が
こ
こ
で
待
機
す
る
﹂
と
い
う
(一
七
)︒

お
も
う
に
︑
こ
れ
は
天
子
の
來
駕
に
と
も
な
っ
て
設
置
し
た
だ
け
で
あ
る
︒
元

美

(王
世
貞
)
は
昔
の
人
が
罘
罳
を
網
と
解
釋
し
た
 
味
を


く
仔
細
に
á
べ

る
こ
と
な
く
︑
た
だ
單
に
照
壁
と
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
(一
八
)︒
そ
も
そ
も
古
く
駅
屛

と
呼
ん
だ
の
は
︑
屛
の
表
面
も
必
ず
斗
栱
や
雕
刻
が
網
目
の
よ
う
に
連
な
っ
て

お
り
︑
そ
の
た
め
に
罘
罳
と
呼
ん
だ
の
で
あ
り
︑
漢
の
と
き
に
火
災
に
あ
っ
た

の
は
︑
實
は
こ
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
︒
f
や
宋
に
な
れ
ば
網
索
が
實
際
に

あ
っ
た
の
だ
が
︑︹
そ
れ
に
罘
罳
の
名
を
︺
用
い
な
い
こ
と
を
ど
う
し
て
責
め

ら
れ
よ
う
か
︒
升
菴

(楊
愼
)
が
︑
籕
�
で
は
罘
佳
に
つ
く
り
︑﹃
釋
名
﹄
は

加
思
に
つ
く
り
︑
¿
思
と
い
う
と
言
っ
て
い
る
の
は
︑
舊
	
の
訓
詁
で
あ
る
(一
九
)︒

【譯
	
︼

(一
)

『禮
記
﹄
,
堂
位
﹁
山
Ñ
藻
梲
︑
復
�
重
檐
︑
刮
楹
É
�
︑
反
坫
出
t
︑

崇
坫
康
圭
︑
駅
屛
︑
天
子
之
�
 
也
﹂︑
�
玄
	
﹁
屛
謂
之
樹
︑
今
桴マ
マ

思

也
︑
刻
之
爲
雲
氣
蠱
獸
︑
如
今
闕
上
爲
之
矣
﹂︑
陸
德
,
�
義
﹁
康
�
抗
︑

苦
浪
反
︒
⁝
⁝
桴
思
也
︑
�
S
﹂︑
孔
穎
É
駅
﹁
此
一
Ñ
論
魯
之
大
�
之

 
︒
⁝
⁝
駅
屛
者
︑
駅
︑
刻
也
︑
屛
︑
樹
也
︑
謂
刻
於
屛
樹
爲
雲
氣
蠱
獸

也
︒
⁝
⁝
云
屛
謂
之
樹
今
S
思
也
者
︑
屛
謂
之
樹
︑
釋
宮
�
︑
漢
時
謂
屛

爲
S
思
︑
故
云
今
S
思
︒
解
者
以
爲
天
子
外
屛
︑
人
臣
至
屛
俯
伏
思
念
其

事
︒
按
︑
匠
人
	
云
︑
城
隅
謂
角
S
思
也
︑
漢
時
東
闕
S
思
災
︑
以
此
諸

�
參
之
︑
則
S
思
小
樓
也
︑
故
城
隅
闕
上
皆
$
之
︑
然
則
屛
上
亦
爲
屋
以

¿
屛
牆
︑
故
稱
屛
曰
S
思
﹂︒

(二
)

Ñ
は
斗

(ま
す
︑
ま
す
が
た
)︑
梲
は
侏
儒
�

(つ
か
︑
う
だ
ち
)
の

こ
と
︒﹃
禮
記
﹄
,
堂
位
�
玄
	
﹁
山
Ñ
︑
刻
欂
盧
爲
山
也
︒
藻
梲
︑
畫

侏
儒
�
爲
藻
�
也
﹂︑
孔
穎
É
駅
﹁
山
Ñ
謂
欂
盧
︑
刻
爲
山
形
︒
藻
梲
者
︑

謂
侏
儒
�
︑
畫
爲
藻
�
也
︒
⁝
⁝
刻
欂
盧
也
者
︑
Ñ
名
欂
盧
︑
釋
宮
云
︑

栭
謂
之
楶
︑
李
廵
云
︑
栭
︑
今
欂
盧
也
︑
則
今
之
斗
栱
︒
云
畫
侏
儒
�
者
︑

按
︑
釋
宮
云
︑
杗

廇

謂
之
梁
︑
其
上
楹
謂
之
梲
︑
李
廵

曰
︑
梁
上
短
�

也
﹂︒﹃
爾
�
﹄
釋
宮
﹁
杗
廇
謂
之
梁
︑
其
上
楹
謂
之
梲
﹇
郭
璞
	
：
侏
儒

�
也
﹈︑
閞
謂
之
槉
﹇
�
上
欂
也
︑
亦
名
枅
︑
印
曰
可
﹈︑
栭
謂
之
楶
﹇
卽

櫨
也
﹈﹂︒﹃
禮
記
﹄
禮
器
﹁
管
仲
鏤
簋
朱
紘
︑
山
Ñ
藻
梲
︑
君
子
以
爲
濫

矣
﹂
�
玄
	
﹁
栭
謂
之
Ñ
︑
梁
上
楹
謂
之
梲
︑
宮
室
之
 
﹂︒﹃
論
語
﹄
公

冶
長
﹁
山
Ñ
藻
梲
﹂
�
咸
	
﹁
Ñ
者
︑
栭
也
︑
刻
鏤
爲
山
︒
梲
者
︑
梁
上

楹
︑
畫
爲
藻
�
︒
言
其
奢
侈
﹂︒

(三
)

『禮
記
﹄
,
堂
位
�
玄
	
﹁
復
�
︑
重
屋
也
︒
重
檐
︑
重
承
壁
材
也
﹂︑

孔
穎
É
駅
﹁
復
�
者
︑
上
下
重
屋
也
︒
重
檐
者
︑
皇
氏
云
︑
�
云
︑
重
檐
︑

重
承
壁
材
也
︑
謂
就
外
檐
下
壁
復
安
板
檐
︑
以
辟
風
雨
之
灑
壁
︑
故
云
重

檐
重
承
壁
材
﹂︒

(四
)

『禮
記
﹄
,
堂
位
�
玄
	
﹁
刮
︑
刮
�
也
︒
鄉
︑
牖
屬
︑
謂
夾
戶
窓
也
︑

每
室
八
窓
爲
四
É
﹂︑
孔
穎
É
駅
﹁
刮
楹
者
︑
刮
︑
�
也
︑
楹
︑
�
也
︑

以
密
石
�
�
︒
逹
鄉
者
︑
逹
︑
�
也
︑
鄉
︑
謂
窓
牖
也
︑
每
室
四
戶
八
窓
︑

窓
戶
皆
相
對
︑
以
牖
戶
�
逹
︑
故
曰
逹
鄉
也
﹂︒

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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(五
)

『禮
記
﹄
,
堂
位
�
玄
	
﹁
反
坫
︑
反
Ø
之
坫
也
︒
出
t
︑
當
t
南
也
︒

唯
兩
君
爲
好
︑
旣
獻
反
Ø
於
其
上
︒
禮
︑
君
t
于
兩
楹
之
閒
︒
崇
︑
高
也
︒

康
讀
爲
亢
龍
之
亢
︑
印
爲
高
坫
︑
亢
3
`
圭
︑
奠
于
上
焉
﹂︒
�
	
は
陸

德
,
の
�
義
を
引
く

(
	

(一
)
參
照
)︒

(六
)

｢
�
﹂
は
﹁
樹
﹂
の
!
り
︒
	

(一
)
引
く
﹃
禮
記
﹄
,
堂
位
�
玄
	

參
照
︒
ま
た
﹃
爾
�
﹄
釋
宮
に
﹁
屛
謂
之
樹
﹂︑
郭
璞
	
﹁
小
牆
當
門
中
﹂︒

(七
)

『
周
禮
﹄
考
工
記
︑
匠
人
﹁
王
宮
門
阿
之
制
五
雉
︑
宮
隅
之
制
七
雉
︑

城
隅
之
制
九
雉
﹂
�
玄
	
﹁
阿
︑
棟
也
︒
宮
隅
・
城
隅
︑
謂
角
S
思
也
︒

雉
︑
長
三
丈
高
一
丈
︑
度
高
以
高
︑
度
廣
以
廣
﹂︑
賈
公
彥
駅
﹁
�
以
S

思
解
隅
者
︑
按
︑
漢
時
云
東
闕
S
思
災
︑
言
災
則
S
思
者
小
樓
也
︒
按
︑

,
堂
位
云
︑
駅
屛
︑
	
亦
云
︑
今
S
思
也
︑
刻
之
爲
雲
氣
蟲
獸
︑
如
今
闕

上
爲
之
矣
︑
則
門
屛
$
屋
¿
之
︑
與
城
隅
#
闕
皆
$
S
思
︑
刻
畫
爲
雲
氣

幷
蟲
獸
者
也
﹂︒

(八
)

『
漢
書
﹄
卷
四
�
h
紀
﹁︹
七
年
︺
六
6
癸
酉
︑
未
央
宮
東
闕
罘
罳
災
﹂︑

顏
師
古
	
﹁
如
淳
曰
︑
東
闕
與
其
兩
旁
罘
罳
皆
災
也
︒
晉
灼
曰
︑
東
闕
之

罘
罳
獨
災
也
︒
師
古
曰
︑
罘
罳
︑
謂
連
闕
曲
閣
也
︑
以
¿
重
刻
垣
墉
之
處
︑

其
形
罘
罳
然
︑
一
曰
屛
也
︒
罘
�
S
﹂︒
同
︑
卷
二
十
七
上
五
行
志
上
に

も
﹁
�
h
七
年
六
6
癸
酉
︑
未
央
宮
東
闕
罘
思
災
︒
劉
向
以
爲
東
闕
3
以

]
諸
侯
之
門
也
︑
罘
思
在
其
外
︑
諸
侯
之
象
也
︒
漢
興
︑
大
封
諸
侯
王
︑

連
城
數
十
︒
�
h
卽
位
︑
賈
誼
等
以
爲
"
古
制
度
︑
必
將
�
v
︒
先
是
︑

濟
北
・
淮
南
王
皆
謀
反
︑
其
後
吳
楚
七
國
舉
兵
而
誅
﹂︑
顏
師
古
	
﹁
師

古
曰
︑
罘
思
︑
闕
之
屛
也
︒
解
具
在
�
紀
﹂
と
い
う
︒

(九
)

『
漢
書
﹄
卷
九
十
九
下
王
厭
傳
下
﹁
性
好
時
日
小
數
︑
#
事
T
U
︑
亶

爲
厭
�
︒
Ý
使
壞
渭
陵
・
À
陵
園
門
罘
罳
︑
曰
毋
使
民
復
思
也
﹂︒
渭
陵
︑

À
陵
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
元
h
︑
成
h
の
陵
墓
︒

(一
〇
)

宋
玉
﹁
招
魂
﹂
(﹃
�
&
﹄
卷
三
十
三
3
收
)﹁
網
戶
朱
綴
︑
刻
方
連

些
﹂︑
王
逸
	
﹁
網
戶
︑
綺
�
縷
也
︒
朱
︑
丹
也
︒
綴
︑
緣
也
﹂︑
ま
た

﹁
刻
︑
鏤
也
︒
橫
木
關
�
爲
連
︑
言
門
戶
之
楣
︑
皆
刻
鏤
綺
�
︑
朱
丹
其

椽
︑
雕
鏤
綺
木
︑
使
方
好
也
﹂︑
張
銑
	
﹁
織
綢
於
戶
上
︑
以
朱
色
綴
之
︒

印
刻
鏤
橫
木
爲
�
違
︑
連
於
上
︑
使
之
方
好
﹂︒
宋
︑
洪
興
祖
﹃
楚
辭
補

	
﹄
卷
九
︑
招
魂
﹁
網
戶
︑
綺
�
鏤
也
︒
朱
︑
丹
也
︒
綴
︑
緣
也
︒
網
︑

一
作
罔
︒
五
臣
云
︑
織
網
於
戶
上
︑
以
朱
色
綴
之
﹂︑
ま
た
﹁
刻
︑
鏤
也
︑

橫
木
關
�
爲
連
︑
言
門
戶
之
楣
︑
皆
刻
鏤
綺
�
︑
朱
丹
其
緣
︑
雕
鏤
連
木
︑

使
之
方
好
也
︒
五
臣
云
︑
印
刻
鏤
橫
木
爲
�
違
︑
連
於
上
︑
使
之
方
好
︒

補
曰
︑
連
︑
集
韻
作
槤
︑
門
持
關
﹂︒
朱
熹
﹃
楚
辭
集
	
﹄
卷
七
︑
招
魂

九
﹁
網
戶
者
︑
以
木
爲
門
q
︑
而
刻
爲
方
目
︑
使
如
羅
網
之
狀
︑
卽
漢
3

謂
罘
罳
︑
而
4
泰
之
以
爲
今
之
亮
�
︑
其
說
是
也
︒
朱
綴
者
︑
以
朱
丹
 

其
�
綴
之
處
︑
使
其
3
刻
之
方
︑
相
連
屬
也
﹂︒

(一
一
)

｢蘇
鶚
曰
﹂
よ
り
以
下
﹁
屛
障
之
 
﹂
ま
で
は
︑
f
︑
蘇
鶚
﹃
蘇
氏

演
義
﹄
の
�
︒﹃
怨
f
書
﹄
卷
五
十
九
藝
�
三
︑
子
部
小
說
家
類
﹁
蘇
鶚

演
義
十
卷
︒
印
杜
陽
雜
U
三
卷
﹇
字
德
祥
︑
光
�
中
�
士
第
﹈﹂︒
四
庫



書
3
收
現
行
本
二
卷
中
に
こ
の
�
は
み
え
な
い
︒
本
條
の
多
く
は
南
宋
︑

4
大
昌
の
﹃
演
繁
露
﹄
に
よ
っ
て
お
り

(
	

(一
五
)
參
照
)︑
こ
れ
に

も
﹃
蘇
氏
演
義
﹄
を
引
く
が
︑﹃
�
�
﹄
に
引
く
�
は
元
︑
王
幼
學
﹃
í

治
�
鑒
綱
目
集
覽
﹄
に
引
く
も
の
の
方
に
�
い
︒﹃
í
治
�
鑒
綱
目
﹄
卷

三
下
︑
漢
�
h
七
年
﹁
六
6
未
央
宮
東
闕
罘
罳
災
﹂
王
幼
學
集
覽
﹁
蘇
鶚

演
義
曰
︑
顏
	
幷
釋
名
皆
!
︒
案
︑
罘
︑
S
︑
罳
︑
絲
也
︑
謂
織
絲
之
�

輕
踈
S
虛
貌
︑
盖
宮
殿
簷
戶
閒
也
︒
f
�
宗
實
錄
︑
甘
露
之
變
︑
出
殿
北

門
︑
裂
斷
罘
罳
而
去
︑
印
溫
庭
筠
補
陳
武
h
書
︑
罘
罳
畫
卷
︑
閶
闔
晨
開
︑

皆
非
曲
閣
屛
障
之
 
﹂︒

(一
二
)

顏
師
古
の
說
は
.
出
︑
	

(八
)
參
照
︒﹃
釋
名
﹄
釋
宮
室
﹁
罘
罳

在
門
外
︑
罘
︑
復
也
︑
罳
︑
思
也
︑
臣
將
入
�
事
︑
於
此
復
重
思
之
也
﹂︒

東 方 學 報
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(一
三
)

『舊
f
書
﹄
卷
一
六
九
︑
李
訓
傳
﹁︹
太
和
九
年
︺
是
6

(十
一
6
)

二
十
一
日
︑
⁝
⁝
由
含
元
殿
東
階
升
殿
︑
⁝
⁝
印
奏
曰
︑
事
U
矣
︑
�
陛

下
入
內
︒
卽
舉
軟
輿
j
h
︑︹
李
︺
訓
殿
上
呼
曰
︑
金
吾
衞
士
上
殿
來
︑

護
乘
輿
者
︑
人
賞
百
千
︒
內
官
決
殿
後
罘
罳
︑
舉
輿
疾
趨
︑
訓
攀
呼
曰
︑

陛
下
不
得
入
內
︒
金
吾
衞
士
數
十
人
︑
隨
訓
而
入
﹂︒﹃
怨
f
書
﹄
卷
一
七

九
︑
李
訓
傳
に
も
同
樣
の
記
事
が
み
え
る
︒

(一
四
)

『蘇
氏
演
義
﹄
に
引
く
f
︑
溫
庭
筠
﹁
補
陳
武
h
與
王
僧
辨
書
﹂︒
	

(一
一
)
參
照
︒
ま
た
﹃
分
門
集
	
杜
工
部
詩
﹄
卷
十
四
︑
ª
在
﹁
膻
肉

罘
罳
行
角
弓
﹂
薛
蒼
舒
	
﹁
按
︑
f
蘇
鶚
演
義
稱
︑
罘
罳
︑
織
絲
爲
之
︑

輕
駅
S
虛
︑
象
羅
網
�
�
之
狀
︑
蓋
宮
殿
簷
戶
之
閒
也
︒
乃
引
�
宗
實
錄

云
︑
⁝
⁝
印
引
溫
庭
筠
補
陳
武
h
與
王
僧
辨
書
云
罘
罳
晝
卷
閶
闔
晨
開
爲

證
︑
皆
非
曲
閤マ
マ

屛
障
之
 
﹂︒

(一
五
)

南
宋
︑
4
大
昌
﹃
演
繁
露
﹄
卷
十
一
︑
罘
罳
﹁
.
世
載
罘
罳
之
制
︑

凡
五
出
︒
�
康
成
引
漢
闕
以
,
古
屛
︑
而
謂
其
上
刻
爲
雲
氣
蟲
獸
者
︑
是

禮
駅
屛
︑
天
子
之
�
 
也
︒
�
之
釋
曰
︑
屛
謂
之
樹
︑
今
S
思
也
︑
刻
之

爲
雲
氣
蟲
獸
︑
如
今
闕
上
之
爲
矣
︒
此
其
一
也
︒
顏
師
古
正
本
�
說
︑
Â

屛
闕
言
之
︑
而
於
闕
閣
加
詳
︑
漢
書
�
h
七
年
︑
未
央
宮
東
闕
罘
罳
災
︑

顏
釋
之
曰
︑
罘
罳
︑
謂
連
屛
曲
閣
也
︑
以
¿
重
刻
垣
墉
之
處
︑
其
形
罘
罳

然
︑
一
曰
屛
也
︑
罘
�
S
︒
此
其
二
也
︒
漢
人
釋
罘
爲
復
︑
釋
罳
爲
思
︑

雖
無
其
制
︑
而
特
附
之
義
曰
︑
臣
]
君
︑
至
罘
罳
下
而
復
思
︒
至
王
厭
劚

去
漢
陵
之
罘
罳
︑
曰
使
人
無
復
思
漢
也
︒
此
其
三
也
︒
崔
t
古
今
C
︑
依

放
�
義
︑
而
不
能
審
知
其
詳
︑
£
析
以
爲
二
也
︒
闕
自
闕
︑
罘
罳
自
罘
罳
︒

其
言
曰
︑
漢
西
京
罘
罳
︑
合
板
爲
之
︑
亦
築
土
爲
之
︑
詳
t
之
 
︑
以
築

土
者
爲
闕
︑
以
合
板
者
爲
屛
也
︒
至
其
釋
闕
︑
印
曰
︑
其
上
皆
丹
堊
︑
其

下
皆
畫
雲
氣
仙
靈
竒
禽
衣
獸
︑
以
昭
示
四
方
︒
此
其
四
也
︒
f
蘇
鶚
謂
爲

網
戶
︑
其
演
義
之
言
曰
︑
罘
罳
字
象
形
︑
罘
︑
S
也
︑
罳
︑
絲
也
︑
謂
織

絲
之
�
輕
駅
S
虛
之
貌
︑
葢
宮
殿
窻
戶
之
閒
網
也
︒
此
其
五
也
︒
凡
此
五

者
︑
雖
叅
差
不
齊
︑
而
其
制
其
義
︑
互
相
發
,
︑
皆
不
可
廢
也
︒
罘
罳
云

者
︑
刻
鏤
物
象
︑
著
之
板
上
︑
取
其
駅
�
連
綴
之
狀
︑
而
罘
罳
然
︑
故
曰

S
思
也
︒
以
此
刻
鏤
施
於
�
屛
︑
則
其
屛
爲
駅
屛
︑
施
諸
宮
禁
之
門
︑
則

爲
某
門
罘
罳
︑
而
在
屛
︑
則
爲
某
屛
罘
罳
︑
¿
諸
宮
寢
闕
閣
之
上
︑
則
爲

某
闕
之
罘
罳
︑
非
其
別
$
一
物
︑
元
無
附
著
而
獨
名
罘
罳
也
︒
至
其
不
用

合
板
鏤
刻
︑
而
結
網
代
之
︑
以
蒙
冒
戶
牖
︑
使
雀
蟲
不
得
穿
入
︑
則
別
名

絲
網
︒
凡
此
數
者
︑
雖
施
寘
之
地
不
同
︑
而
其
罘
罳
之
3
以
爲
罘
罳
︑
則

未
始
或
衣
也
︒
�
康
成
3
引
雲
氣
蟲
獸
刻
鏤
︑
以
,
古
之
駅
屛
者
︑
蓋
本

其
3
見
漢
制
而
爲
之
言
︑
而
豫
於
先
秦
$
攷
也
︒
宋
玉
之
語
曰
︑
高
堂
�

宇
檻
層
軒
︑
層
臺
纍
榭
臨
高
山
︑
網
戶
朱
綴
刻
方
連
︑
此
之
謂
網
戶
者
︑

時
雖
未
以
罘
罳
名
之
︑
而
實
罘
罳
之
制
也
︒
釋
者
曰
︑
織
網
於
戶
上
︑
以

朱
色
綴
之
︑
印
刻
鏤
橫
木
爲
�
違
︑
連
於
上
使
之
方
好
︑
此
!
也
︒
網
戶

朱
綴
刻
方
連
者
︑
以
木
爲
戶
︑
其
上
刻
爲
方
�
︑
互
相
連
綴
︑
朱
︑
其
色

也
︑
網
︑
其
狀
也
︒
若
眞
謂
此
戶
以
網
不
以
木
︑
則
其
下
�
之
謂
刻
者
︑

施
之
何
地
而
亦
何
義
也
︒
以
網
戶
綴
刻
之
語
而
想
宴
其
制
︑
則
罘
罳
形
狀

如
在
目
.
矣
︒
宋
玉
之
謂
網
綴
︑
漢
人
以
爲
罘
罳
︑
其
義
一
也
︒
⁝
⁝
蘇

鶚
引
子
虛
賦
罘
網
彌
山
︑
因
證
罘
當
爲
網
︑
且
引
�
宗
甘
露
之
變
︑
出
殿

北
門
︑
裂
斷
罘
罳
而
去
︑
印
引
溫
庭
筠
補
陳
武
h
書
曰
︑
罘
罳
晝
)
︑
閶

闔
夜
開
︑
£
斷
謂
古
來
罘
罳
皆
爲
網
︑
此
!
︒
以
f
制
一
U
而
臆
度
古
事

者
也
︒
杜
寳
大
業
雜
記
︑
乾
陽
殿
南
軒
︑
垂
以
朱
絲
網
絡
︑
下
不
至
地
七

尺
︑
以
防
飛
鳥
︑
則
眞
寘
網
於
牖
︑
而
可
)
可
裂
也
︒
此
f
制
之
3
因
倣

也
︑
非
古
來
屛
闕
刻
鏤
之
制
也
︒
f
雖
借
古
罘
罳
語
以
名
網
戶
︑
然
罘
罳

二
字
︑
因
其
借
喩
而
形
狀
益
以
著
,
也
﹂︒

ま
た
︑
4
大
昌
は
﹃
雍
錄
﹄
卷
十
に
も
罘
罳
に
つ
い
て
記
す
︒﹃
雍
錄
﹄

卷
十
︑
罘
罳
﹁
罘
罳
者
︑
鏤
木
爲
之
︑
其
中
駅
�
︑
可
以
�
,
︑
或
爲
方

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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空
︑
或
爲
連
瑣
︑
其
狀
扶
疎
︑
故
曰
罘
罳
︑
讀
如
S
思
︒
S
思
者
\
曰
嘉

髵
也
︑
因
其
形
似
而
想
︑
其
本
狀
自
可
見
矣
︒
罘
罳
之
名
旣
立
︑
於
是
隨

其
3
施
而
附
著
以
爲
之
名
︒
其
在
宮
闕
︑
則
爲
闕
上
罘
罳
︑
臣
]
於
君
︑

至
闕
下
復
思
3
奏
是
也
︒
在
陵
垣
︑
則
爲
陵
上
罘
罳
︑
王
厭
斸
去
陵
上
罘

罳
︑
而
曰
使
人
無
復
思
漢
者
是
也
︒
却
而
求
之
上
古
︑
則
禮
經
駅
屛
︑
亦

其
物
也
︑
駅
者
刻
爲
雲
氣
蟲
獸
︑
而
中
空
玲
瓏
也
︒
印
$
網
戶
者
︑
刻
爲

連
�
︑
遞
相
綴
屬
︑
其
形
如
網
也
︑
宋
玉
曰
網
戶
朱
綴
刻
方
連
是
也
︒
旣

曰
刻
︑
則
是
雕
木
爲
之
︑
其
狀
如
網
耳
︒
後
世
因
此
£
$
直
織
絲
網
︑
而

張
之
簷
窓
以
護
禽
雀
者
︑
�
宗
甘
露
之
變
︑
出
殿
北
門
︑
列
斷
罘
罳
而
去
︑

是
眞
網
也
︑
此
印
沿
放
楚
詞
而
施
網
焉
者
也
︒
元
4
之
爲
承
旨
時
詩
曰
︑

蘂
珠
深
處
少
人
知
︑
網
索
西
臨
太
一
池
︑
浴
殿
曉
聞
天
語
後
︑
步
p
騎
馬

笑
相
隨
︑
自
	
云
︑
網
索
在
太
一
池
上
︑
學
士
候
對
歇
於
此
︒
豫
按
網
索
︑

乃
是
無
壁
或
$
窓
處
以
索
掛
網
︑
ò
護
飛
雀
︑
故
云
網
索
︑
\
掛
鈴
之
索

爲
鈴
索
也
︒
宋
元
獻
喜
子
京
召
È
爲
學
士
詩
曰
︑
網
索
軒
窓
�
︑
鑾
坡
羽

衞
重
︑
用
4
之
語
也
︒
若
竝
今
世
俗
語
求
之
︑
則
門
屛
鏤
,
格
子
是
也
︒

其
制
與
靑
瑣
同
類
︑
®
3
施
之
地
不
同
︑
而
名
亦
隨
衣
耳
︒
如
淳
之
釋
靑

瑣
︑
謂
爲
門
楣
之
格
也
﹂︒

罘
罳
を
何
の
器
物
か
で
は
な
く
網
の
よ
う
な
狀
態
で
あ
る
こ
と
を
第
一

義
と
す
る
點
で
︑
本
條
の
結
論
に
は
4
大
昌
の
影
�
が
み
ら
れ
︑
引
用
¡

料
を
み
れ
ば
︑
方
以
智
は
﹃
演
繁
露
﹄
と
﹃
雍
錄
﹄
の
い
ず
れ
も
參
照
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒

(一
六
)

こ
こ
で
方
以
智
が
い
う
類
の
﹁
罘
罳
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
營
�
法
式
﹄

卷
十
二
︑
竹
作
制
度
に
護
殿
檐
雀
眼
網
が
あ
り
︑
こ
れ
は
檐
の
斗
栱
や
窓

の
櫺
子
の
內
側
に
取
り
付
け
て
鳥
の
汚
損
か
ら
円
物
を
保
護
す
る
竹
製
の

網
で
あ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
網
に
は
人
物
や
龍
鳳
華
雲
な
ど
を
織
り
�
ん
で

裝
 
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
︒﹃
營
�
法
式
﹄
卷
十
二
︑
竹
作

制
度
︑
護
殿
檐
雀
眼
網
﹁
�
護
殿
閣
檐
枓
栱
︑
#
托
窗
櫺
內
︑
竹
雀
眼
網

之
制
︑
用
渾
靑
篾
︑
每
竹
一
條
﹇
以
徑
一
寸
二
分
爲
;
﹈︑
劈
作
篾
一
十

二
條
︑
刮
去
靑
︑
廣
三
分
︑
從
心
W
起
︑
以
長
篾
爲
經
︑
至
四
邊
却
折
篾

入
身
內
︑
以
短
篾
直
行
作
雲
︑
ª
復
織
之
︒
其
雀
眼
徑
一
寸
﹇
以
篾
心
爲

則
﹈︑
如
於
雀
眼
內
閒
︑
織
人
物
#
龍
鳳
華
雲
之
類
︑
竝
先
於
雀
眼
上
描

定
︑
隨
描
�
織
補
︒
施
之
於
殿
檐
枓
栱
之
外
︑
如
六
鋪
作
以
上
︑
卽
上
下

分
作
兩
格
︑
隨
閒
之
廣
︑
分
作
兩
閒
或
三
閒
︑
當
�
施
竹
貼
釘
之
﹇
竹
貼
︑

每
竹
徑
一
寸
二
分
︑
分
作
四
片
︑
其
窗
櫺
內
用
者
同
﹈︑
其
上
下
或
用
木

貼
釘
之
﹇
其
木
貼
︑
廣
二
寸
︑
厚
六
分
﹂︒

(一
七
)

f
︑
元
稹
﹁
寄
浙
西
李
大
夫
﹂
四
首
之
一

(﹃
元
氏
長
慶
集
﹄
卷
二
十

二
3
收
)﹁
蘂
珠
深
處
少
人
知
︑
網
索
西
臨
太
液
池
︑
浴
殿
曉
聞
天
語
後
︑

步
p
騎
馬
笑
相
隨
﹂
︑
自
	
﹁
網
索
在
太
液
上
︑
學
士
候
對
︑
歇
於
此
﹂
︒

(一
八
)

元
美
は
,
︑
王
世
貞
の
字
︒
王
世
貞
﹃
宛
委
餘
U
﹄
四

(﹃
弇
州
四

部
稿
﹄
一
五
九
卷
︑
說
部
3
收
)﹁
余
見
.
輩
詩
語
稱
罘
罳
︑
#
余
時
$

3
作
詩
︑
俱
似
殿
閣
簷
角
網
︒
按
︑
段
成
式
云
︑
士
林
閒
多
呼
殿
榱
爲
復
︑

護
雀
網
爲
罘
罳
︒
其
識
!
如
此
︒
漢
書
�
h
紀
︑
未
央
宮
東
闕
罘
罳
灾
︒

崔
t
云
︑
罘
罳
︑
屛
也
︑
復
也
︑
臣
]
君
︑
至
屛
3
奏
之
事
於
下
︒
顏
師

古
則
云
︑
連
闕
曲
︑
¿
重
刻
垣
墉
之
處
︑
其
形
罘
然
︑
一
曰
屛
︒
劉
熈
釋

名
曰
︑
罘
罳
在
外
門
︑
罘
︑
復
也
︑
臣
將
入
�
事
︑
於
此
復
重
思
也
︒
按
︑

作
簷
角
網
︑
不
應
獨
灾
而
不
#
殿
宇
第
︑
3
釋
之
義
︑
�
未
,
耳
︒
而
罘

罳
二
字
︑
形
類
罝
網
︑
印
杜
詩
︑
罘
罳
]
共
落
︑
則
f
時
士
大
夫
眞
以
爲

護
雀
網
矣
︒
印
古
今
	
云
︑
罘
罳
︑
復
思
也
︑
合
板
爲
之
︑
亦
築
土
爲
之
︑

每
門
闕
殿
舍
皆
$
焉
︑
郡
國
.
亦
樹
之
︒
然
則
今
之
照
墻
也
﹂︒

(一
九
)

楊
愼
﹃
古
�
騈
字
﹄
卷
一
︑
四
荏
韻
﹁
罘
佳
﹇
罘
罳
籕
�
︒
按
︑
籕

�
出
周
宣
王
時
︑
已
$
夏
嫁
字
︑
則
三
代
已
$
此
制
矣
﹈︑
S
思
﹇
同
上
︑

周
禮
	
﹈︑
加
思
﹇
同
上
︑
釋
名
﹈︑
¿
思
﹇
同
上
︑
宋
玉
大
言
賦
﹈﹂︒

東 方 學 報

524



﹃
釋
名
﹄
に
つ
い
て
は
	

(一
二
)
參
照
︒
た
だ
し
﹁
加
思
﹂
に
つ
く
る

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
未
詳
で
︑
任
繼
昉
﹃
釋
名
匯
校
﹄
(齊
魯
書
社
︑

二
〇
〇
六
)
に
も
言
#
し
な
い
が
︑﹃
水
經
	
﹄
卷
十
六
穀
水
﹁
印
東
過

河
南
縣
北
東
南
入
于
洛
﹂
	
引
く
﹃
釋
名
﹄
は
﹁
罦
﹂
に
つ
く
る
︒
楊
愼

﹃
升
菴
外
集
﹄
卷
八
宮
室
に
は
︑
ま
た
﹁
罘
佳
﹇
一
作
家
﹈︒
罘
佳
︑
籒
�
︑

夏
嫁
同
︒
按
︑
籒
�
出
周
宣
王
時
︑
已
$
夏
嫁
字
︑
則
三
代
已
$
此
制
矣

﹇
今
按
古
今
	
︑
夏
思
︑
屛
之
â
象
也
︑
臣
來
]
君
︑
行
至
門
內
屛
外
︑

復
應
思
惟
應
對
之
事
也
︒
漢
西
京
合
板
爲
之
︑
亦
築
土
爲
之
︑
每
門
闕
殿

舍
.
皆
$
焉
﹈
罘
罳
︑
花
蔕
囱
也
︑
象
天
上
櫺
星
︑
&
詩
層
牖
御
櫺
軒
︑

營
�
法
式
名
柿
蔕
牕
︒
籒
�
罳
︑
印
作
寡
﹂
と
あ
る
︒
な
お
︑﹃
營
�
法

式
﹄
卷
八
︑
小
木
作
制
度
三
︑
�
棊
︑
同
︑
卷
十
四
�
畫
作
制
度
五
︑
�

�
裝
に
裝
 
�
樣
名
と
し
て
の
﹁
柿
蔕
﹂
(圖
六
)
が
み
え
る
︒

(高
井
た
か
ね
)

屋
極

14
【原
�
︼

屋
極
︑
謂
之
柍
桭
○
屋
極
︑
屋
棟
也
︒
子
雲
賦
︑
日
6
纔
經
于
柍
桭
﹇
�
央

辰
﹈︑
�
虔
曰
︑
柍
︑
中
央
也
︑
桭
︑
屋
梠
也
︒
韋
昭
曰
︑
宸
︑
屋
霤
也
︒
天

子
之
居
曰
楓
宸
︑
今
言
宸
極
︑
宸
︑
屋
上
棟
隆
之
3
居
也
︒
舊
說
︑
h
居
惟
楓

修
大
可
ã
︑
故
曰
楓
宸
︒
此
義
亦
牽
強
︑
楓
木
豈
可
作
�
︒
此
語
不
見
經
︑
�

人
以
楓
丹
︑
因
丹
扆
・
丹
宸
£
用
楓
宸
耳
︒

【譯
�
︼

屋
極
は
︑
柍
桭
と
い
う
○
屋
極
は
︑
屋
根
の
棟
で
あ
る(一
)
︒︹
揚
︺
子
雲
の
賦

に
︑﹁
日
6
は
わ
ず
か
に
柍
桭
を
過
ぎ
る
﹂﹇︹
柍
桭
の
︺
�
は
央
辰

(オ
ウ
シ

ン
)﹈
と
あ
り
︑
�
虔
は
︑﹁
柍
は
中
央
の
こ
と
で
︑
桭
は
︑
屋の

梠き

の(二
)
こ
と
で
あ

る(三
)
﹂
と
い
う(四
)
︒
韋
昭
は
︑﹁
宸
は
︑
屋あ
ま

霤ど
い

の
こ
と
で
あ
る
﹂
と
い
う(五
)
︒
天
子
の

居
3
を
楓
宸
と
い
い
︑
今
は
宸
極
と
い
う
︒
宸
と
は
屋
根
の
上
の
棟
が
隆
起
し

た
3
で
あ
る
︒
古
い
說
に
よ
れ
ば
︑
皇
h
の
居
3
は
︑
楓フ
ウ

だ
と
材
が
長
く
て
大

規
模
に
円
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
︑
楓
宸
と
い
う(六
)
︒
こ
の
解
釋
は
こ
じ
つ

け
で
あ
っ
て
︑
楓フ
ウ

を
ど
う
や
っ
て
�
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か(七
)
︒
こ
の
言
葉

(楓
宸
)
は
經
�
に
は
み
え
ず
︑
�
人
が
︑
楓
が
丹あ
か

い
こ
と
か
ら
丹
扆

(天
子
)

や
丹
宸

(宮
殿
)
と
い
う
言
葉
に
依
據
し
て
楓
宸
の
語
を
用
い
た
だ
け
で
あ
る
︒

【譯
	
︼

(一
)

『
說
�
解
字
﹄
木
部
﹁
棟
︑
極
也
︑
從
木
東
聲
︒
極
︑
棟
也
︑
從
木
亟

聲
﹂︒﹃
玉
%
﹄
木
部
﹁
棟
︑
都
貢
切
︑
屋
極
也
﹂︒
極
は
ま
た
棟
木
の
こ

と
︒﹃
夢
溪
筆
談
﹄
卷
十
八
︑
技
藝
﹁
�
舍
之
法
︑
謂
之
木
經
︑
或
云
喻

�
3
l
︒
凡
屋
$
三
分
﹇
去
聲
﹈︑
自
梁
以
上
爲
上
分
︑
地
以
上
爲
中
分
︑

階
爲
下
分
︒
凡
梁
長
�
何
︑
則
配
極
�
何
︑
以
爲
榱
等
︒
如
梁
長
八
尺
︑

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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配
極
三
尺
五
寸
︑
則
廳
堂
法
也
︑
此
謂
之
上
分
︒
⁝
⁝
﹂︒

(二
)

『爾
�
﹄
釋
宮
﹁
直
不
`
檐
謂
之
�
︑
檐
謂
之
樀
﹇
郭
璞
	
：
屋
梠
﹈﹂

邢
昺
駅
﹁
屋
檐
︑
一
名
樀
︑
一
名
屋
梠
︑
印
名
宇
︑
皆
屋
之
四
垂
也
﹂︒

﹃
方
言
﹄
卷
十
三
﹁
屋
梠
︑
謂
之
欞
﹇
郭
璞
	
：
雀
梠
︑
卽
屋
檐
也
︑
亦

呼
爲
連
緜
﹈﹂︒

(三
)

柍
桭
は
︑
傳
統
�
な
解
釋
で
は
屋の

梠き

(屋
根
)
の
中
央
︑
つ
ま
り
大
棟

を
指
す

(
?
	
參
照
)︒
た
だ
し
﹃
營
�
法
式
﹄
卷
二
︑
總
釋
下
︑
兩
際

(の
き
)
に
は
揚
雄
﹁
甘
泉
賦
﹂
の
同
句
を
引
き
︑
ま
た
同
條
に
引
く

﹃
義
訓
﹄
に
﹁
屋
端
︑
謂
之
柍
桭
﹇
今
謂
之
廢
﹈﹂
と
い
う
︒

(四
)

子
雲
は
漢
︑
揚
雄
の
字
︒
そ
の
﹁
甘
泉
賦
﹂
と
﹃
漢
書
﹄
の
�
虔
	
を

引
く
︒﹃
漢
書
﹄
卷
八
十
七
上
︑
揚
雄
傳
上
引
﹁
甘
泉
賦
﹂﹁
列
宿
乃
施
於

上
榮
兮
︑
日
6
纔
經
於
柍
桭
﹂
	
﹁
�
虔
曰
︑
柍
︑
中
央
也
︑
桭
︑
屋
梠

也
︒
師
古
曰
︑
施
︑
À
也
︑
榮
︑
屋
¾
也
︑
凡
此
者
言
屋
宇
高
大
之
甚
︒

施
�
弋
豉
反
︑
柍
�
央
︑
桭
�
辰
︒
一
曰
︑
施
︑
直
謂
安
施
之
耳
︑
讀
如

本
字
﹂︒
ま
た
﹁
甘
泉
賦
﹂
は
﹃
�
&
﹄
卷
七
3
收
︒
李
善
	
﹁
韋
昭
曰
︑

榮
︑
屋
¾
也
︒
�
虔
曰
︑
柍
︑
中
央
也
︑
桭
︑
屋
梠
也
︒︹
李
︺
善
曰
︑

施
︑
式
荏
切
︑
柍
︑
於
两
切
︑
桭
�
辰
﹂︒

(五
)

『國
語
﹄
韋
昭
	
を
引
く
︒﹃
國
語
﹄
卷
二
十
︑
越
語
上
﹁
君
若
不
忘
周

室
︑
而
爲
敝
邑
宸
宇
﹂
韋
昭
	
﹁
宸
︑
屋
霤
︑
宇
︑
邊
也
︑
言
越
君
若
以

周
室
之
故
︑
以
屋
宇
之
餘
庇
¿
吳
也
﹂︒﹁
屋
霤
﹂
は
雨
樋
︑
ま
た
は
簷の
き

の

こ
と
︒﹃
禮
記
﹄
檀
弓
上
﹁
池
視
重
霤
﹂
�
玄
	
﹁
如
堂
之
$
承
霤
也
︑

承
霤
以
木
爲
之
用
行
水
︑
亦
宮
之
 
也
﹂︒
同
︑
玉
藻
﹁
頤
霤
︑
垂
拱
﹂

孔
穎
É
駅
﹁
頤
霤
者
︑
霤
︑
屋
簷
︑
身
俯
故
頭
臨
.
︑
垂
頤
如
屋
霤
﹂︒

(六
)

｢子
雲
賦
﹂
以
下
﹁
故
曰
楓
宸
﹂
ま
で
は
︑﹃
六
書
故
﹄
宸
の
條
か
ら
の

引
用
︒﹃
六
書
故
﹄
卷
二
十
五
︑
宸
﹁
宸
︑
�
Z
切
︑
語
曰
爲
敝
邑
宸
宇

﹇
說
�
曰
︑
屋
宇
也
︒
韋
昭
曰
︑
宸
︑
屋
霤
也
︒
印
作
桭
︒
楊
雄
賦
曰
︑

日
6
纔
經
於
柍
﹇
�
央
﹈
桭
︑
�
虔
曰
︑
柍
︑
中
央
也
︑
桭
︑
屋
梠
也
︒

按
︑
天
子
之
居
曰
楓
宸
︑
今
人
言
宸
極
︑
宸
︑
屋
上
隆
棟
之
3
居
也
︒
h

居
高
廣
︑
惟
楓
脩
大
可
冓
︑
故
曰
楓
宸
﹈﹂︒

(七
)

｢舊
說
﹂
以
下
﹁
豈
可
作
�
﹂
ま
で
︑
,
︑
張
自
烈
﹃
正
字
�
﹄
楓
の

條
に
同
內
容
の
�
が
み
え
︑
こ
ち
ら
で
は
楓フ
ウ

を
�
に
で
き
な
い
理
由
を
︑

木
質
が
粗
く
虫
穴
を
生
じ
や
す
い
た
め
と
し
て
い
る
︒
な
お
︑
楓フ
ウ

は
楓
香

樹
と
も
い
い
︑
カ
エ
デ
と
は
別
種
の
マ
ン
サ
ク
科
フ
ウ
屬
の
落
葉
高
木
︒

﹃
正
字
�
﹄
辰
集
中
︑
木
部
︑
楓
﹁
楓
︑
⁝
⁝
印
天
子
之
居
曰
楓
宸
︑
漢

故
事
云
︑
霜
後
色
丹
可
愛
︑
宮
中
多
�
之
︑
故
名
︒
舊
說
︑
h
居
惟
楓
修

大
可
ã
︑
非
是
︒
楓
木
性
駅
�
︑
易
生
蟲
穴
︑
豈
可
爲
�
︒
⁝
⁝
﹂︒
ま

た
︑
宸
の
條
で
も
同
樣
に
﹁
楓
修
大
可
ã
﹂
の
說
を
引
き
︑
こ
ち
ら
で
は

﹃
六
書
故
﹄
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
兩
條
に
い
う
﹁
舊
說
﹂
は

﹃
六
書
故
﹄
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
同
︑
寅
集
上
︑
宀
部
︑

宸
﹁
宸
︑
㴱
人
切
︑
�
神
︒
說
�
︑
屋
宇
也
︑
賈
逵
曰
︑
室
之
奧
者
︑
韋

昭
曰
︑
宸
︑
屋
霤
也
︑
非
是
︒
後
人
稱
h
居
曰
宸
︒
增
韻
︑
h
居
北
宸
宮
︑

故
从
宀
从
辰
︒
亦
曰
︑
楓
宸
︑
h
居
高
廣
︑
惟
楓
修
大
可
搆
也
︒
⁝
⁝
六

書
故
印
作
桭
︑
引
揚
雄
賦
︑
柍
桭
︑
�
虔
曰
︑
柍
︑
中
央
也
︑
桭
︑
屋
梠

也
︑
今
人
言
宸
極
︑
宸
︑
屋
上
隆
棟
之
3
居
也
︒
按
︑
宸
取
北
辰
義
︑
與

鋭
言
屋
梠
別
書
︑
故
宸
桭
合
爲
一
︑
!
﹂︒﹃
正
字
�
﹄
に
は
た
び
た
び

﹃
�
�
﹄
を
引
く
の
で
︑
こ
れ
ら
も
﹃
�
�
﹄
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
︒
張
自
烈
は
崇
禎
の
南
京
國
子
監
生
︑
方
以
智
の
友
人
で
あ
っ
た
︒

(高
井
た
か
ね
)

垣
樓

15
【原
�
︼

垣
樓
︑
闕
兩
觀
也
○
元
志
︑
闕
南
曰
崇
天
︑
北
曰
後
載
︑
東
曰
東
蕐
︑
西
曰
西
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蕐
︑
崇
天
兩
觀
皆
三
垣
樓
︑
瑛
璃
瓦
︑
 
簷
脊
直
︒
$
大
,
門
在
崇
天
門
內
︑

今
北
東
西
三
宮
︑
俱
因
元
舊
不
改
︒
脊
直
謂
立
金
寶
瓶
也
︒

【譯
�
︼

垣
樓(
一
)
は
︑︹
門
︺
闕
︹
の
左
右
︺
に
あ
る
二
つ
の
觀
で
あ
る
○
﹃
元
¡
﹄
の

志
に(
二
)
︑﹁
宮
闕
の
南
は
崇
天
と
い
い
︑
北
は
後
載(三
)
と
い
い
︑
東
は
東
蕐
と
い
い
︑

西
は
西
蕐
と
い
う
︒
崇
天
の
二
つ
の
觀
は
そ
れ
ぞ
れ
三
段
屋
根
の
樓(四
)
と
な
っ
て

お
り
︑
瑛
璃
瓦
を
葺
き
︑
簷の
き

を
 
っ
て
脊
直
す
る
︒
大
,
門
は
崇
天
門
內
に
あ

る
﹂
と
︒
今

(
,
代
)
の
北
・
東
・
西
の
三
宮
は
︑
い
ず
れ
も
元
代
の
舊
制
に

從
っ
て
改
め
て
い
な
い
︒
脊
直
と
は
金
寶
瓶
を
立
て
る
も
の
を
い
う(五
)
︒

【譯
	
︼

(一
)

垣
樓
は
宋
以
影
の
�
獻
に
し
ば
し
ば
み
え
︑
ま
た
朶
樓
︑
垛
樓
と
も
い

う
︒
宋
︑
高
承
﹃
事
物
紀
原
﹄
卷
八
︑
舟
車
帷
幄
部
四
十
︑
觀
﹁
黃
h
內

傳
曰
︑
h
置
元
始
眞
容
於
高
觀
之
上
觀
之
︑
言
可
以
觀
ß
於
其
上
也
︒
周

$
兩
觀
︑
春
秋
書
雉
門
#
兩
觀
災
是
也
︒
今
俗
謂
之
朶
樓
︑
蓋
周
制
也
﹂︒

﹃
册
府
元
龜
﹄
卷
十
四
︑
h
王
部
︑
都
邑
第
二
﹁︹
後
周
太
祖
廣
順
︺
三
年

六
6
︑
雒
京
武
行
德
言
︑
五
鳯
樓
西
面
朶
樓
北
塼
座
落
一
丈
三
尺
﹂︒﹃
東

京
夢
華
錄
﹄
卷
一
︑
東
都
外
城
︑
大
內
﹁
大
內
正
門
宣
德
樓
列
五
門
︑
門

皆
金
釘
朱
漆
︑
壁
皆
磚
石
閒
甃
︑
鐫
鏤
龍
鳳
飛
雲
之
狀
︑
莫
非
雕
甍
畫
棟
︑

峻
桷
層
榱
︑
¿
以
瑛
璃
瓦
︑
曲
尺
朶
樓
︑
朱
欄
�
檻
︑
下
列
兩
闕
亭
相
對
︑

悉
用
朱
紅
杈
子
︒
⁝
⁝
﹂︒
南
宋
︑
樓
鑰
﹃
北
行
日
錄
﹄
上
﹁︹
乾
�
五
年

十
二
6
︺
二
十
九
日
庚
戌
︑
⁝
⁝
正
門
十
一
閒
︑
下
列
五
門
︑
號
應
天
門
︑

左
右
$
行
樓
︑
折
而
南
︑
朶
樓
曲
尺
︑
各
三
層
四
垂
︑
朶
樓
城
下
$
檢
鼓

院
︒
印
$
左
右
掖
門
在
東
西
城
之
中
︑
兩
角
印
朶
樓
︑
曲
尺
三
層
︒

⁝
⁝
﹂︒

傅
熹
年
に
よ
る
と
︑
以
下
に
あ
げ
る
宋
︑
夏
竦
﹁
乞
脩
南
京
大
內
狀
﹂

な
ど
に
よ
れ
ば
︑
遼
寧
省
°
物
館
藏
北
宋
銅
鐘
上
の
宮
闕
圖

(圖
七
︑

八
)
や
︑
現
在
の
紫
禁
城
午
門
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
コ
字
型
の
門
闕
の

う
ち
︑
門
洞
上
部
に
あ
る
門
樓
の
兩
側
À
長
線
上
に
位
置
す
る
の
が
本
來

の
﹁
朶

(
垣
)
樓
﹂
で
あ
り
︑
そ
こ
か
ら
門
の
.
方
へ
張
り
出
し
た
回
p

の
先
端
に
位
置
す
る
の
は
﹁
闕
﹂︑
あ
る
い
は
﹁
觀
﹂
と
い
う
名
稱
で
あ

る
と
い
う
︒
た
だ
し
宋
代
の
�
獻
中
で
は
﹁
朶
樓
﹂
の
語
の
使
用
に
混
亂

が
み
ら
れ
︑
た
と
え
ば
.
出
﹃
東
京
夢
華
錄
﹄
の
﹁
曲
尺
朶
樓
﹂
は
︑

﹁
闕

(觀
)﹂
の
こ
と
を
指
し
︑﹁
曲
尺
﹂
と
い
う
の
は
︑
闕
の
母
闕
の
外

側
に
子
闕
が
連
な
り
︑
そ
れ
が
﹁
朶
樓
﹂
か
ら
À
び
た
回
p
と
曲
尺
狀
を

�
し
て
い
る
と
解
し
て
い

る
︒
傅
熹
年
﹁
山
西
省
繁

峙
縣
岩
山
寺
南
殿
金
代
壁

畫
中
3
繪
円
築
�
初
步
分

析
﹂
(﹃
円

築

歷

¡

硏

究
﹄

第
一
輯
︑
円
築
工
業
出
版

社
︑
一

九

八

二
︒
改

訂
︑

增
補
し
て
﹃
傅
熹
年
円
築

¡
論
�
集
﹄
�
物
出
版
社
︑

一
九
九
二
に
再
收
)︑
同

﹁
宋
趙
佶
︽
瑞
鶴
圖
︾
和
它

3
表
現
�
北
宋
汴
梁
宮
城

正
門
宣
德
門
﹂
(﹃
傅
熹
年

書
畫
鑒
定
集
﹄
河
南
美
�

出
版
社
︑
一
九
九
九
)
參

照
︒
宋
︑
夏
竦
﹃
�
莊
集
﹄

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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卷
十
六
︑
乞
脩
南
京
大
內

狀
︑﹁
⁝
⁝
臣
到
職
後
躬
詣

大
內
︑
謹
視
筦

籥
︑
其
正

南
內
門
︑
上
$
先
]
題
其

榜
︑
曰
重
熈
頒
慶
之
門
︑

樓
皆
損
動
︑
其
下
只
是
依

舊
雙
門
︑
未
變
列
郡
之
制
︑

雖
$
兩
闗
雉
堞
︑
印
無
朶

樓
︑
⁝
⁝
\
取
諸
侯
之
制
︑

未
成
王
者
之
都
︒
欲
乞
於

南
端
闢
正
門
三
闔
︑
東
西

增
朶
樓
二
座
︑
⁝
⁝
﹂︒

し
か
し
	

(二
)
に
あ

げ
た
﹃
輟
�
錄
﹄
の
記
事

で
は
︑
門
の
一
部
と
解
せ

る
も
の
の
ほ
か
に
︑
宮
城

四
隅
の
角
樓
も
﹁
垣
樓
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
垣
樓
に
關
連
し
て
︑
ま
た

朶
殿
の
語
も
あ
り
︑
宋
︑
4
大
昌
﹃
雍
錄
﹄
卷
十
︑
東
西
廂
に
﹁
書
之
¾

室
︑
以
鳥
¾
爲
義
也
︒
今
世
之
名
朶
殿
者
︑
取
花
映
旁
出
爲
義
也
︒
皆
從

東
西
廂
而
展
轉
立
名
者
也
﹂
と
い
う
の
に
よ
れ
ば
︑
花
の
映
の
よ
う
に
脇

に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
﹁
朶
﹂
と
名
付
け
た
と
い
う
︒
こ
れ
に
從
え
ば
門

樓
の
兩
脇
に
あ
る
樓
︑
あ
る
い
は
そ
の
.
方
に
あ
る
觀

(闕
)
が
垣
樓
の

本
義
で
あ
ろ
う
︒
角
樓
を
垣
樓
と
呼
ぶ
の
は
︑﹃
輟
�
錄
﹄
中
で
い
ず
れ

も
﹁
三
垣
樓
﹂
と
呼
ぶ
よ
う
に
︑
觀
に
用
い
た
母
闕
と
子
闕
か
ら
な
る
ã

�
と
同
樣
の
も
の
が
角
樓
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
	

(二
)
(四
)
參
照
︒

(二
)

『元
¡
﹄
に
以
下
に
該
當
す
る
�
違
は
な
い
︒﹁
闕
南
﹂
よ
り
以
下
﹁
在

崇
天
門
內
﹂
ま
で
︑
元
︑
陶
宗
儀
﹃
輟
�
錄
﹄
卷
二
十
一
宫
闕
制
度
の
記

事
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹁
至
元
四
年
正
6
︑
城
京
師
︑
以
爲
天

下
本
︒
⁝
⁝
大
內
南
臨
麗
正
門
︑
正
衙
曰
大
,
殿
︑
曰
À
春
閣
︒
宮
城
周

回
九
里
三
十
步
︑
東
西
四
百
八
十
步
︑
南
北
六
百
十
五
步
︑
高
三
十
五
尺
︒

甎
甃
︒
至
元
八
年
八
6
十
七
日
申
時
動
土
︑
,
年
三
6
十
五
日
卽
工
︒
分

六
門
︑
正
南
曰
崇
天
︑
十
一
閒
︑
五
門
︑
東
西
一
百
八
十
七
尺
︑
深
五
十

五
尺
︑
高
八
十
五
尺
︑
左
右
垣
樓
二
︑
垣
樓
登
門
兩
W
廡
︑
十
門
︒
闕
上

兩
觀
皆
三
垣
樓
︑
連
垣
樓
東
西
廡
︑
各
五
閒
︒
西
垣
樓
之
西
︑
$
塗
金
銅

幡
竿
︒
⁝
⁝
凡
諸
宮
門
︑
皆
金
鋪
・
朱
戶
・
丹
楹
・
藻
繪
・
彤
壁
・
瑛
璃

瓦
 
簷
脊
︒
崇
天
之
左
曰
星
拱
︑
三
閒
︑
一
門
︑
東
西
五
十
五
尺
︑
深
四

十
五
尺
︑
高
五
十
尺
︒
崇
天
之
右
曰
雲
從
︑
制
度
如
星
拱
︒
東
曰
東
華
︑

七
閒
︑
三
門
︑
東
西
一
百
十
尺
︑
深
四
十
五
尺
︑
高
八
十
尺
︒
西
曰
西
華
︑

制
度
如
東
華
︒
北
曰
厚
載
︑
五
閒
︑
一
門
︑
東
西
八
十
七
尺
︑
深
高
如
西

華
︒
角
樓
四
︑
據
宫
城
之
四
隅
︑
皆
三
垣
樓
︑
瑛
璃
瓦
 
簷
脊
︒
直
崇
天

門
$
白
玉
石
橋
三
虹
︒
⁝
⁝
大
,
門
在
崇
天
門
內
︑
大
,
殿
之
正
門
也
︑

七
閒
三
門
︒
東
西
一
百
二
十
尺
︑
深
四
十
四
尺
︑
重
簷
︒
⁝
⁝
﹂︒
な
お
︑

﹃
元
¡
﹄
中
の
關
連
記
事
と
し
て
は
︑
卷
五
十
八
︑
地
理
志
一
︑
大
都
路

に
以
下
の
�
が
見
え
る
︒﹁︹
至
元
︺
四
年
︑
始
於
中
都
之
東
北
置
今
城
而

�
都
焉
﹇
京
城
右
擁
太
行
︑
左
挹
滄
海
︑
枕
居
庸
︑
奠
朔
方
︒
城
方
六
十

里
︑
十
一
門
︑
正
南
曰
麗
正
︑
南
之
右
曰
順
承
︑
南
之
左
曰
�
,
︑
北
之

東
曰
安
貞
︑
北
之
西
曰
徤
德
︑
正
東
曰
崇
仁
︑
東
之
右
曰
齊
<
︑
東
之
左

曰
光
熙
︑
正
西
曰
和
義
︑
西
之
右
曰
肅
淸
︑
西
之
左
曰
�
則
︒
海
子
在
皇

城
之
北
︑
萬
壽
山
之
陰
︑
舊
名
積
水
潭
︑
聚
西
北
諸
泉
之
水
︑
液
入
都
城

而
匯
于
此
︑
汪
洋
如
海
︑
都
人
因
名
焉
︒
恣
民
漁
�
無
禁
︑
擬
周
之
靈
沼

云
﹈︒
九
年
︑
改
大
都
︒
十
九
年
︑
置
留
守
司
︒
二
十
一
年
︑
置
大
都
路

東 方 學 報
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總
管
府
﹂︒

(三
)

｢厚
載
﹂
の
!
り
︒
.
	
︑﹃
輟
�
錄
﹄
卷
二
十
一
宫
闕
制
度
參
照
︒

(四
)

原
�
﹁
三
垣
樓
﹂
は
︑
三
層
の
屋
根
を
持
ち
︑
上
層
の
屋
根
の
下
に
下

層
の
屋
根
が
入
り
�
ん
だ
段
"
い
屋
根
の
樓
閣
︒
.
出
﹃
輟
�
錄
﹄
の

﹁
三
垣
樓
﹂
に
對
應
し
て
︑
以
下
に
あ
げ
る
,
︑
蕭
洵
﹃
故
宮
â
錄
﹄
中

で
は
﹁
十
字
角
樓
︑
高
下
三
¡
﹂
あ
る
い
は
﹁
十
字
角
樓
﹂
と
し
て
い

る
︒
﹃
故
宮
â
錄
﹄﹁
⁝
⁝
度
橋
可
二
百
步
爲
崇
天
門
︒
門
分
爲
五
︑
總

円
闕
樓
其
上
︑
¾
爲
回
p
︑
低
連
兩
觀
︒
觀
傍
出
爲
十
字
角
樓
︑
高
下
三

¡
︒
兩
傍
各
去
午
門
百
餘
步
$
掖
門
︑
皆
崇
高
閣
︒
內
城
廣
可
六
七
里
︑

方
布
四
隅
︑
隅
上
皆
円
十
字
角
樓
︒
其
左
$
門
爲
東
華
︑
右
爲
西
華
︒
由

午
門
內
可
數
十
步
爲
大
,
門
︑
仍
旁
円
掖
門
︑
繞
爲
長
廡
︑
中
)
丹
墀
之

:
︒
⁝
⁝
﹂︒

(五
)

『輟

�

錄
﹄
卷

二

十
一
宮
闕
制
度
の
記

事

に
︑﹁
⁝
⁝

山

字

門
在
興
�
宫
後
︑
À

華
閣
之
正
門
也
︑
正

一
閒
︑
兩
夾
各
一
閒
︑

重
簷
︑
一
門
︑
脊
置

金
寶
瓶
︒
印
獨
脚
門

二
︑
周
閣
以
紅
板
垣
︒

À
華
閣
五
閒
︑
方
七

十
九
尺
二
寸
︑
重
阿
︑

十
字
脊
︑
白
瑛
璃
瓦

¿
︑
靑
瑛
璃
瓦
 
其

簷
︑
脊
立
金
寶
瓶
︒

⁝
⁝
圓
亭
在
À
華
閣
後
︑
芳
碧
亭
在
À
華
閣
後
圓
亭
東
︑
三
閒
︑
重
簷
︑

十
字
脊
︑
¿
以
靑
瑛
璃
瓦
︑
 
以
綠
瑛
璃
瓦
︑
脊
置
金
寳
瓶
︒
⁝
⁝
﹂
な

ど
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
金
寶
瓶
は
北
京
紫
禁
城
角
樓

の
屋
頂
に
あ
る
寶
頂
の
類
で
あ
ろ
う
︒
圖
九
參
照
︒

(高
井
た
か
ね
)

桓
門

16
【原
�
︼

�
立
表
坊
曰
桓
門
○
�
之
�
立
曰
桓
﹇
戶
官
切
﹈︑
雙
桓
曰
桓
門
︒
漢
尹
賞
傳
︑

時
紅
陽
長
仲
輕
俠
︑
浩
商
殺
義
渠
長
︑
少
秊
探
丸
爲
彈
︑
分
赤
黑
白
︒
賞
&
三

輔
高
第
爲
長
安
令
︑
作
虎
穴
︑
捕
少
秊
惡
子
內
之
︑
瘞
出
寺
門
桓
東
︒
舊
亭
大

版
貫
�
四
出
︑
名
曰
桓
表
︑
縣
3
治
夾
兩
邉
各
一
︑
今
\
謂
之
和
表
︒
師
古
曰
︑

卽
蕐
表
︒
揭
著
姓
名
︑
$
桓
東
少
秊
塲
之
歌
曰
︑
安
3
求
子
死
︑
桓
東
少
秊
塲
︒

桓
門
之
東
︑
戮
人
處
也
︒
桓
門
亦
謂
和
門
︑
亦
謂
蕐
表
︒
桓
譚
怨
論
︑
晉
中
經

¦
作
蕐
譚
︑
桓
・
和
・
蕐
一
聲
也
︒
古
�
而
今
分
︒
周
禮
曰
︑
以
旌
爲
左
右
和

之
門
︑
f
禮
︑
Ö
武
円
旗
爲
和
門
︒
謝
惠
連
祭
古
塚
序
︑
曰
兩
頭
無
和
︑
俗
云

懷
頭
版
︑
和
訛
爲
懷
也
︒
諸
侯
塟
︑
�
桓
楹
︑
穿
中
爲
鹿
盧
︑
以
縣
;
下
棺
︒

天
子
塟
︑
斵
石
爲
碑
︑
以
爲
鹿
盧
︒
記
曰
︑
公
室
視
豐
碑
︑
三
家
視
桓
楹
︑
後

人
效
之
︑
因
刻
碑
以
志
墓
︑
曰
桓
碑
︒
桓
圭
︑
則
以
其
°
直
如
桓
也
︑
別
作
瓛
︒

篆
作

︑
从
回
不
从
亙
︒

【譯
�
︼

直
立
す
る
牌
坊(一
)
は
桓
門
と
い
う(二
)

○
�
の
直
立
す
る
も
の
は
桓
﹇
戶
官
の
切

(カ
ン
)﹈
と
い
い
︑
二
�
が
竝
び
立
つ
も
の
は
桓
門
と
い
う
︒﹃
漢
書
﹄
尹
賞

傳
に
い
う(三
)
︑﹁
時
に
紅
陽
侯
の
息
子
兄
弟(四
)
は
¨
俠
の
徒
で
︑
浩
商
は
義
渠
の
長

を
殺
し(五
)
︑
少
年
た
ち
は
彈
丸
を
探
り
と
っ
て
︹
く
じ
引
き
す
る
た
め
に
︺
彈
を
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作
り
︑
そ
れ
を
赤
・
黑
・
白
に
色
分
け
し
︹
引
き
當
て
た
色
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
役
人
を
殺
し
︺
た
︒︹
尹
︺
賞
は
三
輔
の
行
政
優
秀
者
に
&
ば
れ
て
長
安
令

に
な
る
と
︑
虎
穴
を
作
り
︑
不
良
少
年
を
捕
ら
え
て
そ
の
中
に
入
れ
︑︹
彼
ら

の
死
體
を
︺
埋
め
て
役
3
の
門
の
桓
�
東
側
に
取
り
出
し
た(六
)
﹂
と
︒︹
如
淳
の

	
に
︺﹁
昔
の
亭
傳

(宿
驛
)
で
は
大
き
な
板
が
�
を
貫
い
て
四
方
に
飛
び
出

し
て
お
り
︑
名
づ
け
て
桓
表
と
い
っ
た
︒
縣
治
3
の
︹
門
の
︺
兩
側
を
挾
ん
で

一
本
ず
つ
あ
っ
た
︒
今

(魏
)
で
も
ま
だ
こ
れ
を
和か

表
ひ
ょ
う

と
い
う
﹂︑︹
顏
︺
師

古
は
︑﹁
華
表
で
あ
る
﹂
と
い
う(
七
)
︒﹁︹
立
て
札
に
︺
姓
名
を
揭
示
し
︑
桓
東
の

少
年
場
の
歌
が
あ
っ
て
︑﹃
い
ず
こ
に
我
が
子
の
º
き
が
ら
を
求
め
れ
ば
よ
い

の
か
？

そ
れ
は
桓
東
の
少
年
場
で
あ
る
﹄
と
い
う
﹂︒
桓
門
の
東
側
は
罪
人

を
さ
ら
す
場
3
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

桓
門
は
ま
た
和か

門も
ん

と
い
い
︑
ま
た
華
表
と
も
い
う
︒﹃
桓
譚
怨
論
﹄
は
︑﹃
晉

中
經
¦(
八
)
﹄
中
で
は
﹁
華
譚
﹂
に
つ
く
る(
九
)
が
︑
桓
と
和
と
華
は
同
一
の
�
だ
っ
た
︒

昔
は
︹
�
が
︺
�
じ
て
い
た
が
︑
今
は
別
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒﹃
周
禮
﹄︹
夏

官
︑
大
司
馬
︺
に
︑﹁
旌
旗
を
用
い
て
左
右
の
和
の
門
と
し
た
﹂
と
い
(一
○
)︑
f
禮

で
は
︑
武
事
の
Ö
Ò
の
際
に
は
旗
を
立
て
て
和
門
と
し
た
(一
一
)︒
謝
惠
連
の
﹁
祭
古

塚
︹
�
︺
序
﹂
で
は
︑﹁
︹
棺
の
︺
兩
端
に
和

(棺
題
)
は
な
い
﹂
と
い
う
(一
三
)が
︑
俗

に
﹁
懷
頭
版
﹂
と
い
う
の
は
︑﹁
和
﹂
が
訛な
ま

っ
て
﹁
懷
﹂
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(一
三
)︒

諸
侯
の
墓
葬
で
は
桓
楹
を
立
て
︑︹
�
頭
の
︺
中
を
穿
っ
て
轆
轤
を
作
り
︑

そ
こ
に
繩
を
掛
け
て
棺
を
︹
墓
穴
に
︺
下
ろ
す
︒
天
子
の
墓
葬
で
は
︑
石
を

斵
っ
て
碑
を
作
り
︑
そ
こ
に
轆
轤
を
作
る
︒﹃
禮
記
﹄︹
檀
弓
下
︺
に
︑﹁
公
室

は
豐
碑
に
な
ぞ
ら
え
︑
三
家
は
桓
楹
に
な
ぞ
ら
え
る
﹂
と
い
う
(一
四
)が
︑
後
の
人
は

こ
れ
に
倣
い
︑
そ
の
た
め
碑
を
刻
ん
で
墓
の
こ
と
を
書
き
し
る
し
た
も
の
を
桓

碑
と
い
う
︒
桓
圭
は
︑
そ
の
幅
廣
で
ま
っ
す
ぐ
な
の
が
桓

(
�
)
の
よ
う
で
あ

る
か
ら
で
あ
り
(
一
五
)︑
ま
た
﹁
瓛
﹂
と
い
う
字
に
も
つ
く
る
(一
六
)︒︹

桓
は
︺
篆
書
で
は

と
書
き
︑﹁
回
﹂
に
從
い
︑﹁
亙
﹂
に
は
從
わ
な
い
︒

【譯
	
︼

(一
)

原
�
﹁
表
坊
﹂︒
牌
坊
の
こ
と
︒
,
︑
許
�
﹁
求
旌
毛
忠
駅
﹂
(﹃
,
經

世
�
U
﹄
卷
六
十
八
3
收
)﹁
⁝
⁝
今
見
�
]
賜
立
忠
義
表
坊
︑
無
不
歡

呼
稱
嘆
︑
獨
�
祀
一
事
︑
未
蒙
舉
行
︑
乞
于
甘
州
城
東
円
祠
一
3
︑
仍
以

忠
義
爲
名
︑
行
令
3
司
春
秋
致
祭
︑
庶
死
者
得
以
慰
安
︑
生
者
$
3
激

勸
﹂︒
,
︑
徐
渭
﹁
贈
沈
母
序
﹂
(﹃
徐
�
長
三
集
﹄
卷
二
十
3
收
)﹁
⁝
⁝

昨
訂
縣
誌
︑
­
貞
女
孝
­
爲
豫
3
知
者
︑
衆
人
乃
謂
未
$
旌
門
表
坊
舉
扼

不
使
Þ
書
︑
其
$
表
且
旌
而
爲
豫
3
未
知
者
︑
則
衆
T
以
書
︑
不
復
候
校

按
︑
否
者
ª
ª
�
訕
罵
不
已
﹂︒

(二
)

桓
門
と
後
出
﹃
周
禮
﹄
大
司
馬
の
和
門
と
は
︑
後
�
の
と
お
り
︑
一
對

の
�

(桓
︑
和
︑
桓
表
︑
和
表
︑
華
表
)
を
立
て
て
そ
の
閒
を
出
入
り
の

場
と
し
た
門
で
︑
そ
の
兩
�
頂
部
に
橫
木
を
載
せ
た
鳥
居
狀
の
門
が
衡
門
︑

�
閒
上
部
に
貫
を
わ
た
し
て
兩
�
頭
が
上
に
突
き
だ
し
た
も
の
が
烏
頭
門
︑

表
楬
︑
閥
閱
︑
綽
楔
︑
欞
星
門
な
ど
と
呼
ば
れ
る
形
式
の
門
で
あ
る
︒
烏

頭
門
は
﹃
f
六
典
﹄
卷
二
十
三
將
作
都
水
監
︑
左
校
令
の
	
に
﹁
五
品
已

上
︑
得
制
烏
頭
門
﹂
と
あ
り
︑
上
¡
官
位
に
の
み
設
置
が
許
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
︑﹃
營
�
法
式
﹄
卷
六
︑
小
木
作
制
度
に
は
そ
の
制
度
が

み
え
る

(圖
一
〇
)︒
ま
た
欞
星
門
は
烏
頭
門
の
別
名
と
し
て
﹃
營
�
法

式
﹄
に
あ
げ
ら
れ
︑
現
在
で
も
天
壇
︑
地
壇
な
ど
の
壇
�
︑
,
十
三
陵
な

ど
の
陵
墓
︑
各
地
の
孔
子
�
な
ど
に
實
例
が
殘
さ
れ
て
い
る
︒
牌
坊

(圖

一
一
)
は
︑
烏
頭
門
︑
衡
門
か
ら
發
展
し
て
な
っ
た
も
の
で
︑
こ
の
種
の

門
の
一
形
式
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
に
︑
こ
こ
で
は
よ
り
原
初
�
な
形
態
の

桓
門
と
結
び
つ
け
て
こ
の
よ
う
に
い
う
︒
衡
門
︑
烏
頭
門
か
ら
牌
坊
へ
の

發
展
と
そ
の
時
Ë
に
つ
い
て
は
傅
熹
年
﹁
論
�
幅
傳
爲
李
思
訓
畫
°
金
碧

山
水
�
繪
制
時
代
﹂
(﹃
�
物
﹄
一
九
八
三
年
第
十
一
Ë
)︑
桓
︑
華
表
と

烏
頭
門
︑
欞
星
門
と
に
つ
い
て
は
樂
嘉
藻
﹃
中
國
円
築
¡
﹄
(一
九
三
三
)
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第
二
U
︑
坊
︑
陳
仲
篪
﹁
識
小
錄
﹂
營
�
法
式
3
載
之
門
制
︑
二

烏
頭

門

(﹃
中
國
營
�
學
社
彙
刊
﹄
第
六
卷
第
二
Ë
︑
一
九
三
五
)︑
劉
致
�

﹃
中
國
円
築
類
型
#
結
ã
﹄
(中
國
工
4
出
版
社
︑
一
九
五
七
)
第
二
違
︑

四
︑

．
牌
坊
門
參
照
︒

1

(三
)

｢
漢
尹
賞
傳
﹂
よ
り
以
下
﹁
桓
東
少
秊
塲
﹂
ま
で
は
︑﹃
漢
書
﹄
卷
九
十

尹
賞
傳
と
そ
の
	
か
ら
の
引
用
だ
が
︑
²
點
本
	
︹
一
︺
で
も
指
摘
す
る

よ
う
に
︑
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
�
だ
け
で
は
Ñ
略
が
過
ぎ
て
�
 
が
�
じ

な
い
︒﹃
漢
書
﹄
卷
九
十
尹
賞
傳
﹁
尹
賞
︑
字
子
心
︑
鉅
鹿
楊
氏
人
也
︒

⁝
⁝
永
始
・
元
À
閒
︑
上
怠
於
政
︑
貴
戚
驕
恣
︑
紅
陽
長
仲
兄
弟
�
�
輕

俠
︑
臧
�
º
命
﹇
鄧
展
曰
︑
紅
陽
姓
︑
長
仲
字
也
︒
如
淳
曰
︑
紅
陽
︑
南

陽
縣
也
︒
長
姓
︑
仲
字
也
︒
師
古
曰
︑
姓
紅
陽
而
兄
字
長
︑
弟
字
仲
︒
今

書
長
字
或
作
張
者
非
也
︑
後
人
3
改
耳
︒
一
曰
︑
紅
陽
侯
王
立
之
子
︑
兄

弟
長
少
者
也
﹈︒
而
北
地
大
豪
浩
商
等
報
怨
︑
殺
義
渠
長
妻
子
六
人
︑
ª

來
長
安
中
︒
丞
相
御
¡
Ý
掾
求
´
黨
與
︑
詔
書
召
捕
︑
久
之
乃
得
︒
長
安
中

姦
猾
µ
多
︑
閭
里
少
年
羣
輩
殺
¦
︑
`
賕
報
仇
︑
相
與
探
丸
爲
彈
﹇
師
古
曰
︑

爲
彈
丸
作
赤
黑
白
三
色
︑
而
共
探
取
之
也
︒
彈
�
徒
旦
反
﹈
︑
得
赤
丸
者
斫

武
¦
︑
得
黑
丸
者
斫
�
¦
︑
白
者
T
治
喪
︒
⁝
⁝
賞
以
三
輔
高
第
&
守
長

安
令
︑
得
壹
切
Þ
宜
從
事
︒
賞
至
︑
修
治
長
安
獄
︑
穿
地
方
深
各
數
丈
︑

致
令
辟
爲
郭
︑
以
大
石
¿
其
口
︑
名
爲
虎
穴
︒
乃
部
戶
曹
掾
¡
︑
與
�

¦
・
亭
長
・
里
正
・
父
老
・
伍
人
︑
雜
舉
長
安
中
輕
�
少
年
惡
子
︑
無
市

籍
商
販
作
務
︑
而
鮮
衣
凶
�
被
鎧
扞
持
刀
兵
者
︑
悉
籍
記
之
︑
得
數
百
人
︒

賞
一
]
會
長
安
¦
︑
車
數
百
兩
︑
分
行
收
捕
︑
皆
云
以
爲
�
行
飮
食
羣
盜
︒

賞
親
閱
︑
見
十
置
一
︑
其
餘
盡
以
?
內
虎
穴
中
︑
百
人
爲
輩
︑
¿
以
大
石
︒

數
日
壹
發
視
︑
皆
相
枕
籍
死
︑
Þ
輿
出
︑
瘞
寺
門
桓
東
﹇
如
淳
曰
︑
瘞
︑

埋
也
︒
舊
亭
傳
於
四
角
面
百
步
築
土
四
方
︑
上
$
屋
︑
屋
上
$
�
出
︑
高

丈
餘
︑
$
大
板
貫
�
四
出
︑
名
曰
桓
表
︒
縣
3
治
夾
兩
邊
各
一
桓
︒
陳
宋
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之
俗
言
桓
聲
如
和
︑
今
\
謂
之
和
表
︒
師
古
曰
︑
卽
華
表
也
﹈︑
楬
著
其

姓
名
﹇
師
古
曰
︑
楬
︑
杙
也
︒
椓
杙
於
瘞
處
而
書
死
者
名
也
︒
楬
�
竭
︑

杙
�
弋
︑
字
竝
從
木
﹈︑
百
日
後
︑
乃
令
死
者
家
各
自
發
取
其
尸
︒
親
屬

號
哭
︑
�
路
皆
歔
欷
︒
長
安
中
歌
之
曰
︑
安
3
求
子
死
︑
桓
東
少
年
場

﹇
師
古
曰
︑
安
\
焉
也
︒
死
謂
尸
也
﹈︒
生
時
諒
不
謹
︑
枯
骨
後
何
葬
﹂︒

(四
)

.
	
引
﹃
漢
書
﹄
尹
賞
傳
鄧
展
・
如
淳
・
顏
師
古
	
參
照
︒
ま
た
﹃
漢

書
補
	
﹄
は
淸
︑
何
焯
の
說
を
引
き
︑﹁
何
焯
曰
︑
元
后
傳
︑
紅
陽
侯
立

父
子
臧
�
姦
滑
º
命
︑
賓
客
爲
羣
︑
成
h
使
尙
書
責
問
司
隸
校
尉
・
京
兆

尹
阿
縱
︑
則
顏
	
後
一
說
是
也
﹂
と
い
う
︒
今
は
こ
の
說
に
從
う
︒

(五
)

浩
商
が
義
渠
の
長
を
殺
し
た
一
件
に
つ
い
て
は
︑﹃
漢
書
﹄
卷
八
十
四

翟
方
�
傳
に
み
え
る
︒

(六
)

原
�
は
各
本
と
も
﹁
瘞
出
寺
門
桓
東
﹂
に
つ
く
る
が
︑﹃
漢
書
﹄
で
は

﹁
Þ
輿
出
︑
瘞
寺
門
桓
東
﹂︑
つ
ま
り
死
體
を
虎
穴
か
ら
取
り
出
し
て
桓
東

に
埋
め
た
と
い
う
︒
	

(三
)
參
照
︒

(七
)

そ
れ
ぞ
れ
﹃
漢
書
﹄
尹
賞
傳
﹁
瘞
寺
門
桓
東
﹂
に
對
す
る
魏
︑
如
淳
と

顏
師
古
の
	
︒
	

(三
)
參
照
︒
如
淳
の
い
う
桓
表
は
︑
沂
南
畫
宴
石

(圖
一
二
)
の
雙
闕
上
に
み
え
る
標
�
が
そ
れ
に
あ
た
り

(林
巳
奈
夫

﹃
漢
代
の
�
物
﹄
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
3
︑
一
九
七
六
︑
一
七
六
頁
)︑

﹃
說
�
解
字
﹄
に
も
﹁
桓
︑
亭
郵
表
也
﹂
と
い
う
︒
桓
︑
桓
表

(あ
る
い

は
華
表
︑
和
表
)
と
は
︑
官
衙
︑
驛
亭
︑
街
�
︑
城
門
︑
橋
の
た
も
と
︑

陵
墓
な
ど
に
立
て
ら
れ
た
標
�
で
︑
�
の
頂
部
�
く
に
橫
木
一
︑
二
本
を

�
わ
ら
せ
た
も
の
︒
ま
た
表
木
︑
�
午
木
と
も
い
う
︒
崔
t
﹃
古
今
	
﹄

卷
下
︑
問
答
釋
義
第
八
﹁
4
�
問
曰
︑
堯
設
誹
謗
之
木
︑
何
也
︑
答
曰
︑

今
之
華
表
木
也
︑
以
橫
木
�
�
頭
︑
狀
若
花
也
︑
形
似
桔
槹
︑
大
路
�
衢

悉
施
焉
︑
或
謂
之
表
木
︑
以
表
王
者
¸
諫
也
︑
亦
以
表
識
衢
路
也
︒
秦
乃

除
之
︑
漢
始
復
修
焉
︑
今
西
京
謂
之
�
午
木
﹂︒﹁
淸
,
上
河
圖
﹂
の
虹
橋

た
も
と
に
こ
れ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
︑
畫
宴
石
︑
繪

畫
に
表
現
さ
れ
た
例
は
い
く
つ
も
あ
り
︑
ま
た
現
存
す
る
實
例
で
は
︑
北

京
天
安
門
︑
北
京
南
郊
の
蘆
�
橋

(圖
一
三
)︑
,
十
三
陵
の
も
の
な
ど

が
$
名
で
あ
る
︒
梅
原
郁
﹁
�
字
の
円
築
﹂
(上
田
篤
他
U
﹃
空
閒
の
原

型
﹄
筑
�
書
B
︑
一
九
八
三
)︑
關
野
雄
﹁
華
表
考
﹂
(﹃
東
洋
學
報
﹄
第

六
十
六
卷
︑
一
九
八
五
︑
三
6
)
參
照
︒

(八
)

『晉
中
經
¦
﹄
は
︑
晉
︑
荀
勗
l
﹃
中
經
怨
¦
﹄
十
四
卷
の
こ
と
︒
佚

書
︒
魏
の
�
默
l
﹃
中
經
¦
﹄
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
︒﹃
隋
書
﹄

卷
三
十
二
經
籍
志
一
﹁
魏
祕
書
郞
�
默
︑
始
制
中
經
︑
祕
書
監
荀
勗
︑
印

因
中
經
︑
�
著
怨
¦
︑
分
爲
四
部
︑
總
括
羣
書
﹂︒
同
︑
卷
三
十
三
經
籍

志
二
︑
¡
部
¦
錄
%
に
は
﹁
晉
中
經
十
四
卷
︑
荀
勗
l
﹂
と
み
え
る
︒

(九
)

『桓
譚
怨
論
﹄
と
﹃
華
譚
怨
論
﹄
は
別
の
書
物
︒﹃
隋
書
﹄
經
籍
志
三
︑

子
部
儒
家
類
に
﹁
桓
子
怨
論
十
七
卷
︑
後
漢
六
安
丞
桓
譚
l
﹂︑
ま
た

﹁
怨
論
十
卷
︑
晉
散
騎
常
侍
夏
侯
湛
l
︒
⁝
⁝
怨
論
十
卷
︑
晉
金
紫
光
祿

大
夫
華
譚
l
︒
梅
子
怨
論
一
卷
︒
º
﹂
と
兩
者
の
名
が
み
え
︑﹃
舊
f
書
﹄

經
籍
志
︑﹃
怨
f
書
﹄
藝
�
志
も
兩
者
と
も
に
收
め
る
︒
桓
譚
﹃
怨
論
﹄

は
﹃
說
郛
﹄
一
百
二
十
科
本
の
科
五
十
九
に
み
え
る
ほ
か
︑﹃
問
經
堂
叢

書
﹄
逸
子
書
︑﹃
指
海
﹄
第
十
三
集
に
輯
本
が
︑
華
譚
﹃
怨
論
﹄
は
﹃
玉

函
山
B
輯
佚
書
﹄
子
U
儒
家
類
に
輯
本
が
收
め
ら
れ
て
い
る
︒
桓
譚
は
後

漢
の
人
︑
字
君
山
︑﹃
後
漢
書
﹄
に
本
傳
あ
り
︒
華
譚
は
晉
の
人
︑
字
令

思
︑﹃
晉
書
﹄
卷
五
十
二
に
本
傳
あ
り
︒

な
お
︑﹁
桓
譚
怨
論
﹂
よ
り
以
下
﹁
蕐
譚
﹂
ま
で
は
︑
楊
愼
に
よ
る
?

の
�
違
に
基
づ
く
︒﹃
升
菴
外
集
﹄
卷
七
︑
地
理
︑
華
表
﹁
漢
書
	
作
表
︑

禮
記
・
字
林
俱
作
桓
表
︑
公
室
視
桓
楹
︑
	
︑
桓
︑
墓
.
表
�
也
︑
華
・

和
・
桓
三
�
相
混
︒
尙
書
︑
桓
夷
底
績
︑
水
經
作
和
夷
︑
桓
譚
怨
論
︑
晉

中
經
¦
作
華
譚
︑
則
華
表
作
和
表
・
桓
表
︑
義
實
叶
矣
﹂︒
ま
た
楊
愼
は
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﹃
丹
!
續
錄
﹄
で
も
同
樣
の
說
を
述
べ
る
が
︑
そ
こ
で
は
﹃
桓
譚
怨
論
﹄

を
﹃
華
譚
怨
論
﹄
に
つ
く
る
の
は
﹃
隋
書
經
籍
志
﹄
で
あ
る
と
す
る
︒

﹃
丹
!
續
錄
﹄
卷
一
︑
經
說
︑
書
︑
西
傾
因
桓
是
來
和
夷
底
績
﹁
古
和
・

桓
・
華
同
�
︒
和
夷
底
績
︑
卽
西
傾
因
桓
之
桓
︑
見
水
經
	
︒
桓
楹
卽
和

表
︑
和
表
印
轉
爲
華
表
︑
見
漢
書
桓
東
少
年
場
	
︒
桓
譚
怨
論
︑
隋
志
作

華
譚
﹂︒

(一
〇
)

『
周
禮
﹄
夏
官
︑
大
司
馬
﹁
£
以
狩
田
︑
以
旌
爲
左
右
和
之
門
︑
羣

¦
各
帥
其
車
徒
︑
以
敘
和
出
﹂︒
�
玄
	
﹁
冬
田
爲
狩
︑
言
守
取
之
無
3

擇
也
︒
軍
門
曰
和
︑
今
謂
之
壘
門
︑
立
兩
旌
以
爲
之
︒
叙
和
出
︑
用
?
第

出
和
門
也
﹂︒

(一
一
)

『大
f
開
元
禮
﹄
卷
八
十
五
︑
軍
禮
︑
皇
h
Ö
武
﹁
仲
冬
之
6
︑
Ö

武
於
都
外
︒
.
Ë
十
$
一
日
︑
3
司
奏
�
Ö
武
︑
兵
部
承
詔
︑
£
命
將
帥

鯵
軍
士
︒
$
司
先
芟
萊
除
地
爲
場
︑
方
一
千
二
百
步
︑
四
出
爲
和
門
︒

⁝
⁝
.
一
日
︑
Ö
武
將
帥
#
士
卒
集
於
墠
3
︑
禁
諠
譁
︑
依
方
色
円
旗
爲

和
門
︑
於
都
墠
之
中
#
四
角
︑
皆
円
五
綵
牙
旌
︑
旗
鼓
甲
仗
威
儀
︑
悉
備

於
墠
3
﹂︒﹃
�
典
﹄
卷
一
三
二
禮
九
十
二
︑
開
元
禮
纂
類
二
十
七
︑
軍
禮

一
︑
皇
h
Ö
武
︑﹃
怨
f
書
﹄
卷
十
六
︑
禮
樂
志
六
に
も
︑
ほ
ぼ
同
じ
記

事
が
み
え
る
︒

ま
た
︑﹃
隋
書
﹄
卷
八
︑
禮
儀
志
三
で
は
︑
北
齊
の
軍
禮
と
し
て
︑
Ö
武

の
際
︑
同
樣
に
和
門
を
立
て
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
隋
書
﹄
卷
八
︑

禮
儀
志
三
﹁
後
齊
常
以
季
秋
︑
皇
h
Ö
武
於
都
外
︒
⁝
⁝
.
五
日
︑
皆
�
兵

嚴
於
場
3
︑
依
方
色
円
旗
爲
和
門
︒
都
墠
之
中
#
四
角
︑
皆
円
五
采
牙
旗
﹂
︒

(一
二
)

南
]
宋
︑
謝
惠
連
﹁
祭
古
冢
�
﹂
序

(﹃
�
&
﹄
卷
六
十
祭
�
3
收
)

﹁
東
府
掘
城
北
壍
︑
入
丈
餘
︑
得
古
冢
︑
上
無
封
域
︑
不
用
塼
甓
︑
以
木
爲

槨
︑
中
$
二
棺
︑
正
方
︑
兩
頭
無
和
﹇
李
善
	
：
呂
氏
春
秋
︑
惠
公
說
魏

太
子
曰
︑
昔
王
季
歷
葬
渦
山
之
尾
︑
欒
水
齧
其
墓
︑
見
棺
之
.
和
︒
高
誘
曰
︑

棺
題
曰
和
﹈
﹂
︒
謝
惠
連
は
謝
靈
¹
の
族
弟
︒﹃
宋
書
﹄
卷
五
十
三
︑﹃
南

¡
﹄
卷
十
九
に
傳
あ
り
︒
こ
こ
で
い
う
﹁
和
﹂
は
棺
の
端
で
材
の
突
出
し

方以智『��』卷三十八宮室 譯	 (一)
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た
部
分
を
指
し
︑﹁
正
方
︑
兩
頭
無
和
﹂
と
は
︑
棺
が
た
だ
方
形
を
�
し
︑

兩
端
に
張
り
出
し
た
箇
3
の
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
︒
棺
の
﹁
.

和
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
水
經
	
﹄
卷
十
六
︑
穀
水
﹁
印
東
過
河
南
縣
北
︑
東

南
入
于
洛
﹂
	
に
﹁
孫
暢
之
嘗
見
靑
州
刺
¡
傅
宏
仁
說
︑
臨
淄
人
發
古
冢
︑

得
銅
棺
︑
.
和
外
隱
起
爲
隸
字
︑
言
齊
太
公
六
世
孫
胡
公
之
棺
也
﹂
と
い

う
︒
ま
た
﹃
�
�
﹄
卷
三
十
四
器
用
︑
雜
用
諸
器
に
も
﹁
椑
棺
曰
櫬
︑
小

棺
曰
槥
︑
窾
木
爲
匵
︑
棺
.
曰
和
︑
牆
曰
樿
傍
︒
⁝
⁝
�
&
弔
古
冡
�
︑

見
棺
.
和
︑
水
經
	
︑
見
胡
公
棺
.
和
︑
呂
覽
︑
季
歷
葬
渦
山
之
尾
︑
欒

水
齧
其
墓
︑
見
棺
之
.
和
︑
是
也
︒
葢
謂
橫
木
爲
桓
︑
桓
和
相
轉
︑
詳
見

宮
室
門
︒
⁝
⁝
﹂
と
み
え
︑
こ
こ
で
は
桓
が
﹁
橫
木
﹂
で
あ
る
と
す
る
︒

(一
三
)

｢懷
頭
版
﹂
の
用
例
に
つ
い
て
は
不
詳
︒
棺
の
兩
端
を
﹁
和
頭
﹂︑
あ

る
い
は
﹁
華
頭
﹂︑﹁
桓
頭
﹂
と
呼
ん
だ
こ
と
は
︑
以
下
の
例
な
ど
に
み
え

る
︒
,
︑
田
藝
蘅
﹃
留
靑
日
札
﹄
卷
三
十
八
︑
�
俗
古
�
︑
�
聲
﹁
桓
�

和
︒
漢
書
︑
何
3
求
子
死
︑
桓
東
少
年
場
︒
	
︑
陳
宋
之
閒
︑
言
桓
聲
如

和
︒
今
之
和
表
︑
卽
華
表
也
︒
棺
之
華
頭
︑
俗
稱
和
頭
︑
亦
當
作
桓
﹂︒

(一
四
)

『禮
記
﹄
檀
弓
下
﹁
公
室
視
豐
碑
﹇
�
玄
	
：
言
視
者
︑
時
僭
天
子

也
︒
豐
碑
︑
斲
大
木
爲
之
︑
形
如
石
碑
︒
於
椁
.
後
四
角
樹
之
︑
穿
中
︑

於
閒
爲
鹿
盧
︑
下
棺
以
繂
繞
︒
天
子
六
繂
四
碑
︑
.
後
各
重
鹿
盧
也
﹈︑

三
家
視
桓
楹
﹇
�
玄
	
：
時
僭
諸
侯
︑
諸
侯
下
天
子
也
︒
斲
之
形
如
大
楹

耳
︒
四
�
謂
之
桓
︒
諸
侯
四
繂
二
碑
︑
碑
如
桓
矣
︒
大
夫
二
繂
二
碑
︑
士

二
繂
無
碑
﹈﹂︒
孔
穎
É
駅
﹁
云
四
�
謂
之
桓
者
︑
案
︑
說
�
︑
桓
︑
亭
郵

表
也
︒
謂
︑
亭
郵
之
3
而
立
表
木
︑
謂
之
桓
︑
卽
今
之
橋
旁
表
�
也
﹂︒

(一
五
)

桓
圭
は
公
Ø
の
執
る
玉
制
禮
器

(圖
一
四
)︒
幅
廣
で
ま
っ
す
ぐ
な

桓
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
に
そ
の
名
が
由
來
す
る
と
い
う
說
は
﹃
六
書
故
﹄

の
�
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
が

(
?
	
參
照
)︑
�
玄
は
︑
桓
は
二
本
竝

び
立
つ
�
で
︑
そ
れ
を
圭
に
雕
刻
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
︒﹃
周
禮
﹄

春
官
︑
大
宗
伯
﹁
公
執
桓
圭
﹂
�
玄
	
﹁
雙
�
︑
謂
之
桓
︒
桓
︑
宮
室
之

象
︑
3
以
安
其
上
也
︒
桓
圭
︑
蓋
亦
以
桓
爲
瑑
 
︒
圭
長
九
寸
﹂︒

(一
六
)

こ
の
條
は
じ
め
よ
り
﹁
別
作
瓛
﹂
こ
こ
ま
で
は
︑﹃
六
書
故
﹄
桓
の

條
を
も
と
に
︑﹃
漢
書
﹄
尹
賞
傳
︑
楊
愼
に
よ
る
﹃
桓
譚
怨
論
﹄︑﹃
大
f

開
元
禮
﹄︑
謝
惠
連
﹁
祭
古
冢
�
﹂
に
關
す
る
記
事
を
補
足
し
て
成
っ
た

も
の
︒﹃
六
書
故
﹄
卷
二
十
一
�
物
一
︑
木
︑
桓
﹁

︑
戶
官
切
︒
�
之

�
立
者
曰
桓
︑
雙
�
以
爲
門
者
︑
謂
之
桓
門
︑
亦
謂
和
門
︑
亦
謂
華
表
︑

桓
・
和
・
華
一
聲
也
︒
周
禮
曰
︑
以
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圖一四 『怨定三禮圖』
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